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    1.AREA OUT OF BOUNDS（1）

    


    



    　真っ暗闇だ。


    　何も見えない。何も聞こえない。完全な闇と静寂。


    　私はその中で一〇年生きてきた。


    　もう自分の姿すらどうなっているのか覚おぼ束つかない。


    　目を封じられ耳を塞ふさがれた。


    　それで人を殺せという。


    　何も見えないのに。何も聞こえないのに。殺さなくてはならない。


    　それがどういう意図なのかは聞かされた。実に勝手な言い分。従うしかない。


    　私は真っ当な世界では生きられない一族の人間として生まれ、力ずくで長になった。だがこの一族の長に指導権はない。実権を持たない象徴としての長。何ど処こかの国の、何かに似ている。やるべき事は他人が決める。言われた通りに誰かを何人でも殺すこと。出来れば首を刎はねて。


    　陰陽の竜。彼らは自らをそう称する。そして私の意志などお構いなしに義務を課す。


    　この真っ暗闇の人生は、いつ終わるのかさえ私には分からない。

  


  
    


    


    2.KNIGHT OF DIAMONDS

    


    



    「……あの女は一体何なんだ、プリースト？」


    「バニーガールですよ、ラスネイル隊長。見ての通りの」


    　そう言ってプリーストは笑う。この男はいつだって何かを諦めたような笑顔を浮かべる。それがたまに歯は痒がゆく思える。本人にそんな心算つもりがあろうとなかろうと、やる前から何をやっても巧うまくいかないと思い込んでいるような、そういう男だ。


    　見目がいい。背が高い。俺が特別背が低いというのもあるが、一般的なアジア系と比べれば高身長だろう。日本人にしては日焼けした肌に黒い髪。西アジアを思わせるが、生まれがそもそも南方の島らしい。沖縄よりも更に南との事だが、俺にはそこまであの国に関する地理の知識がない。


    　プリーストはその見目麗うるわしい薄笑いを浮かべたまま簡単に「見ての通り」などと言うが、俺の軍隊百余名を、もはや軍隊でも何でもない十数人にまで殺し尽くしてくれた相手を見てくれだけで判断したくない。だがバニーガールは、バニーガールだ。そうとしか言いようのない衣装を着ている。


    　バニースーツ。カラー付きのチョーカー。薄手の手袋にストッキング、そしてピンヒール。おまけに耳付きのヘッドドレス。そこまで揃そろえた間違いようもないバニーガールが、右手に持った巨大なナイフ、歪いびつな牙のようなその刃物で、あるいは素手で、俺の兵士らを片っ端から引き千ち切ぎって来ている。


    　恐らくは腰より下まで伸ばしているであろう交じりっけのない白髪は図太い一本の三つ編みにまとめ上げられ、何の心算か首に、マフラーのごとく巻き付けている。戦ってそれが緩ゆるむ度たびに、首を振って振り回し、手も使わずにまた巻き付けているのを、これまで二度ばかり見た。


    　ここはあのバニーガールから離れる事、距離、約一キロ。残った人数ではこれ以上近づけない。光学倍率付きのスコープで眺めている事しか出来ない。二度、もっと近い距離からの狙そ撃げきを試みたがどちらも狙撃班が返り討ちに遭い、距離を詰めるほどに致死率が跳ね上がる。とにかく一キロ離れて何もせず観察するだけならこちらを認識しない。確認されたが最後、ごらんの有様だ。


    　百余名のうち百前後は殺されている。


    　あのバニーガール姿の、奇妙な女に。


    　最初は不意打ちから始まった。


    　それで一〇名以上の兵士をやられたが、まだ俺は、俺に限らず誰も、それが一人の女による威力偵察だとは思っていなかった。大変な思い違いだが、俺は政府軍との小こ競ぜり合いだと判断し報復の準備を進めていた。


    　ゲリラ戦はこちらの得意技だった。


    　大軍勢を率いて正面から、金と装備と愛国心に物を言わせて絨じゆう毯たん爆撃。そんな真ま似ねは出来ない。相手を一人か二人殺す。挑発だ。頭に血が上って突出してきた連中を罠わなにはめ、そしてまたちまちまと殺す。一いつ気き呵か成せいの衝突ではなく、少しずつ手足をもいでいく。


    　まさか逆に、同じやり方で追い詰められるとは思わなかった。


    「……俺の部隊が、世界最強国家の、例のハリウッド映画謹製のスーパーヒーローチーム以外に負ける気がしなかった」


    「あの国はもう宇宙人でも攻めて来なければ負けませんよ」


    「じゃああの女は宇宙人か何かか？　それとも機械人間か何かか？」


    「どちらであっても私は不思議には思いません。異常というよりファンタジーですよ」


    　プリーストが小馬鹿にしたように言うが怒りは覚えない。同意しか湧わいてこない。


    　俺の軍が行う威力偵察は、政府軍にシールドバッシュと恐れられた。もう遥はるか昔の名誉を語っている気がしてくる。たった半年前の事なのにだ。


    　最初の奇襲で生き残ったプリーストが意識不明で入院していなければ、とも思うが、生き残ったのはたった一人、その一人から『バニーガールが奇襲してきた』などと報告を受けても俺は真面目に取り合ったか分からない。


    　プリーストは渾あだ名なだ。俺の軍にいる唯一の日本人で、あの国の人間で傭よう兵へい稼業などやっているのは極めて珍しい。元々は、国内の治安部隊とやらに所属していたらしく、銃器の扱いはそれほどでもないが近接武器と体術に優れている。日本には軍隊が存在しない代わりに、そういう部隊が大盾と六尺棒を構えて隊を成し、内乱を鎮圧するという。


    　まるで忍者か侍ではないかと思ったが、プリーストは笑って聞き流していた。そういう類たぐいのものではないらしい。とにかく、プリーストが唯一バニーガールの殺さつ戮りくから生き延びる事が出来たのは、銃を身に帯びていなかったからだ。俺はもう、半ばそう確信している。


    　銃器を持った俺たちが一キロ圏内に入ると、あのバニーガールは勘付いたような動きをする。補捉されこそしないものの間違いなく気づく。近づくにつれ威い嚇かく行動を取り始め、これが距離五〇〇を切るとなると反撃に入る。こちらはまだ狙ねらいさえ定めていないような距離だというのに。


    　プリーストは、殺されもせずに目視出来る距離まで近づける。殺意を持たず銃も構えていなければ、何と二〇メートルまで近づける。そこから先は丸腰だろうともう死を覚悟しなければ近づけないというから、偵察に行かせては引き上げさせている。


    　あのバニーガールに唯一忍び寄れる斥せつ候こうを無駄にはしたくない。そもそも俺の部隊はもう軍とすら呼べなくなっている。アフリカから始まり、中東の砂漠で、アマゾンの密林で、イングランドの市街戦でと世界中で殺し合い、そして必ず俺たちは負けて殺され数を減らされた。


    　剣を持った熊。糸を紡つむぐ蜘く蛛も。炎を吐く犬。カメレオン。


    　どの部隊のトレードマークも燃やされ、血塗られて落ちた。ここには俺の旗しかない。


    　年代物の旗だ。ダイヤモンドをバックにした甲かつ冑ちゆうの図柄。俺の家は一〇代前から伯はく爵しやくの家柄だった。傭よう兵へいから貴族に取り立てられ爵位と城と領地を得て、二世代ぐらいで爵位以外は失ってしまい、伯爵位のまま傭兵稼業を営むようになったらしい。爵位のはったりで人を集めやすかったらしく、結局それが適材適所だったのだろう。だから俺も戦場で生まれたし、そこで育った。


    　本来、傭兵集団など軍事行動においてまともな軍隊との正面衝突はまず無茶だが、アフリカでは違う。中東よりも更にだ。何せ大陸の東から西まで横断するのに、無政府状態の土地を繋つないでいけばビザもパスポートもなしに横断できる。国境など常に頻ひん繁ぱんに、それぞれが勝手に変える。政治もおざなりな部分が多く、下手に国民にインターネットなどがあるものだから外からの情報に感化されて内乱が絶えない。ゲリラ戦のためにあるような土地なのだ。


    　まさに今、この現在においてもこの土地は暗黒大陸のままだ。


    　ヨーロッパ貴族の末まつ裔えいである俺が、その暗黒大陸で反政府ゲリラに手を貸すはめになると一〇代前の先祖は想像もしていなかっただろうが、まあ、元々城を管理したり領地を経営したりなど似合ってなかったのだ。


    　俺だってまさか自分の代になって、バニースーツ姿の女に部下をほぼ皆殺しにされるなど想像もしていなかった。


    　一キロ先にいる女が独りで何をしているのか報告させる。ただ、佇たたずんでいて動かないという。いつもそうだ。そしてそのうち、車か何かで悠然と引き上げる。車を追跡させても必ず返り討ちに遭う。


    　恐らくは中国系の、何らかの組織に属しているのだろうとだけは見当がついていた。いつも車で拾いに来るのがアジア系だ。だがその仲間は攻撃には参加せず、必ずバニーガールが単騎で俺たちに攻撃してくる。プリーストが退院した頃、俺たちは三〇人規模の小隊にまで減らされて、あの凶暴なウサギから逃げ回るのにメキシコの荒野で血ち眼まなこになっていた。


    　そして漸ようやく、相手が何なのかを調べられるようになった。プリーストは日本人だったから、中国に潜入させて調べさせるには適材だった。俺たちはみんなヨーロッパかアフリカ系だったからアジア圏ではどうしたって目立つ。殺されに行くようなものだ。


    　プリーストが日本に行きたいなどと言い出した時は、逃げるのだと半ば確信していたが、戻ってきた。こうしてナミビアの荒野のど真ん中で、一キロも離れたたった一人の相手を恐る恐る見守るだけに成り果てた俺の軍に。


    「あれは中国じゃ有名な殺し屋専門の家柄ですよ、呂ル家というのですが」


    「俺だって一〇代遡さかのぼれば伯爵だがな」


    「初耳ですが。ではラスネイル伯爵とでも今からお呼びした方が？」


    「呼び名などどうでもいいが、俺の祖先は伯爵では食えんから傭兵になった。あいつは、どうなんだ。殺し屋など伯はく爵しやくより食えん気がするが」


    「食えているのですよ、それが。呂ルの家は細々とした個人商店です。組織力は当然ありません」


    　つまり雇い主がいる。俺の軍を壊滅させるよう指示し依頼した雇い主が。俺たちはそんな事さえ随ずい分ぶん後になってから、プリーストの超越した諜ちよう報ほう活動によって知った。何で殺されるのかさえ分かっていなかったのだ。本当に冗談ではなかった。


    　世界中、どこへ逃げてもついてくる。ついてくるから戦わざるを得ないし、その度に殺される。悪夢だ。


    「……私の調べではですね。呂の家柄はそんなに古くありません。一九世紀の終わり頃からですから、伯爵の家系よりは短い歴史です」


    「俺を伯爵と呼ぶのを止めろ」


    「呼んでほしいのかと」


    「忘れてから本題に戻れ」


    「中国史にはお詳しいですか？」


    「孫子ＡＯＷと三国志ＲＯＴＫぐらいしか分からん」


    「三国志をご存じでしたら、それに出てくる黄こう巾きん党とうの内乱を思い浮かべていただきたいのですが。そういう内乱のうち比較的最近……といったって一〇〇年以上前の話ですが、義和団の乱というのがありまして、呂のルーツはそこから来ています」


    「歴史の講義か？」


    「まあせっかく調べ上げましたので。細かくは申し上げませんが、一つ、興味深い事が。義和団の者は『義和拳』なる拳法を研けん鑽さんしていました。当時、列強諸国に切り取られ放題だった清国で編み出された、銃や大砲に素手で立ち向かう拳法だそうです」


    「……素手で？　銃火器に？　お前の国より発想が酷ひどいな」


    「それは幕末の抜刀隊のお話ですか？　あの時期のマスケット銃辺りを相手取るには相当、効果的なんですよ、ああ見えて。先の大戦末期の話でしたらまた違いますがね、それはともかく、素手で、です」


    　またプリーストが笑う。こいつの国ではこういうのを菩ぼ薩さつの笑みというらしいが、全く好きになれない。が、それを忘れさせるぐらいには、素手で銃砲に立ち向かうという話には興味が湧わく。俺の先祖は早々に重じゆう槍そう騎き兵へいから銃兵に鞍くら替がえした。


    「聞けば笑えますよ。何と体を鍛えまくれば大砲の弾が直撃しても死なない筈はずだと」


    「そんな訳があるか」


    「ええ勿もち論ろん。大砲の弾が当たれば拳法家は砕け散りましたし、実際、義和団は鎮圧されました。が、しかしですよ？　その義和拳とやらが実は未完成だったとしたら？　或あるいは高度すぎて殆ほとんどの人間には身につかなかったとしたら？」


    「……ごく少数の人間は身につけたと？」


    「呂ル家はその少数の一つ、もしくは唯一の家です」


    　笑えない。俺にはそれが全く冗談に聞こえない。あの女に五〇〇メートルの距離から十字砲火を浴びせた事がある。味方を撃つ可能性を考慮した上で、文字通りの苦肉策としてそれを仕掛けた。部下たちも了承した。三人ずつが同時に、一二発の弾を誤射を厭いとわず撃ち込み、一隊からは着弾したと無線連絡があった。


    　そしてそれきり連絡はない。全員死んだからだ。首を刎はねられて。


    「……あのバニースーツ一式が鎧よろいなのは肉眼で見ました。が、本体そのものもかなりの物です」


    　あの時、人間ではなく戦車か何かを相手にしているのだと考えれば良かったのか。人間一人を相手に対戦車ライフルを持ち出せとでも？　その発想はそもそもない。そんな規格外の存在など想像しようもない。ついでに対戦車ライフルの持ち合わせもなかった。あれはとても高い。


    　だが、そうすべきだった相手がいる。あのバニーガールがそうだ。


    「……義和団の乱への弾圧運動に押し出されて南下した呂家はチベットの少数民族と融和しました。山岳地帯で脈々と義和拳を伝え続け、そして多分グルカ族辺りの刀剣術を取り入れ、高度な身体性能を手に入れた訳です。無論、全員ではないでしょうが」


    　体術と刀剣術。薄い空気の下で育まれた身体性能。挙げ句の果てには銃砲にすら耐えるという義和拳なる謎の拳法。単独近接戦闘では手が付けられないであろう要素が満載な事は十分に分かる。ばかげていると言いたくなるほどだ。


    　よく調べたものだとも思う。語学も堪能で、何より国籍を問わずプリーストは他人と解け合うのが上う手まい。その辺りは、その消極的な笑みが影響しているのかも知れない。つまり、遠慮がちなのだ。常に他人から一歩下がり自分を卑下する。


    　俺がこいつを気に入らないと思うそれさえ、ポジティブな感情なのだ。もっと上を望んでいいのにという肯定的な感情から来る苛いら立だちであって、出る杭くいを叩たたきたくなる類たぐいの物ではない。


    　プリーストの笑顔から目線を背そむけるように、俺は違う方向を見る。


    　砂漠の岩に、鉄鎖で縛り付けた男がそこにいる。徒労に徒労を重ねてやっと昨日捕獲した、プリーストが言う呂家、呂商会の人間。訛なまりの酷ひどい中国語しか話さない上に、叫ばれるとバニーガールが聞きつける可能性もあって猿ぐつわを噛かませている。何をしてくるか分からないから完全に自由を奪っていて筆談も無理とあっては、尋問も拷ごう問もんも無意味だ。そう気付いたからさっさと殺そうかと銃で撃ってみたら、これが死ななかった。適当に選んだ九ミリ口径の銃だったとはいえ、大胸筋に先端が微かすかに埋まる程度で止まってしまっている。


    「……あれがそうか。たまたまかと思ったが」


    「尋問も出来ないのに、何な故ぜ捕らえたままにしているんです？」


    「取引に使えないかと思ってな。お前が帰って来るまではそう思っていた」


    「呂商会にいる小間使いですよ。取引には使えません。ですが、義和拳の存在を信じていただける材料にはなりましたね。私もこんな事を報告して怒鳴られるのではないかと内心、冷や汗物でしたから」


    「四五口径やマグナムは試していないが、大砲の直撃に耐えるというならそれも無理か。何をどうしたら人間がそんなふうになる？」


    「それはさすがに秘伝という奴やつらしく。ただ、鍛えまくっているだけ、というのでもなさそうですが」


    「あのバニーガールに何が有効かを確認する実験台にでも使うか、それなら」


    　俺は拷ごう問もんという奴が好きではない。さっさと殺してやってしまいたい。俺の中に僅わずかに残る、貴族の美学、騎士道精神かも知れない。しかし並のやり方ではそもそも殺せない。窒息死でもさせればいいのだろうが、あのバニーガールを窒息させるアイデアがない。


    　手持ちの武器で何とかするしかない。元々雇われていた反政府ゲリラからの供給も途絶えて最も早はや、自給自足だ。任地から逃げざるを得なかったのだから、それは仕方ない。


    　さてそこで、俺の個人的な武装の一つにソウドオフ・ショットガンがある。ショットガンのストックとバレルを切り詰めて、取り回ししやすく仕立てた代物だ。こいつを試してみたい。周辺状況はプリーストが調べてきてくれた。あとは義和拳とやらがどの程度の火力に屈するのかを調べるぐらいしか利用法がなかった。


    　撃ってみた。


    　トリガーを引きっぱなしにした。ブルパップ式のドラムマガジンから九粒弾がフルオートで叩たたき込まれる。なんと三射目ぐらいまでは生きていた。その後は持たずにみるみる人体が崩れていき、撃ち終わる頃にはただの肉塊と千ち切ぎれた鎖が堆うずたかく積まれているだけの有様になった。


    　プリーストが声を伴ってまた笑う。声を伴う時だけ、プリーストは楽しいからという理由で笑っている。日本でどんな経験をしてきて傭よう兵へいになったかなど知らないが、楽しいからという理由で素直に笑えてさえいれば、こいつはここにはいなかっただろう。


    「……三射目でくじけたな。それだけでも驚異だが。しかしつまり、ずっと持続し続けられる訳でもなさそうだ」


    「バニーガールはその上に鎧よろいを着ています」


    「フルオートで撃ち切れば、九粒弾なら九〇発だ。多少の上位互換ならこのソウドオフで押し潰つぶせると思いたい」


    「まあそもそも初射で死にますがね、大抵は。九粒弾というのは対人用に最適ですから。鉛の玉が九発も当たってしまえば人の形が残りませんよ。……しかしまあ何というか『それ』をソウドオフ・ショットガンと呼ぶのはどうなんですか。しかも片手使いでフルオートを、ほぼ一体に集中させるとは、ラスネイル伯はく爵しやく、あなたも充分おかしいですよ」


    「俺のは鍛えた結果の上だ。俺の家系は代々背が低くて筋肉量が多い」


    　カセット式ドラムマガジンを外し、そして「執事」に渡す。


    　サイデルという名の女だ。彼女が一六の時から秘書、執事として使っているが、俺の愛人でもある。この一〇年で二人、子供を産ませた。俺にはラスネイルの家を継続させる義務もある。


    　どんなに薄汚れ小汚い、湿気と泥まみれの戦場でも、この女はパンツスーツを着用しボウタイを首に巻く。我が家の執事というポジションを、他人に一見で理解させる事を怠おこたらない。戦場では場違い極まりないが、サイデルが戦闘行動に参加する事は殆ほとんどない。


    　殆ど、だ。たまにはある。


    　サイデルは代わりのカセットを俺に手渡してくる。


    「……在庫はそうありません。安く買い叩たたきましたが、何せ、かさばる上に受注生産、製造元は経営が火の車で追加注文もままなりません」


    「俺がこいつを使う機会など、本当にギリギリの時だ」


    　サイデルがため息を吐つく。そして苦笑する。分かりやすい呆あきれた苦笑。サイデルも背が高いが、全身が痩やせすぎて骨張っていて、兵士として向いていないのは体格で分かる。元々、孤児だったのを俺の父が拾ったのだが、成長期におかしな偏かたより方をしたのか、充分に食わせても肉が付かない癖に背ばかり伸びる。プリーストより目線一つ下という背丈は俺のような矮わい躯くからしたら大した物だ。


    　手渡されたドラムマガジンカセットを装そう填てんする。


    　パンコア・ジャックハンマー・ソウドオフ。


    　かなり気に入っている。両手で保持するのを前提にしたフルオートショットガン。弾倉をブルパップ方式にする事でサイズを小さく収め、火力の割りには取り回しが便利になるなど工夫は見られるのだが、火力が強すぎ制動に難ありという事で何ど処こも採用してくれず、在庫の山だったのを一部安値で引き取った。


    　俺は邪魔くさかったので後部のストックを切り落とし、バレルを更にショートにした。あのバニーガールほどではないが、ショートバレルのおかげで弾の飛び散りが派手になり引き金を引きっぱなしにして適当に振り回していれば周囲を敵に包囲されても何とか出来る。集団全体に満遍なく死を浴びせられる。


    　観測手が、バニーガール近くに車が近づいてきていると報告してきた。


    　お迎えだろう。いつもの話だ。送り迎え付きの重役出勤であの女は俺たちを殺しまくって去っていく。


    　舐なめられ切っているがここは仕方ない。この残存兵力では、下手に追ってもとどめを刺されるだけだ。具体的な対策が必要だった。


    　光学スコープを貸して貰もらい、一応、俺の目でバニーガールを見ておく。突っ立って、顔を空に向けている。鼻の頭を最頂点にして顔を全面、真上に向けて、時折きょろきょろと左右に顔を動かしている。完全に獣の動きだ。


    　俺の部下がその足下で数人、首なしの死体になっている。もう使える戦力はここにいる人数しかいない。直接の戦力として使えるのは、プリーストや俺を含めても、もう何人もいない。残りは情報管理や折せつ衝しよう、兵へい站たん確保だから襲われたらひとたまりもなく死ぬ。こちらとしても意地になっているが、そもそも何な故ぜ、執しつ拗ように俺を追うのか。


    　雇い主がいたとして、その目的は何なのか。


    「……呂ル商会を雇ったのが誰なのかまでは調べられませんでした。しかし事情は分かりました。伯はく爵しやく、あなたの持っているダイヤモンドですよ。トランクいっぱいの。捨て値でも一〇億はくだらない量の」


    　俺の軍は、そもそもアフリカの反政府ゲリラに雇われていたのだが、あの辺りのゲリラの資金源は地面を掘れば出てくるダイヤモンドだ。襲撃のどさくさで逃げるときにちょろまかしてきた。現金化してないのは、国境を頻繁に越えるから通貨にしたくないだけだ。


    　別に火事場泥棒をしたかった訳ではないのだが、完全に雇い主が壊滅していた。であれば持って行かない理由はない。本来それを守るべき俺が撤退せざるを得なかったのが不ふ甲が斐いない限りだが、なってしまった物はどうしようもない。一〇〇人を割ったとはいえ軍隊を維持するには尋常ではないコストがかかる。


    　つまりいつまでも投資信託としての綺き麗れいな石ころを抱えるのではなく、思い切って現金に換えてしまわなくてはならない状況になってしまっている。


    「しかしどうする？　さっさと換金してしまうにも俺のダイヤモンドは全部非登録だ」


    　国際機関に管理されていない、いわゆるブラック・ダイヤモンドだ。市場に流すと値崩れを起こすというのもあるが、俺のいた非合法ゲリラの資金源を封鎖するために管理が厳重になっているというのもある。ダイヤモンドの出所を巧うまく誤魔化せないだけで、国によっては極刑にすらなる。


    　これを全員で分けて解散しようと何度も持ちかけたが、ここに残っている連中はそれを拒否した。どいつも紛争地帯で軍隊として兵士として働いてきたプライドがある。おかしな格好をした女一人に壊滅させられたなど我慢ならないそうだ。俺としては有り難いがこいつらは正直、まともじゃない。わざわざここに戻ってきたプリーストも正気とは思えない。


    　何にせよ俺たちはあのバニーガールを必ず殺すと決めている。戦争ジャンキーどもだ。解散するにしても一区切りがなければそうできない曲がった性しよう根ねの見本市だ。


    　光学倍率スコープの中で一キロ先のバニーガールが立っている。


    　鼻を上にしたおかしな仕草で。周囲には俺の部下であるヘルハウンド部隊が既に死体となって転がっている。せめて死体を回収してやりたい。もう用は済んだと引き上げるならさっさと引き上げて欲しい。


    　自然に舌打ちが漏もれた。


    「……にしてもふざけた格好を。死んだ部下が侮ぶ辱じよくされている気がしてならん」


    「伯爵の格好も相当な物ですがね」


    「その単語で呼ぶな。あと俺は何もふざけていない」


    「軍式外がい套とうの下に甲かつ冑ちゆうを着ているのをふざけていないと？」


    「いないさ。こいつは俺の家系に伝わる最後の遺産だ。槍も剣も弓も通さない。銃弾すら止める。骨董品の癖に現代の戦闘でもいける」


    「尋常じゃない重さでしょう？」


    「我が家の跡取りは全員力持ちでな」


    　フルプレートメイル。まさにそう呼ぶべき物を俺は、戦場では必ず纏まとう。どうせ指揮官がちまちまと動き回ったりする事はない。伯はく爵しやくの位を先祖が賜たまわる前からの遺物だが、現代戦闘でもほぼ無敵だ。難点は重すぎるのと通気性がないに等しい事だが、これを着て戦場にいられる事が、ラスネイル家の跡を継ぐ条件でもある。


    　身長は一五〇前後。その癖、ウェイトリフターやボディビルダー顔負けの筋量と持久力。なるほど、俺の家も呂ル商会とさほど変わらないかも知れない。奴のバニースーツと俺のフルプレートメイル。近代戦においてはどちらもばかげた装備に違いはないが、バニースーツよりはまだ説得力があるとは自負している。


    　四駆が砂漠を越えてやってくるのが見える。ぼーっと突っ立っているようにしか見えないバニーガールを回収してゆうゆうと去っていくのだろう。こちらの戦果は呂商会の小間使いに無駄弾をしこたまぶち込んだだけ。


    「……しばらく時間をおいたらヘルハウンド隊の連中を回収する。準備をしろ」


    　全員が撤収と移動準備をこなす。サイデルは俺の身の回りを整理する。


    　プリーストが俺に近づいてきて側耳を立てた。


    「……ところでついでに日本に行かせていただいたじゃないですか」


    「俺たちがみるみる死んでる最中の里帰りは楽しかったか？」


    「遊びじゃありません。接点があったんですよ、呂商会と日本に。もう一〇年も前になりますが、あれと似たような存在が目撃されています。粗い画像が殆ほとんどですが、ネットでもまだ見られるはずです」


    「あの女が日本で仕事をしていたのか？」


    「仕事というより意趣返しですかね。その前に先代当主の呂が惨殺されてまして」


    「……あれも死ぬのか。戦車の弾でも撃ち込んだのか？」


    「先代は素手でとの事です。その後報復に来た奴はかなりゴツいグレネードで吹き飛ばしたらしいですから似たような物ですかね。聞いた話ですが。その時のバニーガールの目的は、殺しで喰ってた呂家のメンツ回復ですが、実はもう一つあった」


    「何だ？」


    「何者か、に掠かすめ取られたものの処分しきれず余った金が当時で二億ほどあったそうですが、それが残っていて、しかもここ一〇年で相当ふくれあがっているそうです。向こうは保管用で死蔵させてますが、ラスネイル伯爵は現金が必要ですよね。その段取りを一応だけ、付けておきました」


    　実にしっかりと、誠実といえる勢いでプリーストは仕事をする。


    　傭よう兵へい稼業などそう高い報酬は貰もらえない。自分が戦場でしか生きられないという連中がそれなりの報酬で明日をも知れず働いているだけだ。プリーストの実直さは、金銭に絡まない。固定給だけでいいという。


    　俺としても、換金しにくい事から買い叩たたかれる癖に相場で見れば巨万の富というダイヤの山を抱えて歩くのは面倒だし、そもそも呂ルのバニーガールが執しつ拗ように追ってくるのはこれが目的だというならさっさと現金化したい。地下銀行は確保してある。


    「もし取引するとしたら、方法は？」


    「直接取引。場所は日本」


    　嫌な取引だ。世界各地に拠点を常設している訳ではない。山ほどのダイヤを持たせて使者を送り、そしてそこから拠点を構築させる。その為には手間もコストも時間もかかり、あまり軍事拠点にする方法としては好ましくない。


    　仕方ない。俺たちは基本的に雇われれば世界中どこにだって出向くが、アフリカでの駐ちゆう屯とんが長すぎ、安定しすぎていた。あんな爆弾みたいなバニーガールに難癖を付けられて追い出されるまではだが。


    　こうなれば場当たり的に拠点を得ていくしかない。それでも全く接点のない、日本という島国にそれを構築しろと言われるのは面倒を全てこちらに押しつけられているという気がする。


    「俺は足下を見られているのかな」


    「それもあるでしょうが、例えば仮に取引額を一〇億円として、それを海外に持ち出すのは相当な手間ですよ。ダイヤならもっと労力が少なくて済む。都合が良すぎる取引なのは分かりますが、妥協案としてご検討いただければ」


    　検討も糞くそもない。傭兵集団の最大の弱点は兵へい站たんを失うことだ。誰もバックアップなど申し出てはくれない。


    　何ど処こに行ってもダイヤを狙ねらってバニーガールはついてくる。俺たちの元に遠からずやって来てしまう。地下銀行は電子化できる現金しか預かってくれない。極端な話、データで残せば札束は燃やしてしまってもデータ取引のみなら不便はそれほどないし帳尻も適当に合わせられる。身軽に動きたい俺にとっては、殊更そそられる話には違いなかった。


    「……その日本人と直接、話せるか。英語は話せるのか？」


    「一応、プロバイダーを通さずに済む回線は紹介して貰いました。取引後の完全消去も可能です。何せ一度のやりとりごとにシリコンディスクを破壊するそうですから。相手も語学には堪能な様子でしたよ」


    「相手の名前は？」


    「ハイト」


    「ハイト？　背が高いのか？」


    　プリーストは少し首をかしげる。俺の名前を最初に、読み間違ってハースニールと呼んで訂正されたのを思い出したのかも知れない。冒頭のＨは発音しない。少なくとも俺の故郷では。


    「灰ですよ。……呼びやすく渾あだ名なづけるのならアッシャーですかね」


    「ふむ。……そういえばお前の本名はなんだったかな？」


    「忘れてくださいよ。気が楽です。祖国にはいい思い出がありませんからね」


    　そう言ってまた例の笑顔。実のところ、俺はそれに随ずい分ぶん、馴なれてしまっていた。


    　四駆で去っていく前にバニーガールをまた確認する。


    　衣装もそうだが、ツラもかなりおかしい。


    　包帯を巻き付けている。目と、耳に。完全に塞ふさいでいる。見る限りは全盲で全ぜん聾ろう。怪け我がをしているのか何なのかは知らないが、目も耳も利かないという動きではないのは嫌というほど知っている。アクティブバリアフリーの権化みたいな女だ。


    　包帯らしき物を巻き付けた上から、ヘッドドレスを兼用し、いわゆるウサギの耳を摸した飾りがそのアーチから宙空へ伸びている。


    　何なんだ、あれは。


    　何一つ意味が分からない。


    　もう確実に一〇〇回以上、俺はその疑問を口にし思考し続けている。

  


  
    


    


    3.ASHER

    


    



    　一〇年以上かかった。


    　週に一度、他人に髭ひげを当たらせ、髪を洗って貰もらい整え、それだけの一時間に一〇万円以上支払うという生活を手に入れるのに、一〇年以上かけた。早い方だったのではないかとも思う。


    「……灰はい人とさんが、そこまで頼むなら、こっちとしちゃアーもスーもねえさ。うちで一番の奴を付ける。文句なく一番だ」


    　俺の顎あごに剃かみ刀そりを滑らせながら店主が言う。小柄な体たい躯くの老人だった。名前は南なん斗と。老人にしては今風の響きだが、偽名かも分からない。確かめようとも思わない。詮索しすぎは命取りの業界だ。


    「一番はアンタかと思ってたよ」


    「十年以上前なら、俺だったな。今じゃ髭と髪ぐらいしか切れねえ。老いぼれるってな、おっかねえもんだ。まだやれる、って気力すら出てこない。いきなり何もかもどうでもよくなっちまう。何人か目ぇかけて育てておいて、本当に良かったよ」


    　この剃刀が人を殺す所を何度も見た。それが今は俺の頬ほおを這はっている。


    　会員制の高級理髪店をやらせたのは、帳簿の上で使途不明金を発生させたくないからだった。有能な殺し屋に、店をやらせる事で報酬を誤魔化す。最初は戸惑っていたようだったが、すぐに馴なれた様子だった。


    　人を殺して金を貰もらうなどという事を繰り返していた老人に、人並み以上の市民権を手渡してやったのだ。それ自体が報酬でもある。週に一度、ここで金を落とせば一年を通して五〇〇万前後を支払っている事になる。


    　契約金のような物だ。本当に誰かを殺して欲しいと頼んだ事は、数回しかない。


    　一〇年以上やっていれば、五〇〇〇万だ。一度に支払わない代わりに、安定を与える。帳簿も付けやすい。何ど処こぞの誰かを殺して欲しいから一〇〇〇万払う、となっても、その報酬をどう管理したらということまで気が回らない奴が多い。昔はスイス銀行なんてのが定番だったが、あそこも最近じゃ流石さすがに、アテにならない。有名になりすぎて秘密主義を大幅に緩和している。


    　こう不景気だと国内じゃ大金の流れはすぐ掴つかまれてしまう。


    　だからこうして、間接的な形で支払う。殺し屋稼業なんてのは、年に五百万の売り上げが安定して望める仕事じゃないし、確定申告も出来ない。店をやっていれば、それで帳尻は合う。


    　やがてこの店も、何の宣伝もしないのに、金の使い道に困った、とにかく経費をかけたいという連中がぼつぼつ利用するようになった。


    　副次的に情報の交差点となり、客一人につき二時間はかけて無駄に高級な器具を使うこの理髪店はそのまま、表じゃ言えないような事を言える会議室と化していった。


    　それは狙ねらった事じゃなかった。あくまで偶たま々たま、そうなったというだけだ。


    　俺は支払いよりも何よりも、単に他人に髭ひげを剃そって貰もらい髪を洗って貰いたかった、それだけがこの店をやらせた理由だ。


    　左腕の肘ひじから先がない。


    　生まれつきじゃなく、一〇年以上前に叩たたき落とされた。そうなると不便で仕方がない。勿もち論ろんさすがに馴れたし自力で一通りの事は出来るようになったが、他人にやって貰った方が楽に決まっている。


    　人を殺すのと同じだ。


    　俺にやれなくもないが、他人にやって貰えるならその方がいい。


    　何でも自分でやろうとしたって疲れるだけだ。他人を使って、見返りに便宜を図る。そういうやり方は随ずい分ぶん覚えてきた。昔からそういう傾向はあったと自覚しているが、この世界で這はい上がれるようになるには、それなりに研とぎ澄まさなければならなかった。


    　三〇代半ばで、この世界ではそれなりの顔。


    　運も良かったのだろうが、俺はそれなりに努力もした。


    「……その、一番の武器を手配して貰うのに幾らかかる？」


    「いつも通りだ。今回も現金はいらねえ。鑑定書だけくれ」


    　中途半端な金銭のやりとりはしない。鑑定書の偽造ならいつものことだ。どうでもいい絵画や彫刻といった物に、ばかげた価格を付けてやりとりする。昔のやくざがよく使ったやり口だ。


    　さすがに、見るからに詐さ欺ぎと分かるような事はしていないが、あればかりは本物と偽物の区別がよく分からない。とにかく何人かに判子を押させれば何百万から何千万程度の価値は、どんな物にでも発生してしまう。


    　例えば、俺の髭ひげを当たっている剃かみ刀そりは、本当にどう見たって理髪店の剃刀であり、この老人が自分で鍛えた刃物だ。その剃刀に「骨董品」としての鑑定書が付いている。以前の取引でそれをやった。


    　最近造った手製の剃刀が、どれだけ使い心ごこ地ちがよかろうとよく切れようと、骨董品としての価値は持てない。それに鑑定書を一枚くっつければ途端に美術品としての日本刀に早変わりする。


    「……この剃刀には何を付けたっけかな？」


    「宗近だ、五〇〇万から値が付く」


    　実際に売るとなると面倒だが、売りはしないだろう。何せ剃刀だ。平安時代にあったのかなどという余計な注目を引いてしまう。金にするなら、適当に何か打ってそれらしい物に結びつける筈はずだ。


    　南なん斗とは本来、刀鍛か冶じなのだ。刃物など何でも鍛たん造ぞうで造ってしまう。この剃刀も、そこらの数打ちで造った日本刀などより余程切れ味がいいと聞いた。このまま、俺が気付かない内に喉を掻かき斬きられていても何も不思議ではない。


    　首を完全に切断するのに、三回斬りつけなければならないと言っていた。長さが足りないのだ。充分な長さの刃物であれば、この老人は今でもきっと、大抵の相手なら首を斬り飛ばせる。あっという間に。一刀の下もとに。


    　年を理由に断られるとは思っていなかった。知り合った時から老人だった。今も見た感じは変わっていない。それでも本人が無理だと言うなら、それを尊重するしかないし、無理をされても困るのはこっちだ。


    「次は村むら正まさを貰もらう。大小揃そろいだ、三〇〇〇万は付く」


    「村正か。俺でも知ってるな」


    「数打ちがありふれてる、その気になりゃ本物でも一〇〇万ありゃ揃うが、ここは一つ真打ちで頼むか。それに今回は持ち歩かせる。さすがに隠すが、いざ見られた時に言い訳が利く程度の価値は欲しい」


    　紙切れ一つで三〇〇〇万。何とも、楽な話だ。それを現金化するというなら別の手間は必要になるが、担保の保証された投資でもある。この手の話には現金がなるべく関わらない方がいい。


    　今回の話もそうだ。俺がこの十数年に溜ため込んだ、表に出せない現金は三〇億円を突破している。好きには使えない金だ。慎重に、影すら踏まれないように使わなければならない現金は、増えれば増えるほど俺の動きを束縛し呼吸を妨げてくる。


    　いい加減、一気に身軽になりたいと常々思いながら機会に恵まれず、この二、三年、不自由を味わってた。その機会が遂に訪れたのだ。


    　左肘ひじが痛む。そこから先がなくなったのは一〇年前だというのに、重さが足りない事にたまに違和感を覚える。脳を掻かき回すような記憶の奔ほん流りゆうが、とうの昔に塞ふさがった傷口から滲にじみ溢あふれてくる。


    「……あんたに最初に声をかけた時、俺が何を考えてたか分かるか？」


    　剃かみ刀そりの動きが止まる。


    「何年前の話になるかね。そりゃ。まあ、分かるさ。あんたは世にも珍しい、呂ル商会の撃ち漏もらしだからな。左腕一本、叩たたき落とされただけで、生きてるどころか這はい上がってきた。そういう人間が俺に何を期待してたかぐらいは分かる」


    「漸ようやく、あのバニーガールと拮きつ抗こう出来るってのがあんただった。随ずい分ぶん前にもいたが、それっきり見てなかった。あんたが最後の頼みの綱だったってのに、老いぼれて擦すりきれるとは思わなかった」


    「ま、時間切れだな。逆に三年前とか中途半端な時じゃなくて良かったよ。俺はもう無理だが、代わりの綱は用意してある」


    「大丈夫なのか、本当に？」


    「あんただから言うがよ、灰はい人とさん。今までに六人、始末させてる」


    「……警察の捜査線上には？」


    「一つも浮かんでない。ヒモどころか糸すら付けてねえよ」


    　自慢げに言われた。自慢していい事だ。一人や二人ならともかく六人も殺して容疑もかけられていない。ヒモが一切付いていない。南なん斗とですら何本かのヒモは付けられている。手た繰ぐり寄せるには細すぎるが、付いている。


    　何一つ疑われていないというのは、たったそれだけでも一つの財産だ。


    「……人、一人殺せば剣道初段だって言うじゃねえか。だからって六人で六段かって言われりゃまた違うんだがな。ともあれ、俺が教えられる事は全部叩き込んだ。……大体よ、ウチも呂も根っこまで掘れば似たようなモンだ。似たような事やってる訳だしな」


    　顔を拭ふかれる。垢あかじみた無ぶ精しよう髭ひげがなくなった顔が心ここ地ちよい。下から、剃刀を握った老人の顔が見える。


    「中華全土でその人ありと言われた呂商会とウチとじゃ、大分格に差が付いちまってるが、ま、こっちもちまちま生き延びてきた訳でな。ここで力比べが出来るってんなら、『大丈夫じゃない』奴なんぞ、あんたにじゃなくたって付けさせん」


    　この老人は呂商会と同じような組織を細々と、この国で受け継いできた。呂商会は血脈を大事にするが、この老人は手当たり次第だ。それでも今、この国で何でもいいから子が欲しいなどと言ったって、そうそう手には入らない。そして俺の援助があって、後の代へと引き継がせる事が可能になった。


    「呂ル商会なんてのは一〇〇年の歴史も怪しいもんだが、ウチはそもそも戦国時代だって言うぜ。もっと昔からって話も聞いたことはあるが、まァあの頃が妥当だろうよ。向こうは体術に重きを置いて進化したが、こっちは剣術に偏向してる。つまり、唯一俺らが、呂に正面から対抗できるとも言える。あの体術に、ヘタに同じ土俵で勝負なんぞ仕掛けるからまずい事になる」


    　俺を安心させたいのか、そんな事をまた一から喋しやべる。何度聞いたか分からない。繰り言になる辺りは確かに老いを感じさせた。


    　幾つかの剣術流派を統合したという、それでいて流派を名乗らない彼らは、呂商会と似たような働きをしながら表舞台を踏めなかった、まさしく忍びそのもののような連中だ。回りくどく言わずに「忍者」と言い切ってしまってもいい。細々と生き長らえつつ、何度もやってきたであろう表への誘惑に抗あらがい続け、こうして干ひ涸からびかけている。俺が水をやらなかったら、間違いなくそうなっていた。


    　殺し屋稼業などもう殆ほとんど誰も声をかけない。お払い箱だ。手間ばかりかかる癖に、人を殺す事しか能がないときている。俺はそういう連中こそ望んでいた。言うまでもなく、それを一世紀やっている呂商会がどれほどの物か身を以もつて知っているからだ。


    　だからこそ俺はこの老人を頼るというのに、見た事もない誰かを勧めて来る。


    　まあ、そこまで言うなら信用はしよう。些いささか、期待が外れたというだけだ。ついでに散髪も終わった。いつもより長くかかった方だ。特にこれといって特徴のない髪型に整えられた俺が、曇り一つない鏡の中で、百万近くするアンティークデザインの椅子に座っているのが見える。散髪用の椅子でビンテージ。座り心ごこ地ちも寝心地もいい。終わるといつも、しばらく立ち上がりたくなくなる。


    　和洋折衷。部屋の造りは練り物ではない大理石床と間接照明、シーリング。


    　壁一面を飾るガラスケース内の様々な刀剣類が、この洋間造りの中で「和」をイーブンにまで押し返している。全て手作り。真ん中にあった筈はずの、一番目立っていた白しろ鞘さやの大小がなくなっていた。


    「最高の剣は言われた通り、こちらで用意する」


    「そういうなら、それは任せる。早い内に見ておきたいが」


    「呼ぶか？　隣の部屋にいる」


    「隣の部屋？　ここにそんなものがあったか？　受付くらいしか見てないぞ」


    　老人が鈴を鳴らす。すっと受付に繋つながる扉が開く。


    　ここの受付嬢は、白衣の袷あわせに緋ひ色いろの袴はかまという、見紛みまがう事なき「巫み女こ」の姿をしている。ウケでも狙ねらってそうしているのかとずっと思っていた。無愛想で、機械的に予約確認と待ち時間を告げる所しか聞いた事がない。


    　巫み女この嗜たしなみとも言える黒い長髪を、前髪なしの総そう髪はつに結わえている。ポニーテールというより髷まげにしか見えなかった。元服間近の武家の息子。コスプレ用の安っぽい生き地じを使っていないらしく、配色の割りに上品な落ち着きがあってどぎつく感じない。


    　腰には白しろ鞘さやが大小二本。老人が趣味で打った日本刀。ついさっきそれには村むら正まさとしての格と価値が与えられる約束が取り付けられたし、無論そうする。


    　前髪がないお陰で、酷ひどく若く見える。それこそ元服前だ。


    「美み舟ふねだ。俺の最高傑作で、多分、遺作になる」


    「これが最強の剣か、あんたが自負する一番か」


    　しげしげと、その美舟という少女を見る。愛想もないが人知れず何かに打ち込むタイプにも見えない。ただ静かなだけの少女。だが俺の腕を切り飛ばし、仲間全員を殺した呂ル商会のバニーガールもまた少女だった。


    　案外、南なん斗とがまだやれるというより見物だが、俺は遊びたい訳じゃない。


    　今までに六人斬きったというその売り文句を信用するしアテにするしかない。


    「しばらくあんたに付けようか？」


    「その格好でか？　大体、何で巫女みたいな派手な色彩にしている？」


    「巫女だからな。神道系でねウチは。この格好ってのは剣術の上じゃ酷く有用でね。体の微妙な動きを察知させにくい」
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    「それを周囲に説明して回る役目は勘弁して貰もらいたいんだが」


    「灰はい人とさんぐらいになりゃ電車やバスで移動したりしねえだろ？　多少奇抜なぐらいじゃなきゃ、バニーガールにゃ勝てねえよ。俺たちが呂ルの連中より上だって狼煙のろしなんだからな、これは」


    　この高級理髪店の受付をやらせている。つまり顔は割れている。


    　騒ぎを起こせば誰かが気付く。その先をきっとこの老人は考えていない。捕まるなり、死刑になるなり、逃げるというならある程度手を貸したり。狼煙は狼煙でしかない。焼かれて立ち上りやがて消える。


    　あの呂商会のバニーガールも似たような使われ方をされていた。


    　だからこの美み舟ふねもきっとそうなのだろう。消耗品だ。


    「……剣はこっちで用意した。だが鎧よろいや盾たてはあんた持ちだ、灰人さん」


    「今までもそうだったんだ、分かってるしアテもある」


    　美舟にやって貰いたいのは基本的に、誰かを殺しに行くのが最優先だ。たまたま俺の傍そばにいて、俺が危険だとしても、敵を殺すのを最優先させる。そういう取り決めだ。ぎりぎりの所じゃ俺も体を張らなければならない。


    　元からフィジカルには恵まれていない上に、左腕まで欠損している。


    　拳銃ぐらい用意できるが、使い道は威い嚇かくと牽けん制せい用で、決定力に欠ける。俺の右腕一本で撃とうとすれば、ハイパワーな拳銃など無駄そのものだ。運に恵まれて何とかなるのも体験しているが、運任せは好きじゃない。


    　俺自身が戦うという局面は、ほぼ俺の死を意味している。だから鎧か盾がいる。


    　少し危なっかしいがアテはいる。そういう奴ばかり無意識に探してきた。


    　十数年前に失った左腕よりも、拮きつ抗こうする他人の力を、単純な武力を、俺は腹の底から側に欲しいと思い続けてきた。


    「……まあいい、ところで南なん斗とさん」


    「何だよ」


    「……盾や鎧の方はともかく『ガントレット』を付けるのを手伝って貰ってもいいかな？」


    　微かすかに南斗が笑ったのは、俺が義手をそう呼ぶのを面白がっているからだ。ただ付けるだけではなく整備もやる。なぜならただの義手ではなく、仕込みの入った鋼鉄の義手で、『義手』ではなくガントレット、『籠こ手て』なのだ。この老人は、南斗はそういうふざけた遊びを基本的に好む。


    　それには俺が使う事はないだろうギミックが仕込んである。


    　だが俺は、今回の件でひょっとしたら使うのではないかという、悪い予感そのものの確信があった。
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    「……意外としぶてえなあ、ラスネイルの貧乏軍隊。でもまあそろそろ終わりだろ？」


    「あの状態で残っているのはかなりの精鋭という事でもある、ミスター・グレイ」


    　意外に英語が巧い。カウンターの向こうからシングルモルトのオンザロック、ボウモア片手に、顔色も変えずに冷静にそう切り返してくる。


    　相手はわざわざ国籍を主張しているようなチャイナドレス姿の中国人だが、俺は平気で英語を話す。生意気に相手も合わせてくる。世界標準は英語に間違いない。ちなみに俺の生まれはマサチューセッツ州ボストンだ。


    　俺は話し相手の目線を見るのが好きだ。大抵の人間は俺に気を使ってか、視線が落ち着かない。俺の顔はそのぐらい酷ひどい。顔面が酷い。脳天の左半分に火傷やけどがあり、髪の毛が生えないから、強制的に片ハゲになってしまう。火傷が落ち着いて赤い痣あざになった頃に、更にえぐい感じにしてやろうと入れ墨を入れて火傷の痣にかぶせてみたが色がサイケになってより他人をドン引かせる。


    　入れたのは青い悪魔でデザインは任せた。青と赤のそぐわないコントラスト。


    　ついでに英語で「俺は黙らない」と入れた。この見てくれを気に病んで相手に気を使うのはまっぴらだ。俺は言いたいことを言い続ける。ちなみに髪が生えている右半分は伸ばせるだけ伸ばしている。


    　この女は何も動揺を見せずに俺を眺めている。少しばかり気にくわない。


    　ティエン。


    　そういう名の女だ。アップに纏まとめた黒髪と、チャイナドレスはオリエンタルな妖よう艶えんさを巧うまく演出できている。二、三度寝たいと思わせる程度に。きちんとした付き合いや結婚など論外という警告と共に感じ取れる。


    　俺は趣味でバーをやっている。客入りなど大した事はないし赤字が多いが、趣味だからどうでもいい。ついでに表に出せない銭を洗浄できる。精せい々ぜいが数百万ずつだがちりも積もれば何とやらだ。


    「そもそも傭よう兵へい軍隊とはいえ、あの人数を丸ごと相手にするはめになるとは思わなかった。何度か、それも一度や二度、派手にウチの当主に暴れさせれば、普通はさっさと瓦が解かいして、ラスネイルの周囲になど誰もいなくなる。ラスネイル自身ですら身を隠す。こっちはそう目もく論ろんでいたのに、殺せば殺すほど固まってくる傭兵団がいるとは思わなかった」


    「追加で弾んだっていいんだぜ、報酬は。息の根とめなくてもいい。要するに俺が欲しいのはダイヤだからな」


    「奇襲も限界。そろそろ対抗策が出てくる。一人、捕獲されたから私たち呂ル商会の隠し球も把握されてる可能性が高い」


    「おっ、例の体をスゲエ硬くする奴？」


    「あれが使えるのはうちでも数人しかいない。捕らえられたのは正直、痛い損失なんだ。移動中にロケットランチャーぶち込まれてな。下手に体が耐えられたもんだから気絶で済んだ所を攫さらわれた。あいつらもバカじゃない。何かしら対策を打ってくる」


    　この呂商会の連中の内、何人かは体を鋼鉄化させられるらしい。何がどうなってそんな技を身につけたのか知らないが、俺は人体の神秘って事で片付けている。


    「ところでミスター・グレイ」


    「何だよかしこまって」


    「ダイヤそのものを我々は追えない。追っている余裕がないしその能力も欠けている。我々は破格の報酬で依頼された事に応えているが、やはりやれる事といえば殲せん滅めつしかない。一人残らず殺したところでダイヤの行方は分からないかも知れない。確保して問い責めという手もあるが、ウチの当主はそれが苦手だ」


    「呂小シヤオ丑チヨウか。いっぺん見たけど何だってあんな格好をさせてる？」


    「趣味でね。趣味ぐらい取り入れてやらないと精神的に壊れるのが早くなる。後継が育つまでは持たせたい」
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    「服もそうだが、あの目と耳は？」


    「治療中。もう一〇年くらいになる」


    「治るのか、それは？」


    「その気になればな。この際だから少しおおっぴらに言えば、あの目隠しと耳隠しは拘こう束そく具ぐだ。今の当主は性格に難があってね。ああやってコントロールしやすくしている。不利そのものに思えるかも知れないが、あの状態であの戦闘能力だ。そんじょそこらの奴じゃあれには勝てない」


    「最強って事か」


    「だからあいつは呂ル小シヤオ丑チヨウで、そして私はティエン」


    　含みのある言葉を深く掘り下げたくはなかった。


    　話を整理してしまえば、俺だってラスネイルの軍隊などどうでもいいのだ。ただあいつらが確保した大量のダイヤモンドが欲しい。


    「……ま、俺は笑えるから好きにしてくれりゃいいけど。……で、呂小丑がメチャクチャに暴れ回ってる隙すきにおたくら『その他』で確保ってのは無理か？」


    「モノがダイヤだ。隠そうと思えば何ど処こにだって隠せるし劣化もしない。その代わり、何やかやと騒いでいるうちになくすかも知れない代物。土の下にでも埋まったらもう掘り起こせない小さな石ころ。だから我々としてもそこは気を使う。殺して終わりなら負い目もないけど。ミスター・グレイ、あなたはそれなりに借りがあるお得意さんだ。出来る限り提案して善処して行きたい」


    「例えば？」


    「うちに払う金でかなり格安に済むというなら、別でもう一隊、確保専門の部隊を配置して貰もらいたい。連携も取る」


    「あのいかれた当主と連携なんてどうすんだよ」


    「あれはただの武器で、言うなれば弾丸で爆弾だ。投入時期や点火時期ぐらいはコントロール出来る。ただ我々は、『他人を口が利ける状態で確保する』という行為にはとても馴なれていない。何なら、うちに払う経費から抜いてくれてもいい」


    「んな事するなら、お前らで下請け雇えば中抜き出来るだろ」


    「呂商会は個人経営だ。下手に中間搾さく取しゆするより恩を売りたい。売りたいが、孤立しがちでね。何のアテもない。その点、ミスター・グレイ。あなたなら抜群に顔が利く」


    「煽おだてるね。それはやっぱり出来れば、そっちへの報酬からは抜かないで欲しいって事？」


    「半額以下になるなら慌てるけど、三割四割引きぐらいなら妥協する」


    「さすが任にん俠きよう。ま、それはしねえよ。他人にケチりすぎると俺が儲もうけすぎる。おかしな怨うらみ買うよりゃ感謝されておきてえ。数日中に手配してみるさ。それでも莫大な利益だしな」


    　莫大な利益などとあけすけに言っているのは、呂商会は発祥当時から銭金では動かないのを知っているからだ。あそこは一種の宗教団体のような側面を有していて、お布ふ施せのように寄付金が入り、その銭で年がら年中体を鍛え、そしてたまに来る暗殺依頼を請けたからには絶対にこなし、しくじれば無償で報復を完遂するアフターサービス付き。


    「残ってんのは何人もいねえって話じゃねえか。もう呂ル商会の手間かけさす話でもねえさ」


    「舐なめない方がいい。特にラスネイルは。あれはあれで一ひと角かどの超人だ」


    「おたくの無敵看板娘とどっちが上だ？」


    「拮きつ抗こうする可能性すらある」


    　言うもんだ。


    　ラスネイルを蹴け散ちらして、あいつらが荷担していたアフリカの反政府ゲリラから、軍事資金として溜ため込んでいたダイヤを奪うのが目的だったが、まさかラスネイルがそれを逃げるついでに奪うと思っていなかったのも誤算なら、軍が壊滅してでも呂商会に徹底抗戦し、私欲ではなく軍資金としてダイヤを回すまで行くと想像もしていなかった。


    　意外に皆、任にん俠きようというかプライドに拘こだわる。俺にだってそれはある。


    「知っての通り、俺の組織は『掴つかみ所のない羽虫』だ。心当たりはあるが、すぐ揃そろうとは限らない。個人事業主を都合のいい時だけ組織化してすぐ解散するもんでね」


    　ノー・シー・ウム。


    　蚊柱みたいな物だ。それが俺のやっている組織の名だ。固定給ではなく完全出来高、もしくは日給月給。俺たちみたいなはぐれ者は安定など求めてはならない。デスクワークで毎日同じ同僚の顔を見ながら似たような顔と当たり障さわりのない会話をして、代わりに固定給を貰もらうという行為を、損得ではなく性格として気性として受け付けない連中。


    　殺せと言う方が人は集まる。殺すだけだからだ。だがそれは、その道の頂点ともいうべき呂商会を確保している。人を生かしたまま攫さらう、あるいは本命のダイヤをかっ攫うことが出来る奴などはかなり限定される。そのまま盗んで逃走しないぐらいの信頼性も必要となる。


    　まあ、俺はそういう不安定なノー・シー・ウムという集まりをもうずっと維持してきている。そんな問題はまず起こらないし起きたところでどうにでもする。


    　そりゃあ信頼できるメンバーで固定した方が楽だろうが、その所せ為いで何かと面倒もある。一番は足がつきやすい。組織としてしっかりした実体を持つ事は所属メンバーの安定に繋つながるが、所詮はアウトサイダーだ。いつでもさらりと一人だけ身を隠せる関係性が、俺にとっては最良と思える。


    「もう一つある」


    　ティエンが、呂商会の小間使いが、全開で中国人である事を主張している女が、俺に面倒を重ねてくる。まあ聞くだけなら面倒でもない。


    「ラスネイルらはダイヤを、もっと運用しやすい現金に換えようとしている。それはそうだ。あんな時価に左右されるような石ころは、価値の割りに持ち運びに便利だろうが使うとなると手間で、そしてあいつらはその手間が惜しい。正直に言えば、ラスネイルらにクイックな動きを可能にさせると、こちらもキツい」


    「取引ね。高価な装飾品や芸術品なんてのはそこが一番厳しいんだが」


    「いるの、日本に。そういう取引をするって奴が。取引は日本で行われる。そして金とダイヤが揃そろい、互いの代表も揃う。こちらとしてはここで一気にケリをつけたい。バックアップの確保部隊をもし用意していただけるのなら、それに合わせて貰もらいたい」


    「はは。ダイヤだけでも随ずい分ぶんな儲もうけの所に、現金か。おいしい話だな」


    「依頼された事を最優先しそれだけをやる。なら我々で皆殺しにしても構わないとは思うが、そこまで開き直って反感を買いたくもない。何がそういうトラブルに繋つながるか分からん。やはり出来れば別働隊が欲しい」


    「そういう事なら考えるさ。呂ル商会さんに上乗せして報酬払ったっていいくらいだ」


    　ダイヤだけでもかなりの物になるというのに、それを買うための現金まで付いてくる。呂商会はわざわざ俺に気を使って教えてくれている。それはつまり、「殺す」という依頼完遂にサービス精神で付け加えてきた申し出だ。


    　精せい々ぜい金にならない拘こだわりを貫けばいい。俺は実利を取る。


    　ティエンは残っていたボウモアを一気に飲み干した。動揺した様子はない。アジア系、というかモンゴロイド系には下戸は特有の症状だというが、この女はその遺伝子を巧うまく退けたらしい。


    　ティエン。よくいるチェンでもシェンでもなく、ティエン。どんな字を当てるのかまでは知らんが、発音がなかなか難しい。


    「取引は二週間後だ。時間が足りないと思うが、よろしく頼む」


    　追い込まれ、同時に研とぎ澄まされてもいるラスネイルの残党。


    　得体の知れない日本側の取引相手。


    　どちらも銭になる代物を山盛りで抱えている。確かに下手は打ちたくない。殺すことしか能のない呂商会のみでは俺の儲けが減るか消える。久しぶりに何人か、陰でこそこそして物を盗んだり人間を確保したりするのを揃えた方がいい状況だった。


    　犯罪歴のせいで出入国不可の奴もいるが、その辺は何とでもする。


    　しかし額が額だ。合わせればドルで三〇〇〇万前後か。裏切る奴がいないとも限らない。


    　久しぶりに俺が現場に顔を出すパターンも想定して、面子メンツを揃えなければならない。俺自身が実戦に参加する事までも考慮に入れなければならない。なかなか楽しくなってきた。何だかんだで安全地帯から指示するより現場に居合わせたい。


    　他人種多勢力混合でチームを作り、一人か二人、現地にいる日本人を加えればいいだろう。車両は盗ませる。出来ればコンテナの付いた大型牽けん引いんトラック。積み荷を誤摩化しやすい。


    　そういう計画を立てている時の俺は、本当にきっと、楽しげな顔になっているんだろう。


    　二週間。十分だ。最高のチームを構成する。仲間など幾らでも呼んで増やしてやってみせる。ラスネイルのように一〇〇人前後を常時雇用するなど無駄の固まりだ。


    　全員が臨時雇用の盗賊で構わない。それなりに戦えて目ざとく盗み、そして罠わなを見抜く。


    　俺が呼ばなきゃならないのはそういう連中だ。


    　しばらく俺たちに会話はなかった。ティエンはキツい酒をマイペースに飲み続け、俺はグラスを拭いてキレイに並べ直し、カウンターを拭き、在庫を確認しながら考え続けていた。うってつけ、まで言い切れる相手はなかなか、決めにくい。必要なのは武力じゃない。確保と運搬、そして大金と、大量のダイヤモンドの持ち出し。これはどんなに強固な金庫を破るよりも難しい。銀行強盗が何な故ぜ、失敗するのかを想像してくれれば分かりやすいだろう。手に入れるのは楽なのだ。自分の物として確保するのが難しい。


    　そして俺の思考を遮さえぎるように外で爆音が響く。


    　石油資源を手当たり次第に枯渇させようと目もく論ろんで設計されたに違いない、くそったれのＶ８エンジンが俺の店の前に止まり、一際大きく絶叫してから止まる。一発吹かしてからエンジンを止めなければ不調の原因になるらしい。


    　シェルビー・コブラだ。レプリカではなく本物。ツーシーターの暴れ馬。


    　タイミングが良すぎる。銭の臭いを察知するアンテナでも兼ね備えているとしか思えない。いつだってあいつは、俺が人員手配で悩んでいると、そしていい利益が期待される仕事に関して考えていると突然ふらりと現れる。


    　店の扉を開けたのは、七フィート近い長身の男。七フィートだ。尋常じゃない。ただ筋肉は細く、力仕事は得意じゃないのは見て分かる。全身を真っ白な毛皮のコートで包んでいる、金髪のロングヘアー。北欧の神様みたいな外見の奴だ。


    　フロスト・Ｇ。本名かどうかなどこの仕事ではどうでもいい。Ｇが何の頭文字なのかも俺は知らない。この界かい隈わいでの稼業は密輸専門。見事なまでに俺の探していた人材そのものなのが、また神がかっている。


    「……銭が拾える気がしたんで寄ってみた。そこにいるのは呂ルの小間使いさんかい？　聞いてるぜ。殺すばっかりで肝心のが手に入ってないってな」


    「お前の嗅きゆう覚かくはどうなってるんだ、フロスト？」


    「勘だけで生きてきたんだよ俺は。そうでなきゃさっさと殺されてる。こんな豪勢な毛皮のコート着て裏路地にあるこんな店に、あのシェルビーで乗り付けてんのに襲われた事なんか一度もねえ」


    「チンピラより動物保護団体に殺される可能性が高いと睨にらんでるんだがな」


    「あんな露出狂の団体が何だってんだ？　ちなみに俺はあいつらの言い分は理解してる」


    「その毛皮のコートはじゃあ何なんだ」


    　フロストにそれを訊きいたのは初めてのような気がする。フロストは何が悪いんだ、というきょとんとした顔で首をかしげた。


    「牛・馬・羊・山や羊ぎ、そんなのの革は良くてミンクやラクーンはダメ。何でだと思う？」


    「知るか。可愛かわいいから殺すなって事じゃねえのか？」


    「いいや違うね。弱い小動物の毛皮を剥はぐのはアンフェアだってあいつらはきっと言いたいんだと俺は思ってる」


    　絶対に違うと思う。


    　が、別に反論したくない。何の動物の毛皮だろうと知った事か。俺個人に言わせると、フェイクファーは肌にちくちくと刺さるのが鬱うつ陶とうしいので代用品にはならないだろうという事だ。


    「こいつはな、二二〇パウンド級のオオカミと戦って得た戦利品だ。誰にも文句は言わせねえさ」


    「……お前が？　というか何だそのバケモンみたいなオオカミは」


    「俺に出来る訳ねえだろ」


    「じゃあやっぱあれか」


    　長身過ぎる兄の後ろに、筋肉質の女がいるのはもう分かっている。ツーシーターのシェルビー・コブラはこの二人が常に乗っている。他人は絶対に乗らない。乗せて貰もらえない。


    　ヴァイパー。ヴァイパー・Ｇ。


    　フロストの妹。


    　職業は景気よく脱ぐポールダンサー。表向きは。全身に、蛇の入れ墨が巻き付いているのを見せびらかして見事に踊り、そして兄の敵は必ず殺す。あの入れ墨は良い。蛇の口が左乳首をくわえ込むように始まり全身を巻き、そして股間に尾先が続く。素晴らしくいい体をしているというのに、その入れ墨が見てる方の性欲を牽けん制せいする。案外、処女なのではないかと噂うわさされているほどだ。


    　やはり金髪だがショートボブ。兄とお揃そろいにはしたくないのか、戦うのに邪魔だからか。


    「……兄貴に金くれんのか、グレイ？」


    「何もかも巧うまくいけばな」


    「兄貴は何もかも上手くやるし、邪魔する奴ァあたしがぶち殺す。……邪魔だってんならそこにいる中国人のテッペンでもあたしゃあ殺せる」


    　ティエンがグラスを置いた。まるで興味がないという顔を変えて、品定めの目つきでヴァイパーを観察する。兄貴の毛皮コートとは違って、革丸出しのブラウン・ダスターコート。同色のテンガロン。


    　いわば西部劇に出てくる流れ者みたいな格好だ。


    　バニーガールにぶつけるのに、カウガールとは。いよいよハロウィンじみてきた。


    　バカ騒ぎは嫌いじゃないが、仲間割れは勘弁して貰いたい。ヴァイパーはただフロストの護衛にさえ徹してくれればそれでいいのだ。凄せい惨さんなキャットファイト見たさに大金をフイにはしたくない。そういう遊びは必要ない。


    「あたしゃ人間より獣の方が殺しやすい。あんたらのアタマは獣に近いそうじゃねえか」


    「人間は素手じゃ猫にも勝つのが難しいって話を知らないの？」


    「やり方を知らねえからさ。私は知ってる」


    　まだ物騒な会話をしている。俺の計画などお構いなしにされている不安がよぎる。


    　仮にあのバニーガールとヴァイパーをぶつけ合う事があるとすれば。


    　ヴァイパーは要するに獣相手のハンターだ。獣相手に、負け知らず。どんな獣でも単独で追い詰め単独で狩る。呂ル商会が暴走するバニーガールを制しきれなくなり、こちらの目もく論ろみを壊すという流れになってしまうのなら。ティエンは口ではそれはないというが、あのバニーガールを何ど処こまで調教下に置いておけるか怪しい物だ。


    　こちらで排除するというのも選択肢に入ってくる。


    　呂小シヤオ丑チヨウは完全に獣だ。人じゃない。


    　ヴァイパーをぶつけてみるのはいい考えにも思える。人を殺すより獣の方が簡単だと豪語している女だ。万が一の保険。


    　こうして手札は揃そろい続ける。結局はそういう事になる。


    　ここにこうして現れなくたって、俺はきっとこの兄妹に打診していただろう。


    　自分がするべき事、するべき会話はし終わったというように、一切の酔いを見せずにティエンが席を立つ。酒に強すぎるというのも楽しくなさそうだ。適度なところで羽目を外せないのなら何の為のアルコール摂取か分からない。


    「……我々は殺す。貴方あなたたちは捜して、確保し、移動させる。役割分担を弁わきまえていただけると助かる。そこのカウガールとウチの当主がやり合うのを見たいなら別料金でお願いしたい。出来ればこの一件が無事に終わってから。仕事の最中に違う仕事を気安く発注されると苛いら立だつのは万国共通でしょうし」


    　そう言い残して、店を出ていく。


    　ティエンはチャイナドレスの胸元に引っかけていたサングラスをかけてから、俺の店を出ていく。メタルフレームにルビーレンズの、変わったサングラス。あれが似合うアジア系は滅多にいない。ティエンはその例外の一人。


    　フロストとヴァイパーは勝手にこっちにやってきた。この二人でかなりの部分を賄まかなえる。


    　あと何人に声をかけるはめになるか分からないが、想定では数人もいない。ここからは俺自身の取り纏まとめが一番物を言う。それは俺が決して他人に物事を丸投げなどしないというプライドに関する譲れない部分だ。


    　それは俺がノー・シー・ウムで唯一の見える存在、グレイ・Ｔ・デイモンだからだ。

  


  
    


    


    5.MASTER THIEF

    


    



    　俺が『疾はや鷹たか』という名前を捨てて生まれ変わる為に、灰はい人との屋敷に世話になり始めて二年過ぎるうちに思い知らされた大切な事がある。金というのは紙切れに価値を与えた物に過ぎない。少額硬貨の方がまだ分かりやすい。そんなくだらない事さえ実感しなきゃ気がつきもしない。


    　一万円札が一〇〇枚あれば、一〇〇万円になる。


    　一〇〇枚の紙束。コンビニでコピー機のトレイでも覗のぞけばそれは理解できる。


    　一〇〇〇枚。一〇〇〇万円。ただの紙でも理解が及ばなくなってくるが、漫画の単行本を一〇冊も積み上げれば似たような厚みになる。一〇冊の本。想像の限界だ。


    　一億。


    　もうダメだ。


    　三〇億。


    　最も早はや、壁だ。ちょっとした図書館の、大きな本棚一つ分でも足りるか分からない。それがもう俺には金とは思えない。目にした時は、本当に硬直した。我が目を疑った。何が何だか分からなくなった。


    　俺は一六の時に、それを目にした。


    　それが銀行口座の残高であるとか報道機関の記事であるとかなら、三兆円だって驚きはしない。現金で、一万円札が壁のように積み上げられている等とは思わなかった。俺が欲しかったのは精せい々ぜいが一〇〇枚だ。それで御おんの字だと思っていた。


    　盗みに入ったというのに、盗んでいいのかどうか、それが本当に金なのかどうかさえ分からなくなる。何度も同じ言葉を口にしていると、段々その意味が理解できなくなってくるという。何でもいい。例えばニュース。ニュース。ニュース。ニュース。かける事の三万回。そこまで辿たどり着く前に「ニュース？」となるに決まっている。


    　金銭感覚のゲシュタルト崩壊だ。


    　小銭と小物しか盗んでこなかった俺にそれは手に余りすぎた。


    　物心ついた時から盗みを働いていた。好きでやっていた事じゃない。やれと言われて、やっていただけだ。俺の両親は、毎月、殆ほとんど毎月、給料日の一週間前にもなると、まだ幼稚園児、まだ小学生低学年だった俺にそれをやらせていた。


    　他人から物を盗むのは悪い事だと悟ってしまっていたのが俺の苦痛を増加させた。


    　それはまともな社会通念なのだろうし、大抵の人は気づかぬうちにその感覚を身につけ常識として機能させる。俺にはその当たり前の感覚がとげとげしく突き刺さってきた。嫌で嫌で仕方がないのに、俺は両親にそれを覚え込まされた。


    　俺の両親は糞くそのような人間だった。


    　まともに生きていれば中流といえる収入を持ち、一戸建てをローンで買い、俺にも弟や妹が出来てそれでも家計は問題ないような、昨今なら中流より少し上と言ってもいい経済状態。それをわざわざ火の車にする。糞になる。


    　博ばく打ちというものがそうさせる。


    　俺の両親は夫婦揃そろってギャンブルに身を焼くのが大好きだった。そして焼かれた所で死ぬ訳でもなく、ただ毎月の負債が発生し、悪い事に、本当に悪い意味でそれなりの収入を得ていた俺の両親は、その負債を給料日にほぼ帳消しにした。


    　だから一か月も博打をやらなければ、貯蓄さえ出来た。それなのに俺の両親は進んで自らを焼き、そして死にきれずに俺に全ての負債を負わせていた。あいつらの給料日は毎月二五日。各種ローンや生活費の支払いは月末。俺の地獄は二〇日前後ぐらいからいつも発生した。その頃になると、俺の親はギャンブルでほぼ全ての金を失う。


    　生活の余力という物を一切残さずに使いきる。


    　一週間か、一〇日。その期間を生き延びる為の生活必需品を俺に片っ端から窃せつ盗とうさせた。食い物から衣類、薬品、酒、タバコの嗜し好こう品ひん、果ては生理用品まで盗ませた。しくじれば俺を殴ってでも店主などの他人に謝罪させ、決まって「うちの子がとんでもない事を」と涙ながらに口にした。


    　それを物心つく頃からずっとやらされてみればいい。


    　悪い事だと知ってしまいながら、しくじれば親に殴られ謝罪させられ、何より親が揃って頭を下げ土下座しているのを見せられてもみればいい。小学校も卒業間近となる頃には、一人前の盗人になるしか選択の余地がない。そうでなければ耐えられない。巧く盗み取れれば何もかも波風立てずに終わるのだと自分に言い聞かせてきた。


    「盗まないのか？　盗みに来たんだろう？」


    　一六になった俺にそう言ったのは灰はい人とという大人だった。


    　そう言われてもどうしていいのか分からなかった。


    「……盗んでいいのか？」


    「ダメに決まっているが、どう持ち歩く気なのかは気になる。ざっと三〇億ある」


    　この札束がその金額を意味していると、その時初めて知った。盗めない。持つ事さえ出来ない。持てて、何千万という程度か。そして俺は、それすら望外の金額だった。コピー用紙の一〇〇枚束ぐらいしか頭になかったのだ。


    　これが宝石や絵画のような、値段があってないような代物ならまだ理解する。


    　疑いようもなく現金なのだ。


    「ここに大金があるって噂うわさがあって、来ただけだ」


    「その噂は正しい。ここには見ての通り大金がある。三〇億ならまあ、大金って言っていいだろうしな」


    「何でここにある？」


    「それよりお前は何でここにいる？　ここはそれなりにセキュリティを整えている。そりゃ勿もち論ろん、穴はあるだろうが、全部突破してきたのはお前で二人目だよ。その他は途中で死んだ。死体の処理がめんどくさくてな、また」


    「……その一人目は？」


    「やっぱり死んだな。お前は生きてる。何な故ぜだ？」


    「俺は盗むのが巧うまいからだ」


    　それだけだ。


    　どんなセキュリティでも俺は突破する。そういう方法を覚えてきた。赤外線や電磁波、動態カメラの目を誤ご魔ま化かす方法は割りと原始的だ。詳しくは省くが道具はコンビニで大概揃そろう。あとは壁を登り地を這はい、万が一には逃げられる体力があればいい。


    　俺は俺の為にそれを覚え、身につけてきた。


    　ほんの一年半ばかり通っていた中学では、陸上でインターハイ上位入賞は確実とまで体育教師に絶賛されたが、俺の走りや跳躍はその頃もまだ他人から何かを盗み取る為にあった能力で、何らかの大会で人に褒ほめられる為の能力ではなかった。


    　中学に上がった所で、俺の親は何ら変わりなく、俺という担保をより活用して博ばく打ちにのめり込んだ。俺はその補ほ填てんを身を張ってやり遂げた。嫌で嫌で仕方がない事に長じていき、俺の能力が熟練の度合いを増すにつれ両親もよりゴミくずのようになっていき、俺もまた糞くそのような盗人となっていく。


    　自分の為に盗みを働いた事は一切なかった。それだけが、その歪ゆがんだ矜きよう恃じだけが俺をどうにか支えていたと言っていい。他人から物を盗むのは悪い事。その単純な道徳心がどうやったって消えなかった。両親はとっくに消えていた。消してしまえたらどんなに楽だったか分からないというのに、消せなかった。消えないままに耐え続けた。


    　中学二年になって、それが突然耐えきれなくなった。


    　親が俺の学資ローンを組み始めたのを知った。


    　考え過ぎかも知れない。疑い過ぎかも知れない。俺の進学を考えての事かも知れない。だが一体どうやったらそんな信用を心に持てるというのか。俺はもう完全にギリギリだった。親ではなく俺自身の、奨学金という名の借金を背負わされたと知った瞬間、ここにはいられない、耐えられない、俺はきっとこいつらを、両親を殺すに違いないと思考を直結させてしまっていた。それが間違っていたとは、かなり冷静になった今でも思えない。


    　家を出た。


    　たった一人で生きていく為に、俺は遂に自分の為だけに盗みを働いて二年ばかり過ごした。誰かの為ではなく自分が生きていけるだけの額と物を盗めばいいという生活。楽勝だったが、より一層、自分がどす黒く醜く変化したのも自覚していた。


    　親が言うから、という言い訳が最も早はや存在しない。親の元にはいられない。殺してしまう。かといって他に何も生きていく術すべがない。吐き気を催しながら、時には嘔おう吐としながら、俺は自分をより黒くより醜くしていく他に選択肢がなかった。


    　ここから逃げたかった。


    　ここ、が何ど処こなのかも巧うまく言えない。逃げていきたい先も言葉に出来ない。逃げたい、こうじゃなくなりたい、人生を塗り替えたい、一六で俺はそればかりを考え続けていた。だから一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらった。あと一度の盗みを働けば自分を立ち直らせられるのではないかという、霞かすみのような噂うわさにすがった。


    　ある一軒家に地下室があるという。シェルターのような地下だ。そこには大金があるという噂。それは俺と同じような生き方をしている連中から耳にした。凄すさまじい数と備えのセキュリティ。その先にあるのは非合法な大金。


    　何人もが挑んでそのまま行方知れずになったという、裏稼業での都市伝説。


    　纏まとまった金。俺の人生をやり直せるかも知れない金がそこにあると知れば、俺は挑まざるを得なかった。この糞くそのような人生から逃げ出す為に。塗り替える為に。そうするのに幾らかかるのかも計算しないまま、予想もしないまま、ただ「大金」という単語だけに飛びついた。


    　結果として俺は巧くやった。やってのけた。が、そこにあった金は俺の想像も予想も引き千ち切ぎって八つ裂ざきにしていた。放心状態のまま、その金の持ち主がやってくるのをただ待っていた。


    　警察に引き渡されるのか、それとも埋められて殺されるのか。


    　何でもよかった。どうでもよかった。三〇億の現金。俺の両親がこれを手にしたらどうするのかだけをぼんやり思っていた。この金を全て博ばく打ちに注ぎ込めたら、失ったとして平然としていられるのなら本物のギャンブラーだろうが、俺の両親はそこまでのタマじゃない。事実、俺という命綱を利用していた。身を焼くギャンブルを嘯うそぶきながら、しっかりと保険は確保していた。


    「それで？　盗むのかどうかさっさと決めろ」


    「俺を警察に突き出したり殺したりしないのか？」


    「まあ、それでもいいが。一応この金は非合法の固まりそのものでな。警察に突き出すって線はない。かといってお前を殺したって仕方ない。帰るというなら適当に掴つかみ取りして帰れ。好き勝手に吹聴してくれても構わない。……だがお前は、ここにいる。誰も辿たどり着けずに、辿り着いても死ぬという場所に生きて立ってる。それが俺は気になっている」


    「……何が言いたい？」


    「言いたいというか訊ききたいんだが。若く見えるが幾つだ？」


    「多分、一六だ」


    　多分だ。俺は誕生日をちゃんと覚えていない。祝って貰もらった覚えもない。俺にあったのは毎月、二五日を迎える前の一週間から一〇日という月日だけ。頼むから博ばく打ちに勝ってくれ、俺に盗みを働かせないでくれと祈っていた月日だけだ。


    　祈りなど何の役にも立たない。


    「クソガキがいっぱしの盗人か。ここに入れるぐらいの」


    「他の生き方を知らないもんでね」


    「他の生き方を覚えたいとは思わないのか？」


    「その為にここに来た」


    　そして想像もしなかった大金に立ち竦すくんだ。そして目の前には、俺の二倍ほど生きているような大人が立っている。左腕がずっと垂れ下がったまま動かない。それが義手だと知るのはもう少し後の話になる。


    「金があっても人は変わらん。幾らあっても、だ。俺はそれを嫌というほど知ってる。ここにある金を全部かっ攫さらったってお前の人生は、多少派手で楽になるだけで、変わったりはしない」


    「どうすりゃ変わるのか知ってるみたいに言うんだな」


    「知ってるさ。俺はお前より大人なもんでね。教えてやってもいいぞ？」


    「どうすればいい？」


    　俺が盗みを働かずにただ平凡に生きていく為の方法。


    　今更、変えられない俺の人生を塗り替えられる方法。


    　金じゃないのか。大金があればそれが出来るんじゃないのか。当時の俺にはそれしか思い浮かばなかった。それ以外を想像も出来なかった。


    「博打だよ」


    　俺の一番嫌いな言葉が出てきた。博打で俺の人生はこうなったというのに。


    　だが俺の知っている博打という単語は、命綱をつけた綱渡りに過ぎなかった。


    　ここで言われている博打は正しよう真しん正しよう銘めいの命を賭かけるという行為だった。


    「焼かれて、死ね。死んでそして生き返る。何度も、何度でもそれでやり直せる。次からは巧うまくやれるというなら一回でいい。一度だけ命を張る機会があれば、それでいい。それに見合った報酬を取引できる段取りを整えてからな」


    「博打なんてのは運うん否ぷ天てん賦ぷじゃねえのか」


    「強引に、力ずくで勝ちをもぎ取る。相手を殺して殺しきって再起不能にして勝ちを得る。博打のコツだ。無理だったら死ねばいい。それもまた一度きりの話だしな。だらだら生きていたって何も変わらないなら死んだって同じ事だ。だったら命を賭ける引き換えに人生を力ずくで塗り替える。それにはやはり命か、それなりの掛け金が必要だ」


    「命じゃなきゃ、何だ？」


    「さあな。腕一本か、足一本。それか目か耳。命が助かってもそういう物を失う。それを賭かけに乗せられるなら、俺がお前の人生を変えてやったっていい」


    　俺と灰はい人との関係はそこから始まった。


    　その言葉から始まり、そしてもう二年が過ぎた。


    　賭かけに乗った。あれほど忌いみ嫌った博ばく打ちに、俺は俺の人生を委ゆだねた。が、二年もその機会は訪れなかった。代わりに衣食住の確保が与えられ、俺は灰人の指示通りに、体を鍛え直した。盗みに特化した身体能力を更に。


    　格闘技を習えとも言われたが、俺は他人を攻撃するのに向いていない性格だったからすぐにやめたし、灰人も強くは言わなかった。だが俺が向いていないと言ってやめたいと申し出た時に、失望の色がその顔から漂ってきていた。


    　明らかに、俺に何かを期待していた。当初の取り決めではなく、その他の感情的な、勝手な期待。それは灰人も自覚していたから、俺に強制はしなかった。ただ俺は体を鍛え続けた。二年間、黙々と。


    　欲しい物があれば何でも買えと言われたが、何もなかった。


    　食えて、寝られて、まともな服を着られている。そんなしょうもない当たり前の事だけで俺は充足していた。そもそも、欲という物を持つには人生の知識が偏り過ぎていたし、自じ罰ばつ的にもなり過ぎていた。


    　それが歪ゆがんでいるのは分かっている。だからこそ俺は人生をやり直したい。


    　灰人が持っているのは膨ぼう大だいな資金と人脈。俺のようなクソガキの人生を横殴りに修正するのに十分過ぎるほどのそれだ。だがタダでは渡して貰もらえない。俺は俺の命や、それに類する物を賭けに乗せなければならない。


    「一度。たった一度でいい。機会は俺が言う。その機会にお前は、俺の命を、身を守れ。手足が引き千ち切ぎれて下手をすれば死ぬ、という局面でも俺を守れ。それが出来たら、俺はお前に新しい人生をくれてやる」


    　そう言った灰人の言葉は真実に違いなかった。


    　そう出来るだけの人間で、そして自分の身を守る為の手段を模索してもいた。金で雇えるボディガードなどではなく、金以外の物で、それこそ心血を擲なげうってでも「灰人の命を守る」という目的に特化した人間。


    　俺はそれに選ばれた。あの地下室に辿たどり着けたからというのではなく、もっと違う何かで。俺の年を訊きいた。俺の名前より先に、年を。この年齢に何か思い入れでもあるのか。どうだってよかった。


    　それこそ、嫌になってまた盗人稼業に、あらかじめ設定してあった変えようのない俺の人生に戻りたければそれは簡単だった。灰人が言ったように、抱えられるだけの現金を抱え込んで逃げてしまえばいい。


    　俺はそうしなかった。


    　二年間もここにいた。体を鍛え続けたのは博ばく打ちの勝率を上げる事に繋つながるからだ。灰はい人とを守る。それが第一。二番目に俺の命。三番目が俺の手足や耳じ目もく。機転を利かせ、強きよう靱じんな身体を持つ事で取り分は増えていく。


    　ただぼんやりと勝ちを待つ。俺の糞くそみたいな両親のように。その上、保険までアテにする。絶対に嫌だった。灰人の言う通り、勝利は力ずくで、自力で寄せてもぎ取る物に違いなかった。だから俺はここにいる。そして鍛え続けていた。


    　一八になる。


    　いっぱしのアスリートを自称しても疑われないぐらいの肉体を手に入れて。それは他人の為の肉体で、親の為に盗みを繰り返していた頃と変わりはしない。だが俺にはこの先がある。糞のような人生で奇跡のように手に入れた千せん載ざい一いち遇ぐうの機会。


    「その時が来たぞ、疾はや鷹たか」


    　久しぶりに俺の様子を見に来ただけかと思っていたが、いきなり本題に入ってきた。


    　動揺はなかった。


    　それを言われるのをずっと待っていた。


    　ただ単純に高揚すべきタイミングだったのだろうが、少しばかり戸惑いも生じた。灰人の後ろに女が立っている。少女と言っていい見た目の女。俺は久しぶりに戸惑った。他人を寄せ付けないような、人形のような女。何を考えてか巫み女こ装しよう束ぞく姿で、おまけに腰には大小二口の白しろ鞘さやを差している。町中を歩いていたら職務質問では済まされないしコスプレと言い張れもしないに違いない。


    　前髪なしの、打点の高い前髪なしのポニーテール。俺と同世代か、下手したら年下に見える。無感情な能面面づらに愛あい嬌きようも何もないが、これから灰人と大切な話をしなければならないというのに、俺はその女に数瞬、釘付けになった。


    　女に馴なれていない。


    　恋愛関係を結んだ経験は勿もち論ろんない。家を出てから、盗みを働いた先で無防備な半裸姿で寝ている女に出くわした事もある。性欲は人並みにある。だが強ごう姦かんは出来なかった。それは俺がどれだけ盗人として一流でも奪ってはならない物と思った。いつの間にか、強姦は許されない事という倫理観まで備わっていたらしい。


    　お陰で異性には不馴れだ。童貞そのものの無様な混乱。


    「美み舟ふねだ。借り物だが、まあ役に立つとお墨付きはあるし信用できる」


    「あんたの愛人かと思ったよ」


    「俺はお前と違って大人だから、今更ロリコン趣味には走らない」


    「で、そいつは何だ？」


    「俺の剣だ。そしてお前は、俺の盾たて」


    　その契約、その博打の機会が遂に訪れたという事か。その高揚感よりも美舟という女が気にかかる。恐らくは、ずっと眠らせ溜ため込んでいた性欲からの衝動。だが俺には、性欲を他人にぶつける資格がないと思っている。どれだけ狂おしくその衝動に駆られても耐え続けた。


    　盗人だからだ。性欲の発散を許されるその権利がないと信じた。その枷かせは、両親の元にいた時に持っていた「決して自分の為には盗まない」という矜きよう恃じを思い出させる。今や自分の為に盗みを働き汚れていき、それにすら開き直れない俺には新たな枷が必要で、それは性欲だった。


    「美み舟ふねは剣だ。武器だ。俺が死のうとも相手を殺す事を優先する」


    「そして俺は何よりも、自分よりもあんたを守る事を優先する」


    「それでいい。剣と盾たてにはそれぞれ役割がある」


    　他人を攻撃するのは気が進まない。分業して貰もらえるなら有り難い限りだ。


    　美舟と目を合わせる。美舟は俺に目を向けているが、俺に視点を合わせてはいない。俺を視界に納めたままこのトレーニングルームをぼんやりと俯ふ瞰かんしている。


    「お前らが特に連携を意識する必要はない。やり方は伝える。その中でやれる事に全ぜん身しん全ぜん霊れいを傾けてくれたらそうでいい」


    「俺はあんたに出会った時より研とぎ澄まされている。その俺が命を賭かける場所か？」


    「俺の予想通りならそうなる」


    「俺は俺の何を犠牲にしてもあんたを守る」


    「そうだ。そしてそこの美舟は、俺の命より敵を倒す事を最優先する」


    「適材適所か」


    「あと何人か人は揃そろえるが、またそれも念のためだ。俺が本当に頼りにしているのは、お前と美舟だけだ」


    「……剣と盾を用意して、あんたは何をしたい？」


    「お前と似たような話さ」


    「人生をやり直すのか？」


    「いや。完全にケリをつけたい。そして万事巧うまくいったら、約束通り俺はお前に新しい、違う人生をくれてやる。祝儀に幾らかもつけてやる。お前が待ちに待ち望んだ平凡さがそれで手に入る」


    　その言葉を信じるしかない。俺が最初で最後と決めている博ばく打ち。


    「お前はそれで死に命を失い灰になるかも知れない。そういう取引だ」


    「巧くやるさ、やれる限りで。それでしくじったら仕方ねえ」


    　灰はい人とが笑う。その目が気に入らない。


    　大金が欲しい訳でもなく、ただ一撃の「勝ち」に膨大な損失を突っ込む事を娯楽にしていた、俺の親に似ている。


    「俺は左腕を失ったが、死ななかったし灰にもならなかった。あるいはなったのかも知れないがそこから再生してここにいる」


    「人生は変わったか？」


    「変わったな」


    「その言葉をアテにしとくよ」


    　左腕が義手。灰はい人との左腕。この男は、そういう賭かけの結果、俺みたいなのの人生を塗り替えると豪語するのかも知れない。何の確信もないが、ただそれだけで一いち縷るの望みを見つけてしまう。


    　そして俺の視線は灰人の顔から義手へと移り、躊躇ためらいつつも美み舟ふねを見る。焦点は俺に定まっていないが目玉は俺を捕らえている。俺もよくやる物の見方だ。一つを注視するのではなく、視界全体に焦点を定めずぼんやりと見る。視野狭きよう窄さくは盗人にとっては命取りだ。ほんの僅わずかな隙すきを見つけ、少しでも危険だと思う物は避ける。


    　だが俺は美舟を凝視してしまっていた。


    　正直に言えば、俺は交友関係という物をロクに他人と持った事がない。異性なら尚なお更さらだ。年相応の欲求を抑えつけているのは半端じゃない自分への負い目。自分がろくでもない人間だという自覚。他人と友好的に接する権利を俺は持たない。それが異性なら、恋愛なら、言うまでもない。


    　どうにでもやってしまえそうな無防備な女に手を出す事を何度煩はん悶もんしたか分からない。


    　俺は窃せつ盗とう以外の事をしなかった。これ以上汚れたくないという以上に、そういう事をする資格がないと勝手に思い込み、性欲という物を抑制した。が、不意打ちで来られると準備が持たない。


    　無表情だが、いい女だ。


    　おかしな格好で二本差しの物騒な女だが、いい女だ。俺には刺激が強すぎる。強引に視線をもぎ取って外した。そういう俺を灰人が面白がって見ているのも理解している。女を宛あてがおうかという申し出を再三拒否してきた。その理由を捕まれたかも知れない。


    「疾はや鷹たか」


    　俺の名を呼ぶ。もう忘れたいほどの名前。両親が俺に押した烙らく印いん。


    　疾鷹。派手な名前だ。気に入らない。地味な名前にして欲しかった。


    「お前が今、俺を襲っても美舟は俺を守らない。お前を殺す。だが美舟が俺を襲ったら、お前は俺を、身を挺ていして守る。そういう事だ。お前ら二人で俺の剣と盾たてになる。あとはぼちぼち集めるが、金で集める小間使いだ。最終的に俺が賭けるのは、お前ら二人だ」


    　賭け。博ばく打ち。


    　今更、灰人にそれが必要なのかどうか。


    　そもそも博打なんてのは、実利を得たくてやる物なのか。親から離れ家出をし放浪しながら、時たま、俺はそれを考えたが答えは出なかった。だが今なら、おぼろげに分かる。


    　灰人はたまに、俺の両親そっくりの目つきをする。


    　ギャンブル狂の目をする。


    　あいつらは儲もうけたくてやってるのではない。トータルで見たら負けるだけの、自分からは殆ほとんどアプローチ出来ないそれを、金目当てでやるものか。大当たりを引きたい。ただそれだけなのだ。


    　働いて得る一万円ではなく、道に落ちている千円札を拾う幸運。


    　それに伴う多幸感。ギャンブルにハマる人間は損得ではなくその多幸感をこそ重視する。今なら俺は、中流より少し上という地位だったうちの両親が何な故ぜに、糞くそのような人間になったか理解している。


    　破滅願望だ。


    　破滅、死、滅び、そういったカタストロフィは全ての負債を帳消しにする徳政令の最たる物で、やりやすく、そして楽しいのだろう。俺にはそんな物は一切ない。俺は破滅などしたくない。ただ一度の命がけ。それすら、俺はやりたくてやる訳ではなかった。


    　そして俺は無意識に、また美み舟ふねを見てしまっている。

  


  
    


    


    6.BAG OF GEMS

    


    



    「日本を訪れた経験は、サイデル？」


    「一度も。言葉も話せません。ですからあなたが頼りです、プリースト」


    「それはお任せください」


    「面倒ですから、ここに来て裏切るぐらいなら空港でそのまま消えてください」


    　ラスネイルの軍隊が飛行機で移動する事はそうそうない。大抵は船を使う。


    　だから飛行機に乗っている俺たちは珍しい。俺だけなら、諜ちよう報ほうを任されている事もあり珍しくもないが、隣にサイデルがいる。サイデルはラスネイルの執事であるから常に行動を共にし、それ故ゆえ、飛行機はそうそう利用しない。


    　俺は真っ当にパスポートを使えるというのもある。プリーストと呼ばれる事が殆どだが、本名でもある坊ぼう屋や檮とう一いち郎ろうは犯罪者ではないから捨てる理由もない。国籍も日本国籍のまま。「傭よう兵へい」という職業は非合法な物ではない。少なくとも、日本では。


    　サイデルが同行したのは、今回はラスネイルが直に交渉に臨むと言って聞かなかったからだ。勿もち論ろん、隠れ家に閉じこもっていても安全ではない。もうあの傭兵団は軍隊として機能していない。それでもわざわざトップが前に出る危険の方が大きい。


    　だからサイデルが事前に俺と同行して下調べをし、確認しておく。


    　ラスネイルの執事としてそうする。主人の便宜と安全を最優先に考える。


    　執事をバトラーという。戦う者、という和訳で正しいと何かで読んだ。戦争が起きていない場合に、騎士が主君の身の回りを世話していた事から始まるという説。本当かどうかは知らないが、なかなかロマンはある。


    　とはいえサイデルに剣を取って戦えるような腕力があるようには思えない。本当に事務員程度が似合っている、戦場に向いていない痩やせぎすの女だ。


    　予定では、ラスネイルとその他残存兵力の乗る貨物船は取引の二日前には到着する。俺とサイデルは一週間、前乗りで日本に向かっていた。


    「私が信用されていないのは、日本人だから？」


    　サイデルはため息を吐ついた。俺の方を見ようともしない。


    「私は人種差別はしません。するとお思いですか、あの傭よう兵へい部隊で」


    　それもそうだ。人種で区別や差別をしていたら傭兵部隊など成り立たない。ましてやラスネイルの軍はあらゆる人種のはぐれ者が集まっていた。単に日本人は俺だけだったというだけの話だ。


    　サイデルはそんな事で他人を差別はしない。


    　単に全ての人間を信用せず、ラスネイルただ一人に忠実に仕えているという女だ。言われれば二人どころか何人だって子宮の限界まで主君の子を産み続けるだろう。頼りにはされるが、決して信用はされない。俺に限らず、この地上にいる誰もが人種、国籍、肌の色、目の色にかかわらずラスネイル以外はサイデルの信用を得られない。


    　どうだっていいが、頼りにされるという事は利用されるという事に外ほかならない。


    　例えば、空港にレンタカーを用意させてある。俺の名義で、きちんと借りた代物だ。そして俺が運転する事になる。本来ならサイデルが後ろにラスネイルを乗せて運転するのだろうが、俺はラスネイルじゃないし、サイデルは右ハンドルに馴なれていないどころか日本の交通法規すら知らない。くだらん事で警察に声をかけられたくなかったから、俺が当然のように運転する。


    　数多く出回っている何と言うことはない日本製のワンボックス。


    　後部座席にいるサイデルは、広い後部座席にばかでかいトランクを持ち込んでいた。サイデルの身長ほどもあるそのトランクは、ガン・ケースに外ならない。飛行機でまともに銃を持ち込んでいた。それなりに手続きをすれば勿もち論ろん可能だ。ライフル所持免許からガンロッカーの場所、所持弾数、その他もろもろを根掘り葉掘り訊きかれ書類を全て用意して。


    　坊ぼう屋や檮とう一いち郎ろう。


    　とっくの昔に捨てた気になっていた俺の本名を何度も呼ばれるのは背筋に冷や汗が浮く。公安が嗅かぎ付けて尾行でもされているのではという不安がつきまとう。偽造パスポートを使わせて貰もらえなかった。サイデルはとにかく合法的に、この国に銃器を持ち込む方法を模索し、その全ての負担を俺に押しつけた。


    　まあ、本土での事だ。これが沖縄辺りになっていたらかなり気にするが、多分、そこの心配はない。俺がマークされる危険性などお構いなしに、サイデルはこの国で合法的に所持できる銃を確保するのを優先させた。


    　でかすぎるガンケースから分かるようにハンドガンの類たぐいではない。拳銃だけはどんなに工夫したところで合法的に税関を通過する事は不可能といっていい。何な故ぜかこの国では、その癖、より破壊力の高い殺傷力の優れたライフルやショットガンは所持できる。


    　米軍基地か何かの伝つ手てを利用した方が速かったというのに。


    　そういう負担を押しつけられる事を頼られると言っていいのかどうか。


    　サイデルはお構いなしにガンケースを広げ中身を取り出している。ここはまだ空港に繋つながる道路上だからいいが、街中に入ってもそれをやられると些いささか、困る。合法であろうと非合法であろうと、人目に触れる街中で「銃と認識できる形をした物」をそのまま持ち歩く事は当然のように逮捕案件になる。


    　動作確認をしている様子だった。それだけでいいなら、今ここを走っているうちに済ませて貰えれば有り難い。


    　完全日本国内仕様にカスタマイズ済みのドイツ製ライフルがルームミラーにちらちらと映り、俺はつい併走する車両がいないかと肝を冷やしながら確認してしまう。


    　ＰＳＧ‐１[image: ]


    　狙そ撃げき用のセミオートライフル。最大の売りであるセミオート機能は殺してある。この国で民間人が合法的に所持できる銃器は、ライフルだろうとショットガンだろうと競技用拳銃であろうと皆、自動装そう填てんが許されていない。だったらもっと他に、ボルトアクションのライフルであるとか選びようがあったと思うのだが、サイデルはその銃を気に入っているし、恐らくは信用している。人間でなく道具なら、サイデルは信用する。だからわざわざ長所を殺してまでカスタマイズした。特徴的なピストルグリップも外してある。


    　ＰＳＧ‐１は単純に評価すれば優れたデザインの狙撃銃だ。やたら価格が高くコストパフォーマンスが悪い事を無視すればだが。サイデルが信用するに値する現代銃だ。ボルトアクションの前時代ライフルであるモシン・ナガンやエンフィールドよりかは確実に性能も精度も上の銃なのだ。派手なだけのドラグノフなど話にもならない。


    「プリースト。故国に帰ってきた割りには緊張しすぎに見えますが」


    「後部座席でそんな物をいじられたら緊張しますよそりゃ」


    「ブリストンの市街戦で似たような事をした時は、そうじゃなかった」


    「何かと居心地が悪いんですよ、この国は」


    　それは誤魔化す為ではなく、本音だった。


    　俺は半ば逃げ出すようにこの国を出て、そしてお決まりのフランス傭よう兵へい部隊から始め、ゲリラに身を移しテロリストに移籍し、今はラスネイルの部隊で諜ちよう報ほうと偵察を担っている。そうせざるを得なくなった。


    　日本に来る時は偽造パスポートを必ず使った。本来の正規パスポートでこの国をうろついているというだけで、そりゃあ、強こわばる。そうなるだけの理由がある。だがそれをサイデルは知らない。俺の不自然な緊張感を裏切りの布石と勘違いさせるには事足りる。


    「何かと居づらくなったもので、この国を出ましたからね。出た時に本名は捨てた心算つもりでしたから、些いささか緊張はしています」


    「機動隊。そう呼ばれる内乱対策の軍に所属していたそうてすね」


    「あれを軍と呼ばないのがこの国の慣習でしてね。あくまで警察組織です」


    　忘れようとしてた事をみるみる思い出してしまう。


    　元・沖縄県警第二機動中隊所属、その後配置換えで警視庁付きになり第四機動隊員になった俺は、そこで盛大に間違った。通常配備の威い嚇かくとして警備に当たっていたデモ隊との衝突で、市民一人を殺傷、数人に重軽傷を負わせてしまったのだ。


    　たった一人で、それをやった。だから責任も俺一人が負った。


    　昭和の時代ではないのだ。機動隊員がデモ隊と殺し合いをして誤魔化せる時代ではない。依願退職扱いにされたのがせめてもの救いだっただろう。


    　とかく、運が悪い。分かりやすい不幸ではなく嫌らしく人生がズレていく類たぐいの、一番厄やつ介かいな不運を俺は持ち合わせている。


    　あの時の騒動は、デモ隊側に不要な圧力が高まっていた。反対していた法案を幾つも立て続けに通されて苛いら立だっていたし、いつもは数人の武闘派がたまたま重なって先頭集団にいた。


    　デモ隊もバカではない。今更、三里塚や安保を繰り返す意味がないのは分かっている。理性ではなく空気が些か悪く、当てられる人間が多くいて、半世紀ぶりの暴動騒ぎが派手に起きていてもおかしくはなかった。


    　俺はそれを全て一人で処理した。だがやりすぎた。機動隊員が市民を殺傷、という一文はもう看過して貰もらえない時代なのだ。


    　六尺の八角棒が軽すぎた。木製だったからだ。


    　後悔と反省丸出しでそう自責する。そこらの機動隊員と違って俺が身につけ、馴なれていたのは、鉄の棒を操る技だ。鉄の重みなら自在に加減出来た。殺す事などなかった。大体、木製にしたって質が悪すぎた。あんな品質の物を官品として配るなどどうかしている。


    　お陰で、折れた。折れて刺さった。絵え面づらとしては最悪だ。機動隊員が民間人を刺殺。事故だの何だのと何を言い訳することも釈明の余地すら与えて貰えないその絵は、今でもインターネットで見つかる。多分、世界が終わるまで漂い続ける。ヘルメットと制服に阻はばまれてどうにか俺の個人情報は守られていると信じたい。


    　サイデルと俺は我が故郷、日本で別行動となる。互いに定期連絡もしない。俺が何かの情報を手に入れればサイデルではなくラスネイルに伝える手て筈はずだ。チームプレイが苦手というのもあるだろうが、その方が効果的だ。


    　今現在、ラスネイル側でここにいるのは俺一人。サイデルは伏兵として地下に潜る。


    　資金に不安があるというのに、サイデルには高級ホテルを宛あてがわなければならなかった。外国人女性が長期宿泊をするのに安宿では目立ちすぎる。やたら曲がりくねった、高速域を出せない矛盾した首都高を久しぶりに辿たどり、そして懐かしの新宿に入り、ホテルの地下駐車場で離脱する。抱えているのはガンケースとカート付きトランク。まあ、外国人旅行者には見えるだろう。


    「それでは、プリースト。私はここで。次に顔を合わせる時に敵になっていない事を祈ってますよ」


    　嫌な皮肉を言うが事実でもある。傭よう兵へい部隊の構成員は一つの戦場を片付けたら次の仕事では敵に回っているなんてのも珍しくない。


    　俺がここで代理人として、ラスネイル本隊が到着するまでに段取りを整える。


    　トラブルがあれば俺が、もしくはサイデルが処理に当たるが、相当にこじれなければサイデルは銃の手入れでもする余暇に日本見物でもしていればいい。それが頼られているのに信用されていないという俺の立ち位置だ。


    　仮に誰かがサイデルに撃ち殺されたとする。その犯人は俺になる。俺はいよいよこの国から決別しなければならない。未練がないどころかいるだけで落ち着かないのだから、理屈では何の不具合もない。国外に出るのにしち面倒臭くなるというだけだ。


    　しばらく一人きりになった車内に留とどまったままエンジンはかけなかった。


    　これからの立ち回りを計算しなきゃならない。ひょっとしたらサイデルにとっては裏切りに見えてしまうかも知れない。それはリスクを伴う、細くて危険な一本橋だ。


    　基本的に裏切る心算つもりはない。だが誤解されるには充分な事をする。


    　思考を纏まとめてからエンジンを始動させる。やるしかないし、その行動はラスネイルにとっても有意義なのだと俺は判断している。世話になった事は間違いないし、サイデルよりかは頼られてもいるし、何より裏切る理由がない。


    　例のバニーガールが狙ねらっているのは俺でもなければこれまでに殺された傭よう兵へいたちでもない。ラスネイルだ。言ってしまえばあの伯はく爵しやく様が一人、最初にさっさと死んでくれていたらここまで話はこじれなかった。


    　ちゃんと俺は調べている。手も回している。久しぶりの日本車も巧く運転できている。オートマチック車のシフトレバー操作を勘違いしそうになるのにさえ気をつけていれば。マニュアル車に馴なれすぎている。進む心算が後退のギアを入れていたなんて間違いをしないよう、俺は手元に気を配る。


    　携帯が振動する。無音のバイブレータモード。この国の道交法じゃ走行中に電話していいのか悪かったのか忘れた。どっちだっていいが安全策を取る。一点でも二点でも免許に傷を付けたくない。一度食らうと即座にヒモづけられるのは過去に経験済みだ。


    　どんな軽微な犯罪でも犯罪歴がある人間は全てリスト化される。時には犯罪でなくともだ。どの国だってそれだけは変わらない。だから走らせている車をわざわざ停とめてから携帯に出た。


    　この通話すら盗聴されていると言い出せば最も早はや、頭のいかれた陰謀論者だろうが、いつだってそれはされる。全く何の問題もなく可能になる。目を付けられているかいないか、ヒマな担当がいるかいないか、それだけの話なのだ。ましてや俺という人間は国内で、書類上は事故で片付けられたとはいえ人を殺している。だから携帯の契約はわざわざ他国にしてあった。「日本でも繋つながる」というだけの状態。高く付くが、まあ、かかってくる分には通話料金は向こう持ちだ。そしてこの番号を知っている人間はそうそういない。


    　サイデルすらこの携帯番号は知らないしそもそも教えていない。


    「……こちらの入国はついさっきですよ。急せかさないでください」


    「一人か？」


    「あなたがもう少し忙せわしなければサイデルが後ろにいましたがね。まあそうであれば無視しただけですが」


    「こっちは随ずい分ぶん前から待ってる。今日の打ち合わせは無理そうか？」


    「私も拠点をこしらえなきゃなりませんから。明日なら行けます」


    「悠長な話だな。一週間後だぞ、事は」


    「天地創造ぐらいの時間はあるんじゃないですかね、フロスト」


    　名を呼びかける。フロスト。フロスト・Ｇ。妹と一緒にもう国内にいる。先に話を付けておいた。つまりそれはグレイの編へん纂さんする今回限りのノー・シー・ウム・メンバーに加われるようにと。


    　身長七フィートを誇る痩そう躯くの兄と、その兄に寄り添う狩人の妹は、俺の仕込みだ。


    「……この通話でだけ確認しますが、グレイは日本に来るんですか？」


    「立ち会うだろうよ。俺の差配をまるっきり信用して、丸投げして任せきってバーでふんぞり返ってるタマじゃねえ」


    　それだけ確認出来ればいい。


    　フロストとヴァイパーの兄妹は「荷揚屋サルベージヤー」だ。合法非合法問わず物を見つけ奪い運び、そして常に現金だけを望む。他の物で代わりに支払うという決済は一切通用しない。フロストが編成する荷揚部隊もみんなそうだろう。ただ運びただ奪う。一切の決定を自分で行わない、頭を使わない連中を組み上げてフロストは手足のようにそれらを使う。


    　グレイにとっては何人かいるメンバー候補の中でも上位だろうから、放っておいても声をかけられた可能性はある。だからこそ、何より先に、俺はフロストと繋がりを持つ事だけを優先させた。


    　グレイが提示する分け前より多くを提示できれば、フロストはこちら側になる。


    　グレイにとっては手足とまではいかないまでも、指を何本か持っていかれる事態となる。


    　通話を切った。


    　フロストに払う金なら、この国にいる灰はい人ととやらが溜ため込んでいる。それを切り取り放題にさせれば事は簡単なのだが、その現金はラスネイルも必要としている現金だ。何の為かといえばたった一人のあほみたいな格好をしたバニーガールへ雪せつ辱じよくを晴らす為。


    　誰の顔をどう立てればいいのか。俺が考える事はそれだけだ。


    　巧く回しきれるかどうか。やはりいきなり今日、これからというのは落ち着かない。それなりに段取りは整えてあるが、一晩くらい寝かせて貰もらわないと時差ボケも抜けやしない。宝石の詰まった袋の中身を、誰にどれだけ分配するか。考える時間はあればあるだけいいに決まっている。


    　話を整理しよう。


    　現金が欲しいのがフロストとヴァイパー。そしてラスネイル。


    　ダイヤモンドが欲しいのが灰人とグレイ。


    　そして誰かを殺したいのが呂ル商会。ラスネイルの軍隊に正面から挑んでじわじわ削り取っている有様は些いささか不自然だったが、あいつらは俺の調べた限り、誰かを殺す事しか能がない。自らの強さ、当主たる呂小シヤオ丑チヨウがいかに人外の魔物かを喧けん伝でんする事そのものが目的だろうから、ある意味、存在そのものが不自然なのだ。少なくとも何をしてどう稼ぐかという動機は存在しない。人を殺すしか能がない癖に食い詰めるという事がない。この際、そんな変わった連中の動機まで考えてはいられない。


    　俺はどう立ち回ればその配置を抜けて満足できるのか。それを考えるのは嫌いじゃない。俺は別に何もいらない。何かを巧くやってのけたという達成感が欲しいだけだ。多少の金と他人からの褒ほめ言葉でもあればそれでいい。


    　他人からしたら無欲で謙虚に思えるだろうか。それは余りにも胡う散さんくさく偽善的で、サイデルが俺を信用しないと言い切る理由の一つには違いない。そのぐらい、サイデルは俺を観察している。


    　だが俺という人間が生きている事に充足感を覚えるには、他人からの褒め言葉が何よりも優先する。褒められたくて仕方がない。より多くの人間に賞賛されればされるほど、より良い結果となる。


    　俺は他人に信用された事も、賞賛された事も、それほど経験はない。それが欲しい。


    　いつだって運に見放されてきた。拍手を受けるその機会を失ってきた。


    　今度こそ巧くやる。承認欲求の塊かたまりである自分を卑下する気は全くなかった。

  


  
    


    


    7.BURGLAR

    


    



    　ジョージア州の生まれだから「Ｇ」を名乗っているだけで特に意味はない。


    　俺は色白だからフロストと勝手に名乗ってみた。妹もそれに合わせて勝手にヴァイパーを名乗った。俺たち兄妹の本名はもっと地味で無個性な代物だったが、自分の渾あだ名なを勝手に自分で決められるのは気分がいい。少なくとも俺は、勝手な渾名で呼ばれた経験しかない。


    　ナイフを研とぐ音がする。


    　ヴァイパーがボウイナイフに研ぎ石を当てている。ボウイナイフには、これといってこういう形の物、という定義はない。ジム・ボウイというカウボーイがかつて使っていたというだけの曖あい昧まいな基準があるだけだ。一般的には剣けん鉈なた、鉈の先端を尖とがらせ、刺す事も出来るようにした狩猟用ナイフをそう称して流る布ふされている。


    　恐ろしく分厚くて重い。が、狩りでも獣を刺したりする使い方は稀まれで、主に枝葉を払うのに使う。ヴァイパーは手首ほどもある枝だって一ひと薙なぎしただけで叩たたき落とせる。そうやって道を造りながら進む為の刃物だ。


    　基本的に片手で使う。もう一方の手にはシングルアクションのリボルバー。コルト社製だが有名なシングルアクションアーミーより更に古い骨こつ董とう品ひんのリボルバー。


    　コルト・ドラグーン。


    　装そう填てんはただ弾を詰めればいいという訳ではなく、暴発しないように手間暇をかけなければならない。例えば全弾を撃ち切ってしまったら、さっさと次の弾を込めて追撃出来るような代物ではなく、その時点で銃撃戦は諦めるしかない。骨董品なのだから仕方ない。そういう縛りをヴァイパーは好む。


    　兄である俺が言うのも何だが、ヴァイパーはとことんまでカウガールであろうと自分を縛っている気がしてならない。狩猟などもっと適した服も武器も多くある。


    　ボウイナイフと、数発の弾丸。ヴァイパーは獣を狩るのに、自分にそれだけの武装しか許していない。


    　ポールダンスなどして惜しげもなく裸体を衆目に晒さらし、それで得た金ですぐハンティングに行ってしまう。俺もたまに同行するが、ベースキャンプでテント生活をしながら一週間ほど待っているだけだ。狩りそのものには同行しない。


    　ヴァイパーの性格を俺はよく知っているが、気が短い方ではない。むしろ長い。そして攻撃的でもない。それらの短所を持っている女だと思われがちだが、実は違う。


    　それは俺の性格そのものだ。


    　俺は背丈ばかり高くて全く体力という物がない。というか身につけようとしてこなかった。運動は大嫌いだったしインドア派だった。周囲がそういう俺を放置してくれていたら、俺は悪党稼業になぞ手を染めず、真っ当に学者か文化人にでもなっていたかも知れない。


    　ひ弱な奴はひ弱なりの性格をしていないと、すぐ力比べを仕掛けられる。


    　俺は気が短くて暴力的だったが、それに伴う体力を持ち合わせていなかったので、学生時代は散々にばかにされた。刃向かっていく癖にちょっと小突かれれば倒れ伏してしまうのだ。恐ろしく生意気な癖に弱い。こんな面白い玩がん具ぐもないだろう。


    　俺は目を伏せて頭を低くして生きていくという性格ではなかった。学校の廊下でたむろする悪ガキどものど真ん中を、その先に用事があるからと言って何の臆おく面めんもなく通り抜けようとするし、道を阻はばまれれば邪魔だと言ってしまうのだ。


    　力で押さえ込まれるのも屈するのも嫌いだったが、同じ土俵で対抗しようという気は全く起きなかった。面倒くさいからだ。体育会系のバカどもに何と罵ののしられどんな嫌がらせをされようと、殴り返してやろう、とだけは思わなかった。俺は思わなかった。


    　ヴァイパーは殴られた痣あざや破かれた教科書や、縛り上げられて川に筏いかだで流された俺を見て、やり返してやろうと思ったらしい。俺にないフィジカルをヴァイパーは持っていた。


    　俺にちょっかいをかけていた体育会系の糞くそ筋肉野郎と派手な貴族階級を堪能する女どもを一晩で殺傷した。役割分担だ。他人を殺す、殺せるのがヴァイパーの役割なら、俺は火消しに回るしかない。あの時の俺がどれだけ苦労した事か。


    　死体の山を一か所に隠し、全員で旅行に行ったように見せかけ、死体の山を数週間後にフロリダ奥地で獣に食われている状態で発見されるように仕向けるのに使ったカロリーは、恐らくは俺の人生で最大の物だ。


    　妹を、真っ当な人生から踏み外させてしまった。


    　ヴァイパーに言わせれば「俺が可哀かわい想そうだったから」らしいが、俺は別に何とも思ってなかった。とはいえあいつらが死んだ事で、俺の学生生活における騒音は確実に減ったのだし、余計な世話を焼いてくれたとは思わなかった。


    　俺がこういう性格で、ヴァイパーがそういう性格だから、俺たちは兄妹揃そろって道を踏み外し、裏稼業にのめり込んでいく事となる。何だかんだ言ったって「俺を虐いじめていた連中を皆殺しにした妹」と「その隠いん蔽ぺいを完全にこなした兄」は、全てを忘れてまともな人生を送れるようには絶対にならない。


    　負い目というのは生じるのだ。俺はバカじゃなかったから尚なお更さらだ。かといってヴァイパーに積極的に誰かを殺させるような真ま似ねはしたくなかった。だから知恵を絞って「荷揚屋」を始めた。どんな物にも供給ラインは必要になる。それを担う運び手は、犯罪を実行する連中にとってそれなりの需要があった。


    　例えば金を強奪する。銀行強盗でもいい。金は手にするがそれからどう運んでどう隠せばいいのか。そこまで考えていない連中の為に、運び、そして隠す。後先考えずに他人を殺してしまった奴の犯罪を隠いん蔽ぺいする。そういう仕事で日銭を稼いだ。決まった月給も年収も俺にはない。


    　一年を振り返ってみて今年は一〇〇万ドル稼いだなと思っても翌年には一万ドルで終わったりする。そういう、不確かな収入を繋つなぎに繋いで、俺とヴァイパーは何とか生きていたし、今こうして日本にもいる。


    　北の宿。


    　首都圏と呼ばれる場所から、北へ北へと地味にルートを組み上げた。こういうのは馴なれた物だ。国が変わってもやれるし、やる。そうでなければ需要は見込めない。東京から収奪した物を青森まで運びそこから船。急ぎでなければこれでいい。


    　問題は俺たち兄妹の立ち位置だ。


    　裏切りや騙だまし討ちは何度も経験しているし、仕掛けてもきた。だからその点に関しては心理的抵抗という物は一切、ない。単に仕事が複雑になってきたと思うだけだ。


    　ナイフを研とぐ音が止まる。研ぎ終わったんだろう。


    　今回はヴァイパーの出番はない。話がうまく纏まとまれば、俺が危険に晒さらされるという事もない。日本には何度も来ている。最近は中国や東南アジアに行く前段階として立ち寄る事も多い。この国にはもうそんなに拾える金は落ちていないと思っていた。


    　まだ三〇億もあったとは驚きだ。


    　血の臭い。そして脂の臭い。ヴァイパーが次は衣類の手入れを始めている。革製品が山積みだ。手ずから狩り取った獣の革で造った衣類。俺が冬場に着ているリアルファーのコートからしてそうだ。


    　俺は着たきりになっているが、ヴァイパーは革の手入れを欠かさない。殺した相手から剥はぎ取った革は手入れしなければ劣化する。死体を身に纏まとっているのと同じだ。いくら乾燥させ加工しようと放置していれば劣化していく。脂を塗り込み生きている時の柔軟性を保ち続けなければならない。革製品用のオイルは山ほどの種類が売られているが、ヴァイパーは獣脂を血で練った代物を最上としている。


    　全裸のまま身の回りを整理し手入れし続けるヴァイパー。俺は縁側と呼ばれる場所で寝椅子に身を凭もたれさせ、ガラス張りになった向こう側に降る雪が彩る日本情緒を眺めている。妹の脂ぎった裸を眺めていても仕方ない。見事な蛇の巻き付いた入れ墨も見飽きて、生まれつきそういう模様が入っていたぐらいにしか思わなくなってくる。


    「……兄貴よ、グレイの奴、なんであんなにダイヤ欲しがってんだ、あんなもん」


    　ヴァイパーがぽつりと呟つぶやくその疑問は俺だって考えているし、とうの昔に答えの一端は掴つかんでいる。例えば俺たちにとって数カラット規模のダイヤなど報酬にも利益にもならない。ましてや誰かを殺して得たいとは思わない。


    　換金の手間がかかるからだ。これはとても大切な事だ。ヴァイパーのコルト・ドラグーンに再さい装そう填てんを施す以上の時間を費やしなければならない。


    　よくお宝を手に入れたという海賊や盗賊モノのストーリーがあるが、俺はそれをどう現金化するかという事まで考えてしまう。金塊も宝石もそれ自体は価値を持つのだろうが、買い物にも支払いにも利用できない。


    　ダイヤなども小数点が付くような一以下のカラットなら何も問題はない。数カラットまで来ると大金が、「時価」で値札として付くようになる。それを実際の金に換える方法を考えると吐き気がしてくるほど面倒くさい。一〇分の一以下でいいから金で払って貰もらいたい。


    「……売るアテがあるからやってるんだろうよ、グレイは」


    　俺たちにはないルートをグレイは持っている。だが強奪するのに呂ル商会を雇って、傭よう兵へい部隊を殺しまくっているというのには些いささか合点がいかない。背景事情など本来どうでもいいし、下手に知りすぎると却かえって足下を掬すくわれるのだが、今回ばかりは立ち位置の問題がある。考えておいていい。


    　一応、敵である側に所属しているプリーストとは以前から面識があった。あいつはかなり社交性があり、アフリカ大陸で世間知らずになりがちな傭兵部隊にとっては重宝する耳じ目もくとなり得る男だった。そこから一報が入り、俺は自分からグレイに売り込みに行った。


    　グレイ本人から聞かされていない情報も事前に調べてある。


    　つまり、買い取り主がいる。売るアテがある。その額になると鑑定書付きのダイヤも平然とは捌さばけないというのに、未登録の闇ダイヤモンドを買って貰えるアテがある。そこから更に糸を手た繰ぐり寄せる。


    　例えその一。何ど処こぞの大富豪が希少なダイヤを欲しがっている。


    　違う。それにしてはラスネイルらの所持しているダイヤは中途半端だ。それはプリーストからも聞いている。世の中には最も早はや値段の付けられない、芸術や奇跡といった類たぐいの、一〇〇カラット前後のダイヤさえ存在する。もし金の余った大富豪が欲しがるなら、そういう代物だろう。


    　ラスネイルらの所持しているダイヤは精せい々ぜいが一〇カラット前後。それにしたって相当な物だが、虐殺を実行してまで欲しがるようなランクの宝石ではない。


    　革の臭い。血の臭い。脂の臭い。


    　思考を纏まとめようとしんしんと降り積もる日本庭園を眺めているというのに、同じ部屋にいる妹からは攻撃的かつ暴力的な、生々しい臭いが濃密にこちらに流れてくる。


    　買い取り主がいる、売るアテがある、というのは恐らくは確定的だ。日本側の灰はい人ととかいうのは、溜ため込んだ闇資金の保管に困って、それらをダイヤモンドというコンパクトな形に纏めようとしている。時価と買い取り先が不安定な事を鑑かんがみれば金塊の方が魅力的だが、あれはあれで世界中の総数を管理されているのは同じ事だし、何より重くて嵩かさ張ばる。


    　グレイは、日本側の灰人とタイプ的には同じ悪党だ。


    　だが処理しきれない金を小さく纏まるダイヤに換金したいというなら、直接ラスネイルから買い取れば済む。何も敵対して殺す事はない。グレイのケツ持ち。本来の依頼人。それはきっと確実に存在する。何者かを考える。


    　ダイヤ、ダイヤとそればかり騒がれているが、そのダイヤは現在進行形で換金しやすい小さな代物からみるみる現金に交換されラスネイルの軍資金となり盛大に浪費されている。グレイの表向きの目もく論ろ見みにとっては、ラスネイルに攻撃を仕掛けるほどに取り分が減っていくという矛む盾じゆんした有様だ。


    　処分に困る大型ダイヤを都合よく現金化出来るという取引はラスネイルにもグレイにとっても美お味いしい案件だ。その都合の良さが気にかかる。


    　例えその二。ダイヤは口実に過ぎない。


    　こちらは違うといい切れない。グレイに、本当に後ろ盾だてがいるとして、だが。


    　ラスネイルの傭よう兵へい軍隊そのものの壊滅が目的。ダイヤは、それを段取るグレイへの報酬に過ぎないという仮定。ラスネイルらはアフリカで「反」政府側に付いている。それが目め障ざわりで排除したいが、直接、公式な軍隊を繰り出す事は躊躇ためらわれる。


    　国。国家。政府機関。グレイが得た厄やつ介かいなダイヤ、高額な金額を平然と現金化してやれるというなら、その辺りしか思い浮かばない。つまりグレイと下手に反目すれば、もっと巨大な暴力を敵に回す事になる。


    　ラスネイルの味方していた反政府組織は既に瓦が解かいしている。もう執しつ拗ように追い回す理由はない。だからもう国は、目的を達成していてグレイ個人が取り分を得る為に必死になっているのか。


    　思考を放棄してしまいたくなる。


    　言われた事だけに従い、深く関わらずやるべき事をこなしていればいいと面倒になってくる。もう既に、従来からよく使っていたルートを再利用して日本からの搬出経路は確保してある。雇っている日本人に些いささか信用が置けず、そちらのカバーも考えなければならない。


    　何せ三〇億だ。勿もち論ろん、全て現金化はしないだろうが、一〇億程度はそうするだろう。それだけの金は親友や恋人のみならず親兄弟すら容易たやすく裏切らせるのに充分だ。俺だって持ち逃げしてしまいたい誘惑に駆られる。


    　この稼業でその額はなかなか得られない。精せい々ぜいその一〇〇分の一が相場の山で、それでは引退とまではならない。働き続けなければならなくなる。つまり、悪党をやめたくなってももう引き返せない事が殆ほとんどなのだ。


    　今回、グレイから提示されたギャラは相場からすれば破格だったが、いわゆる美お味いしい案件ではあっても、隠居して何もせずおとなしく暮らそう、とまでは流石さすがにならない。悪事は大概、差し引きゼロで得にならないなどと言うが、それは因いん果が応おう報ほうのような道徳訓ではなく当然発生する手間という当たり前の事に過ぎず、そこまで考えないから差し引きがゼロになってしまうのだ。


    　……俺は何な故ぜこの件をここまで考えてしまうのか？


    　何となく気になる。違和感がある。気にしすぎかも知れないが、いつになく俺はこの依頼に落ち着かない物を覚えている。もう少し考えなければ、ここが俺の終着駅、すなわち失敗と敗北、そして死に直結するという予感。これは理屈抜きの直感だ。


    　何ど処こだ。何処が気になっている？　肝心のそれが分からない。


    　分からないまま、俺は今の所、依頼されたやるべき作業を固めている。


    　携帯が鳴る。思考を中断して通話する。プリーストだ。この北国まで呼び寄せている。別に嫌がらせではなく、首都圏で行われる悪巧みに更に意図的な動きを重ねる打ち合わせに、近場を選ぶほどバカではないしブリーストもその手間に舌打ちしたりはしない。


    　着いた、という報告だった。簡単に会話して通話を切った。


    　全裸で作業しているはしたない我が妹の方へ漸ようやく視線を向ける。


    「……プリーストが来た。服を着ろ」


    「まだ乾いてねえ」


    「下着ぐらいつけろ」


    「あたしの職業忘れたのかよ兄貴」


    「プリーストはお前の乳やケツに金を払ったりしない」


    「ケチくせえな。タダ働きになっちまうの癪しやくだし、生乾きだけど何か着るか」


    　ヴァイパーはそういえば下着という物を着用しない主義だった。


    「……兄貴、あのプリーストとかいうの何ど処こまで信用してんのよ？」


    「信用はしない。互いに都合良く利用する」


    　それがこの業界の鉄則だ。俺が無条件で信用するのはヴァイパー、妹ただ一人だけだ。


    　この旅館のベルマン的な女が、お客人ですと伝えてくるから通してくれと言った。当然、俺は日本語も話せる。ヴァイパーはカタコトすら話せないし理解できないが、そう出来るようになってくれとも思わない。そういうのは俺の役目だ。


    「……あたしゃ兄貴みてえに頭良くねえからアレだけどさ。あのプリーストっての何か胡う散さん臭えんだよな」


    「この稼業で胡散臭くない奴なんかいねえよ」


    「んー……それは分かってんだけど、なんつーかそういうのと違う」


    　曖あい昧まいかつ無責任なその直感は、実際、俺も感じている。これはただの請負ではない。常に思考し注意を払い、他人任せにせず立ち回りを模索し続けていないと、一度の判断ミスであっさり死ぬ、という予感。きっちり言語化し論理を組み立てるには情報が足りない。


    　プリーストを直接ここに呼んだのは、その空くう隙げきを埋める為でもある。


    　俺はヴァイパーに肉体労働を丸投げしているのだから、考えなくてはならない。頭脳労働に全てを費やさなくてはならない。何としてでもプリーストから有益な情報を引き出す。何ならヴァイパーに暴力を行使させてでも。


    　お客様がいらっしゃいました、と襖ふすまの向こうから声がする。当然、この稼業の常として利用する事の多い日本語は、書くのはイマイチ自信がないが聞き取りはそこそこやれる。多言語の習得は何かと便利に人生を豊かにする。


    　プリースト。浅黒く、俺ほどではないがアジア系にしては長身、そして浅黒い肌。


    　ヴァイパーはまだ全裸のままだったが、予想通りプリーストは一いち瞥べつして興味を示さない。プリーストを案内してきた日本人女性の和服の方がよほど魅力的なのではないか。ヴァイパーに彼氏だの何だのの男の影は俺の知る限りないが、余り大盤振る舞いで裸を見せるのも考え物なのではないか。ましてや派手に入れ墨が入っている。


    「……あんたには色々訊ききたい事がある、プリースト」


    　半分も言わないうちに、きんと耳みみ障ざわりな小さな音がする。ガラスの向こうの雪景色が何も見えなくなる。俺の体温が上下動を繰り返し口が動かなくなり椅子から立ち上がる事すら出来なくなる。


    　俺の長ちよう躯くが背せ凭もたれに貼り付けにされていた。真っ白に曇った強化ガラスには小さな穴が空いている。その穴から直線を引いて俺を経由して畳まで伸ばすと、そこに俺の血液が派手に吹きこぼれて広がっている。


    　俺はライフル弾で、胸板をブチ抜かれていた。

  


  
    


    


    8.CONSTRICTOR

    


    



    　目の前でフロストの胸板が血を噴いたのちの反応は、俺もヴァイパーも速かった。示し合わせていた時間は一秒もない。


    　まずヴァイパーは俺を襲おうとし、一瞬で気持ちを外に切り替えた。俺は胸を撃ち抜かれているフロストへ駆け寄り、傷の確認をする。即死はしていないが、肺を撃ち抜かれている。畳に食い込んだ弾頭を、フロストの血に濡ぬれたそこから探そうとする。


    　ヴァイパーは一いつ顧こだにしなかった。整備していたらしい武器、リボルバーの納まったガンベルトと巨大なボウイナイフを両手に、無数の罅ひびで曇った強化ガラスに向けて走っていき、内側からガンベルトを叩たたき付けて完全に叩き割る。


    　一発目の衝撃で、ガラスが曇った。割れなかったのは、雪国の旅館で採用されている景観を求める為の全面ガラスだったからだ。分厚く、透明で、降りすぎた雪の圧力にも耐えた上に防寒の役目も果たさなければならない。


    　狙そ撃げき手しゆも慌てただろう。割れていれば二発目、三発目と狙ねらえる。強化ガラスは割れずに砕けるように出来ていて、そのせいで真っ白に曇ってこちら側が見えなくなった。二発目はそれほどすぐには気にしなくていい。


    　その守りをあっさり内側から叩たたき割り、ヴァイパーは雪の降りしきる中を、武器だけを持った裸身で飛び出していく。俺を疑う、俺を詰問する、兄を気遣う、全て無視して敵狙そ撃げき手しゆを狙ねらいに行った。銃声こそしなかったものの、内側からガラスを破れば間違いなく警報が鳴る。俺自身、ここから回れ右して逃げ出したいぐらいだった。それをせずに、押し入れの引き戸を開けて、背丈ばかりでかいフロストを引きずり込む。


    　反撃は織り込み済み。恐らくは逃走もそうだろう。このまま強引に部屋に立てこもる方が計算外の筈はずだ。押し入れの隙すき間まから漏もれる室内灯の光量は微々たる物だったが、フロストはもう死にかけている。胸を撃ち抜かれているのだ。即死せずともこのままでは持たない。全身に纏まとったオオカミの毛皮を使ったというロングコートが、みるみる赤く染まっていく。


    　何かを俺に喋しやべろうとして、フロストは唇を震ふるわせるが声になっていない。


    　誰が撃ったかによってこれからの俺の立ち回りも変わる。まさかサイデルではないだろう。そこまで俺も間抜けではないし、日本に一度も来た事のないサイデルが、馴なれない車で雪の中を、首都圏を抜けて東北まで、俺の動きを尾行出来るとも思えない。ヒモを付けられていたのはフロストの方だ。


    「……しくじりましたね、フロスト」


    　一度の失敗が取り返しの付かない事態になる。裏稼業のリスクは酷ひどく高い。安月給でも平凡に会社勤めをしていられる方が遥はるかにマシだというほどに。こうやってフロストも、あっという間に後おくれを取って死に瀕ひんする。


    「この国で病院のアテは？」


    　フロストは無視していた。もうこちらの声が聞こえていないのか。貫通を主目的にした高速弾を使われたから、或あるいは急所を外れたという理由でフロストはまだ生きている。それでもこのままだとじきに死ぬ。フロストに死なれると、グレイらは、かっぱいだ金を国外に運べなくなる。襲撃の手が止まると思えば、ここで死んでくれてもいい。元からなかった手札だが、こちら側に引き込めれば都合が良かっただけだ。実際ラスネイルも受け取った現金を国外に持ち出す方法を考えなければならない。サイデル辺りが気にしていたが、俺はフロストを使おうと思っていた。


    　一応、上着を脱がせ止血処置をする。外に漏れるのを防ぐというだけで、内出血は勿もち論ろん続いている。こんな物は悪あがきに過ぎない。


    　時間が過ぎても、騒ぎも警察の駆けつける様子もない。警報が切られているのか。


    　この部屋にも、誰も殺到する様子がない。外から吹き込む降雪に伴った強風が、部屋の中、押し入れの中に引きこもっていても確実にこちらの体温に影響してきた。こんな中を外へ、全裸で飛び出していったヴァイパーが信じがたい。


    「私じゃこの傷を処置出来ません。肺を貫通しています。何か言い残す事は？」


    　そうしか訊きけなかった。このままじゃフロストは助からない。


    「……まだやれる」


    　蚊の鳴くようなか細い声。戦場でよく耳にしたその声は、死んでいく人間が放つ声と言葉に間違いなかった。そこから何も出来ずに土気色になって死んでしまう。だがフロストは震ふるえる右手で、コートのポケットから細長い棒状の物を俺に差し出してくる。


    「時間もツテもない。が、俺を助けるとこいつの中身が見られる」


    「助けなかった場合は？」


    「俺の妹が、歯止めが利かなくなる」


    「もしくはふぬけになる」


    　俺もバカではないのでそこは見越す。守るべき対象が死んだとなって歯止めが利かなくなる事態より、目的を失って呆ぼう然ぜんと立ち尽くす事例の方をよく知っている。フロストがもし、心底、ヴァイパーを守りたいというなら死んでみせればいい。あの妹は奇抜さの毒から脱却出来るに違いなかった。


    「聞けよ。俺を撃ったのが誰か、によってヴァイパーの立ち回りは変わる」


    「利用して良いと？」


    「何とかもう少し生かしてくれるなら、預けたっていい」


    　そこでフロストは黙った。力尽きた訳ではなく、俺も息を呑のんだ。室内に風雪の吹き込む以外の音が初めて発生した。ささやかな衣きぬ擦ずれの音。捜索者なら押し入れなど間違いなく捜す。開けるまでもなく発砲してくる可能性も高い。


    　だから俺はフロストを最初から、奥ではなく手前に引き入れている。みっしりと布団が詰まっていて、横の空間はない。いざとなったらフロストを盾たてにする。こんなメモリだかＰＣだか分からない代物より、今この時を切り抜けるのが最優先されるし、しくじったのはフロストの方だ。


    　背筋が総毛立ってくる。吐き気のするような悪寒。濃密な死の臭い。ここにいたら間違いなく死ぬという、脊せき髄ずいから先に湧わき立ってくる言語化できない兆候。


    　あの時がそうだった。初めてバニーガールに奇襲を受けた時。そして二〇メートルの距離から更に詰め寄ろうとした時。全く同じ物を感じ取った。今この瞬間もそれを感じる。襖ふすま一枚を隔ててそれがそこにいる。


    　だが呂ル商会がフロストを狙ねらう理由が分からない。


    　きん、と覚えのある金属音が小さく二度響く。


    　フロストの長い髪がばさりと散らばった。仕方ねえなと諦めたようなフロストの表情。


    「……パスワードは妹に聞け」


    　そう呟つぶやいた瞬間、襖が真っ二つになって支えをなくした上半分だけがあちらがわに落ちる。フロストの首が血ち飛沫しぶきをまき散らす。首を刎はねられている。襖越しに、正確に、横よこ薙なぎの一刀で断ち切られ、そしてそれはまだ落ちず、血の勢いでぐらぐらと揺れている。


    　溝にまだ食い込んでいる下半分は、フロストの体を支えてまだ立っていた。


    　血煙と風雪が立ち籠こめる室内で、俺は信じられない物を見る。緋ひ袴ばかまに白装しよう束ぞく、総そう髪はつの髪、そして腰には白しろ鞘さやの大小が二本備わっているという姿の少女。


    　フロストの体を反射的に、そちらに蹴けり飛ばし、右手からスティックＰＣをかっ攫さらう。首が転げ落ち、栓が抜けたようにフロストの首から血が噴き上がる。水みず樽たるをひっくり返したような有様だ。その血を嫌って少女が間合いを取った。俺と目が合った。


    　バニーガールじゃなかった。巫み女こだ。


    　大小二本差しの巫女。襖ふすま越しに正確にフロストの首を落とせる、しかも横よこ薙なぎの一いつ閃せんで首を落とす腕を持った巫女だ。見た感じ、一〇代半ばとしか思えない。顔色一つ変えず、汚い物を避けるみたいに最小限の距離だけ飛び退のいている。


    　室内にもう雪が積もり始めている。降雪量が大きい。


    　距離がある。それだけが救いだった。踏み込んでもまだ一歩足りない。居合を使われると厄やつ介かいだった。巫女はゆっくりと大刀を抜いていく。鯉こい口ぐちを切る金属音は、バニーガールにはなかった物だが、俺が今感じている寒気は雪の所せ為いでは全くない。断じてない。


    　この巫女と対たい峙じしているが故ゆえの悪寒に外ほかならなかった。


    　俺は左右の袖そで内に金属棍こんを仕込んでいる。たった二本の鉄棒でここを切り抜けなければならない。それぞれ一尺にも満たない鉄の棒。留め具を片方だけ外して、右手の中に棒を滑り落とした。


    　対して相手は本身の真剣。二尺三寸五分。


    　室内とはいえ天井は高い。壁を兼用していたガラスが粉砕されて庭が見えてしまっているから、外も内も関係ない。どっちにしろ一歩二歩、その程度の距離と踏み込みが有利と不利をもたらし生死に直結する。


    　巫女が構えるのを待つ。構えた時点でこちらが少しだけ有利になる。一手だけ先を読める。俺が子供の頃、習い覚えた琉球空手の流派は、日本刀を相手に立ち回る事を主眼に置いた一派だった。歪いびつな流派だが、棒の使い方だけは叩たたき込まれた。六尺棒なら大分違うが、持ち歩くのに面倒でこうして一尺にも満たない双そう棍こんにしてしまっている。この巫女は大小二本差しでどうやってここまで来たのか気になった。


    　つまり単独行動ではない。元より狙そ撃げき手しゆも用意されている。だが何ど処こまで網が広がっているのかの見当が付かない。警察が駆けつけてこないのはさほど物音が立てられていないからと解釈したって、少し異常だ。抜けられるのか怪しくなってくる。


    　それよりも今まさに俺は、フロストと同じ姿にされる可能性が高い。


    　構えは正せい眼がん。守りの構え。一番厄介だ。斬きりかかってきてくれたら良かった。双方、待ちになってしまうと間合いの差が露骨に出る。そして俺は、この巫女と悠長に睨にらみ合いが出来るほどの余裕がない。場を把握していないのだ。正せい眼がんに、守りに構えてくれたのだからこちらは逃走を考えるべきだった。それだけが俺の有利だった。だがもう一手欲しい。完璧に逃げ切るには、もう一手の余裕が。だから右手の棒を思い切り投げつけた。


    　下から、アンダースローで投げつける。手の中で捻ひねるように回転させ、投とう擲てきする。弾丸のような回転で、一尺にも満たない鉄棒がまっすぐに巫み女こ目がけて飛んでいく。点で飛来する鉄棒は躱かわしにくい。俺が死ぬほどやらされた修練の一つ。


    　戦場でぐらいしか役に立たなかったが、まさか故国に帰ってきて使うとは。


    　両手にクロスボウを仕込んでいるとよく噂うわさされた物だ。敵の首やこめかみ、心臓に突き立て半ばまで貫通し埋めこませる技など持っていたから、俺はこの国にいられなくなったというのに。


    　躱すだろう、と半ば確信していた。いつだってそれは敵を仕留めてきたし、今だってそうする気で放ったが、この巫女からはあのバニーガールと同じ物を感じ取れる。バニーガールにあれを投擲しても当たらなかった。


    　ふわりと躱され、構えが変わる。巫女の背後で壁に棒が突き立ち、尻まで埋まる。後の先を敢あえてくれてやり、巫女がこちらへ踏み込もうとした呼吸で逃走に転じる。構えを変えてくれればそれでいい。左手の棒はまだ使わない。


    　巫女が取った構えは柄を沈め引き寄せ、左下段地ち刷ずり気味の構え。それだけでいい。斬道は限定される。どの構えからどう斬きりつけてくるか。俺が教わったのはそれだ。武器を持つ以上、その打ち筋も自おのずと決まってくる。最適化されるが同時に限定される。日本刀は特に顕著だ。


    　押し入れだった場所から飛び出し、飛び出した俺に下から切っ先が迫り、伸びる。踏み込みが凄すさまじい。あれだけ離れていたのに、もう切っ先は俺を両断できる場所にある。巫女の体温まで伝わって来そうなほど、近くに迫られている。


    　投擲し、構えを変えさせ、先手を取らせ、その隙すきに俺は位置を変え、逃走に転じる。丁度いい。考えた通りに、足りなかった一手に間に合った。下から迫る白刃を左腕で、鉄の棒が仕込まれたままの前腕部で浮け、弾き返す。日本刀は繊細な武器だ。当てられた瞬間にひねり返せば、刃が欠ける。質量の大きな刃物の刃を不意に欠けさせれば挙動が不確かな物になる。


    　筈はずだった。


    　刃が服を裂いて棒に触れた瞬間、足下が浮いた。逃げ腰にはなっていたが、受ける姿勢は完璧だった。鉄の棒ごと腕を持っていかれる事まで覚悟していたが、まず弾けると思っていた。どっちにしろ逃げられる。だが足下が覚おぼ束つかなくなるという想定はしていなかった。自分に何が起きたのか分からなくなる。ただあの刃と俺の棒が触れた瞬間、金属同士が噛かみ合ったその瞬間、俺が反射的にこじって弾くその前に、俺は空中に持ち上げられていた。


    　割れたガラスの外。雪が吹きすさぶ庭園の真っただ中に俺は投げ飛ばされている。


    　受け身を取り、転がり、巫女に向き直る。何が起きたか考えさせないとでも言いたげに、巫女の刃が充分な勢いを持って俺に迫る。完全に呑のまれていた。次の一いつ閃せんを躱かわしてのけても返しでやられるという、絶望的な先読みしか浮かんでこない。


    　六発連続で轟とどろいた銃声が、俺を死から遠ざけてくれた。死、そのものとなっていた巫み女こがまた距離を取る。大口径リボルバーの扇撃ちフアニングがもたらす大音響が雪の中に轟く。これで警察が動かなかったら、いよいよこのエリアから脱出は見込めなくなる。


    　室内照明の届く範囲に、死体が投げ込まれる。恐らくは狙そ撃げき手しゆ。フロストを撃った、何者かは名前も知らないが、もう名前など必要のない肉塊に成り果てている。その後ろから、弾を撃ちきった銃をガンベルトに納め、口に咥くわえていたボウイナイフを右手に握り直したヴァイパーが、血ち塗まみれの姿で裸形を現した。


    　唇が紫の色を帯び、全身血の気が引いている。浴びた血潮で暖を取っているようにすら見えた。その全身に巻き付いた大蛇の入れ墨が、ヴァイパーの歩みに合わせてのたうち回っている。胸が揺れ尻が揺れ腹筋が脈打ち、それに併せて大蛇が躍る。


    「……兄貴はよ？」


    「死にましたよ」


    「そっか」


    　思ったよりもヴァイパーは動揺も何もしなかった、ただ右手のボウイナイフを握る手の力は、一層強くなっていた。
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    「そっかあ……遂に死んじまったかあ、兄貴」


    　そして巫み女こを視認する。あの女が殺したのだ等といちいち言わなくたってヴァイパーはすぐ悟る。周囲では漸ようやく騒ぎが始まり、サイレン音が遠くから聞こえてくる。それで良かった。囲われている網がどれほどの大きさだったかがそれで分かる。


    　絶望的なほど広い網ではなかった。まだ逃げられる。


    　巫女が退いた。ヴァイパーが追い縋すがる。


    「逃がすかよ」


    　鋭い呼気と共に、跳躍する。蛇の入れ墨がのたうちながら巫女に殺到する。姿勢が低い。右手に持ったボウイナイフを逆手にした様は牙そのものだ。俺はその瞬間を凝視する。巫女の腰が落ち、低い姿勢で迎撃する。横よこ薙なぎの一いつ閃せんにブレがない。


    　横薙ぎをやらせると全て分かる。どれほどの剣術かが全部そこに出る。大上段や八双からの斬きり下ろし、地ち刷ずりからの斬り上げ、正せい眼がんからの突き、それらの何よりも露骨に差が出るのが横一文字の太刀筋だ。


    　ヴァイパーはそれを更に低く潜くぐって躱かわす。躱しながら、ボウイナイフを繰り出し巫女の脛すねを斬る。斬る前に返しの一刀が、逆方向からまた横薙ぎで走る。ヴァイパーは巫女の脛を諦めナイフの背で日本刀を受け止めるのに切り替えた。


    　金属音。


    　ヴァイパーの裸身が巨大な手で千ち切ぎり飛ばされるように回転して放り投げられる。俺がやられたのと同じ技だ。俺の側にヴァイパーが転がり、立ち上がろうとしてそのまま雪の中に倒れる。斬られた様子はない。単に、氷点下の中を全裸で走り回ったツケだろう。


    　巫女は刀を鞘さやに納めた。


    　俺はあの技を受けた。そして傍そばで見た。脳内の記憶を辿たどる。日本刀に特化し対向する為に編み出されたという俺が学んだ流派の記憶。


    　ごちゃごちゃと色々な技が混ざっている。それだけに実践的とも言える。


    「……流派は何を？」


    「流派を名乗るのも憚はばかられる盗とう賊ぞくの技です」


    　周囲の騒ぎはそれ以上、俺と巫女の会話も殺し合いも続けさせる余裕は与えてくれなかった。巫女はするりと視界から消える。俺もここから離れなきゃならない。何せ死体が二つ。全裸の女が一人。


    　見捨てて逃げれば俺一人の方が気軽に動ける。


    　ポケットに入れたスティックＰＣが途端に重く感じる。何もこれを覗のぞき見たいというだけではない。俺は人に褒ほめられたくて生きてきた。死んだ人間にも褒められ、感謝されたい。頼むと言われれば請け負いたい。そうでなかったら生きている意味がない。他人からの承認。この国では遂に満足には受けられず半ば追放されてしまっている。だからこそ余計に拘こだわる。


    　俺は俺がそうする限り、そうし続ける限り、我が身に起きた不条理に嫌がらせが出来る。人生のままならなさを納得できる。そうでなければ生きていたって何一つ面白くないに決まっている。生まれを呪のろい育ちを怨うらみ、運命の巡り合わせを持ち出して、こうなりました仕方がないでしょう？　などと同意を求める心算つもりは一切ない。それは敗北と同意義だ。俺は死ぬその寸前まで抵抗を続けたい。


    　冷たくなったヴァイパーの体を担ぎ上げ、ついでに、部屋で雪に埋もれかけていた衣類もかっ攫さらっていく。このまま車に戻ってここから抜けられるかどうかは、ヴァイパーを運ぶとなれば格段に面倒になる。その後、都合良く味方してくれるかすら分からない。


    　それでいい。俺は無意味と思われても仕方ない他人への奉仕を繰り返す。


    　その拘こだわりこそが生きている実感に繋つながるのだと、そう信じている。

  


  
    


    


    9.CHIMERA

    


    



    「やりたかった事がそれだったのなら、最初からそう言え」


    　かつて親父に言われた言葉はまだ脳裏に焼き付いている。


    　やりたかった事がこれなのかはまだ分からないし自信がないのだけれども、俺は今こうして、裏社会の若き大物としてここにいる。概おおむね、親父の援助でここにいる。自前で自力で一人の力で立っていられると思えるようになったのは最近の事だ。


    　その積み上げた力で、とりあえずノー・シー・ウムを動きにくくしてやった。


    　こちらの情報網もそれなりにきめ細かい。グレイとかいう奴がノー・シー・ウムとかいう組織を率いて深々と絡んでいる事も分かっている。現状、そいつが呂ル商会を雇い入れたという形らしいが、結果として俺とラスネイルの取引を成立させた。有り難い限りだがこちらとしても日本代表の悪党だ。遠慮はしない。


    　グレイの手配した荷揚げ屋のアタマを補捉して、こちらの手駒で潰つぶしてやった。物は試しと美み舟ふねを使ってみたが、実際に現地に付き添った訳じゃないから詳しく確認できた訳じゃない。こっちは狙そ撃げき手しゆを一人やられている。南なん斗とのツテから借り受けた狙撃手だが、反撃で潰される分にはクレーム対象にならない。むしろこっちが文句を言っていいぐらいだ。


    　フロストという名の荷揚げ屋は始末した。一緒にいる連中も潰つぶす気だった。それなりに威い嚇かくの意味もある。俺とラスネイルの取引を邪魔しようという行為にどんなリスクが伴うかを示す。だが結果として、美み舟ふねはフロストの首は取ったが他にいたという連中を仕留めきれなかった。


    　仕方がない。まさか堂々と拳銃を撃つとは思わなかった。こちらが狙そ撃げきに気を使ってサプレッサーを用意したのが徒労に思えてくる。その上、ガラスが曇って即座に二射目が撃てなかったとは間抜けに過ぎる。最初から美舟一人にやらせていれば良かった。


    　グレイはまた時間を必要とする。フロスト一人に全てを任せていたのは伝わってくる。フロストがこの国で誰をどう手配していようとも、その指揮官が死んだのでは十全に稼働しなくなる。


    　奪って終わり、という話にはならない。国内から海外へ多額の現金を持ち出すのにはそれなりの手間がかかる。ここは俺のホームでグレイにとってはアウェイそのもの。そうそう好きにやらせはしない。そしてこうして邪魔していれば、グレイ本人が業ごうを煮やして来日する可能性も高くなる。


    　人の手配がどれだけ手間かは嫌というほど知っていた。その処理も面倒だ。フロストと狙撃手の死体、旅館への圧力と慰い撫ぶ。金で済むならそれでいい。便宜を図るだけでいいなら、尚のこと良い。田舎の旅館で身元不明の人間が二人死んだぐらいなら、どうにでも処理できる。


    　この一〇年間でそればかり繰り返してきたのだ。そして俺はここにいる。


    　お仕着せの衣装を着せられて、借り物の舞台で踊らされている。三〇を過ぎる年になってその負い目がなくなった。年の事は余り関係がないだろう。四〇から始めても五〇から始めてもきっと同じだ。課題に取り組むのにどれだけの期間があったかというだけで、その課題に対してたまたま俺は始めるのが早く、そして恵まれていた。


    　それでも、これが俺のやりたい事だったとは断言出来ない。かといって他にやりたい事も浮かばない。


    　非合法に左腕を失い、戸籍まで失った。生きていれば後を引く事件も、被疑者死亡ならあっという間に事務的に片付けられてしまう。俺に残っていたのは、当時二億とちょっとの金、そして親父のツテ。


    　世の中には生まれた時から、ある程度の有利不利が覆くつがえしようがないほど決まっている。本人がどれだけストイックになろうと思っても周囲がそれを許さない。そして理性的に考えれば、使える物は使うに越した事はない。


    　兵士は兵士になるしかなく、王は王になるしかない。


    　世の中は概ね、生まれたときから身の丈も身分も決まっている。それを覆すほどの努力が実る奴はそうそういない。抗あらがおうとして、別のモノになろう、もしくは逆に落ちていこうと思ったってそれすら許されない。


    　俺がそうだったように。世の中はそういう物だと俺は一〇代前半で悟っていて、必死で抗あらがおうとしたし命を賭かけたし、左腕まで失った。それでもやはりこうしてここにいる。


    　何をどう足あ掻がこうと人生の振り幅はそう大きくはない。上にも、下にもだ。


    　俺の傍そばにぴったりと寄り添って疾はや鷹たかがいる。俺と背丈は変わらない。運動能力は完全に俺より上。今年で一八になるというこいつだって、俺が拾わなければ上にも下にもそうそう振れずに納まるべき場所に軟着陸する人生だっただろう。


    　いいとこ、ただの盗みが巧いチンピラに過ぎない。


    　まず親に恵まれなかった。俺の親父が息子を選べなかったように、疾鷹も両親を選んで生まれてくる事は出来なかった。


    　夫婦揃そろって博ばく打ちが好きで、そしてまず負ける。金が欲しくてやっているのではなく、完全な趣味。収入だけなら、疾鷹の親はまず問題のない額を得ていたというのに、博打で溶かす。金を得たいのではなく、当てたい。典型的な博打中毒。そうなると何をどう言い聞かせたってやめられない。


    　疾鷹は、両親が給料日を迎えるにつれ、いつも怖かったという。


    　蓄えを全て浪費して博打に突っ込むのが、決まってその時期だったからだ。物心ついた頃から、生活必需品を窃せつ盗とうしてこいと言われた記憶しかなく、そして時折しくじれば、両親は疾鷹の敵に回って相手に頭を下げまくり、やれと言った癖に疾鷹を叱しかり、殴り蹴けって土下座させた。


    　典型的だ。バレなければそれで良し、ハズレれば子供のやった事ですから、で済ませようとする親だ。確かに小学生ぐらいのガキにそれをやらせれば、子供のやった事、で終わる確率は高い。万が一にも大おお袈げ裟さにした所で、罰はたかが知れている。元々、高級品を盗ませていた訳ではないのだ。


    　そういう糞くそみたいな親が、疾鷹の人生を決めた。


    　糞みたいな息子の俺が、親父の人生を変えてしまったように。俺の親父は、俺がこの世界で出世する度に、どんどん表の世界での権力を失っていった。公安幹部のエリートだった筈はずが、今じゃ地方の警察署に飛ばされている。


    　俺は親父の力を吸い取るようにして出世したし、疾鷹の両親は、自分らの息子がまだ幼いという事実を利用し吸い取りまくった。桁は違うがやってる事は同じだ。


    　親父はまだいい。落ちるにしても予想がつくし、金の話だけなら、今度は俺が面倒を見てやれる。立場は逆転したが振り幅の範囲内だ。疾鷹の恐怖は自身がまだ幼かった事に起因する。


    　この先どうなるのかの予測が付かない。成長してしまったらどうするのか。大人になってしまったら、子供のした事ですからでは済まされない。それぐらいは自覚していた。その間も毎月毎月、両親は揃って博打をする。浪費を繰り返しツケを全て息子に寄越す。


    　疾鷹は毎月のように博打で当ててくれますようにと祈るようになる。勝って帰って来てさえくれれば、盗む必要はないからだ。そのうち、疾鷹は「祈り」など何の意味もない事に気づく。


    　疾はや鷹たかは小学生のうちから、親の為に生活必需品を盗み続け、家を出てからは自分の為の盗みを働いた。小遣いなど貰もらった事さえないし欲しいと思った物もないという。ただ親とは関係ない、自分自身の戦利品を確保し、それを犬みたいに隠し持つ事で、疾鷹はどうにか自我という物を維持できていた。


    　成長するにつれ盗みの為に全てを先鋭化させなければならなかった。しくじったら怒られるだけでは済まない年になる。一年一年が、同世代のガキに比べて短く、焦げ付くように錯覚し、その間も両親は暢のん気きに博ばく打ちで勝った負けたを繰り返す。親にとっては疾鷹という保険付きの、刹せつ那なの興奮だっただろうが、疾鷹にとっては毎月繰り返される地獄だ。


    　中学に上がった時には、学校中にある現金をかき集めてもばれなかったという一人前の盗人に仕上がっていた。


    　全部、聞いた話だが、概おおむねその通りに生きてきたんだろう。だからここから先の人生も、どう努力しようがそれほど変わらないに違いなかった。


    　それは自分自身じゃどうしようもない。他人によって変えて貰うしかない。


    　自分一人で苦労して積み上げた所で何一つ変わらないのに、他人のそれはたったの一撃で戦局が変えてしまう事だってある。


    　俺を、何よりも優先して守り抜く事。俺が引き換えに求めたのはそれだけだ。


    　疾鷹の人生、チンピラ一人の運命など、俺はその気になれば幾らでも変えてやれるが、残念ながら俺は慈善家じゃない。やるからには相応の対価を貰う。疾鷹だって、恵んで貰うのは落ち着かないだろう。公平な取引の末に得なければ詰まらないだろう。


    　今は多分、その時ではない。目の前にいるのはバニーガールじゃない。


    　ボウタイにパンツスーツ姿の女だ。


    　サイデル。ラスネイルの執事だという。見た感じ、ただの女だが、アフリカで暴れ回っていたラスネイルの戦場には必ず同行していたというから、その辺の男より、きっと俺よりも基礎体力は高いんだろう。


    　ランクの高いホテルのラウンジで会っている。こういう場所が一番いい。それなりに警備があり、人の目があり、何より社会的にそれなりの地位にある、事故に巻き込んだら面倒ばかりが増えるという利用客がまばらにいる。疾鷹にも似合わないスーツを着せておいた。


    　ここで襲撃される事はまず、ない。行き帰りに襲った方がまだマシだ。


    「……グレイの手足はあと何本あるかな、サイデル」


    「こちらではまだ全体を把握していません。これは完全に不利な取引です。せめて、客を招いたホストの受け持つ役割ではないかと」


    「その不利な取引を呑のんだ、呑まざるを得なかったんだろう？　まあ、その事についてごちゃごちゃ言う気はない。こっちだって欲しいから応じたんだしな」


    「時間からして、今フロストを失ったのは、グレイにはかなり厳しい筈はずです」


    「よその国からああしろこうしろで好き勝手やらせるほど、俺も間抜けじゃないんでね。……ところで俺に最初に繋つなぎを取ってきた奴はどうした？　てっきりあいつが交渉するのかと思っていた」


    「プリーストならこの国に忍ばせてあります。こちらの保険として」


    　ラスネイルの部隊にいる唯一の日本人。交渉だけなら、サイデルがやれる。この国に忍び込む仕事はあいつがやるべきという事か。何ど処こでどう引っかき回されるか分かった物じゃない、とこちらに牽けん制せいしてきてもいる。


    　ダイヤだけ奪って金は払わない。そういう行為を俺はする気がない。だがそういう俺をそのまま信じたりもしないだろう。信じて貰もらっても、困る。


    「……ラスネイル様にとっては最後の賭かけです」


    「だろうな。そのまま金だけ貰って解散しちまえばいいとも思うが」


    「生き方の模索ならそれでもいいでしょうが、その前にしておかなければならないという事があります。どれだけ不合理に思われてもです。呂ル商会に報復しなければ、ラスネイル様は一生卑ひ怯きよう者ものと敗北者という肩書きを背負って生きなければならなくなります」


    「……いや、分かるよ、そういう拘こだわりは。俺に何が分かるって思うだろうが」


    　その拘りで俺は左腕を失った。


    　何もかも失い、そこからまた這はい上がってきた。それでもまだ拘りを捨てきれない。


    　呂商会との衝突は、ラスネイル同様、俺にとっても人生で避け続けてはならない一事なのだ。足し算と引き算では測れない数字がそこにある。だから俺は、裏切ったりしない。むしろ金を援助してやりたいぐらいだ。


    　だがそこは疾はや鷹たかと同じく、慈善家ではないからしないし、何より自分たちで切り抜けられないような組織をあの呂商会に当てたって面白くも何ともない。期待が出来ない。どうせやられるに決まっている。


    「……そちらの残存兵力は？」


    「どうにか作戦行動が取れる程度には残っています。あとは補給さえ整えば、この国から直接、呂商会を叩たたきに向かい、そしてなるようになるでしょう」


    「なるほど。現金の運搬をどうするのかと思っていたが、ある程度モノに変えちまうか」


    　呂商会の拠点は香港辺りだという。それはあくまで店先が香港にあるというだけで、実体はもっと奥深い場所にある。チベット付近の未解放地区。中国人の高官に金を握らせたりしてみたが、余り強度の高い情報は得られなかった。


    「……あなたは呂商会を敵に回す事を厭いとわないとプリーストから聞いています」


    「ま、随ずい分ぶん長い因縁絡みでね。気づいているだろうが、俺の左腕は義手だ。あのバニーガールに叩き落とされた。その後、潰つぶしたんだが、あくまで呂小シヤオ丑チヨウ一人でね。商会そのものには全く打撃を与えていない」


    　十数年ばかり、全く絡みはなかった。噂うわさも耳にしなかった。


    　突然現れて、アフリカの傭よう兵へい団を壊滅寸前まで、たった一人で追い込んだという。相変わらず無茶苦茶な女だ。俺が知っている女ではないのだろうが、どうせ似たような物だろう。目玉に針を突き立てた、気色の悪い存在に決まっている。


    「グレイが、フロストをいきなり失ったのは両腕を叩たたき落とされたに等しいと私は思います。が、まだ死んではいないし両足も揃そろっている。舐なめてかかれば、走り寄ってきて歯で噛かみ千ち切ぎってくるでしょう」


    「もしくはもう一度生はやすかだが、その時間は与えない」


    「フロストを仕留めた手腕は尊敬に値します。詳細は存じませんが、情報の入手と行動が速い。ですが」


    「ですが、何だ？　まだ信用ならないか？　それも仕方ないが、はっきりとこれだけは言っておく。俺はお前らの残り少ない財産と反撃の機会を根こそぎ奪おうなんて思っちゃいない。元々、身動きを取るのも難しくなってきた現金をダイヤにしたいと言っているだけだ。この上、登録されていないダイヤなんて物を、それに何十億の価値があろうと余計に抱え込む気はない」


    　ここは理解して貰もらいたかった。俺はより多くを求めるだけのバカじゃない。あればあるだけ見境なしに奪い取るだけを目的にしている訳じゃない。傭兵団の執事にその観念を持って理解して貰えるかどうかだ。


    　ダイヤモンド。純金よりも管理が甘い。そして何より物理的に軽い。


    　俺の持っている現金の半分は、持ち運びに便利な小さくて綺き麗れいなだけの石ころに変わる。


    　アフリカの地図を拡げて、一番距離のある場所に東から西まで一直線に指で線を引く。その線の殆ほとんどが、国境も定かではない状態になっている。何ならパスポートもビザも必要なく横断できてしまう。死ななければの話だが。


    　そういう中で争いごとをしている政府側にしろ反政府側にしろ、金が必要となる。そして石油よりもレアメタルよりも、ましてや現金よりも搬送しやすく活動資金に転用しやすいのがダイヤモンドだ。


    　通称を黒いダイヤモンド。市場に流さず管理を逃れて流通している闇の金剛石。


    　利点は、向こうにとっては掘って削るだけで済み、こちらにとっては現金を減らせる。すぐに金が必要だというならともかく、保管しておくには丁度いい。ただ、数十億単位となると流石さすがにいつでもどこでもという訳にはいかない。二年ほどかかって充分な準備をした上での取引だった。


    　その時の商談相手はゲリラ組織そのものだったのだが、それがほぼ殲せん滅めつした。


    　表向きは政府軍に鎮圧された事になっているし実際そうなのだが、拮きつ抗こう状態だった両軍の一方が壊滅した原因は、軍が致命的な損傷を被こうむっていたからだ。軍といっても寄せ集めの私兵集団だが、ゲリラ戦となればそれほど関係はない。むしろ国民から強引に徴兵した政府軍よりも、よそからわざわざ戦争をしに集まって来た傭よう兵へい集団の方が数は少ないが練度が高い。その拮きつ抗こう状態は呂ル商会によってあっさり崩された。


    　そういう依頼をしたのがそもそもグレイなのかまでは知らない。と言うか調べようがない。そこで尻しつ尾ぽを掴つかませるほど間抜けではないだろう。呂商会は誰かを殺せと頼まれれば、ビジネスとしてそれをやってのける。そこに政治は一切ない。


    　グレイの率いるノー・シー・ウムは実態を掴ませない事で界かい隈わいじゃ有名な犯罪組織だが、集合と離散を繰り返すが故ゆえに、ご大層なお題目を掲げられるほど一枚岩ではない。政治に絡むほどの虐殺を繰り返す理由が薄い。依頼するにしたってラスネイル一人の暗殺ぐらいだろうが、何がどうなったのか、田舎の小国における政治闘争の天てん秤びんを傾けさせる結果となった。


    　ともあれ、一端はそれで破談になった話だった。それが半年ほど間を空けて、再び連絡が来た。


    　それだけなら俺もここまでは警戒しない。ただのビジネスだ。建て直しが済んで、前任者の仕事を誰かが引き継いだというだけの事だ。が、ここからがキナ臭い。


    　呂小シヤオ丑チヨウに組織系統をズタズタにされた私兵集団が、火事場泥棒よろしく主人の財産をかっぱいでいったまでは分かる。それを金にしたいのも分かる。ところが驚いた事にそいつらは、そうまで成り果てても自分たちが不ふ甲が斐いなく敗れた事の責任を取ろうとしている。日本のやくざだって昨今、ここまで仁義は通さない。


    　まだ呂商会と喧けん嘩かをしている。調べただけでアフリカから西アジア、ヨーロッパ、そして本家本元の中国国境付近まで転戦し、裏社会に名を馳せた老舗である呂商会と一いつ進しん一いつ退たいの攻防を繰り広げている。何ら生産性のない、面子メンツだけの殺し合いだ。雇用主のいない私兵集団などすぐに解散してしまう。金が欲しい訳だ。何よりも現金を。


    　だから買い叩たたけた。これは類を見ないほど有利で実のある取引だ。取引額として渡す額の三倍は見込める。


    　唯一、その商談相手が呂商会と正面切って、世界中で殺し合いをしているという事を除けば何も問題はない。


    　もう武力云うん々ぬんではなく経済力、兵へい站たん戦のフェイズに移行している。呂商会としては、ここを叩かない筈はずがないのだ。虎の子のダイヤモンドを金に換えるのに失敗させれば、勝手に四散する。狙ねらう理由は充分にある。


    　この場合、金を提供する俺は自動的に兵站に組み込まれる。無関係ではいられない。必ず、切りに来るという半ば確証がある。本当なら呂商会も根を張っている日本では派手にやりたくなかろうが、数十億の現金ともなると中なか々なか海外には持ち出せない。ダイヤモンドならその辺は容易だ。


    　結局、向こうに来て貰もらう事となる。その後の、現金の持ち出しも俺の面倒外。呂商会さえ絡んでいなければこれ以上はない条件の取引だった。


    　絶対に関わってくる。呂ル商会が。あの恐ろしいバニーガールが。


    「……もっと都合がいい話をしてしまえば、お前たちの呂商会に対する復ふく讐しゆう作戦行動についてだって手を貸したっていい。俺をただの強盗と思わないでくれよ、サイデル」


    「有り難いですが、それは我々にとって都合が良すぎます」


    「俺にとっても都合がいいんだ。誰も何も恵まれてない。お互いの利益が合致しているというだけだ。糞くそのようにくだらんしがらみと拘こだわりが奇跡的に噛かみ合ってる。誰がお前らの拘りを理解しようとしなくても、俺だけは理解する」


    　サイデルは無表情に俺を観察している。ただの拘りで命も財産も賭かけようという自分たちと同じ真ま似ねをしているという俺を訝いぶかしんでいる。オリジナルと思い込んでいた物がありふれた量産型だと報しらされたような顔。たまたまだ。そう何人も、世界中探し回ったって、こういう巡り合わせはそうそう、あり得ない。


    「……プリーストは随ずい分ぶんいい仕事をしたようですね。買い取り先にあなたのような人を探してきた」


    「あいつはかなり貴重なタマだ。良くしてやった方がいい」


    「完全に信用はしません。ですが、私もラスネイル様も、この国は不慣れです。他の隊員たちも皆そうです。唯一プリーストだけがこの国と周辺に繋つながりがあり、そしてあなたを見つけてきた。それは頼りにしなければなりません」


    　いいさじ加減ではある。


    　今この時点では、誰の手札も全ては見えない。見えたと思えばすかさず削る。グレイはうかつに過ぎた。だが呂商会だけはバカに出来ない。繋げると思った手はなるべく、出来る限り強く握っておきたい。


    「……ノー・シー・ウムとかいう戯ざれ言ごとを掲げているグレイは、何でまたお前らに手を出した？　あいつにも何か拘りがあるのか？」


    「そこは良く分かりませんが、恐らくは純粋に金の為」


    「それなら現金を狙ねらう。何だって傭よう兵へい団の財源になっていた未登録ダイヤを狙う？　呂商会を雇ってまで、お前らを皆殺しにしてまでだ。ここはよく考えて貰もらいたい。何か思い当たるフシがあるというなら聞かせて貰いたい」


    　そこが俺は解せなかった。


    　ただ金が欲しい、というならそんな手間はかけなくていい筈はずなのだ。それこそ、俺を狙うというなら分かる。もしくはそんな暴力的な手段に訴えかけなくても、単純にダイヤの売り上げを掠かすめ取ればいい。


    「全てプリーストの調べですが、グレイは本当にただ金やダイヤが欲しいだけかと」


    「それは最新の情報か？」


    「一か月前にはそう報告を受けています」


    「お前らは戦争と補給にしか関心がないかも知れないが、そもそも、呂ル商会を雇ってお前らと噛かみ合わせている事自体に違和感がある。例えばお前らは、グレイをこそ倒すべきなのに、その手先でしかない呂商会に目を向けてしまっている」


    「それは、こうなってしまったから」


    「そう仕向けられた。そういう可能性を考えた事は？　くだらん拘こだわりに俺は理解を示してやれる。嫌と言うほど理解してしまっている。だがな、それ自体が誰かの計算ずくだったとしたらこれほど腹立たしい話もなかろうよ」


    　またサイデルが黙る。黙っている時、俺をぼんやりと見ている。


    　咲いて散るのも良かろうが、誰かの掌てのひらの上で踊らされるのは嫌だろう。自分の意志で命を賭かけて、自分の選び取った選択の結果としてでの破滅でありたいだろう。俺はそれを知っている。よく分かっている。


    　俺はこの国限定なら編み目の細かい情報網を有しているが、国外となると大した事は出来はしない。精せい々ぜいが東アジアであって、太平洋を越えるかユーラシア大陸を横断するかという距離になるともう射程距離外だ。サイデルはそちらに顔が通じているだろうから、役割を分担して請け負って貰もらいたい。


    　引き換えにこちらは最強の武力を提供する。


    　美み舟ふね。仮に呂商会が呂小シヤオ丑チヨウを直接投入してきた場合の、最強の切り札。通用するかはまだ分からない。南なん斗とのお墨付き。それだけがまだ頼りだ。


    「……もう一つ訊きいていいか？　気になる事がある」


    「何か？」


    「巨大な刃物を使っていたそうだな、バニーガールは」


    「ついでに言えば目と耳を封じています」


    「呂商会のやる事は常人じゃ理解できない。だが、俺の知っているバニーガールは体術に重きを置いて刃物はおまけ程度だった。刃物を中心の戦い方は知らん。……結果から言えば、呂商会もこの十何年で何かしら変化があったのかも知れない」


    「私には分かりませんが」


    「俺の知っている呂小丑とはまた違う。違うが、驚異は変わらない。問題は何な故ぜ変わったのかという事だけだ」


    　サイデルにこうやって思考のスイッチをバチバチと片っ端から入れてやる。


    　ゲリラ戦を主にした戦場ボケした相手に、もっと考えるという大局的な戦略を促してやる。そうする事で俺の手間も面倒もかなりの部分省ける。俺の為に頼むという形ではなく、相手にとっても重要な考え方だと思わせてやる。


    　互いにそれで得をする。俺がただ利益を得る形ではない。


    「……何か分かったら連絡します」


    「時間がない。一分一秒でも躊躇ためらわず伝えてくれ」


    　サイデルが俺に小さな化粧箱を差し出してくる。疾はや鷹たかに合図して、持たせていたアタッシュケースと交換させる。


    　中身は現金。二億とちょっと。


    　サイデルが日本で拠点を構え、ラスネイルらを迎え、そしてここから呂ル商会を叩たたきに向かう準備には十分な額。交換に貰もらったのはダイヤの一部だ。


    　サイデルはケースを手に席を立った。俺たちに一礼して背を向ける。


    　去っていくサイデルの後ろ姿をじっと見送る。そして側に立っている疾鷹に横目を向ける。


    「何を喋しやべっていたか分かったか？」


    「分かりません。英語は、全く」


    「それでいい。相手の挙動だけ見ていろ。ヘタに言葉が分かると動きに戸惑いが出る」


    　まだ何もない。だが呂商会とラスネイルの衝突は避けられない。


    　ノー・シー・ウムとかいう組織を束ねるグレイも絡んでくる。俺がまたしてもバニーガールに襲われる確率はいいとこ、五分五分。ラスネイルと俺のどちらを優先するか。そもそも呂商会は、俺がかつて撃ち漏もらした唯一の生存者なのだと気づいているのか。


    　疾鷹にはこの二年間、体を鍛えさせた。


    　元から、疾鷹はそれなりの身体能力を持っていた。たった一人で生きて、忍び込み、そして盗むという生活に必須の能力を無意識に伸ばし続けてきた結果だ。


    　格闘技は余り身につかない様子だったので保留にした。疾鷹はごく平均的な体付きで、習わせてもそれほど上達はしない。何となく対人関係の暴力という物に馴なれてくれさえすれば、それで良かった。


    　疾鷹には選択をさせた。


    　ここから幾ばくかの金を盗んで元の暮らしに戻るか、人生そのものを変えるか。


    　俺なら変えてやれる。殺し屋を理髪店の店主にしてやるより簡単だ。


    　ここに残ればそうしてやる、元に戻りたいなら今すぐ抱えられるだけの現金を掴つかんで出て行けと言った。


    　疾鷹は残った。


    　そして俺の言うままに体を鍛え続けている。俺の護衛として、盾たてとして役立つように鍛えられている。身を挺ていしてでも俺を守ろうという存在。尊敬や義理人情でなくていい。たった一度でいい。自分を犠牲にして俺を守ることが出来たら、新しい人生を与えてやる。


    　それが俺と疾鷹の契約だった。


    　ただ生きていてもそうそうは得られない、ごく希少な可能性。人生を変えるという事を俺は疾鷹に提示して見せた。


    　こうして俺は盾を得る。こればかりは金の話ではない。


    　たとえ何億積もうと嫌な物は嫌だと逃げる奴もいる。疾はや鷹たかは絶対にそうしないだろう。自分の運命を、生まれ持った宿運という物を力ずくで変える機会なのだ。俺が約束を反ほ故ごにするというならまた変わってくるだろうが、その気はない。


    　どんな手て練だれの警備よりも信用できる。


    　俺をたった一度守りきれば、手足が千ち切ぎれていたって人並み以上にさせてやる。


    　親は選べず子も選べない。努力にも限界がある。


    　どうしたって人には居場所という物がある。そこから逸脱しようとすれば破滅するだけだ。運だけが全てを変え得る。疾鷹はこれがその数少ない、自分を塗り替える機会なのだと分かっている。だから二年もここにいる。分からなければ幾らかの札束を盗んでいなくなっていただろう。


    「……今、渡した額な。二億とちょっとって所だ」


    「そのまま抱えて逃げてもいい額ですね」


    「お前がそうしたって良かったんだ。ま、使い道が限られる金だが。闇から闇へ、なんてのならいいが、家でも買った日にゃ即、捕まる。一生働かずにやりくり出来るような銭だろうが、大して面白くもない毎日だろうよ」


    　金じゃ人はそれほど満足しない。却かえって破滅を加速させる事だってある。


    　俺はそれをよく知っている。疾鷹もそれなりに悟っている。俺の傍そばで二年間、そういう話ばかりをしてきたのだ。


    　糞くそのような親を持った疾鷹と、糞のような息子そのものである俺だ。そんな事が関係しているかは知らないが、少なくとも俺は疾鷹の事を気に入っている。何より、素直だ。そうする事が自分にとって一番いいという直感も持ち合わせている。


    「俺は二億が二〇〇〇万でも、二〇〇万でもいいですよ」


    「お前を書き直すのにかかる手間は金じゃ換えられん。……俺は昔、あの額を掴つかむのに一〇人以上、殺したり死なせたりした」


    「それで左腕も失った？」


    「おう、馬鹿げてるだろ？　笑える話だ。お前と同じで、二億ちょっとが三〇億以上に増えた所で俺は大して満足していない」


    　疾鷹の抱えた化粧箱の中身は、買い叩たたいてはいない。そうする事も可能だったが、一区切りつけたかった。元々の、今の俺のこの有様が始まった纏まとまった金。それを全て他人に押しつけるいい機会だと思った。何なら、箱の中身がからっぽであったって俺は苦笑いをして済ませてしまうだろう。


    　俺らは六人がかりでもあの金を持て余した。サイデルはあれでも小遣い程度に使ってしまう。整備された銃砲類と大量の弾薬。まあざっと半分は装備類で消える。残りは兵へい站たんで消える。まだ足りない、あればあるほどいいという、大金の使い道がきっちりと用意された人生だ。一面だけ見て言えば羨うらやましくもある。


    「明日から動く。お前は俺と一緒にいろ」


    　疾はや鷹たかは俺の言葉をすぐ理解した。


    　常々、俺が言っていた、俺の為に命を賭かけるという仕事だ。疾鷹は、十八にしては体が完成しつつある。そのフィジカルは俺が得られなかった物で、得ようとも思っていなかった代物だが、懐かしさは覚えた。トレーニングルームなど俺には必要ないのに、つい、揃そろえてしまった。感傷的にすらなる。


    　疾鷹は俺が知る誰とも違うが、通じる物は少しずつある。


    　疾鷹からほんの些さ細さいな懐かしさを覚えるのも、傍そばに置いた理由だった。


    「……あの美み舟ふねってのは？」


    「もう動いている。あいつは何度命を張ろうと何も変わらない」


    「念を押されなくたってやるよ、俺は。あんたを命懸けで守る」


    「そのまま死ぬかも分からん」


    「どこで死んだって同じだからな、このままじゃ。死にたくねえと思えるような人生が欲しいから、ここにいる。一度や二度、命張ればいいんならよ、いい取引だ」


    　分かってくれている。


    　そしてそれは博ばく打ちではない。疾鷹の忌いみ嫌う、両親が盛大に人生をねじ曲げた代物とは違う。自分の判断と自分の力が左右する局面であり、何より遊びではない。取引であり駆け引きだ。


    　これが俺の盾たてであり鎧よろいだった。


    　疾鷹に依頼するのではなく、疾鷹という存在をそうするように育て上げた。相応の報酬を約束して。南なん斗とが子を引き取って育てているのとは根本的に違う。ここにはフェアなやりとりがある。双方にとって働く理由になる、見合う物がある。


    「言っておくが、この話はこのまま何も問題なく進めば、お前には出番はない。俺が地下に蓄えた札束が、腐らないうちに腐らない代物に置き換わるというだけの事でな」


    「だけどあんたは、俺に声をかけた」


    「何かある可能性が高い。何かあって、お前が俺を守れば、取引は成立する。何かあるのを祈っておけ」


    「祈るとか期待するとかっての、嫌いでね。実った試しがない」


    「俺ももっと確率や論理で話をしたいが、今回ばっかりは直感だ。俺の人生がこうなった末に来る何かに決まってるし、どうせ来るなら今来て欲しい。お前らという万全の駒があるうちに」


    　それは何ど処こか期待に似ている。


    　来て欲しいという祈りに似ている。


    　今ならばという、身勝手な期待。俺の緊張の糸が緩ゆるまないうちに。こうなってしまった自分を後悔しないでいられるうちにやって来て欲しい。


    　あの俺を焼き尽くしきれずに、自分だけさっさと灰はいになったバニーガール。


    　俺は灰にもなれずに歪いびつな姿となってこうしてまだここにいる。


    　この十数年で消費してきた命より、最初にいた仲間の事ばかりいつも俺は思い出す。あいつらの欠片かけら一つ一つが俺に張り付き、俺の一部となって、俺をこういう姿にした。心ここ地ちよさと重苦しさを同時に覚えながら、いつかそれを清算しなくてはならない。ここを潜くぐり抜けても、まだそれは続くかも知れない。


    　それこそ、いつか死ぬその時まで。

  


  
    


    


    10.GARIAN RAIDER

    


    



    　機を見て日本に行こうとは思っていたが、急ぎ足で駆けつけるはめになるとは思わなかった。俺は見てくれ同様に結構な犯罪歴があり、渡航するのも一苦労なのだ。グレイ・Ｔ・デイモンの名ではパスポートさえ取れない。


    　とにかくフロストを失ったのが大打撃だ。目眩めまいがしてくる。


    　日本での動きには不慣れではなかった筈はずだし、ヴァイパーという護衛もいる。あの兄妹に任せておけば特に問題はないだろうし、直接の強奪部隊ですらないというのに、いの一番に討ち取られた。


    　ヴァイパーは行方不明。フロストの死は事件にすらなっていないが、フロストの用立てた日本でのルート担当からこちらに連絡が入った。そりゃそうだ。現地指揮官が殺されたのだ。首を切り落とされていたと聞いて、呂ル商会の裏切りを疑ったぐらいだ。


    　裏切ったって何の得もない。少なくとも俺の知る限りは。


    「……本当に呂小シヤオ丑チヨウの仕し業わざじゃないんだろうな？」


    　横浜中華街の料理店で待ち合わせたティエンに確認する。言葉での確認など何の意味もないが、訊きいておく分には損はない。


    「我々にそうする理由がない。首を斬きられていたというだけで当主の仕し業わざと思われても困ります。打ち首などというのは、そもそもこの国のやり方ですから」


    「中国にもあるだろうよ」


    「ええ。何ど処この国にだってありますよ。首を切り落とされれば人は死ぬのですから」


    　ティエンは相変わらずのチャイナドレス姿にルビーレンズのサングラス。俺自身も脳天に派手な入れ墨と火傷やけどを負った姿。俺たちが揃そろっていると目立って仕方がない。悪事を働く人間同士とは思えないほど奇抜で奇異で、人目を引く。


    　せめてもと思い中華街にした。どこぞの店員がそういう格好をしているのだろうとティエンの分は誤ご魔ま化かせるし、ここに呂ル商会のツテがあるのも知っている。俺が目立つ分を帳消しにしてくれるぐらいには。


    　俺だってこの国に慌てて来たくはなかった。このインターネット文化のご時世に現地であれこれ指示しなきゃいけない理由はそうそうない。幾らでも俺は人を呼べるが、何せ時間がなかった。フロストの段取りは概おおむね把握している。俺が代役を務めるしかなかった。


    　お決まりの丸テーブル。食い物はない。茶だけが置かれている。飯を食っている場合ではない。


    「……正直な話、我々はラスネイルを待ち伏せて殺してしまえば依頼は完了できます。そしてそれだけしかすべき事はない。裏切るとして、殺すならフロストではなくグレイ、あなたを殺していますよ。何でしたら今すぐにでも」


    「そんなばかげた真ま似ねはしないと思ってるがな」


    　金目当てに依頼主の俺を裏切って殺すなど、呂商会の面目丸潰つぶれだ。だからそれはない。だがどうしても気になる。


    「ヴァイパーを退けてフロストを殺せるなんてのは、おたくの当主ぐらいしか思い浮かばないんだよ、俺は」


    「それほどの女ですか、あのヴァイパーというのは」


    「旧式のパーカッションリボルバーと大型ナイフで象やサイでも狩り取っちまうような女だぞ、たった一人で」


    「ではこの国にも何かしらの備えはあるという事でしょう。生死は不明との事ですが？」


    「死んで、殺されて、表沙ざ汰たにならず揉もみ消されたフロストの話は入ってきているのにヴァイパーに関しちゃ何もない。なんだか分からんが、あの女が兄貴を守りきれなかったのは確かだ。そりゃ何かいる」


    「何となく見当はついていますがね。ミスター・グレイ。あなたが我々を雇ったように、灰はい人とも何かしらを雇ったのでしょう。我々と似たような組織を。あるいは人物を」


    「何者でどれくらいやれるかは分かるか？」


    「断言は出来ません。フロストも油断して無防備でしたから。しかしあなたが言うほどヴァイパーがやれるというのなら、絞られては来ます。いないのですよ、そうそう。人を殺す事に明け暮れてその道で名を挙げるなどという連中は」


    「おたくらの当主はたった一人で、傭よう兵へいのかき集めとはいえ軍隊一つを追い詰めた。それほどのタマか？」


    「そこまでは分かりませんが。まあ、ご心配なさらず。呂ル小シヤオ丑チヨウは中華全土を相手に喧けん嘩かをしたって負けはしませんから」


    　武力に関しては、呂商会を信用するしかない。


    　その他雑務の調整と、呂商会の武力を擦すり合わせるのに俺はここにいる。


    「ラスネイルらからのダイヤ強奪、巧うまく行けば灰はい人とから現金もついてくる。桁けたが違う。リュックに詰めて一人で気楽に持ち出せる代物じゃない。それなりの道筋は付けているが、万が一、討ち漏もらしがあった場合、当然、奪い返そうとしてくる。ヴァイパーがいない以上、せめてそちらが護衛に人を割さいて欲しい」


    「構いませんが、呂商会は『最強にして頂点』の呂小丑が売り物です。それなりにやれる連中もいますが私に言わせれば凡庸ですし、齟そ齬ごも生じるかと」


    「分かってる。分かってて言っている。数人ばかり、それなりのを手配してくれたらいい」


    「分かっていただいていると期待しておりますが、こちらで用意して回せるのはそれほどの手て練だれではありません。それで良ければ」


    「……呂小丑は何ど処こにいる？」


    「まだこの国には入れておりません」


    「あんな馬鹿げた戦闘能力はここじゃ不要と思っていた。だが必要になるかも知れない」


    「勿もち論ろん。ひと手間かけさせたら私が迎えに行きます。本番には十分間に合いますよ」


    　そしてティエンは笑う。


    「……しかしこちらで考えた一案もありますが、提案させていただいても構いませんか？」


    「呂商会が殺し以外の小細工を思いついたのか？」


    「私個人の独断で、思いつきに近い代物です」


    「そりゃ何かあるというなら聞くさ」


    「元々、呂商会には独自の送金ルートがあります。この国にも我々の根はありますから。とは言えそれほど太くはない代物です。この桁の仕事となると役に立たないかと放置していた考えですが。ルートがあるからといって、グレイ、あなたの望む額を送金するのは無理です」


    「役に立てない事を何な故ぜ提案する？」


    「役に立てるようになりそうな状況になったからですよ。つまり、フロストが殺された。まあ恐らくは灰人の手配でしょう。それはそれであなたの動きを大幅に削そいだ訳ですが、この逆境をある程度の妥協で利用できます」


    　ティエンの提案。まだ読めない。読めないのはこういう会話の醍だい醐ご味みだ。


    「焦じらされるのも嫌いじゃないが時間がない。単刀直入に言え」


    「灰はい人との所持している現金は掴つかめているだけでも二、三〇億。そしてそれは、厳重警備の城みたいな場所に保管されている。有名な都市伝説ですよ。そこの警備を突破できるのなら夢のような現金が手に入る」


    「突破する必要などなかろう。無駄な話だし、取引前に強引な真ま似ねをしたってラスネイルのダイヤが手に入らなくなるだけ損だ。ラスネイルが取引を終えて、現金を運搬する所を襲えばいい」


    「向こうもそう考えている。それを利用する計画です」


    「と。言うと？」


    「灰人の城を攻略するにはそれなりの部隊が必要です。例えば、ラスネイルの残存勢力ぐらいの戦力を有した部隊が。そしてそれがご丁寧にこの国に向かっている」


    　そこまで言われればバカじゃない限り察する。


    　本来、手を組んで互いの利益を丸く収めて終わる筈はずの、取引。


    　それを横からひっぱたく。あいつらを仲なか違たがいさせれば、こちらの力は温存したまま、厄やつ介かいな連中の力を削そぎ疲ひ弊へいさせられる。急拵ごしらえの連中でも双方纏まとめて撃破出来る可能性は高く、何より呂ル商会がいる。あのバニーガールが。


    「……だがどうやって仲違いさせる？　元々、もめ事は極力避けたい連中だぞ。いがみ合う理由はない」


    「造ればいいではないですか、理由など」


    「造れるのか？」


    「さあ。提案させていただいているのは、その手の方法をとるなら我々よりグレイ、あなたの方が頭は回るからです。フロストは運搬ルートを整備したとはいえ、そしてそれが信頼に足る物だとしても、当の指揮官はもう死んで、あなたは来日したばかりで残された数少ない時間で再構成するには時間がかかる」


    「お前たちを頼ったとして、代金は？　当然発生するんだろう？」


    「それなりで構いませんよ。何せ必要経費をまかなえる程度のルートです。多少の手間賃で構いません。あなた方と違って、我々はこの国からその金を持ち出すなどせずとも運用できるのですから。手間ヒマはかかりますがフロストよりは安上がりです」


    「そりゃ銭金の話なら、元々払ってやる予定の金から更に値引きして貰もらえるんなら文句はねえさ」


    　たまたま取引の機会が出来ただけの、面識も信用も互いに有していない同士の取引など、横から幾らでも突ける。呂商会が組織ぐるみでそこまで協力してくれるというなら一考の余地はある。


    　聞きながら当初の計画を再検討する。


    　ダイヤを奪う。ついでにやれるようなら灰はい人との現金も奪う。


    　攻撃担当は名の知れた呂ル商会。俺の用意した強奪チームはまず現物を出来る限り確保し、そしてフロストに預け海外に運ぶ。一番面倒なのは運搬だ。殺しより強奪より、そちらが最も厄やつ介かいだ。だからフロストが要と言えたが、打ち首にされて殺されている。


    　ティエンの提案に乗る価値はあるが不安もある。呂商会に頼る比率が飛躍的に高くなる計画変更は、それ自体に躊躇ためらいがなくもない。全ての計画をみるみる乗っ取られるような錯覚。


    　まあいい。何より、これから取引を丸く収めようって連中をどう喧けん嘩かさせるかだ。


    　どちらかを勘違いさせる。やはりラスネイル側か。灰人を怒らせても現金を持ったまま攻撃はしないだろうし、地の利は圧倒的だ。不慣れな土地で暴発させるのならラスネイル側。ダイヤなら身に帯びたままでも動ける。


    「……ラスネイルの先発隊が何人か入ってる筈はずだ。それを全滅させるか。時間がない。不信感を抱かせるぐらいしか出来ないが、どのみち何人か削れるならそれでいい。俺なら、そんな事態になったらそのまま引き返すが、ラスネイルたちにそんな余裕はない筈だ」


    　そして先発隊といってもそう数はいないに違いない。かつては威力偵察だけで敵を打ち崩してきたナイト・オブ・ダイヤモンズも同じ事をされて崩壊寸前だ。そしてこの国である程度動ける生き残りとなると、絞られてくる。ラスネイルの配下に一人、日本人がいた。あれを使わないという手はないだろう。


    「プリースト。そんな名前で呼ばれている奴がいた。細かいデータは後で回す。この国の索敵なら任せた方が無難だろうしな」


    「ではそういう流れで」


    　ティエンはごっそりと利益を上乗せさせた事になる。フロストに回す筈だった現金を殆ほとんど懐に入れた。それはいい。だがどうしても引っかかる。違和感がある。


    　単純な話だ。人が死にすぎるからだ。こんな筈ではなかった。ラスネイルすら殺す必要はなかった。ダイヤさえ手に入れられれば良かった話なのだ。国を跨またいで、三さん桁けたの人数を死なせるはめになるような計画ではなかった。


    　呂商会がこんな強引で無茶苦茶な殺しをやるとは思わなかったし、そもそも呂小シヤオ丑チヨウ、あのバニーガールが奇襲メインとはいえ軍隊を丸ごと標的にするなど想像の埒らち外がいだ。こっそりと必要最小限を始末し攪かく乱らんする。そういうやり方をする物とばかり思っていた。


    　まあ、いい。誰が何人死のうと構いはしない。俺の利益はダイヤさえ渡さなければ、俺の手中にさえあれば確定する。シンプルにそれだけを考えていればいい。そのダイヤを売るアテさえ既にある。元々の話はそこから来た。


    　これは同時に、俺の命綱でもある。非合法未登録の大型ダイヤを即座に現金化出来るという利点。これがあるから、現金に関しては多少、緩ゆるく構えていられる。俺を殺してダイヤを奪った所で綺き麗れいな石ころでしかない。当のラスネイルすら処分に困っていた代物なのだ。まさか日本人が買うなどと言い出すとは思っていなかった。ジャパンマネーの横よこ槍やりなどここ最近じゃとんと聞かないし想定もしていない。


    　結果として俺はここにいる。自分からここに来たというよりも、絡みついた何かが俺をここへ手た繰ぐり寄せたように。疑い始めれば誰も彼もが信用ならないが元々、信用もしていない。


    　こういう修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきて、今も潜り続けて、必要なら更に潜る。俺の人生はそういうふうに出来ている。


    「……ところでミスター・グレイ。お一人ですか？　護衛などは？」


    「護衛なんか連れ回してたら俺は大物ですって喧けん伝でんしてるようなもんだ。まあ、必要なら現地調達するがそこまで現場に顔を出す気もねえよ。……もし都合が付くなら、手配をお願いしたっていいが」


    「大胆なのか不用心なのか判断しかねますが、あなたに何かあると我々は雇い主を失います。誰かに依頼されたという形が我々には必要で、私欲で仕事をする形は取れないのですよ。口実と言ってもいいですが。もし宜よろしければこちらの用意もありますから、お付けします」


    「……どんなのだ？　またおかしなコスプレした女か？　今度は何だシスターか？」


    「期待されると困りますが、手て練だれというだけの平凡な男ですよ」


    「華がねえな。まあ、華なんかない方がいい稼業なんだろうが」


    「枯れたような老人です。見た目は頼りないでしょうが」


    「何だっていいさ。あんたらが太鼓判を押すんならな。いつ手配する？」


    「今日中に。それまではこの中華街にいてください。仕事に差し支えなければ」


    「昨今は何だってインターネットだ。自前のプロバイダーをダミー会社で走らせてる」


    「ならばこちらも気兼ねなく。そのプリーストというのはこちらで補捉して仕留めます」


    「その老人のデータは、会う前にこちらに回して欲しい。別にプリーストの情報と引き換えにしたい訳じゃないが」


    「それは、勿もち論ろん」


    「ちなみに名前は？」


    「サザンクロス。無論渾あだ名なですし日本人です」


    「俺は本名を訊きいている」


    　ティエンが微かすかに笑った気がした。俺は全てを疑う事を実行に移すとしたら、まずこの女を疑う。理由は言葉に出来ない。直感だ。直感は論理を超越する。


    「南なん斗と」


    「ナント？　ローマ出身か？」


    「北斗七星の末端にある星。それに向かう軍隊を滅ぼす凶兆の星を破は軍ぐんと呼びます。呂ル小シヤオ丑チヨウがそれです。そして南斗は、その対極です」


    　対極の意味がよく分からなかったが、問い返さなかった。こいつらは観念的な宗教とさえ呼べる言葉や単語を平然と使い、それが同時に符ふ牒ちようとなって他者に余計な詮索をさせる事を防いでいる。


    「信用は出来ます。長い付き合いですから」


    「俺は初対面だがな」


    「我々が背後にいれば仕事はやり遂げます」


    「そこまで言うなら使ってみるさ」


    　南なん斗と。どんな奴かは会ってみなければ分からない。ただ自力で俺の護衛を、この国でこれから探すよりかはアテになる。俺に死なれたら困るのは、俺個人のみではなく呂ル商会も同じ事だろう。


    　多分、というかほぼ確実に俺は利用されている。するだけすればいい。俺は為すべき事をただやればいい。そんな考えたって大した答えも出そうにない問題より、その南斗という老人がどれほどの物かを夢想する方が少なくとも今は楽しめていた。

  


  
    


    


    11.AREA OUT OF BOUNDS（2）

    


    



    　潮の匂いがする。味がする。


    　潮風の肌触りがする。


    　自分が何ど処こにいるかが分かり、周囲に何があるかも分かる。目と耳が利かなくても、情報は無数に掴つかみ取れる。それがどんな色をしていたのか、どんな音を立てていたのか、知っているけれどたまに思い出せなくなってくる。


    　かつては知っていたし見聞きもした。生まれた時からこうだった訳じゃない。暢のん気きに山野を駆け回っては人や獣を殴ったり斬きったりしていた私は、ある日突然呼び出され、そして呂商会の当主という事にされた。何をすればいいのか分からなかったけれど、まあ、他にやる事もなかったし当主というのは気分がいいように思えたので、のこのこと儀式とやらを受けさせられた。


    　最悪だった。


    　眦まなじりから畳針みたいな極太の針を二本左右に突き立てられて、脳みそをかき回され頭ず蓋がい骨こつを貫かれた。目と耳をそれで失った。というか普通、死ぬと思うのだが、私は死ななかった。我が呂ル商会の背後に控える長老らは、自分が前線に出ないのをいい事に、平気でそう言う試練を課すし、それで目が見えなくなるとか耳が聞こえなくなるとか、そもそも死ぬだとかは全部被験者の失敗という事で片付けられる。いっそ死ねば良かったと思うぐらい無茶苦茶にされても私はしつこく生きていた。


    　目も耳も十全に機能していた頃は、怖い物など何一つなかった。誰よりも強いのではないかとさえ勘違いしていた。誰の力も必要なく生きていけると思っていた。目も見えず耳も聞こえなくなった私は、一人じゃ何も出来なくなっていた。


    　万能感は強制的に奪い去られ、トイレに行くのすら他人にお願いしなければならないという境遇。今まで暴れ回って申し訳ありませんでした、これからは皆さんのお力に縋すがって生きていこうと思います。


    　まっぴら、ごめんだ。


    　弱気になってどうする。目も耳も奪われた、だから諦めて生き方を変えろと？　騙だまし討ちみたいに目玉に針を突き立てられて、そうなったというのに、何な故ぜ、私が反省しなければならないのか。冗談じゃない。


    　私は異常に負けず嫌いなのだ。そして負け知らずでもあった。今までそうだったのだから、これからもそうなのだ。


    　最初に掴つかんだのは匂い。嗅きゆう覚かく。周囲に漂う無数の臭気を嗅かぎ取り嗅ぎ分ける。絶対に他人に頭を下げたくなかった。頼り切りで付属物のように余生を過ごすのは絶対に嫌だった。意地でもここから這はい上がってやろうという私が最初に掴んだ手がかり。それを足がかりに変えて全身を上へ、上へとじわじわと迫せり上げていく。


    　鼻で足りなければ手で触り、それでも足りなければ舌で舐なめた。何もかもを嗅ぎ取り触りそして舐め上げた。視覚と聴覚を奪われた分をそれで取り戻そうとした。


    　気づいた事がある。


    　匂いと味は、音と色より直感的だ。脳にダイレクトに刺さってくる。一端解析を通さずに情報が仕分けられる。犬はそんなに視力は良くないと聞くが、きっとこうして物事を、見るだけでは探り当てられない情報を得ているんだろうと思えた。そう思える頃には、私は大抵の事なら一人きりで出来るようになっていた。伸ばしっぱなしの髪を三つ編あみにするなど自分一人でやったって左右どちらにも寄らず見事に編める。お手の物だ。


    　それで漸ようやく、人並みだ。損した分を帳消しにした。差し引きゼロで博ばく打ちは勝ちだというが、私の貪欲極まりない精神は更に上へと勝ちを乗せていく。どうせしくじった所で、元の木もく阿あ弥みになるだけだ。死んだ方がマシだったという状態。ならば死んでも構わない。賭かけられるだけ賭けていけばいい。生きる事そのものに私は執着していなかった。生きているだけでいいのであれば、呂商会は「当主になり損ねた者」にもそれなりの慈悲を与えてくれる。私は、与えられたくない。常に奪う側、奪い取ってしまえる側に身を置いていたい。それでこその生きる意味だ。生きていく事は何かを奪い続ける事に外ほかならない。余人はともかく、私にとってはそうだ。


    　失った分をまだ持っている分で埋め尽くした。ここから先どうすればいいか分からなかったけれど、私はまだ先へ、まだ上へと行けるとそう信じていた。鼻と舌から血を吹き出すまで酷こく使しし治しまた使い、暗闇の中で無音の真っただ中で私は私を磨き続けた。


    　第六感、という物はどう考えても夢物語で、曖あい昧まいで、第六感も第七感もあるものかと馬鹿にしていたのだが、ある時、どう考えても「それ」としか思えない物が感じ取れた。匂いと味と手触り肌触りとはまた違う、それでいて圧倒的な情報量を処理できる感覚。


    　これは何だろう。


    　噂うわさに聞く女の子だけが持っている超優秀ウルトラエクセレンスな第六感だろうか。


    　もしくは、第七、あるいは第八感？


    　結論からいうと全部違う。五感以外の感覚は、こう成り果てても、こうなってしまった私だからこそ私見で断言するが、あり得ない。どう頑張っても普通の人間に、五感以外の感覚器官は備わらない。


    　私は普通じゃない。既にあるではないか、新しい感覚器官が。ご丁寧に長老たちが差し込んで、突き抜けさせてくれたではないか。脳からダイレクトに繋つながっている新しい「感覚」が、私の目と耳を奪ったそもそもの原因が、備わっていた。


    　頭から生える、眦まなじりから脳を貫き頭ず蓋がい骨こつすら穿うがって生える感覚器官。この針はそもそも、巧く行っていれば、脳の可能性を広げていたという。身体能力の大幅な上昇を促す為の施術。当初の目的からしたらしくじりはしたが、計算外の成果があった事を外ほかならぬ私が証明してやれる。


    　これは、私の、新しい器官。頭から生えた触覚。揺れる金属製のアンテナ。


    　だから鼻も舌もこんなに発達したのかも知れない。より多くを求めるのに、この事実は私にとってとても都合が良かった。音や光、失ったそれらの受容体から得られる情報を、このアンテナは拾い上げ、脳に伝えてくれている。


    　密かに柳葉刀を使い始めた。まだおおっぴらにはしなかった。私は呂ル商会が私の事など何とも思っていない事を既に理解している。しくじった、役立たずの廃棄品。生かしてはくれるが何の敬意も払われないどころか、都合のいい人形のように扱われた。それでいい。注目されず惹ひく事もせずに、私は屈辱に耐えながら戦い方を模索し始める。本来、私は人を直接殴ったり蹴けったりが得意だったのだが、それはこの体に不利だ。


    　刀を持つ事は、触感の幅を広げてくれる。頭から突き出たアンテナほどではないが、刃物から伝わる情報も役に立つ。嗅かぎ、味わい、手触りと肌触りを確認し、頭の針から伝わる情報を、手にした柳葉刀から伝わる感覚を、全て物にする。


    　三年ほどかかった。それが短いのか長いのかは分からない。


    　比べようにも比べられる代物を知らない。


    　私は、その時、役立たずになった私の代わりに呂ル小シヤオ丑チヨウを名乗っていた者に戦いを挑んで、この三年間にケリを付けた。周囲からは何も聞こえず、何も見えなかったけれど、代わりに磨いた他の感覚、不意に得た新たな感覚、それらが私への畏い怖ふと賞賛を伝えてくれていた。


    　恐れの匂い。


    　驚嘆の味。


    　賞賛の肌触り。


    　私は呂小丑を屠ほふりそして新たな呂小丑となる。誰に強制されるでもなく、自分の力でそれをもぎ取った。過去に誰かが身につけていたという鎧よろいを貰もらい、それがどんな有様なのかは勿もち論ろん見る事は叶かなわなかったけれど、他の感覚器官は相当に奇抜な格好だと伝えてくれている。まるでバニーガールのような。


    　頭から生えたアンテナに、帆はん布ぷをかけさせた。そうするとより鮮明に周囲の情報が伝わってくる。その有様がどう見られているのかは薄々分かっていたが、自分で客観視出来ないとどんな奇抜な服装も気にならない。


    　私はまた無敵になった。中華全土を敵に回しても勝てると自うぬ惚ぼれられるほどに。


    　ここで殺せ、こいつらを殺せという指令は肌で感じ取れる。言葉は聞こえず、忘れかけていたけれど、分かる。そして幾らでもそうしてやれる。それは命令ではなく願い事で、他人の頼み事で、そしてこの体でこの有様で、それらを叶えてやれる事は、この上なく私の人生を充実させてくれた。


    　殺しまくっている相手が誰なのかは知らない。世界中、色んな場所に運ばれた。その度に嗅かぎ取れる匂い、舌先に転がせる新鮮な味、それらに私は高揚する。


    　いつか、呂商会のバカどもを皆殺しにしてやる事だって出来る。今ではないが、そう出来る。私はあの三年間、いいように嬲なぶられた屈くつ辱じよくの記憶を絶対に忘れない。人より弱く守られなければ、助けられなければ生きてさえいられなかった、その環境をこそ憎む。された事自体は最も早はや、どうだっていい。


    　そして私は今、潮の匂いと味を感じている。


    　鉄の箱に閉じ込められているのも知っている。船に揺られているのも分かっている。


    　次はきっと、この船にいる連中を皆殺しにすればいいんだろう。幾らでもそうしてやれる。私の機嫌次第だ。精せい々ぜい、ご機嫌を取ってくれればいい。


    　鉄の箱が鬱うつ陶とうしい。箱の中からでは外の様子がよく分からない。


    　いつ開けばいいのかは、合図次第だ。


    　外に出ればもっと、更に、まるで洪水のような情報量が堰せきを切って私になだれ込んでくる。その瞬間の快感は説明しきれない。きっと射精に近いのだろう。受ける側なのが、いまいち、その例えが正確な物か保証しきれなくなっているのだが。


    　真っ暗闇だ。何も見えない。何も聞こえない。


    　だが全てが分かる。私の目の前に立つ者は全てが私に屠ほふられる。


    　やがて機械仕掛けに箱は開く。外の濃密な情報に身を晒さらす。ピンヒールで船体の甲板を踏みしめてから、踵かかとは決してつけないつま先立ちに移行して歩み出す。


    　潮の匂い。金属の味。人肌の感覚。


    　何人かいる。十数人と言った所か。銃器の匂いが鼻につく。どれだけ武装していようが構わない。私はいつ死んだって構わないぐらいの取り分を既に得ている。より多く、より厚くより高く、更なる勝利を重ねていって、この無理に巻き込まれた無明無音の鉄火場で勝ち逃げしてやらねばならない。


    　故ゆえに殺す。全員、殺す。全ては私の数字となって積み重なる事になる。私の為に死んで欲しい。


    　まず一人首を刎はねた。恐怖と動揺が、潮風の中に充ち満ちてくる。ああ、ぞくぞくする。人を殺せば殺した分だけ私の中に喜びが溜たまっていく。弾すら避よけられる。避けるまでもなく撃たせる事すら、させない。


    　踊る。回る。暗闇の中、音も聞こえずステップを踏み体を旋回させ、柳葉刀を振るい続ける。首に巻き付けている三つ編あみが緩ゆるむ度に、首を一振りして手も使わず巻き直す。髪の毛の一番簡単な手入れ方法は切らない事だ。私はそうしている。誰にも頼らずに済む。自分一人でやれるという満足感。そして肌に跳ねる血の温かさと、それが滴したたり伝い流れ落ちる肌を舐なめる充実感に興奮する。性的に高揚する。肌を舐められている心ここ地ちよさがこれではないか。まともな性的体験を知らない私にとっての、自らの意志で高揚できる性行為が正しく、これだ。


    　闘争こそが、殺し合う事こそが私の絶頂を導き出す。この幾多の匂いを一つずつ消していく。生きている匂いを死の匂いに塗り替えていく。巨大な潮のうねりに翻ほん弄ろうされる貨物船の上で私は自在に跳ぶ事が出来る。股こ間かんが疼うずく。濡ぬれる。背筋を快感が走り抜ける。何度も何度もそれを求めてしまう。鼻が、舌が、肌が、そして刀とヘッドドレスが、私の内なる快感を外から増幅させてくれる。


    　刀で首を刎ねる手応え。ピンヒールを相手の体に突き刺す感覚。


    　受け身の快感と攻め手の快感が目まぐるしく交錯する。上がり下がりたゆたいそして陶酔し白濁する。全身が熱く火ほ照てり、血ち飛沫しぶきすら冷たく心地よい。


    　そしてふと足を止める。止まって、そこから吹き付けてくる情報に全ての感覚を委ゆだねる。容姿も分からない、どんな顔形かも分からない相手。性格に至っては言うまでもない。私は交わる相手をそういう感覚で選べない。匂いと、触り心地と、そして舌触りで確認するしかない。


    　いい相手がいる。間違いなく、良い、性的快感を得られる異性がそこにいる。


    　まだ匂いだけだ。これから触ってみよう。そして味わってみよう。


    　容姿も性格も言葉も要らない。性別すらどうでもいい。私が求めるのは心地よい匂いと手触りと、そして味。


    　鉄の塊のような男だ。右手に握った柳葉刀に力が知らず込められていく。もっとこの相手の情報を得たくて、口を開いて舌を伸ばし、躍らせる。そして精液の奔ほん流りゆうにも似た代物がこちらに押し寄せてくる。


    　全て飲み込んでやろうと決める。まだ私が楽しんでいない。身勝手は許さない。


    　鉛弾が九発ずつ炸さく裂れつし、それが連続して私に殺到してくる。情熱的かつ暴力的な求愛の匂い。鉛弾の嵐の中で私は踊る。回る。ステップを踏みまた次のステップに繋つなげながら、柳葉刀を走らせる。


    　楽しかった。堪たまらなく楽しい。


    　そしてこの遊びはいつだって私一人が残されて終わる。真っ暗闇の中、また独りぼっちになって終わってしまう。それに寂しさを感じる。玩がん具ぐを壊すまでいじくり回しておきながら、壊れてしまった玩具に勝手に涙する。


    　ラスネイル。


    　そんな名前だったか、この玩具は。いつもよりは長持ちするんだろう。でもじきに壊れてしまう。私が壊してしまう。壊してしまわなければ、今度は私が壊される。楽しみたいのに、その楽しみは一度きりで終わってしまう。


    　出来ればいつかは、何度だって楽しめる相手と、巡り合ってみたいものだった。

  


  
    


    


    12.BENT STAFF

    


    



    　捻ねじれた棒。


    　六尺の長い極太鉄ボルトを二本、捻れ絡ませ一本に仕立てたような代物。これを操る術すべを坊ぼう屋や檮とう一いち郎ろうの名で沖縄にいた頃に叩たたき込まれ、その扱いに長じたが故ゆえに俺は国を出るはめになり、傭よう兵へい稼業に身をやつした。


    　これが俺の、本命の武器だ。棒とはいうものの、重量は二〇キロ近い大質量。二〇キロある鉄の棒でぶん殴って命中させれば大抵の相手はしばらく行動不能となり、当たり所によっては即死する。


    　これは日本刀を持つ侍相手に特化した武器だ。


    　意外に思うかも知れないが、木刀と日本刀のどちらが実用的か？　という問いに対しての正解は、一般に鍛たん錬れん用と思われがちな木刀に軍配が上がる。日本刀のようにきれいな一いつ閃せんが相手を即死させる武器の方が上に決まっていると思うかも知れないが、それは日本刀という武器の優位性が、それを十全に操れるだけのスキルに依存する事を忘れている故ゆえの素人考えだ。翻ひるがえって木刀は、ただ振り回して当たってしまえば結構な損傷を相手に与える。


    　言うなれば、だ。達人と呼ばれるほどの腕前を持つならともかく、道場で習うような剣道で段位を持っている程度なら、相手を仕留めるのに選ぶべきは日本刀より木刀だ。何より、雑に扱っても欠けたり折れたりしない。そしてそもそも物が軽い。


    　一方でそれは、達人でなければ、という前提での話だ。相手が達人であった場合、一撃が即死に繋つながる日本刀の方が、打撃に過ぎない木刀よりも、無論、勝っている。沖縄がまだ琉球であった頃、空手ではなく唐手などと字を当てられていた頃から始まっている、俺の身につけた武術は、更に「達人の操る日本刀」に対抗すべく研けん鑽さんを重ね、そしてこの捻ねじれた六尺棒をその対抗手段とした。


    　鉄棒二本を捻って縒より合わせているのは強度重視の目的もあるが、操る時に手の中で滑らずグリップしやすいという実用性も求められている。


    　それぞれの達人同士が、日本刀とこの鉄棒で渡り合った場合、こちらが有利になる。それは操る人間の技量差にはこの際、目を瞑つむっての、武器そのものの特性差だ。鍔つば迫ぜり合いまで行かずとも、撃ち合いとなれば相手の日本刀など叩たたき折れる。執念深く日本刀相手に渡り合う事を考えた末の棒術。使う棒には様々なバリエーションがあり、俺はその全てを身につけたが、持ち運びの手間もあり、なかなか、この六尺棒を常備は出来ない。


    　だがもう、そんな事を言ってはいられない。


    　謎なぞの剣士、巫み女こ装しよう束ぞくの女がかなり熟練した技術を持って襲ってきた。俺も本気の武器を持たなければならない。まあ、何を言った所で棒でしかない。日本刀の二本差しを持ち歩くよりは楽だ。見み咎とがめられたらビリヤードの練習用とでも言い訳すればいい。


    　俺は持てる限り、身につけた技の限りを発揮させねばならない。


    　あの、巫女装束の女は間違いなく達人だ。判断した理由はフロストの首を刎はねたあの横よこ薙なぎ。剣の腕前は横薙ぎに最も現れる。上下の打ち下ろし或あるいは斬きり上げよりも端的に分かる。よほどの腕がない限り、多少、必ず、体幹がぶれる。襖ふすま越しに見事に斬った事よりもそちらで判断できる。重い物を、なんでもいい、とにかく重くてそれなりに長い何かで試してみればいい。遠心力が横に働いて、素人やそこらの剣道家は間違いなく引きずられて体勢を崩す。しっかりと腰を落として放つ居合術ですらそうなる。


    　あれほどの女がいて、ひょっとしたらやり合わなくてはならない。多少のリスクを抱えても俺はこれを引っ張り出した。そして同時に、俺はこの六尺棒を解禁すれば、あの女ともやれるし仕留められると自負がある。


    　俺の技は、日本刀相手に最も効果的に機能する。使う事になるとは思わなかった。そうする相手など現れないと思っていた。時代錯誤に過ぎるその技は、戦場で何とか自分一人を生き長らえさせる形で、副次的に利用してそれで精一杯だ。日本国内でヘタに発揮させて全てを失ったからこそ、そう言える。


    　ヴァイパーもいる。もう熱は引いているが、完調とは言い難い。肉体よりも精神の状態が気になる。兄が殺されているのだ。自分の生きる縁であっただろう、実の兄が既にいない。狙そ撃げき手しゆを殺すのを優先した結果、本来倒すべき相手を後回しにしてしまい、体力配分を間違えた。


    　意識を失ったヴァイパーを連れ出すのは骨だった。使っていた車もアテに出来ない。そちらは偽造した身分証で借りた代物だったから、放置した。適当な車を盗み、県境ごとに捨てては違う車に乗り換えた。ナンバープレートの管轄が変わるのが気になったからだ。


    　東西に慎重にルートを振り分けながら南下を繰り返し、都内に戻ってきている。車内で、物を食わせて温めるぐらいしかヴァイパーの処置は出来なかったし、死んでしまったらそのまま車内に放置して捨てようと考えていたが、まだ生きている。


    　古めかしいパーカッションリボルバーを点検している。もう弾がない。あと六発丁度しかないという。フル装備のカウガールは血の気の引いた顔色で、黙々と武器を整える。弾がアテにならない以上、巨大なボウイナイフを、その体で何ど処こまで扱えるかにかかっていた。だが、その執念はまだ続いているのか。


    　何をどうした所で、フロストはもういないのだ。


    「……私を恨んでいますか、ヴァイパー」


    　後部座席にいるカウガールに運転席から確認する。この車ももうじき、捨てる必要がある。盗難車に長く乗り続ける訳にはいかない。


    「恨む？　なんで？」


    「私が持ちかけた二ふた股また膏こう薬やくですよ、元々は」


    「兄貴がそれでいいって判断したんだ。死んじまったのは兄貴の責任だろうよ」


    「それで？　一応確認しますが、フロストの運送ルートを動かせますか？」


    「バカ言ってんじゃねえよ、あたしに兄貴の代わりなんか務まるかよ。貰もらったって言ってただろ、兄貴のＰＣ。パスワード教えてやるから、好きに使え。もうこうなったら、あたしのやれる事なんてそうそう残っちゃいねえんだ」


    「金のアテは？　これからの生活目標は？」


    「なくはねえさ。山ん中入って自給自足でやってけるしな。そんなのはまあ、別の話だ。というかそれこそ、おめえの知ったこっちゃねえんだよ、プリースト。あたしは今、やるべき事をやる」


    　その言葉が言うほど信用できるのかが気になったから、訊きいた。これから先のアテがあるというなら、自じ暴ぼう自じ棄きになる必要はない。一方で自暴自棄になってくれた方がまだ助かる。言い換えると操りやすい。


    　ヴァイパーは今すぐに何もかも投げ捨てて、アメリカなりカナダなりに逃げてしまえばいいのだ。そういう人間をこちらから操るのは難しい。気まぐれで動く。要するに、兄の敵かたき討うちにどれだけ熱心になれるかという話になる。


    「……フロストの仇あだ討ちに、どのぐらい打ち込めますか、ヴァイパー？」


    「何言ってんだ、おめえ。んなもん殺すまでやる」


    「自分の何もかもを引き換えにしても？　あるいは今すぐじゃなく一〇年後でもいいという選択肢は？」


    「知るかよ。ノリと気分だ」


    「フロストにくっついていたのも、それだけが理由ですか？」


    「危なっかしい兄貴を助けてやるのに、妹が力貸すっての、そんなに不思議か？　兄貴は頭が良かったけど性格があのザマで、あたしゃバカだけど性格は面倒見良くて体力に至っちゃ、このザマだ。他にやりてえ事もなかったからな」


    　特に理由はない、もしくは言葉に出来ないといった所か。ヴァイパーがこの国に留まる理由は、あの巫み女こ装しよう束ぞくの少女にしかない。あれが何ど処この手の者か考えると、灰はい人とぐらいしか思い当たらない。一応、名目上、フロストとヴァイパーは、グレイ側でこの国に入ってきている。俺と繋つながっているのは見えない。灰人との取引を成功させたいラスネイルらにとっては、ヴァイパーの怨うらみを買う事は要らぬ面倒と同じだ。


    　出来れば、ヴァイパーにはさっさとこの国から出て行って貰もらいたかった。もしくはそもそも、あそこで助けなければ良かった。俺はそこまで非情に計算高くなり切れない。


    「いつか死ぬ、どころかすぐ死ぬみたいな有様でよ、兄貴は。あたしが助けてやると、その死ぬのがほんのちょっとだけ先送りにされててな。あたしが面倒見てやんねえと死ぬなーっての、ちょっと楽しくてな。目ぇ離したら死んじまうんだぜ？　赤ん坊みてえなもんだろ？」


    「……傍そばにいたのに、死にましたがね、フロストは」


    「それよ。あたしが握ってると思ってたのに、横から兄貴をかっ攫さらわれた。そいつがな、悔しくて堪たまらねえんだ。兄貴はいずれ死んじまうんだろうなって覚悟はしてたんだ。あたしが目ぇ離した時だろうなって」


    「あの時、目の前にいる私でもなく、フロストの容体を気にするでもなく、狙そ撃げき手しゆを仕留めに行きましたよね、ヴァイパー。それを後悔している？」


    「急げば間に合う所から撃ってる。そう思ったし、兄貴も死んじゃいなかったからな。……まさか狙撃させといて直接殺しに来るなんて真ま似ねするたあよ」


    　あの襲撃は確かにちぐはぐだった。結果としてヴァイパーを分断させる形になったとはいえ、あのやり方なら、目視出来なくとも弾を撃ち込む方が効果的だ。勿もち論ろん、狙撃手が何発も撃つというのは同じ場所に留まり続ける危険性を孕はらむ。胸を初弾で撃ち抜いたのを良しとして撤退するのが普通だった。


    　だからこそ、逃がす訳にはいかないと、ヴァイパーは行動に出たのだ。あそこに残っても仕方がない。フロストの治療が出来る訳でもない。あの場であの行動は正しいが、結果としてフロストは死んだ。


    「兄貴の仇あだ討うちなんてのやったって、別に生き返る訳じゃねえの、あたしだって分かってんだよ。このまんまここから出りゃあそれでいい。おめえの気にしてん事くれえこっちだって素人じゃねえんだ、しっかり理解してるよ。フワフワして何となくって時が一番しくじりやすい」


    「分かっていただければ助かりますよ。それで？　どっちに付きます？」


    「さあ。兄貴も決めかねてたみてえだしな。筋としちゃあの紅白の女ァ叩たたき殺す側になっちまうんだろうけどよ。あの場でやっちまえなかったのが痛え。勢いってのが削そがれちまうと、何ともならねえ」


    　その辺りはヴァイパーの気まぐれを優先させるしかなかった。極論を言えば、このまま確保し続ければ、俺はこの厄やつ介かいな駒を一つ、封じる事になる。ラスネイルにはそれで面目が立つ。ヴァイパーも体調が戻らないうちは、そう無茶もしないだろう。フロストへの義理も立つ。他人にどう思われるか、どうしたら褒ほめられるか。八方美人になりがちな、くだらない俺の性しよう根ね。こればかりはどうしようもない。


    　都心に入る前に、車を替える事にする。基本的には放置するだけだが、都心に入ったら盗難車での移動はしたくない。それなりの物をちゃんと調達する。地方では土地が余っているから、パチンコ屋やデパートに無料の立体駐車場などが幾らでも完備されている。その中に紛れ込ませるように停めて、そのまま捨てるだけだ。一応、指紋などは自分の分だけでも処理しておく。


    　ヴァイパーがこの国で指紋を管理された事はなかろうが、俺はある。ましてや銃砲類所持免許を持ち、実銃を管理している。サイデルのせいで余計な気を使う。フロストが撃たれた時にも思ったが、あれがサイデルの仕し業わざだったとしたら、俺はそれこそヴァイパーを助けている余裕などなかっただろう。


    「……歩きますよ、大丈夫ですか？」


    「そこまで弱ってねえよ。あと一眠りすりゃかなり違う」


    「今夜はこの街に泊まります。明日、車を手配します」


    「車なら兄貴が一台、仕入れてるぞ。こんな山ん中じゃなく南の港だけどよ」


    　もっと早く言えと思ったが、半病人に怒鳴る台詞せりふでもなかろうと自重した。そういう事なら、もう一台くらい盗んでもいい。その手の情報はスティックＰＣに入っているのだろうが、ここまで確認する時間も機会もなかった。


    　駅前にあるそこそこいいホテルの、そこそこの宿泊費がかかる部屋を飛び込みで手に入れた。ラブホテルの方が楽なのだがあの施設は何気に監視の目がある。俺が日本にいた時はそうだった。非合法な集まりに利用「させる」ように仕向けられた罠わなそのものだ。


    　だからわざわざ、きちんとした宿を確保する。怪しまれないようにツインの部屋を一つ取った。ヴァイパーは特に文句も言ってこない。これがダブルの部屋ならそれなりに不満も言うだろうが。


    　部屋にはＰＣが完備されている。そしてそれなりに広く階層も高い。申し分なかった。


    　ヴァイパーが疲れ切って横になる前に、肉を食わせろと言ってきたから日本円を数万渡した。ホテルのラウンジで食えばいい。俺はやる事がある。据え置きのモニタから伸びるケーブルを引っこ抜き、モニタそのものに外部端子がある事を確認する。


    　広い部屋で一人、俺はスティックＰＣをぶち込んだモニタの配線をやり直す。といってもキーボードとマウスを繋つなげ直すだけだが。これなら接続記録は残らない。ノートＰＣよりも秘ひ匿とく性は高く持ち運びがしやすい。


    　フロストが集めた連中、この国にこしらえた配送ルートを漸ようやく覗のぞく事が出来た。車の事も記録してある。日本人名義で輸入した形の車両。使える事は使えるが、Ｖ８のアメ車だ。余り好んで目立ちたくはない。使うのが躊躇ためらわれる。


    　凄すさまじい量の情報が整理されて閲えつ覧らん出来る。なんなら、俺がフロストと同じ仕事を明日から始められるぐらいだ。ヴァイパーはこれを生かす事が出来ない。それなりの資産ではあるが、その資産を活用する気もないんだろう。俺にとってはこの国でのルートを確保出来るだけでも万々歳だ。その後の事は、また考えればいい。これを見てこれを使わせて貰もらう事で、俺はヴァイパーの面倒を見る手間を惜しまずにいられる。


    　ルートを確認しながら、フロストの覚え書きめいたテキストに目を走らせる。見ているうちに、俺の顔が強ばってきた。グレイの率いるノー・シー・ウムと、それが雇った呂ル商会の歪いびつで不自然な繋がりが俺の脳裏に焼き付いてくる。


    　何かしらがおかしい。直感でそれは分かる。が、言葉にならない。


    　書き付けられたメモは断片的で、ただそれを読んでも無意味な単語の羅列にしかならなかった。考えていると、好きなだけ腹を満たしたらしいヴァイパーが部屋に戻ってきて、ソファに腰を預けため息を吐つく。


    「……兄貴の情報、何かいいのあったか？」


    「この上なく」


    「そりゃ良かった。巧く使ってくれりゃ兄貴も喜ぶだろうよ」


    「今回の件に関して、フロストは何か疑っていましたか？」


    「まあ疑うのはいつもの話だけどよ。深入りはしねえ主義の兄貴が珍しく気にしてたぜ。グレイの背景が見えねえとかってよ」


    　そこだ。グレイの背景が見えてこない。ダイヤを欲しがる。金が欲しい。それは分かる。それにしては、呂商会に、正確にはあのバニーガール一人に、殺させすぎだ。傭よう兵へい団一つを壊滅させるなどどう考えたって過剰すぎる。


    　グレイの上に更に、何かがいる。それが担保する物は、きっと闇ダイヤの現金化だろう。そういう調べ方をしていたのが、フロストのメモから読み取れてくる。そしてかなり込み入った場所まで、フロストは調べていた。散らばった情報の断片は、恐らくは纏まとめる時間さえあれば一つの重要な情報に化ける。


    　フロストにはその時間がなかった。俺にあるかどうかは挑んでみないと分からない。グレイの更に背後。国家や政府の重要機関か。それにしては雑に過ぎる。呂ル商会の背後にある宗教団体か。そっちは更に違う。あいつらは無敵の呂小シヤオ丑チヨウが存在する事で納得している。誰かを殺して奪ってこいなどとは求めない。俺が考えている横で、ヴァイパーがバスルームに入っていく。


    「覗のぞきてえんなら金払えよ」


    「覗きませんよ」


    「兄貴もそう言ってたよ。……ったく、帰ったらストリッパーまたやるか。何か自信なくなってきちまったよ。裸で踊って結構な年収稼ぎ出せてたんだぜ、これでも」


    「興味がないとか価値がないとでも聞こえたのなら一応、言いますが、私は全裸のあなたを担いで運んでるんですよ、ヴァイパー」


    「見飽きたってか。ぐったりしてるとこじゃなく動いてるとこ見ろよ、銭払って」


    　覗かれないのが不満だとでも言いたげにヴァイパーがバスルームに消えていく。俺は熱心にモニタを睨にらみ続ける。何をどう繋つなげて埋めていけば、この疑問に明確な答えが出てくるのかを模索し続ける。


    　湯の跳ねる音が聞こえる。舌打ちしたくなるほどには思考の邪魔をしてくる。


    　ヴァイパーの存在を知れば、サイデルなどは間違いなく始末しろと言うだろう。八方美人の俺とは違って、主人一筋の女だ。不確定要素はラスネイルにとっての利害のみのシンプルなやり方で決定される。サイデルが褒ほめられたいのはラスネイルただ一人。俺はといえば出来るだけたくさんの人間に褒められたい。


    　ヴァイパーも「兄貴を守る」だけで良かったんだろう。その兄貴であるフロストが死んでしまった今、勢いに任せて猛たける事すらしくじったり、ヴァイパーは何を縁に生きているんだろうと思う。そういった思考が雑音になって、情報が巧く纏まとまらない。


    　俺が知る限り、この件に関わっている人間にまともな生活を送れそうなのは一人もいなかった。ヴァイパーだけが、望むなら、そう出来る。本人自身に何かしらの区切りさえ持てれば、俺たちみたいな生き方はせずに済む。その区切りを与えてやれれば、俺はきっとフロストに感謝されるんだろう。それが何なのか、俺が与えてやれる物なのかすら分からないが。


    　考えながら左手を伸ばす。その先に、捻ねじれて縒より上げられた鉄の棒が立てかかっている。その手触りを確かめながら考える。六尺棒をいじり始めたのは無意識の行動だった。何よりも慣れ親しんだその感触が俺の思考を安定させる。


    　座っていた椅子の感覚が薄れる。聞こえてくるのは、湯の跳ねる音だけ。


    　左手に握った鉄の六尺棒が、俺を中心に旋回する。モニタが跳ね上げられて割れて砕ける。液晶モニタのガラスと液が壁に鮮血のように散り、俺の背後に迫っていた相手の脳天を引き千ち切ぎる勢いで横殴りに殴打する。


    　殺していいのか、と迷ったのは確かだった。迷ったところで、俺の身につけた動きは止まらない。殺すべきだと脊せき髄ずいが判断を下してしまっていた。一尺ではない、本気の六尺だ。鋼はがねの絡み合った杖つえだ。俺はこれを操る限りは幾らでも手を抜けるし、逆に誰が相手でも叩たたきのめせると自負している。あのバニーガールでさえも。試せなかったのはラスネイルが、俺に命を賭かけるのは控えろと命じたからだ。俺は殺し屋ではなく斥せつ候こうとして必要とされた。だからその期待には幾らでも応じる。誰にも望まれていないのに勝手に殺し屋になって腕試しをしたいなどとは思わない。


    　天井に目を向ける。


    　爆はぜた男の脳天から飛び散った血肉と脳のう漿しようの飛び散ったそこは、液晶モニタを砕いた有様にとてもよく似ている。天井の点検口が開いてゆらゆらと揺れている。そこから入り込んできた。


    　俺を補捉している。このホテルに入ったのは完全な気まぐれだ。つけられていたとしか思えないが、尾行を許すほど俺も間抜けじゃない。何ど処こで気づかれたかを考える前に、脳天の半分が砕けた男の姿を確認する。


    　アジア系。中国人かどうかは分からない。日本人かどうかも。


    　砕けたモニタに手を伸ばし、端子に突き刺さったままのスティックＰＣを引き抜いて、ポケットに納めた。天井の点検口。天井から躯く体たいのコンクリート壁まで見える。天井裏に一メートル以上の空間がある。ヘタにいい部屋を借りたのが裏目に出たか。


    　いや、そもそも補捉されている方がおかしいのだ。この男は、誰だ。身元を探れるような物は持っていないかも知れないが、無手だ。武器ではなく素手で俺を殺そうとした。湯の跳ねる音が乱れる。がしゃがしゃと騒がしく暴れる音が響き、ガラスの割れる音がする。


    　傍そばのテーブルに置いてあった、巨大なボウイナイフを拾い上げ、バスルームに駆け込んだ。ヴァイパーの足の下には、首がおかしな方向に曲がった男が、脳天から血を流して死んでいる。湯船から溢あふれる水が薄い赤となって排水溝に流れ込んでいる。


    　砕けたバスルームの鏡には、脳天を叩き付けたと思おぼしき割れた跡が見える。


    「……何だってこいつらァ私が、服着てねえ時ばっか狙ねらって襲ってきやがるんだ？」


    「違う手が伸びてきたかも分かりません」


    　ヴァイパーにボウイナイフを放り投げる。柄の部分を問題なく握って受け止めていた。その足の下にいる死体に目を向ける。やはり素手。


    　それだけで決めるのは早計かも知れないが、呂ル商会か。


    　だが、どうやって俺を補捉した？　ヴァイパーが襲われたのは俺と一緒にいたからであって、きっと完全なとばっちりだろう。そうでなければ話が合わない。灰はい人との手先なら、俺を襲う理由がない。呂商会の手先が俺を仕留めるついでにヴァイパーも襲ったと考えるのが普通だ。


    　一方で、フロストを襲った灰人の手先なら、ここを補捉された事にも納得がいく。何せ、日本は皆アウェイだ。灰人の手先ならとも思うが、ここまでしてヴァイパー一人を襲う理由はない。


    　くそ、今一つ、もう一つ、何かが足りない。きっとフロストも悩んでいたのはここだろう。この不自然さは何なんだ。こいつらはそもそも、誰だ。俺とヴァイパーを同時に襲った動機は何だ。どうやってここを。


    　俺の持つ杖つえのように事態は捻ねじ曲がり、そして絡み合って一つに繋つながっている。それを探るのはもう少し後だ。襲ってきたのが二人だけか？　その後の処理はどうする心算つもりだった？　俺なら実にシンプルな手法を選ぶ。


    「……ヴァイパー。早く服を着た方がいいですよ」


    「髪も乾かしてねえんだぞ、また体調悪くなっちまうじゃねえか」


    「着る機会がなくなる可能性が」


    　言っている最中に、ホテルの真っただ中から爆音が轟とどろいた。


    　焼いて、消す。


    　火が回る。そのどさくさにまた何人か来るかも知れない。ヴァイパーが服を着るタイミングは、今まさにここしかあり得なかった。

  


  
    


    


    13.DAGGER OF SPEED

    


    



    　言われた通りに、灰はい人との傍そばについている。今もそうだ。


    　俺は、盾たてだ。この灰人を何を犠牲にしてでも守る盾だ。手足を失い命さえも奪われるリスクを背負わされての、一方的な、俺にとってはパチンコやら競馬やらより勝率の低い博ばく打ち。


    　二年間、世話になったが傍にいた事はほぼない。たまに長々と会話をする事はあったが所詮は雑談で、仕事を頼まれた事はなかった。今回が初めての、俺に課せられた仕事に外ほかならず、俺はそれを成し遂げる事で報酬を貰もらい、そして灰人の傍にいる必要性さえなくなる。


    　灰人の生き方はそれなりに、俺にとっては勉強になった。それは教わらなくたって覚えてしまう。人の役に立ち、物を交換する。基本はそれだけだ。呆あきれるほどシンプルだったが、そんな事さえ気づかない人間は多い。俺自身がそうだったし、両親もそうだ。


    　自分しか見ていないし、先の事は精せい々ぜい明日の事だけ考える。大きく物を見ている気になっていて、その実、ただの無計画な妄想に過ぎなかったりする。


    　空を眺めて、金でも落ちてこないかと待っているのと同じだ。その日一日働いて、終わったらまた空を見る。その繰り返し。


    　一足す一は二だ。三にも四にもなりはしない。


    　本当にただそれだけの事なのだ。その桁けたが、一〇〇や二〇〇、億、という数字になるから戸惑うだけで、きちんと計算しても解けないほど、人生の方程式は難しくない。灰はい人とが人と会い、話を纏まとめる傍そばにずっとついていると、それが分かる。この数日でぱっと理解したのではなく、二年間、ぼんやりと考えていた事の答え合わせをしている気分だった。


    　珍しく俺は部屋から出されている。扉一枚隔てた向こうに灰人がいて、何やらまた商談を纏めている。ここで灰人が襲われたら、俺は全ての計画がご破算になると思うと、落ち着かなくなってくる。


    　俺の近くに美み舟ふねが立っている。相変わらずの姿だ。


    　出入り口はこの扉しかなく、灰人を襲っても、出入りはここからしか出来ない。そして美舟は、灰人が死のうと生きようと、敵を殺す。だから襲われるという事はないだろうが、根拠のない不安が湧わき上がってきて仕方がない。


    「……美舟さん。あんた不安に思った事は？　生きていく上で」


    　半ば独り言のように呟つぶやいた心算つもりだった。返事を期待していなかった。


    「特に考えた事はありません」


    「……強いから？」


    「分かりません。考えた事がないものですから」


    　目線も合わせずに、互いに独り言を言うみたいにして会話する。何というか、私語だ。今は俺たちは仕事中なのだ。会話をしていて後れを取るかも知れない。それは美舟にとっても、俺に取っても人生をフイにしかねない。なのに、続ける。


    「……俺は一八になる。美舟さんは？」


    「一六です。それも正確には覚えてませんが」


    　美舟が俺よりおかしな育ち方をしているのは聞いている。尋常じゃない剣術を使う事も。灰人が頼りにしていた老人が手塩にかけて育て上げたのだという。俺が、何も気づかないまま、ここで首を落とされていても不思議じゃないという剣術。


    　俺は物心ついた時から不安だった。今も、不安で仕方がない。


    　だから話す。話しかける。俺の周りに同年代はいない。


    　将来どうしたらいいのかという、くだらない話を出来るガキがいない。


    「そのまま年食って、頼まれて人を殺して、そんで生きていくのか？」


    「多分。命じられるままに」


    「俺には理解出来ねえよ、そういうの」


    　盗みを働くのが嫌で仕方なかった。一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらって、もうこれで盗まずに済むという一仕事を成し遂げて、終わりにしたいといつも思っていた。中学も家も飛び出して、親はあの有様という俺には、他の特技がなかった。真っ当に働こうにも、身元すら証明できなかった。どんなに飛び抜けた技術だとしても、俺は他人の物を盗んで暮らし、死ぬまでそれを続けていくのに耐えられなかったから灰はい人との誘いに乗ったのだ。


    　俺は盗みを命じられて、それに長たけた。美み舟ふねはそれが殺人技術だったというだけだ。今時、日本刀を巧たくみに操れて、それが幸せに繋つながるとはとても思えない。


    「嫌じゃないのか、人、殺すの」


    「考えた事がありません。好き嫌いでやっている事でもありませんし」


    「あの南なん斗とって爺じい様が死んだりいなくなったり、それでなくても出てけって言われたらどうする？」


    「さあ。やはり、考えた事も」


    　一切何も考えた事がないのだろうか。少なくとも美舟はきっと、人生や将来という物については、一切、考えていないんだろう。生まれた時からきちんとそういうふうに育てられていれば、隔絶した環境で仕込まれていれば、俺も盗みに嫌悪感を抱かなくて済んだのかも知れない。幸か不幸か、俺は世間という物に触れてしまっているし、両親の倫理観だって完全に壊れてはいなかった。


    　だから俺はここにいる。


    　灰人の事を、手足が千ち切ぎれても守る。守り抜いて、そしてその先を手に入れる。ただ平凡な人生でいい。華も色もなくていい。地道に慎ましやかに生きていければ、それは俺にとって何よりの幸せになる。


    「……頼みがある」


    「……頼み？　命令ではなく？」


    「美舟さんに命令出来る立場じゃねえからな、俺は。頼みだ」


    「頼み……ですか」


    　美舟が初めて俺を見た。俺も美舟を見ていた。美舟は、怪け訝げんそうな、不思議そうな、そんな色を珍しく浮かべている。鉄面皮の無表情しか、俺は見た事がなかった。


    「人を殺すのに抵抗がないのは羨うらやましい。その腕もあるんだろうしな。俺は盗みしか出来ない癖に、もう、二度と他人から物を盗みたくはない。だから、人生をやり直したくてここにいて、灰人さんにくっついている。……俺は言われた事をきちんとやれるか、自信がない」


    　他人を守る。何かを盗めと言われるよりよっぽどマシだが、馴なれていないのも確かだ。


    　しくじる可能性がある。それが俺を不安にさせる。俺は美舟と違って考えてしまう。


    　何もかも成功すれば、美舟に頼む事は何もない。


    　しくじって死ぬならそれでもいい。


    　問題は、しくじった上に俺がまだ生きていた場合だ。灰人を守りきれずに死なせてしまい、そして俺はやりなおせる筈はずだった人生をやり直せなくなる。その可能性こそが恐ろしかった。


    「……これをきちんとやれない上にまだ生きてたら、俺はきっと、元の盗人に戻るしかなくなる。死ぬまでずっと、だ。ちまちまと他人から少しずつ盗んでこそこそ這はいずり回る人生はもう、ご免なんだ。だから全部しくじってもまだ俺が生きていたら、その時は俺を殺してくれねえかな」


    　美み舟ふねは俺を真顔で見つめている。


    　俺は本気で言っている。


    　ここをしくじったら俺はもう、ダメなのだ。他にアテはない。或あるいは生きていく事も出来るんだろうが、何も楽しそうじゃなかった。今更、まともに戻れるものか。足して引いての繰り返しでここにいる。灰はい人との提案は、俺の人生に不意に訪れた乗算式で、逃せばもう出てくる数字はたかが知れている。


    　生きているだけ無駄だ。自殺も巧くやれるか分からない。死ぬのは嫌だと泣き喚わめいて、結局また盗みを働いて生きていくかも知れない。無駄どころか世の中にとってマイナスしかもたらさなくなる。俺はそんな有様で生きていたくない。


    「面倒なら別にいい。俺からは何の礼も出来ない。依頼ですらないんだ。片手間で、そういえばそんな事言ってたな、って程度にやってくれりゃあ、有り難い。俺が何を喚いても、というか喚き始めるより先に、すぱっと殺してくれるだろ？」


    「……そういうご命令であれば」


    「命令じゃない。頼みだ」


    　美舟が黙り込む。アホかと思われたのかも知れない。何だっていい。俺はここをしくじったら生きていたくない。死にたいのなら、美舟に頼むのが一番手っ取り早いだろう。実際に殺すのを見た事はないし話だけだが、そこは信じておく。


    　それだけで俺は随ずい分ぶん、楽になる。そして何より身が入る。


    　今はまだ死にたくはない。しくじる気もない。だが全てが巧うまくいく以外の事態は、全て俺の死によって塞ふさいでおいた方がいい。背水の陣だ。中途半端はそれこそ俺をしくじらせる。


    「……私は、何かを頼まれたのは初めてです。命じられてばかりでしたから」


    「気が向いたらでいい」


    「いえ。必ずやります。お任せください」


    　そう張り切られると今度はこっちの身が竦すくむ。今すぐ斬きり殺されるのではないかという不安がよぎってくる。聞き流して貰もらいたかった。勘違いしてないかどうか念を入れたくなったが、それもどうかと思った。まるで口先だけで死にたがっていたみたいに聞こえてしまわないか。


    　美舟が柄に手をかけては戻す、という仕草をし始めて、生きた心ここ地ちがしなくなってくる。今じゃない、すぐ殺せとは言ってない、ちゃんと俺の話は伝わっているのか。おかしな申し出をしてしまったのかと後悔するより先に、扉が開いて灰人が現れた。


    　戻ってきた。とりあえず、俺はまだしくじってはいない。灰人は俺と美舟を引き連れて建物の中を歩いていく。歩きながら俺に伝えてくる。


    「……取引は明日だ。何があるにせよ、明日だ。明後日には何もかも終わっている」


    　あと三〇時間ほど。俺が緊張を緩ゆるめてはならない時間を、そう区切ってきた。


    　俺は仮眠すら惜しまなければならない。何があっても、あと三〇時間は集中力を保ち続け、全力で身を投げ出し残りの寿命全てを賭と場ばに晒さらさなければならない。そうすれば俺は違う自分を手に入れられる。


    　車が用意されている。運転手は別でいる。俺が助手席に、灰はい人とと美み舟ふねは後部座席に。そういう取り決めだ。俺は何となくだが車の運転は出来る。免許がないし、そもそも年齢的に取れなかった。今更、この名前で取りたくもない。新しい身分が手に入ったら免許が取りたい。俺のささやかな未来の希望。


    　運転手が降りてきて後部座席のドアを開ける。俺は自分で助手席のドアを開ける。


    　瞬間、横から生ぬるい液体を大量に浴びせかけられた。反射的に舌打ちしたのは、せっかく仕立てて貰もらったスーツが濡ぬれたからだ。それが何の液体なのかまでは考えが回らなかった。


    　俺の足下に、短刀を握った右手が肘ひじから切断され、短刀を地面に突き立ててぶらぶらと揺れている。そして運転手が、首を刎はね飛ばされて横倒しになる。腕と首。美舟を見る。脇わき差ざしを抜き放っていた。


    　俺が助手席のドアに手を触れ、まだ開けてもいない何秒間かに、美舟は、この女は、運転手が裏切ったかして灰人を刺そうとしたのを見抜き、その腕を断ち、返す刀で首を切り落としていた。


    　そしてその血液が全部俺に浴びせられている。灰人も美舟も小こ綺ぎ麗れいなままだ。美舟は倒れた運転手がもう一度起き上がってくるのを警戒するみたいに、まだ刀を構えている。灰人のため息が聞こえた。


    「……結構な給料払ってやってたんだが、やっぱり金じゃなんともならねえな。今んとこ信用出来るのは、疾はや鷹たか、お前と美舟くらいしか俺の周りにゃ残ってねえぞ。お前らまで裏切るって話にゃならねえだろうな、おい」


    「……勿もち論ろん、それは」


    　俺にとっては銭金の話ではない。灰人を裏切りはしないし見捨てもしない。灰人は携帯で、代わりの車を寄越せと指示している。しばらくは足止めを食らう。俺の三〇時間はもう始まっている。


    　美舟が脇差を鞘さやに納めた。生き返って来ないと確認したのか、もう他に敵はいないと悟ったのか。まあ、多分、両方なんだろう。俺は何かを盗んでこいと言われれば何だって盗める自負がある。同じくらいの自負があろう美舟の剣術。その瞬間は見ていないが、あの二、三秒で腕一本と首一つを切り落とすなど並大抵の早業じゃない。


    　化け物だ。


    　その化け物が、灰人には聞こえぬように声を潜ひそめて俺に言う。


    「ありがとうございます、私のような者を頼りにしてくださって。お願い事をしてくれて。必ず、絶対に、殺しますから、疾はや鷹たかさん。あなたを」


    　礼を言われた。美み舟ふねは陶酔したように、それはもう見るからに嬉しそうに俺に礼を言ってくる。この女のおかしな場所にあるスイッチを押してしまった事ぐらい、女に不慣れな俺でもそれは察する。


    　殺される。そう思った。


    　この女は、美舟はやっぱり勘違いをしている。


    　まず俺は殺されたい訳じゃない。何もかもしくじったらその時は、という話だ。


    　そしてもう一つ。


    　今の襲撃を俺が身を挺ていして守っていたら、俺の三〇時間は今この瞬間に終わっていたのだ。役割が違う。もっとも俺は、運転手の裏切りと襲撃にすら気づいていなかった。
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    14.SIDELLE

    


    



    　私はサイデルという名を与えられた時から、常にラスネイルの近くにいた。いない場合でも、連絡は取れた。指示を仰げた。時には経由に経由を重ねる事もあったが、執事である私はいついかなる時も主人であるラスネイルと繋つながっていた。それがない。


    　ここ数日はプリーストからの連絡すらない。


    　直接、コンタクトを取りはしない。古くからのスパイが使うやり方をする。つまり一方的に情報を書き殴り、それを指定された場所へ落としておくというやり方。昨今は回収の手間はいらない。インターネットで事足りるが、やはりネット回線という物は誰かの管理下にある庭に過ぎなくて、だからこそなるべく利用したくない。


    　古くからの郵便サービスはその点でメリットがある。書面を梱こん包ぽうし、中身を見せないように出来、その中を覗のぞくにはそれなりの手間と、何より理由がいる。便せんを生でやりとりするようなネットよりは、古式ゆかしい分だけ秘ひ匿とく性せいは高い。


    　プリーストは既に日本に、郵便物が届けられる場所は確保していた。小さなアパートの一室宛あてに、その部屋のポスト目がけて大量のチラシと共に連絡用の封筒が交ざる。私は自分の拠きよ点てんを作りながら、毎日欠かさずそこを覗きに行った。日本では、一日で確実に、どんな細かい住所にでも配達するサービスが充実している。この国が誇れるサービスの一つだと思う。


    　仮にその封書を盗み見られたところで、中身はただの利用料金明細だ。クレジットカードの利用履歴に偽装させてある。羅列された数式が文字に置き換わる。よっぽど注意深く読めば不自然な数字に気づくだろうが、そこまで目を付けられていたら利用価値はない。つまり、後手に回っていると諦める。


    　ほぼ毎日あった連絡が途絶えた。


    　プリーストは独自に、現金の配送ルートを手配している。我々は、灰はい人ととの取引の後、手に入れた現金で武器を揃そろえ、船を手配し、中国に渡って呂ル商会そのものと戦争をする。散々、向こうからいいように奇襲を受け殺されてきた。今度はこちらが攻める番だとラスネイルは目もく論ろんでいた。


    　主人がそう言うのだから、私はそれに従わなければならない。


    　先代に言われた時から私は、ラスネイルの家に仕える執事だった。その為の教育を受け、そしてラスネイルが望めば子を孕はらんだ。その生き方に些いささかの疑問もない。何をどうすればいいのかは、私が生まれるずっと前から決まっていて、それに逆らう理由もなかった。ラスネイルは仕えるに値する主人に間違いはない。


    　間違っている筈はずがない。それを間違いだなどと現代的な視線でさも配慮したように口にする者は、我々の怒りに触れる。私だけではなく一族全体の。どれだけ時代錯誤であろうとも、主君と臣下という関係の気楽さは多分、時代に合わせて捨てるには惜しい代物だ。自由に好きに生きていける事の何が楽しいのかが分からない。すべき事は決まっていて、何が喜びで何が後悔かすら配置された人生を生きていくのは、くだらない悩み事、自分はどう生きていけばいいのだろうという、しょうもない時間の無駄遣いをせずに済む。


    　何な故ぜ仕えるのかと言われれば、主君に心酔しているからだ。何をきっかけに心酔したのかと言われれば、生まれた時からそうなるように教育されたとしか言いようがない。そしてその考えを何かの錯誤だと言って私の生き方を侮ぶ辱じよくする権利は誰にもない。


    　考えるべき事すら決まっている。自由な個人の意志など、面倒なだけだ。私は主君に殉じゆんじるし、仮にもし生き残ってしまっても、やはりラスネイルの家に仕え続ける。もう私が確認しているだけでも、六人、ラスネイルの家を継ぐべき候補は存在していて、うち二人は私が産んだ。他は他の女が産んだ。


    　そして私はラスネイル家存続に必要ならば、我が子とでも寝る。その子を更に産む。そこに躊躇ためらいは一切ない。引き換えに明確な人生を得られる。私にとってはラスネイル自身ですらいなくなっても構いはしない。その家だけが続いていてくれれば、それでいい。


    　拠点をこの国に構えた。橋きよう頭とう堡ほとなる場所も備えた。ダイヤと引き換えに得た大金は、見る間に我が身にならない使い方で溶けていき、それこそがラスネイルの家に仕える我が家の為すべき事だった。やるべき事はもう分かっている。だが、それをするのに必要な情報がプリーストから途絶えた。何かしらのトラブルに巻き込まれたか、死んだか、それとも裏切ったか。どれだって構いはしない。私は私自身で、私一人で、この先を続けるのだし、最初からその心算つもりだった。何もそこに問題はない。


    　プリーストからの連絡が途絶えたのと同時に、ラスネイルからの定期連絡も消えた。


    　海の上にいるが、衛星電話だ。順調に進み続ければ、丸一日も進めば必ず繋つながる。それが、何一つ反応がない。


    　私は待つより他にない。城を構築しながら、動きを待ち続ける。ラスネイルから連絡があれば。もしくは、プリーストから。どっちだっていい。私は、他人からの指示を待っていた。私自身の為には、私は動けない。やれる事、やるべき事はつつがなく終えてしまい、故ゆえにここに空白の時間が出来る。


    　プリーストからの最後の連絡は、搬送経路に問題が生じた事。


    　だから私は、自分自身でそれなりにアテをつけた。金を払えばそれはやれるが、かなりコストが高くつくから、寸前で止めてある。プリーストがその道を付けてくれれば、比べものにならないほど安く上がる。日本円で二億と少し。その気になれば一日か二日動き回って消化してしまう。より大きな額を手に入れ、同時に我々は溜ため込んでいた全てのダイヤを吐き出し、そしてそれを戦費に呂ル商会と戦う。


    　日本には不慣れだ。そもそも初めて来た。言葉もろくに話せない。


    　結局は灰はい人と頼みになってしまう。商談相手に過剰に頼る事になる。足下を見られる。金の問題ならいいが、それは素直に、軍の善し悪しに直結してしまう。灰人が我々の、呂ル商会への怨うらみに同調してくれている事だけが救いだ。


    　ライフルを清掃しながら、灰人の言っていた事を考える。私が撃つべき相手が誰なのかを考える。このライフルは、プリーストの名義だ。一応の、裏切り防止としての担保だが、これもアテにはしていない。裏切られたのなら、それまでの話だ。


    　プリーストは多分、裏切らない。あの男はそういう、道義に反した事を嫌う。自分自身の中にある倫理からではなく、他人にどう思われるかでそれを決める。そう仮定すれば、この連絡の途絶は、トラブルを意味する。そして裏切っていないまでも、既に死んでいるというなら、私の役に立たないのは言うまでもない。


    　それすら分からない。一応、灰人にはプリーストの本名は伝えてある。何ど処こかで死んでいた場合、死体を照合すれば坊ぼう屋や檮とう一いち郎ろうという本来の名が浮かんでくる筈はずだが、灰人の情報網にもそれは引っかかってこない。


    　時間ばかりがじりじりと過ぎていき、もう明日には船が港に到着する予定になっている。嵐か時し化けにでも遭って運行が遅れていればいいのにとこれほど願った事はない。何処からの情報も一切ないままに、ぶっつけ本番だ。何もかもが既に決定付けられてそれにただ従っていた私の人生に初めて生じた、後方事務ではなく前線での現場進行指揮。


    　酷ひどく不安だった。私が危険だというならそれは構わない。問題は、私自身が何処に浮かんで漂っているかが理解できない事だ。灰人は、グレイらノー・シー・ウムが我々に呂商会をぶつけてきて、あれほど強引に削った事を訝いぶかしんでいる。


    　私だってそれは考えた。政府軍の差し金だろうと思っていたが、それなら追い払って良しとしている。世界中、何処に逃げてもついてくる。ダイヤが欲しいのなら、政府軍にせびればいい。掘れば出てくる代物なのだ。我々が奪った量は確かに莫大だが、鉱脈を掘り尽くした訳ではないし、そもそも、換金の手間が尋常ではないブラック・ダイヤモンドにそこまで執念を燃やす必要はない。


    　巨大なうねりがある。潮目に翻ほん弄ろうされている。我々は誰もそれが読めていない。直接交渉を任せようと考えていたプリーストから連絡がないばかりか、ラスネイルからの衛星電話すら何も送って寄越さない。単独行動はいつもの事だが、主人からの指示がないとたちまち私は宙に浮く。


    　何かしらの情報が欲しい。かといって灰人にも余りせがめない。ラスネイルと情報が途絶している事は伝えていない。当たり前だ。これから商談をしようという相手に、そんな不穏な情報を打ち明けて、どうしたらいいんでしょう等と問える筈がない。


    　私の預かっていたちっぽけな量のダイヤはもう換金済みだ。誤魔化せないし間が持たない。本隊の持つ量がなければ、灰はい人とらはただ大金を抱えて動く事になる。船の到着はさすがに待つだろうが、それも到着が長引けばそれだけ不審がられる。


    　プリーストがいれば。


    　信用もしていない相手を身勝手にそうアテにする。私の為ではなく、主人であるラスネイルの為にそう思う。私は主人の為だと口にして、他人を利用し、蹂じゆう躙りんする。そして主人の為ならば、私自身すらをも擦すり切れさせるのを厭いとわない。


    　味方からの連絡も主人からの指示もない。敵すら現れない。むしろ襲撃して貰もらいたいぐらいだ。孤独すぎて頭がおかしくなってくる。襲撃されれば、私はひとたまりもない。精せい々ぜい、無む闇やみ矢や鱈たらにライフルを撃ってそのまま討ち取られるぐらいが関の山だ。


    　落ち着いて、遠くから、たった一発の射撃を許して貰えなければ、私はこと、戦いという局面で役には立てない。だが許されるのなら、必ずそれに応えてみせるとも思っている。私の有効射撃距離は一キロ半。環境さえ穏やかならば、その距離で当てる自信がある。


    　あのバニーガールの反応距離外だ。


    　ラスネイルに何度も申し出たが、却下された。それが私を気遣っての事なのか、それでも無理だと判断しての事なのかは分からない。主人に気を使わせていたとしたら、申し訳が立たない。あのバニーガールが弾丸を躱かわし、当たったとしても弾いてしまうという情報を確認していなければ、確かに一キロ半という距離から当てたところで、補捉され、殺されていた可能性は高い。だが、今はもう分かっている。


    　それなりの策を練ればいい。


    　通じるかどうかは知らないが、考えはある。それを実行していいかどうかも、指示を仰げない。相談も出来ない。全て私一人で決定しなければならない。


    　思考にノイズが混ざる。あってはならない雑音が入り込んでくる。私は生まれた時からずっと、迷ったり、歩く先を尋ねたり考えたりなどせずに済んでいたというのに、ここで、言葉もろくに分からない異国の地で、たった一人で、無骨で長いライフルを抱えながら考えなくてはならなかった。無視するには余りにもノイズが脳に突き刺さってくる。


    　全て推論でしかない。情報は一切入ってこない。裏付けが何もない。裏を取るのが私の仕事と言っても過言ではない。


    　だからきっと執事は必要とされるのだ。方向は主人が勝手に決めればいい。それがたとえ滅びに向かってまっしぐらに進む道であったとしても構わない。私はその道を辿たどり、行き着くべき場所に辿り着ける事を確認する。


    　今は、私が自分で方向を定めなければならないのだ。しかも全て推論で。考え、結論を出さなければならない。指示を待つのではなく動かなければならない。


    　灰人自身が、雇っていた運転手に裏切られたと聞いた。事なきを得たが、事態は深刻化している。同時に考えるよすがにもなる。こうなって誰が一番、得をするのか。とてもシンプルな思考に行き着くし、そうするより他、何も出来ない。


    　頭が変になりそうなノイズ。私の中の雑音防止器ノイズリミツターが壊れてしまっている。


    　我々は何一つ誰一人得をしていない。それは断言できる。灰はい人とやグレイも、ダイヤとそれに伴う金だけを見れば得をしているようだが、手間がかかりすぎだ。ハイリスクの見本みたいになっている。


    　では呂ル商会は？　それも違う。彼らは頂点である呂小シヤオ丑チヨウ、それを失ったら何者でもないという看板を常に危険に晒さらし続けている。あれほどの超人であったって、失しつ墜ついする可能性はゼロではないだろう。


    　どう考えても、何度考えても、誰も何も得をしていないのだ。まるで互いを食い合うように、我々は対立する相手を削り自らも削られていく。行き着く先は共倒れだ。誰にとっても帳尻が合わない有様になっている。誰がこんな事態を望むというのだ。


    　きっと誰一人としてこんな物は望んじゃいない。引くに引けなくなって、意地を張って面子メンツにかけてそうしているのか。そういう一面は、確かに我々にはある。だからこそ分からなくなってくる。我々は自分を異物だと自認している。仮にそういう組織がよそにあったとしたって、こうも都合良く食い合うだろうか。


    　何かいる。


    　見えない何かが蠢うごめいている。その正体はこの際、どうでもいい。目的を探らなければ話にならない。踊らされ続けるというだけだ。推論でいいのだから根拠もなく思考を一足でも二足でも飛ばせばいいのだが、私にはその方面の才能が欠けている。


    　全軍の命を危険に晒してでも道を示し、その指さした根拠が「何となく」と言い切ってしまえる将しよう帥すいの器、その才能が私には決定的に足りない。当たり前だ。だから執事なのだ、私の肩書きは。


    　一つでもいいから何か明確な、説得に足る根拠が欲しい。このぐちゃぐちゃな事態を望んで仕立てた誰かがいる。間違いなくいる。自然にこうなったというのでは、割りに合わない。そう決めつけてしまうぐらいが、私にはそれが限界だった。何をどう無茶に考えたところで、夜は明けてしまう。時間が止まればいいのにとすら夢想した。あと一日。あと二日。粘れば粘るほど時間を贅ぜい沢たくに要求するはめになる。何一つ、外からの情報が入ってこないからだ。


    　取引当日の朝になっても、やはりラスネイルから連絡はない。夕刻になっても来なかったら、灰人に取引中止を申し出るしかない。向こうも気味が悪いに決まっている。仕切り直す余裕が欲しい。もしくはここから立て直せるだけの情報が。連絡が。一報が。


    　私の元に届いて欲しい。その望みが誰の為の望みなのかは忘れる事にした。主人の為ではなく、私が楽になりたくて、それを望んでいる気がしてならなかった。それは誰かに仕える為に生きている人間が持ってはならない思考だ。


    　今も、明日も、その次の日も更にその未来も。


    　私の全ては主人の為でなくてはならない。私の為にやっている等と一片も認めてはならない。あれほどに崩れたラスネイルの軍が最後の戦を仕掛けようという時に、その総大将に仕える私が、自我を優先させる事は許されない。


    　私には未来はなく、現在すらない。全ては主人のそれに従う事でしか生まれない。


    　そういう生き方をしろと教わったのだ。今更、変えられる筈はずがない。


    　誰が私を、我々みんなを追い詰めて、誰も得をしない殺し合いをやらせているのか。それを見つけてラスネイルに報告しなければならない。それが私の仕事である筈だ。なのに、何も出来ずに眠れもしないまま朝を迎えている。


    　脳が焼き切れそうになって放心していた。眠っているのか起きているのかも分からないまま貴重な時間が潰つぶえていく。どうしようもなかった。灰はい人ととの取引が決裂、もしくは中止になれば、ラスネイルは軍を維持できない。


    　もう三日寝ていない。


    　考えて考え続けるしかなくなっていた。自分からは動けない。この国でそれは無駄、そのものだ。手遊びのようにライフルの手入れだけを繰り返し、そして考えを巡らせては立ち止まる。


    　ラスネイルの執事として、困らせられる事、気を揉もむような事態は何度でもあった。だが今回のこれは比べものにならない。今まで知った苦労など、苦労の内にも入らない。それは困って、そして気を揉んだだけだ。それだけの事だ。この体力ではなく寿命そのものを消費しているような有様には今まで達した事がない。


    　元から痩やせていた私の顔が、鏡に、さらに肉付きの薄い顔となって映っている。


    　まるで骸がい骨こつに皮一枚を被かぶせたようだ。眼がん窩かの輪郭までよく分かる。いいように憔しよう悴すいさせられている。私だけじゃなく、この件に関わっている全員が、毒でも盛られたかのように狂きよう奔ほんし、そしてやつれて死んでいく。


    　携帯が鳴っても、それは夢の中の音に聞こえた。幻聴なのではないかと放置した。しつこく携帯は鳴り続けている。番号はラスネイルの衛星電話からではなく、知らない番号だった。反射的に電話の電源を切ろうとして、自然に通話を繋つなげてしまい、事務的に機械のように私はそれを耳に当ててしまう。干からびた喉のどからは応答の言葉すら自発的には、出て来ない。


    　電話の向こうから聞こえて、呼びかけてくるのがプリーストの声だと知るのに、私は随ずい分ぶん、時間がかかってしまっていた。

  


  
    


    


    15.BLADE CUSINART'

    


    



    　美み舟ふね。


    　俺が拾い上げて育て、仕込んだ、最強の剣。八〇年もの間、人を殺す事に明け暮れた俺をも凌りよう駕がすると、外ほかならぬ俺自身が太鼓判を押せる。そういう存在を見み出いだせた事で、俺は年相応に、くたばる準備を始める事が出来た。全く血ち腥なまぐさくてどす黒い記憶だけが、枯れた脳のう髄ずいに刻まれてしまっている。美舟はまだ若い。流石さすがに時間が足りなかった。自立と自我を持たせるだけの時間が。だがまあ、そんな物は持たない方がいいのかも知れない。野心など、未来など、何も考えずにただ他人に従うだけのシンプルな人生は、それはそれで楽に生きていけるだろう。


    　灰はい人と。


    　俺が何かと面倒を見、そして俺自身にも見返りをくれた、ガキ。今じゃそれなりに大人だが、俺の半分しか生きていないようなのは、俺からしたらみんなガキだ。灰人などという偽名を手配し、そういう戸籍を作り上げ、あのガキは嘘うそと虚構で本当の自分を覆おおい隠した。本当なら、そんなのは、俺のような腐臭と泥水にまみれた人間が求める事だ。灰人はエリート街道を突き進めたはずなのに、そんなふうになった。幾つになってもガキのままだと笑い飛ばすのは簡単だが、羨うらやましくもある。俺のようにだらだらと長生きしてしまった人間には、尚なお更さらだ。


    　一〇年以上、灰人の傍そばにいた。育てた心算つもりはない。勝手にあいつは変わっていった。俺はあいつの剣として、隣にいた。変わっていくのを見ていた。変わったのは立場だけで、地位だけで、灰人の本質はまるで変わっていないのも理解できていた。


    　ガキどころか赤子、新生児、そういう物を買い漁あさってきたのは三〇年前かそこらからだ。何となくあの頃から、自分がいつ死ぬかという、死に方の模索を始めた。そりゃあ当然、俺は数秒後には誰かに仕留められても文句は言えない稼業を続けてきた。俺が死ぬのはいつだって構わない。だが、俺の技を誰かに受け継がせたいという欲が出た。少子化がどうとかいうのが信じられないほど、それなりのツテで子供は「買い取る」事が出来る。しかも端はした金がねで。要するに、作るだけ作ったものの、それから面倒を見て育て上げる責任までは負えないという層が山ほどいる。親心の欠片かけらもないと、俺はそいつらを責める気はない。


    　結局、子供が出来たからといって自動的に親になるように人間は作られていない。


    　それは努力して、自分を変えて「親になる」という手間が生じる。金だって半端じゃない額が費やされる。それを厭いとう親におざなりに育てられた子供などろくな者にならない可能性は酷ひどく高い。俺がそれを全部請け負おうというのだから、ボランティアといったっていいくらいだ。


    　そして俺は引き取った子供らに殺しの技を仕込む。全員が全員、向いている訳ではない。どれだけ仕込んでもいまいちな奴は当然いる。それでも何かしらの捨て駒として使う事は可能で、そうなる頃には、そいつらはそういう事にすら生き甲が斐いを見み出いだせる。生き甲斐を見出だせるなど、幸せそのものではないか。


    　価値観など幾らでも絞ってやれる。何が幸せかも操れる。無数の可能性をただ羅列して選択も結果もお前の責任だなどと言う方が残酷だ。俺はこうしろと叩たたき込んで、視野狭きよう窄さくを発生させているのだろうが、いちいち悩ませる手間を省いてやっている。


    　美み舟ふねに限らず、俺が引き取って育てた連中はみんなそうだ。


    　俺は今年で八〇を超える。長生きしたものだ。五〇前後から、ガキを買い漁あさる事を始めた。五〇にもなればいつくたばったっておかしくない。何かしらの遺産を残したくなってくる年だ。そして出来れば、これぞというガキを育て上げてそいつに与えたい。


    　正直それは叶かなわぬ夢と思っていた。死ぬまでの暇潰つぶしだと半ば諦めていた。たかだか数人の赤子を買い漁って当たりを引こうなどと贅ぜい沢たくに過ぎる。要するに俺は、なかなか楽しい遊びを新たに見つけたくらいの行為だと思って、その遊びで他人の人生を振り回した。


    　どうせ捨てられて売られたガキどもだ。運任せは俺もあいつらもそうだったろう。


    　色々と試した。中には早々に死んだ奴までいる。生き残っても、俺の後継とは名乗らせたくない代物ばかりを引いてきた。期待するだけあほらしいとさえ思い続けていた。期待などしていたら、俺は当たりを引けなかったかも知れない。


    　様々な試行錯誤は全部無駄で、有り金もなくなって、何となく座った賭と場ばで残った小銭を賭かけてみたら、それが生涯最高の幸運を引き当てる。世の中はそういう皮肉に満ちあふれている。


    　美舟。


    　あの小娘が当たりだった。天てん賦ぷの才、という物に恵まれている。他人が数年かかって理解する事を一年も経ずに理解し、尚かつ実践できる。俺の中にある物を、驚くほど早く的確に吸い込んでいく。


    　その代わり、美舟に他の事はきっと出来ない。他人を殺す、斬きり殺すという事だけに特化した才能。だからきっと一生死ぬまであのままだ。俺よりも優れていると思うのは、そこだ。俺は何だかんだで他人の整髪なんて特技があった。美舟には、ない。


    　誰よりも強いと思う。俺が思う限りでは、呂ル商会の看板娘、呂小シヤオ丑チヨウに勝てる可能性があるのは世界中見渡したってあいつだけだ。だが、強い、殺せる、それだけだ。


    　誰よりも強い、という才能に憧れて羨うらやましがるのはそれこそ幼稚だ。それは悲劇でもある。俺は、灰はい人とに理髪店などやらされて、そのお陰でそれを嫌というほど実感している。人を殺すのが巧いなど、実にくだらない才能だ。美舟だって俺に拾われなければ平凡な、何という事もない女として育って平凡に生きてそして死に、それは人を殺し続けるよりもよっぽど幸福だろう。


    　何人もそうやって不幸にし、その本人には不幸とさえ思わせないよう育ててきた。俺の全てを、八〇年も積み重ねてきた技を、たかだか十数年で全て吸収したのが美舟だ。俺の人生も大詰めとなってきて、褒ほう美びのように与えられた娘だ。灰はい人とに預けてはいるが、あいつには過ぎる逸材だ。それは分かっている。だからといって誰にとってなら似合うのか、相応ふさわしいのか、使い勝手がいいのかなどは知らない。俺が結局、他人の髪をいじくり回している方が面白くなってしまったように、「人を斬きり殺す技」など使い道がない無駄な技能に違いないのだ。


    　だがそれがとても、堪たまらなく愛いとおしい。


    　恐らくは何の幸福にも繋つながらないであろう技術を身につけ、研とぎ澄ました。余人には理解して貰もらえず説明も出来ないそれは、美み舟ふね一人だけが懐ふところに抱けている宝物だ。俺だって少し前にはそういう自己満足が心ここ地ちよかった。もっともそれは、他人に必要とされ利益すら生む理髪店の店主というポジションを得て容易たやすく色あせたのだが。俺が所詮その程度の人間だったのかも知れないし、客観視して初めて分かる感覚なのかも知れない。どっちだっていい。使い道のない、その想像も付かない道具が何よりも美しく研ぎ澄まされているのを見るのは気分がいい。


    　呂ル小シヤオ丑チヨウ。


    　あれもまさにそうではないか。個人商会なのは俺もあいつらも同じだが、あいつら呂商会は呂小丑というアイコンを作るのに成功した。信仰心という背景、信者というパトロンを手に入れて安定するのに成功した。別に誰も殺さなくていい。いてくれるだけでいいという、まさに象徴としての存在。俺の店はそこまで世俗から離れられなかった。


    　だから理髪店などやらされて、いつの間にかそれがいい等と思ってしまう。


    　呂商会と俺は直接の関わり合いはない。むしろ敵だ。それは今も変わっていない。ティエンからの依頼だから、俺はグレイとかいう白人の護衛を引き受けた。特に打ち合わせも何もしちゃいない。


    　陽が昇るのを車内から見る。ハンドルは俺が握っている。


    「……港で見る日の出っての、好きでな、俺ぁよ。小こ綺ぎ麗れいなマリーナなんかじゃなく、錆さびたコンテナが山積みになってる埠ふ頭とうってのが尚なお更さらいい。雨なんか降ってて曇ってた日にゃあよ、日の出も全然面白くなくてな」


    　英語でそう呼びかける。俺はこの稼業で、米軍に何度も世話になった。言葉がきちんと通じて話せるというだけで向こうは特別扱いしてくれる。その国の言葉も話せない奴が、外国に来て裏稼業をやろうなんてのは甘えた考えだ。


    「そういやあマンハッタンとか行ったっけな、随ずい分ぶん前だが。アメリカの倉庫やら埠頭やらってのも、規模はでけえが、あんまり印象は変わらないんだよな。なんつうか、びんぼったらしくてよ。その片隅で人が死んだり、人を殺したりして、そのまま放置しても誰も気づかねえみてえな空気でよ。どんよりしてる訳じゃねえか。そこにこう、ずばんとお日様が昇ってきて、いやあ、こいつは何ど処この国でも同じように気分いいだろうよ」


    　ティエン。


    　呂商会の小間使い。本来なら自立行動をとらず判断すら上へと仰ぐ。呂商会のパトロンである陰陽の龍。義和団が密教と絡みついて細々と生き残った、歴史のゴミくず。俺にとっての灰はい人とに似ている。だが俺にとって灰人は商売相手であり、呂ル商会を支えているそれは厳密な縦社会の上下関係だ。俺とティエンの関係は組織ではなくあくまで個人的な関係だ。


    　つまり、灰人との関係よりも些いささか情が深い。かといって灰人を非情に切り捨てる気もない。あいつには俺の代わりに、俺以上の女を預けているのだ。フェアどころか、随ずい分ぶん気を使ってやっていると褒ほめられてもいいぐらいだ。


    　グレイは喋しやべらない。黙っている。


    　異国に引きずり出されて、独りぼっち。本当ならアメリカから暢のん気きに指示を出し、しくじったらしくじったでさっさと切り上げるという賢いやり方を貫いてきた、メイドインアメリカの悪党。


    「……ボストンの育ちだってな。じゃあマンハッタン辺りの事はわかんねえか。あそこってニューヨークの近くにニューアークってのがあるのな。何でそんなひっかけ問題みてえな、観光客への嫌がらせしてんだ？　それとも俺の発音がまずくて似たように聞こえるだけで、そっちからして見たら全然違うのはっきりしてんのか？」


    　返事はない。俺も期待はしていない。


    　俺はグレイの護衛で傍そばにいるが、誰の事も裏切った心算つもりはない。ある程度、義理立てしているというだけだ。ビジネスの上でも、情の上でも。寿命でくたばってもおかしくない年になっちまった所せ為いか、何となく情を優先してしまっている気がするが。


    「……ラスネイルと灰人の取引に、横から襲撃をかけるのは呂商会。その後の強奪品運搬も、呂商会。気づかなかったのか？　ノー・シー・ウムなんて組織作っていい気になってたみてえだが、そりゃ解散と集合繰り返してりゃ組織の実体が周りに伝わらなくなるだろうよ。だけどよ、んな事ァみんないっぺんは考えるんだ。……ま、じじいの言いそうな事だと思ってくれりゃいいが、結局、ワンショットの契約で集まる連中より、きちんと看板のある組織に所属させた方が、捕まるリスクは高くても利益も多いって事だ」


    　グレイもそれなりの顔であって、それなりにのしてきた悪党だ。俺だってノー・シー・ウムっていうそのミッション一回限りで集まる連中がいるって事は知っていたぐらいだ。実体という物を持たず、組織という重荷を持たない身軽さが身上。


    　そしてその分、繋つながりがドライでビジネスライクになる。何度も言うが、これは俺がじじいになって干からびたから日ひ和よって言う訳じゃない。日本のやくざが疑似家族を構成し、イタリアのマフィアは支配へのレジスタンスという統率された意志から始まった。中国マフィアは出身地ごとに結束する。つまりそれは全部、ビジネスで割り切れない情による連帯感が生む利点を重視しているからに外ほかならない。


    　個人で出来る事などたかが知れている。大金と大人数を指揮するなら尚のことだ。個人でやれるのは精せい々ぜい盗みか、殺しか、そんなもんぐらいだ。そしてまさにその個人そのもの、たった一人きりのノー・シー・ウムとなってしまった事にグレイは気づいていない。募集をかければ何人かは金目当てに駆け寄ってくると信じてしまった。


    　グレイからの依頼。


    　呂ル商会が必要としていたのは、その「口実」だけだ。正確には、呂商会の意志ですらない。その小間使いであるティエンの独断。いつも通りの、呂商会が請け負う暗殺仕事にかこつけて、あの女はここ一番の勝負を仕掛けた。その為の仕込みを随ずい分ぶん前から用意していたのも、俺はよく知っている。


    　呂商会も不本意な流れになっているのは分かっている筈はずだ。ティエンは様々な組織にコナをかけて回る事で、本家の不審を巧く誤魔化し続けた。そして今日、この日まで、その目もく論ろ見みは巧うまくいっている。ここから先は、どうなるか分からない。


    　俺は関わる気はない。そこまで深入りはしない。


    　明日死ぬかも知れない俺が、死ぬ前に面白い物を見物しようと思っただけだ。灰はい人と側の動きもツボを押さえて流してやった。ティエンを後ろから援護してやった。世話になった灰人への背信行為。灰人との繋つながりも情だが、残念な事に、ティエンと俺の持つ情の方が濃い。


    　俺が生涯で最後に抱いた女がティエンだ。


    　色恋まで持ち出すほど俺は若くない。単純に、女の体と、そしてまだ俺にも残っていたのかと驚かされた性欲の発露。やはりこれは小僧の灰人を面倒見てやって、向こうにも世話をかけさせたなんてのより身が入ってしまう。


    　いい女だった。しかもその時、処女だった。ついでに言えばまだ一〇代半ばだった。今の美み舟ふねよりも若い女が、抱いてくれと、国境を越えてまで俺に目を付けてやってきた。子を孕はらむまで抱いてくれと。


    　理由まで訊きかなかった。知らない方が楽しめそうだった。俺が長生きして見聞きし実践した全ての行為を、まっさらな若い女にぶつけられるのは、性欲というより支配欲、サディズム、ついでに言えば房中術のような、若い女を抱く事で精気を吸い取り不老に役立つという能書きを実感ある物としてくれた。


    　呂小シヤオ丑チヨウ。


    　あのバニーガールは、ティエンの娘だ。俺の子でもある。


    　遺伝子の組み合わせによる当たり外れは、そこらのガキを無作為に拾ってきて総当たりで試すよりかは、当たりを引きやすい。ティエンは見事に当たりを引いた。それがあの呂小丑だ。


    　呂小丑は北斗七星の末端、破軍と呼ばれる凶星になぞらえられる。対して我が国のそれは南なん斗とを名乗る。それが俺の名でもある。南北を交わらせて出来た存在が今の呂小丑だ。当たってしまえば歴代最強となるに違いなく、そして間違いなくそうなった。


    　それが今夜にでも、この国にやってくる。


    　それを遠目から眺めて、見定めて焼き付けて、冥めい土どの土産みやげにでもしよう。


    　ティエンへの義理はもう果たした。


    　独りぼっちになって、尚まだ踊らされている事に気づかなかったグレイ。自分が他人を踊らせるのが当たり前だと過信し誤信したからこそ、まさか自分が他人の掌てのひらで操られているとは最後まで気づかなかった。


    　物言わぬグレイの顔に目をくれる。首から赤い帯を股間まで図太く垂らして、顔を俯うつむかせている。シートベルトで固定しているから傍はた目めにはそうそう、死んでいるとは見られない。その脳天には、「俺は黙らない、喋しやべり続ける」とでも言いたげな、ビー・クワイエットの英文に禁止マークの入れ墨がある。


    　残念ながら、もう二度と喋れない。グレイ・Ｔ・デイモンの言葉は二度と発せられない。


    　俺がそうした。ついさっき、夜が明ける前に首を掻かき斬きってそうした。最も早はや仲間すら呼べなくなっている。


    　こうしてティエンは、「グレイに依頼された」という名目を保ったまま独自に動ける。呂ル商会そのものやその背後にいる陰陽龍をも誤魔化して。それで何がしたいのか、見当は付くが確信はない。まあ、こうして眺めていれば何かしら分かるだろう。


    　グレイの死体はここにある。死んだと伝わらせない為に。まだ生きているという口実の為に。ティエンの私的な計画の為に。そして俺はそれに協力する。情が八割、残りは、娯楽として。


    　俺の娘が暴れ回るのを見てみたい。


    　そして出来れば、娘同士の姉妹喧げん嘩かになってくれたら尚、楽しい。それは北斗と南なん斗との代理戦争でもある。俺の死ぬまでの暇潰つぶしが、これを見なければ死にたくないとまで思えるほどの対戦。だから美み舟ふねには、灰はい人とにただ従えとしか命じていない。


    　美舟。


    　あいつもまた俺の娘だ。戸籍上ではなく、血を分けた実の娘。


    　ティエンは俺との間に娘を身み籠ごもった。


    　それは双子の娘だった。

  


  
    


    


    16.HRATHNIR

    


    



    　ここに辿たどり着けたのはヴァイパーがいてくれて、俺に協力してくれたからだった。


    　俺一人では生き残れたかすら怪しい。あれから何度も襲撃を受けた。どんどん、襲撃してくる人数が増えてくる。絶対に俺を止める、という強烈な意志を感じた。俺がここに来てサイデルと合流するのを防ぐという目的が、襲撃の度に濃く明確に俺に伝わってくる。


    　向こうの誤算はヴァイパーで、そしてそれは一人が二人になったというだけではない。俺とヴァイパーの二人は、一度に十数人に包囲されても力ずくで切り抜けてきた。ヴァイパーは病み上がりの体調を、まるで戦う事で回復させるように、より強きよう靱じんになっていく。俺がディフェンスを担当する事が多くなっていた。


    　フロストが頼りにしただけの事はある。自身は暴力沙ざ汰たに向いていない癖に、卑屈になる事も上目遣いになる事もなく好き勝手に振る舞い敵ばかり増やしていたような兄貴を、ずっと助け続けてきた女なのだ。


    　元から俺は斥せつ候こうが得意で、ついでのように攻撃を仕掛けるというパターンが多かったが、それをヴァイパーが担ってくれている。俺が付けた道をヴァイパーが走り抜けて敵を潰つぶす。俺たちは相手に気け取どられない動きを信条としているが、その二人が攻守できちんと分かれて動けている。並の相手では何人来ようと話にならない。


    　そして南下を続け、漸ようやく港に辿り着いて、そのヴァイパーがここに来て厄やつ介かいになる。


    　フロストを殺したのは、巫み女こだ。あれが灰はい人との差し向けた刺客なのはサイデルから確認が取れている。連絡が遅くなったのは、サイデルと俺は敢あえて携帯番号を交換していなかった為で、それを得るには都内に確保したドロップボックスに辿り着くしかなかったからだ。手間はかかり余計なリスクも抱え込んだが、それなりの用意は出来た。


    　取引の現場まではこぎ着けた。ヴァイパーのお陰で。


    　だが肝心の取引相手の側にいるのが、あの巫女なのだ。ヴァイパーにここで暴走されては、せっかくのお膳立ても全てが不意になる。かといって、放り出すだの後ろから殴って殺して始末するだのは、俺の性格から言って出来ない。したくない。


    「……これから先の取引は、多分、あなたにとって不愉快です。何より、あなたには私に肩入れする理由がない。ここからなら、帰ろうと思えば船にでも紛まぎれ込んで帰れるでしょうし。やり方をご存じないなら、フロストのルートをお教え出来ます」


    「帰れってか、ここまで来て」


    「命令する立場にはありません。助けていただいた事ですし」


    「あたしだっておめえに助けて貰もらわなきゃ、雪ん中で凍死してただろうよ、全裸で。んなアホみたいな有様になってねえだけ、こっちも恩は感じてる」


    「でしたら、提案があります。とにかく取引が終わるまでは、あの巫み女こを殺そうとする真ま似ねは控えていただけますか？」


    「……どうだろな。今は落ち着いてるしよ、いいよ、って言ってやっても構わねえんだが、目にしちまったら自分がどうなるかまでは保証してやれねえ」


    「取引が終わってから、なら、我々には関係ありません」


    「それまで待てってか。勝手な話だな」


    「一応、それなりの代価は用意してあります。代価になるか分かりませんが」


    「金なら別にいらねえぞ」


    「こんな事を申し出るのは気が引けるのですが、取引が終わった後でしたら、私が個人的に、あなたに協力します。私はあの巫女に勝てるとは断言できません。それはあなたでも、そうです」


    　ヴァイパーの戦い方は見てきた。力ずくかと思えば、陰に潜ひそんで相手を討つ方が得意というスタイルなのも分かっている。それが、やはり尋常ではないという事も。それでも尚、あの美舟に匹敵するかは分からない。何より、ヴァイパーからは、呂ル小シヤオ丑チヨウや巫女から感じられた悪寒が伝わってこない。ここから先に踏み入ったら死ぬという絶望的な感覚。


    　仲間として戦っていたからかも知れないが、そうではなく、単に戦闘能力が一枚、下というのが妥当な所だった。


    　陰に潜んで敵を討つ、ハンターらしいヴァイパーの立ち回りは、その差さ違いを埋めてしまえるかも知れなかったが、やはりそれでも単独は厳しい。俺が協力すれば呂小丑が相手でも勝ち目はそれなりに生まれる。


    「……私の身につけた技は、日本刀相手に特化した技です。それなりにあの巫女を引きつけられると思います。あなたは、得意のやり方で、機を窺うかがえばいい。お役に立てるか分かりませんが、それで納得して頂ければ」


    「おめえが矢面に立つってのかよ？　そういう話ならこっちが金払ってもいいくらいだけどよ。何だってそこまでする？　そもそも、本当にするのか？　取引が終わるまで地蔵になってたら、終わった途端に寝首掻かかれるなんて事は？」


    「しませんよ。これは何の証拠も根拠も示せませんが、私はそういう真似が嫌いなんです」


    「義理、人情って奴か？　日本人的な」


    「他人へ向けてではなく、自分の中で納得したいだけです。何より、フロストに感謝して貰もらいたいですから」


    「死んじまってるぜ、兄貴は」


    「関係ありませんよ。むしろ死者に義理立てするなんてのは、望むところです」


    「変わってんな。あたしゃてっきり、惚ほれられたかと思ってたよ」


    「別に、あなたに女性としての魅力を感じない訳じゃありませんがね。それより優先したいんですよ、私は。他人に認められて褒ほめられる行為をするって事に」


    　ヴァイパーは考え込んでいた。が、結局頷うなずいてくれる物と俺は思っている。


    　フロストの性格と真反対で、ヴァイパーは冷静だ。そして盲目的でも直情的でもない。あの巫み女こを殺すにしても人生の区切りを付けたいと思っているだけで、猛たけり狂って話にならないという有様には至っていない。取引の間だけ、たとえ美舟を襲えるようなきっかけがあったとしても堪こらえて貰もらう。その代価は、俺の協力。


    「……一つ訊ききてえ事がある。日本刀相手に自信があるって話だが、あの女が使ったあの技ァ何なんだ？　分かるか？」


    　刃が触れた瞬間、投げ飛ばされた。それを「技」と認識しているだけヴァイパーの勘は戦いに関して鋭い。俺は、受けて、そして見て、その上でなければ見当もつかなかった。今はそれなりに答えがある。


    「……いわゆる剣術の奥義なんてのは、大体がはったりか騙だまし討ちでしてね。ただの大振りに「金こん翅じ鳥ちよう王おう剣けん」など大おお袈げ裟さな名をつけたりしているんですが。挙げ句戦いそのものを避けるのを無刀の境地などと言ったり。ですが、幾つか、本当に技と呼べる代物もあります。あれはその一つです」


    「対策はあるか？」


    「私の見立てが正しければ、ですが。あれは『刀で行う合気』です。合気道はご存じですか？」


    「あの、何でかしらねえけど投げられたり押さえ込まれたりする奴か？」


    「そくひ付け。そういう名で知られている極意に近いです。まるで刀同士が、糊のりで接着されたように感じる。そうじゃありませんでしたか？」


    「そくひ」とは米を練った糊の事だ。武器同士が糊付けされたようになる。


    「そんな感じだったな。触れた瞬間、動かせなくなって、振り払おうとしたら投げられてた」


    「押せば引かれる。引かれれば押す。刀同士を常に密着させる。振り払おうとすればその力を利用されて、投げ飛ばされる。馬ま庭にわ念ねん流りゆうに似たような技があります。……対策としては、打ち合いや鍔つば迫ぜり合いを避ける事」


    「そうなっちまったら諦めるしかねえか？」


    「いえ。あくまで剣術同士の技ですから。あなたには、まだ銃弾が残されている。幸い、あなたのナイフ術は片手の剣だ。器用に残りの手を使えれば、ひょっとしたら勝機はあります」


    「簡単に言いやがるな。片手でドラグーンを撃てってのかよ。抱き合えるような距離でも当たるかどうか運任せになっちまうよ」


    「そこまでは考えなくてもいいです。私が、立ち会いは引き受けますから」


    　ただ何が起こるかは分からない。そしてあの巫女が遣つかう剣術流派も、馬庭念流一つとは限らないし、きっと他の技もある。実用的な奥義は諸流派を見渡してもそんなに多くはない。ある程度の予測は立てられるし、こちらは引きつける事に集中していればいいから、俺の命も捨てるはめになるとは限らない。


    　俺とヴァイパーが組むのは、それなりに勝算を増やす。


    　ヴァイパーもそれは理解しているだろう。


    　格闘技とは違う。刀での対たい峙じは、一瞬でけりがつく。どちらも動けなくなって対峙がえんえんと続く事は珍しい。そういう状態に持っていくだけでも、ヴァイパーには有り難いだろう。そしてこちらの武器は六尺棒。鉄を捻ねじり上げた代物。斬きらずに済むだけ遠慮なく、雑に攻め続けてもいい。刀と触れ合わないように振り回していれば、そくひ付けにさえ気をつけていればそれでいい。


    「……分ァかったよ。おめえらの取引が終わるまでは、目の前にあいつの背中があったって我慢してやる。お互いに貸し借りあるんだしな。そのぐれえ譲歩するさ」


    「感謝します」


    「ところでおめえ、何であたしに惚ほれねえんだ？　死線を潜くぐり抜けた仲じゃねえか」


    「惚れて欲しいんですか？」


    「女として魅力ねえのかなと思ってよ」


    「残念ながら、今、そんな感情を抱く余裕はありませんよ。大体、そうだと言ったら受けてくださるんですか？」


    「いんや。断って気持ちよくなりてえ。んな事ばっかしてるから、男が寄りつかなくなってくるんだけどな。まあ兄貴の面倒見るのに忙しかったからってのもあるんだけど」


    「これからは、考えられる？」


    「何もかも済んだらな。死んだ兄貴に褒ほめられてえってのは、おめえとあんまり変わりゃしねえよ」


    　ヴァイパーのその思考は、少しだけ俺に不安を覚えさせる。ヴァイパーは未来を見据え始めている。自分では勘付いていないのかも知れないが、フロストを失った穴を埋めようと画策し始めている。それが気持ちの隙すきになる。だが、先に進もうという意志にもなる。


    　何にせよ、無気力になられるよりはマシだ。フロストが心配していたほど、歯止めが利かなくはなっていない。


    「……んで？　邪魔だってんなら、しばらく身ィ隠すけど？」


    「いてください。次は何が襲ってくるか分からない。取引までは、私もあなたも、共通の敵を抱えているんですよ」


    「何者で何ど処この連中なんだよ、ありゃあ。次から次へと襲ってきやがって」


    「考え中です」


    　明確な答えはない。サイデルにも打診してみたが、心当たりはないという。結局、推測するしかない。それでサイデルは疲れ切っている様子だったが、俺には幸い、フロストの纏まとめたデータがあった。


    　多分、これだろうという答えでいいなら、呂ル商会だ。


    　呂商会が、この一連の騒動で漁ぎよ夫ふの利を得ようとしている。それを仮定のままで保留しているのは、動機が分からないからだ。背後に宗教団体を抱える呂商会は、私欲を漲みなぎらせて金とダイヤを奪い取る理由がない。そんな物より、地上最強の完成された殺しの技を誇る事に価値を見み出いだす。やはりはっきりとは分からない。


    　日が傾き始めている。もうじき船が来る。


    　取引が、寂さびれた埠ふ頭とうで開始される。呂商会が全力で奪いに来るというなら、ここだろう。既にこの場所も割れているだろう事は、灰はい人との側にいた人間が裏切ったという事件をサイデルから聞いて確信している。


    　情報がだだ漏もれだ。よっぽど、灰人の近くにいる者を抱き込まないと無理だ。


    　まさか運転手がそこまで知っているという事はないだろう。


    　日は傾きそして暮れる。闇が濃くなっていく。俺は灰人と直接交渉を担当する。サイデルが何ど処こに潜ひそんでいるかは分からない。いない方が良かった。ラスネイルと連絡が取れなくなっているらしく、かなり情緒不安定だ。


    　ヴァイパーが兄のフロストに対する接し方よりも、サイデルがラスネイルに仕える行為は病的だ。依存し切っていると言っても良い。そうなるべく生まれ、育ったのだ。当たり前だろう。自分一人の自由意志など放棄して、最初からなかった物としてずっと生きてきたのだ。


    　それはきっと、あの巫み女こ装しよう束ぞくの女や、呂小シヤオ丑チヨウからしてもそうだろう。未来など考えもしない。個人の欲という物がない。


    　水平線に止まっているように、船影がちらつき出す。酷ひどく緩かん慢まんに、それは大きくなっていく。大型の貨物タンカー。セキュリティに穴がある、信用ならない船。金がなかった。それしか手配出来なかった。専用のチャーターとなると、今度は入国書類の審査やら何やらで、必要経費は莫ばく大だいに膨ふくらんでしまう。


    　バニーガールに散々に叩たたきのめされた傭よう兵へい団には手が出ない。


    　貨物船が接岸する頃には、日が暮れていた。コンテナの荷下ろしが開始されている。人がまだ多い。だがこれが終わってしまえば埠頭は閉鎖されてしまう。そしてこのタイミングなら、三〇億という巨額の現金を運ぶのに便利なトラックが出入りしても不自然さは目立たない。


    　ヴァイパーを伴って移動を始める。分かれるのはリスクが高い。今、襲撃されてもおかしくはないタイミングなのだ。向こうには巫女がいるだろう。さっき交わした約束を、ヴァイパーが守ってくれる物と祈るしかなかった。


    　巨大な貨物船から伸びるタラップに一つ、物陰に伸びて誰も使わないような物がある。そこがアクセスポイントとなる。そちらに、ボックス型の四トントラックと乗用車が二台停まっている。


    　複数の人影がある。灰はい人との手配させた人員。だがどこまで信用出来るか怪しい。


    　ただの闇ダイヤモンドの換金。ここまでぎちぎちにリスクを伴い、刃物の上を歩くようなはめになる筈はずではなかった取引。仕方ない。なるようになってしまった。過去を振り返るより、これから起きる事に対処するのに全力を振り絞る。


    　車の近くまで来る。車内に、灰人がいる。その側には巫み女こ装しよう束ぞく。運転手と、助手席には若い男。そして周囲を取り囲む男たち。見えているだけで一六人。なりふり構わず武装させているのもよく分かった。


    　ここを通報されただけで、別に呂ル商会もグレイの率いるノー・シー・ウムも関係なく一般人が不審に思って通報しただけで、ご破算になる取引。追い込まれ過ぎている。サイデルが「誰も得をしない取引に成り果てている」と疲れたように言っていた。その通りだ。だが損得の基準など人によっていくらでも変わる。この状況を得だと思っている連中だっているのかも知れない。もしくは、連中というよりも、個人が。


    　ずんぐりとした小柄な影がタラップを降りてくる。金属音がここまで微かすかに聞こえてくる。ラスネイルが自ら降りてくるのを信用して、灰人らも車から降りた。周囲の男たちが露骨な戦闘態勢に入る。それじゃダメだと言いたくなるほど緊張している。


    　こういう場面には馴なれていないんだろう。馴れろという方が無理だ。銃など持たせず、それこそ木刀でも持たせた方が、もっとリラックスして臨めるに違いないが、よその組織のやる事だ。ケチをつけても仕方がない。


    「……久しぶりだな。死んだかも知れないと聞いていた」


    　突然話しかけられて、迂う闊かつにも緊張した。俺も俺でこの環境に過敏になっている。


    「はい、生きています。この度は通訳を務めさせていただきます」


    　ラスネイルは日本語を喋しやべれない。サイデルもだ。灰人は英語が堪能だが、それだと交渉権を灰人に全て奪われる。ラスネイルもサイデルも、交渉事は苦手なのだ。


    「お前が持ち込んできた話だ。そりゃお前が締めなきゃ、カッコがつかない。滅茶苦茶な有様になっちまってるしな」


    「ご迷惑をおかけしています」


    「いいさ。どのみち、そのうち、こうなってたんだ、俺の人生は」


    　灰人は腹の底から素でそう言っているだろう。この男も未来を見据えないタイプだ。どいつもこいつも終わりの日、おしまいの時を待っている。俺は、どうなのだろう。少なくとも破滅を待ち望んだりはしていない。ラスネイルらはここから中国に渡り、呂商会そのものを叩たたくという。残り僅わずかな兵力に全てを注ぎ込んで。俺はそれに同行するのだろうか。求められれば、そうするかも知れない。


    　灰人の傍そばに、若い男がいる。灰人から離れないという動き。屈強な体たい躯くはボディガードか何かのようだが、動きに洗練さは見られなかった。そして少し離れた所に、例の巫女。俺の顔もヴァイパーの顔も知っていて、やり合ってさえいるというのに、何の興味もこちらに示していない。事を荒立てる気は勿もち論ろんないが、その無関心さは俺ですら苛いら立だちが微かすかに湧わいて出る。


    　ヴァイパーが暴発する気配はない。彫像のように固まっている。


    「……そちらはカウガール。俺の方は巫み女こ。挙げ句の果てにはバニーガールだ。警察でも踏み込んできたらコスプレ撮影会とでも言い訳するしかねえな」


    　灰はい人との愚痴めいた軽口には同意せざるを得ない。ここにはいないが男装の執事さえいる。そしてここにはもうじき、全身を甲かつ冑ちゆうで固めた小男が現れるのだ。


    　ラスネイルに目を向ける。埠ふ頭とうの中にある、遠く離れた光源がもたらす薄明かりの中で、兜かぶとまで被かぶった完全武装が浮かび上がる。全身に、俺の見覚えのない傷が大量に穿うがたれている。弾痕もあれば、刀傷もある。一部は千ち切ぎれてさえいる。外がい套とうなどぼろくず同然で、凝こり固まった血がこびりついている。たすき掛けにぶら下げているのは、ソウドオフ・ショットガンと言い張っているパンコア・ジャックハンマー。特徴的なドラムマガジンが装そう填てんされていない。何らかの戦いを経て、ラスネイルはここにいる。


    　ずんぐりとしたフルプレートメイル。千切れた鎧よろい。


    　違和感に気づくのに、何秒かかかった。言語化出来なかった。


    　ラスネイルは一言も発さずにこちらへ向かってくる。向かってくると言うレベルではなく、完全に駆けている。あの重量の鎧で行動している事さえ信じがたいのに、走れるなどとは思えない。その行動も理解できないが、向かっている先は分かる。
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    　灰はい人と。灰人目がけて、まるで体当たりするみたいに疾しつ駆くする。踵かかとが浮くような走り方。


    　違和感が言葉になって脳裏をよぎる。


    　背が、高い。俺が知っているラスネイルより一〇センチは高い。


    　そこから先は一気に轟ごう音おんが場の空気を埋め尽くした。貨物船からの連続掃射。日の暮れた埠ふ頭とうに響き渡る、あり得ない自動小銃の不協和音。日本でいきなり自動小銃を、隊列を組んで撃ちまくるバカがいるとは誰も思わない。


    　俺が動くと同時に、佇ちよ立りつしたままだったヴァイパーがダスターコートを閃ひらめかせて追従する。視界の端で、灰人の上に覆おおい被かぶさった小僧が背中に弾丸を浴びているのが見えた。鎧よろい武者が、信じられない事に跳躍し、そして重なり合ったボディガードと灰人の真上へ蹴けりを突き降ろす。あの鎧で跳ばれれば蹴りなどという形を取らずとも、ただ落ちるだけでも下にいる人間を踏み殺せる。


    　空中で鎧武者が、横から強引に軌道を変えられ弾き飛ばされる。


    　車の上に、巫み女こ装しよう束ぞくがいる。鞘さやごと帯から抜き放った刀で、鎧武者を横から突き崩していた。そして周囲では生き残った灰人の部下たちが、玩がん具ぐのようにさえ見える拳銃で情けない発砲音を放ち始めていた。


    　俺とヴァイパーは近くにあるコンテナの陰に飛び込んだ。不意に生じた銃撃戦はまだ止まらない。


    「……何がどうなってやがんだ？　ラスネイルが裏切ったのか？　ダイヤ惜しさに現金だけ、かっぱぐ腹に変えたのか？」


    「あれはラスネイルじゃありませんよ。身長が高い」


    「もっと早く気づけよ、んな事ァ。……あーあ、無茶苦茶じゃねえか。警察来ちまうぞ、こんなもん」


    　だからこそやらない。たとえラスネイルが灰人を騙だまし討ちすると決めたとしても、それはやらない。そしてあれはラスネイルではない。ヘタに鎧など着込んでいるものだから、違和感が巧く言葉にならなかった。そもそもの風体が異様なのだ。


    　コンテナの陰から様子を窺うかがう。


    　何なのかは知らないが、取引は間違いなく、終わりだ。そしてここには大金がある。ついでに、船の中にはまだ、ダイヤもあるかも知れない。どちらもかっ攫さらっていくのは手間だ。奪い合いになる。猶ゆう予よは警察が駆けつけるまで。いくら埠頭の外れとはいえ一時間もないだろう。


    　そして船から走ってくる新たな影を俺は見る。


    　ピンヒール。タイツ。チョーカー。揺れるヘッドドレス。そしてバニースーツ。


    　両目と両耳を薄汚れた包帯で幾重にも巻いた獣のようなバニーガールが、右手に柳葉刀をひっさげて、血煙に塗まみれたこの戦場に、まっすぐに突っ込んでくる。軽やかな跳躍は鎧武者とそっくりで、そしてより優雅に思えた。


    　生きた心ここ地ちがしない。地獄そのものがここにある。


    　バニーガールと巫み女こが、ボンネットの上で対たい峙じしている。それを見るだけで、俺の心臓には冷たい杭くいが何本も突き立つような錯覚を覚える。右手に握った六尺棒が酷ひどく頼りない。


    「……取引は終わりだよな、プリースト」


    　ヴァイパーが薄笑いを浮かべて確認してくる。俺は信じられない思いでその顔を見た。


    「あそこに割って入る気ですか？　あの有様に？」


    「面白そうじゃねえか。手伝ってくれるって約束だったけど、無視してくれていいぜ。おめえの役目を代わりにやってる奴がいる」


    　屈んでいたカウガールが立ち上がる。テンガロンハットを整える。


    　そして闇へと消えていく。ヴァイパーの、狩りの時間が始まる。


    　俺はどうすればいい？


    　六尺棒を抱え込み、数秒、考える。


    　ラスネイルの鎧よろいをあれを奪われたのならラスネイルはもう討たれている。あの鎧があるから、背後から無茶な掃射をさせたのだろう。戦場では役に立つと言っていた。あの鎧姿で動けるのならという前提付きで。


    　動けるどころか跳ねてさえいる。ラスネイルでもあれは出来ない。


    　つまり、より強きよう靱じんな者へとあの具足一領の所有権は移っている。それはラスネイルの死を意味する。部下として仕えた男の死。サイデルなら仇あだ討うちを迷いなく選ぶ。


    　ヴァイパーとの約束は守らなくていい。だが守った方がいい。


    　フロストの死。ヴァイパーを助ける理由。


    　くそ、揃そろい踏みだ。三人も四人も一斉に俺を褒ほめてくれる。


    　三つ数える。そして俺は褒められたいというただそれだけの理由で、この血ち塗まみれのハロウィンパーティに飛び込んでいった。

  


  
    


    


    17.KOD'S GAUNTLETS

    


    



    　正直に言えば何が起きたのかさっぱり分からなかった。


    　この日この時に備えていたというのに、クエスチョンマークしか脳裏に浮かばない。それでも、俺が灰はい人とと名乗って一〇年以上かけて裏社会で養った危機への対応能力は、脳の指令と理解を置いてけぼりにしてでも全身を勝手に動作させている。


    　銃撃の音が轟とどろいた瞬間、俺は車の中に飛び込んだ。専用で仕立てさせたロールスロイス・ファントム。防弾ガラスの装甲車。ロールスロイス社は客が幾ら金を積んでも売らないと決めた相手には売らない方針だ。俺も身辺を整えるのは面倒なので、転売して貰もらった。それなりの身分の奴に、特別仕様と称して既に防弾になっているバージョンを買わせ、それを更に買い取った。


    　車両の腹下で爆弾が炸さく裂れつしても耐え、タイヤはたとえ弾に貫かれてもへたりこんだりはしない。本来はそれなりに名があり敵が明確にいるという政治家辺りが採用する車両だ。そいつらが襲われるのは滅多になかろうが、俺は日常茶飯事だ。どこの政治家が自動小銃の一斉射撃を浴びるというのだ。処刑される時ぐらいしか、そんな機会はないだろう。


    　後部座席に滑り込む。俺への射撃を庇かばってくれた疾はや鷹たかの体が、勝手についてきた。振り払わなかったのは、死体でもまだ盾たてに出来るからという身勝手な理由もある。もっとも一番の理由は「そんなヒマはなかった」なのだが。


    　どんな射撃にもこの車は耐える。ずっと撃たれ続けたら、もしくは対戦車砲のような一撃を受けたらどうか分からないが、自動小銃くらいなら耐える。後部座席といったって、広い。対面シートで酒を酌くみ交わせる広さがある。


    　後部座席からのボタン操作で、全てのドアをロックする。運転席に滑り込むべきかどうか、迷った。しばらく、運転などしていない。まだ覚えているとは思うが、乱戦を突っ切って逃げられる自信はない。何せ、俺は左腕が使い物にならないのだ。こんな事ならそれなりのカスタマイズを施しておくべきだった。


    　車内の床で疾鷹が呻うめいて身じろぎする。まだ生きている。全弾、背中に食らっていた。防弾ベストくらいは当然着けさせているが、手足など撃たれれば衝撃だけで死ぬ事もあるし、脳天に食らえば言うまでもない。実際、背中だから大丈夫という訳ではなく、間違いなく、今の今まで、疾鷹は落ちていた。


    　だがまだ生きている。骨ぐらいは折れたかも知れないが、生きている。


    「……約束を守ってくれて有り難いんだが、すぐに礼は出来ん」


    「面倒くせえ事になって来たな。詐さ欺ぎっぽくないか？」


    「そんな心算つもりはなかったんだが、流れだ。もう守らなくても俺は咎とがめんし、生きて返ったら約束通りにするが、俺が生きて返らなかったらお前の苦労も水の泡だ」


    「そこで喚わめき散らすほどバカじゃねえよ、仕方ねえ」


    「……お前、運転は出来るよな？」


    「盗んだ車乗り回してたからな」


    「運転席に行け。何も考えないでただここから離れろ。俺は左腕が不自由なもんで、ここから逃れる自信がない」


    「俺だってねえよ、何だよこの有様」


    　外では銃弾が飛び交い、ファントムの車体にも何発も命中している。それらが全部弾かれるものだから、かなり騒々しい金属音が満ちていた。防音でそれほどやかましくは伝わってこないが、耳みみ障ざわりには違いない。


    　防弾ベスト越しとは言え背中に銃弾を食らって、もう会話が出来ている。疾はや鷹たかを鍛えさせておいて、本当に良かった。俺の盾たてにもなってくれた。疾鷹が自分本位に動くのなら、俺を蹴けり倒してでも車内に自分が飛び込んでいた筈はずだ。


    　約束は守る。ただ、守ってやりたくてもこの有様ではどうしようもない。盾の次は馬に使って申し訳ないが、その分は弾めるだけ弾んでやろう。疾鷹には言わなかった。この状況では何を言っても口約束だし、言葉に乗せて踊らせる気もなかった。俺を庇かばったのが疾鷹の意志であったように、ここから連れ出すのも疾鷹の意志によってでなくてはならない。


    　情じゃない。義理でもなければ根拠のない大盤振る舞いも理由にして貰もらいたくない。


    　強いて言えばシンプルな打算が欲しい。やる事はやったが追加の仕事が増えた。よくある理不尽な話だ。そういう時に利己的に、自分に得な選択が何かを選択出来る人間の方が遥はるかに信用出来る。面倒なサービス残業だろうが、俺をここから連れ出せなければ、疾鷹は一番欲しかった物が得られなくなるのだ。


    　運転席と後部座席を阻はばむ仕切りを下げる。その隙すき間まから疾鷹が前へと体を潜もぐり込ませる。


    　美み舟ふねはどうした、と思って周囲を窺うかがう。無意識に左の義手を、右手で握っていた。俺の体は、左ひだり肘ひじから先がない、というのがぎりぎりと音を立てるように自覚できる。これは他人から見て違和感がないというだけで、俺にはありまくりだ。


    　バニーガールがいる。久しぶりに間近で見た。俺が知っているバニーガールとはやや体格が違い、髪型も違うが、存在感は変わらない。俺の左腕を叩たたき落とし、サブマシンガンの一斉掃射で全身を撃ち抜かれてもまだ生きていた。


    　その前に美舟がいる。立ち合っている。見届けたい気もするが、仕方ない。昔は、こういう状況で、俺にも横から嘴くちばしを突っ込めた。今は無理だ。騒がしすぎるというのもあるが、ああいう身の丈に合わない真ま似ねは一度で充分だ。今度は腕一本じゃ済まなくなる。


    　目と耳を完全に包帯で塞ふさいだ姿は、俺が知っている物より更に異常だった。目も耳も利かない状態なのかどうか。それでどう戦うのか。考えたって俺に分かるはずがない。疾はや鷹たかが運転席に座り込む。


    「出せ。……海にだけは突っ込むなよ、さすがに潜水機能はない」


    「努力しますよ」


    　ファントムのエンジンが上品な吹け上がりを奏でる。ライトが点いた。正面の、何人もの人間が入り交じった殺し合いが照らし出される。こんな筈はずじゃなかったとも思うし、こうなって然しかるべきだとも思う。前者は年相応、後者はこの年になってもまだ俺の中にくすぶり続けている未熟さ。


    　人を二、三人ばかり撥はね飛ばしながら、いきなり全開のトルクでファントムが走り始める。軽く後輪がスキッド音を立てていた。疾鷹の運転は、勿もち論ろん荒い。そして荒く走ろうと思えば、この上品極まりないロールスロイス社謹製の装甲車は、その要求にもきちんと応えてくれる。まだ貨物の荷下ろしが終わっていないが、自動小銃のオーケストラが始まったとあってはみんな呆あつ気けにとられて、がやついている。なるべく、一般人は巻き込みたくない。処理に困る。


    　いや、困りはしないか。俺の全てを吐き出してしまえばいい。金などどうにでもなる。ならなければ逮捕されてもいい。法廷で、俺がこれまでに溜ため込んだ人脈と金の流れを全部吐き出して、この国の司法・行政・立法をぐちゃぐちゃな有様にしてやろう。内閣総辞職どころか公務員のてっぺんは軒並みいなくなる。


    　楽しすぎる。そういうのを楽しむ癖はなくなったと思っていたのに。引き換えに破滅しても構わないという自意識がみるみる復活してくる。俺が破滅する前に、疾鷹には充分な事をしてやろう。それで全て終わる。楽しかったと思えて終わる。だから疾鷹は気にせずに、誰でもいいから撥ね飛ばしてここから俺を救い出して欲しい。


    　高揚した気分の中で、いきなり全身がつんのめった。コンテナにでも突っ込んだのかと思ったが、そういう衝撃はない。ただ中にいる自分だけが突然、前へと無様に転んだような、そんな感覚。


    　何事だと疾鷹を見たが、疾鷹も何が起きたのか分かっていない。ハンドルを握り、思い切りアクセルを踏み込んでいる。床にベタつきさせるほどに踏み込んでいるというのに、走らない。


    　リアウィンドウから外を見る。


    　鎧よろい武者。あのラスネイルの鎧を着た何者かが、真後ろに追いついていた。速度が乗っているとは言え、人を撥ねながら出している速度だから、追いつかれるのは、ぎりぎり許容できる。だがこのファントムを後ろから引き留めるなど最も早はや人間じゃない。というか生物じゃない。ファントムの馬力は四六〇馬力。馬、四六〇頭と綱引きをしているような物だ。そこまで考えて、車体が微かすかに斜めになっているのに気づいた。


    　後ろを僅わずかに持ち上げられている。


    　ファントムはＦＲ駆動。エンジンが前、駆動輪が後ろ。車体を僅かでも持ち上げて、後輪を地面から離してしまえば、確かにタイヤは空を切る。少なくとも、馬四六〇頭との力比べよりかは理解が及ぶ。


    　くそ、やっぱり四駆にすれば良かった。初期型のハンヴィーが最高だ。


    　空転するタイヤの音がみるみる回転数を上げていく。摩擦と抵抗を失い、好き勝手に回転している音がする。捕まえて、持ち上げた。それは褒ほめてやろう。だがここからどうする？　味方が殺到するのを待つのか？　バニーガールはすぐには来られない。美み舟ふねが対たい峙じしている。


    　タイヤの回転数が最大になる。背後に気づかない疾はや鷹たかが躍起になってアクセルを踏み続けている。


    「……疾鷹、アクセルを離せ……」


    　やっと気づいて呼びかけた時には遅かった。最大の回転数になった瞬間、鎧よろい武者が両手を離した。突然、噛かむべき地面を与えられて、ファントムの巨大な車体が蛇のようにうねりよろめきながら明後日の方向へ猛進していく。しかも疾鷹が焦あせってブレーキをがつがつ踏むものだから、ますます蛇行が酷ひどくなる。


    　視界が回転し、車内を俺の体が跳ね回る。シートベルトは着用すべきだ。たとえ悪事の最中でも。突然放たれたファントムは自分の放っている全開の出力を殺しきれず、そして運転しているのは免許も持たない一八のガキ。まあ、結果論だ。俺が運転してたって同じ事になっていた。


    　今度こそ衝撃とともにコンテナ一つにファントムが突っ込んだ。四六〇馬力の突進だ。パルテノン神殿を摸したという特徴的なノーズグリルが、薄汚れて赤錆さびた鉄の壁に突き刺さってひしゃげ、ラジエーターの蒸気が漏もれる。エアバッグが作動して、疾鷹と俺の体を包み込む。そうでなかったら、車体より先に中にいる俺らが砕け散っていたような衝突事故だ。


    　まだ走るか？　ロールスロイス社は無制限保証のロードサービスを売りにしている。砂漠の真ん中でスタックしてもヘリで迎えに来るとさえ言われている。今、ここには来てくれるだろうか。


    　分厚い防弾ガラスもこの衝撃を想定していない。微かすかに曇っているのは、無数の罅ひびが浅く走っているからだ。だがまだそこらのガラスよりも強い。


    　衝撃はエアバッグシステムで相殺されたとはいえ、肉体よりも精神が混乱している。疾鷹はもう自分がどんな状況下にいるのかもわかっていないだろう。俺だってきちんと把握出来ているかどうかは自信がない。


    　外から、リアウィンドウが殴打されている。鎧武者が鋼はがねの籠こ手てで、それを握った拳で、ガラスを叩たたき続けている。強化ピラーごと歪ゆがんでいき、ガラスの曇りが酷くなっていく。いくら正面衝突の直後だからと言って、このファントムを外からこじ開けられる訳がない。そう思っても、ファントムがみるみる外からの圧力に屈していくのが分かった。


    　これは、まずい。


    　この状況には覚えがある。外から、強引に、力ずくで防弾ガラスを叩たたき割られて襲われるという光景に酷ひどい既視感を想起してしまう。


    　一〇年以上前は、バニーガールにそうされた。今は鎧よろい武者に仕掛けられている。無茶苦茶な事に変わりはないが、ピンヒールで割られるよりかはまだ納得できる。軽装と重装の違いだけで、本質的にどちらも非常識なのだが、今更それに驚いているのは疾はや鷹たかぐらいだろう。呆ぼう然ぜんと、運転席からリアウィンドウ越しの光景に目を奪われている。そりゃそうだろう。俺だってあの時は驚いた。そして昔も今も、俺はただ呆然としているだけの間抜けではない。


    　割れるのを待っていた。曇って白くなり、ガラス自体が飛散防止フィルムにくっついているだけになり、それを引き裂かれると同時に細かい粒となって車内に散らばるその時を待っていた。古めかしい、冗談にしか見えないフルプレートメイル。上出来だ。そういう冗談なら幾つも聞いて耳にしている。


    　左腕を突き出した。俺の義手は、手の代わりにはなりはしない。ぶら下がっているだけの「手の形をした物」だ。そいつを叩き付けてやる。ご自慢の甲かつ冑ちゆうの、面防目がけて、柔らかく開いている形をしたままの、義手の掌てのひらを突き当ててやる。


    　右手で接続を切った。左腕がやたら軽くなる。


    「……俺の『籠こ手て』なら、どうだ？」


    　無意識に呟つぶやいた。きっと俺は笑っている。


    　俺から接続が切られた途端に、その鉄の塊は意志を持つように稼働する。具体的に言えばトラバサミだ。外す事でバネが作動し、指が動く。シリコンを被かぶせて人の手に見せかけた物が、外皮を破って鉄の爪が露出する。


    　更にそのバネをきっかけにモーターが作動し、より強く握り引き裂く。そう出来ている。南なん斗とが仕込んだ、俺の唯一の武器。義手の指ががっちりとその五本の指でくわえ込む。大抵の物はそれで握り潰つぶして引き裂ける。


    　謎なぞの鎧武者にこれを使うはめになるとは思わなかった。バニーガール用だ。俺が首を刎はねられても、義手を当てられていれば、何ど処こかしらは破壊できる。バニーガールと戦おうなどと思っても無理だ。義手を当てて、接続を外す。それに集中していれば、たとえ死んでもそうしてやれる。


    　後ろ向きな発想だと南斗には苦笑されたが、俺はそれでいいと思った。


    　何せ、トラバサミだ。ウサギの足をくわえ込むには最適だろう。ウサギは罠から足を千ち切ぎって逃れる事があるという。それ故ゆえウサギの足、所いわ謂ゆるラビットフットは「最悪、命は助かる」という意味の、幸運のお守りとされる。足一本失って生きる事の何が幸運なのかは分からない。俺は腕一本を失って生き延びたが、幸運だったのかどうかは分からない。あそこで死んでいれば良かったとも、たまに思う。思うが、自ら死を選んだりは絶対にしない。俺は何にも変わっちゃいない。


    　同じ事を、いつかバニーガールに食らわせてやろうと思っていた。あの異常な女から命まで奪えると自うぬ惚ぼれてはいないが、手足その他どこでもいい、あの女の一部を、俺の腕と同じく奪ってやりたかった。それだけの仕掛けはした。


    　事実、この鎧よろい武者の勢いが止まった。ファントムから離れ、顔面に張り付いて締め上げてくる義手を外そうともがいている。兜かぶとが歪ゆがむほどの握力を発揮できる。五分もバッテリーは持たないが、その前に捕まれた箇所は砕け散る。


    　昔は、こういう状況で、バニーガールはいったん、退ひいた。そして追ったからこそ、俺は腕を一本なくす事になった。


    　そして俺はまだ生きている。


    　鎧武者が兜を外す。指を引きはがすのを早々に諦めた。無意識に舌打ちした。兜越しでは、そんな物か。相手に与えるダメージとしては弱すぎる。だが完全装甲から頭部を露出させたのは大きい。


    　長い黒髪が潮風に棚引いている。首から下が無骨な甲かつ冑ちゆうというのが違和感満載だった。


    　女か。また女か。変わった格好の女ばかり俺を殺しに来る。


    　銃ならある。あるが、片手で脳天に命中させる自信は全くない。それでもファントムのボトルリカーに手を伸ばす。酒の代わりに拳銃が入っている。いつもなら、持ち歩かない。今回だけは用意してきた。


    　あの女は俺を殺す気でいる。間違いなくそうする心算つもりで追ってきている。


    　重い鉄がコンクリートに跳ねる音がする。鎧を自ら外してくれていた。銃を握る右手に力がこもる。むしろ脱力しなければならないと分かっていても、そうしてしまう。暢のん気きに鎧を外している女へ、その銃口を向けた。


    　スナブノーズのリボルバー。不格好に巨大な弾倉。


    　判事。そういう名前の散弾拳銃。トーラス・ザ・ジャッジ。散弾じゃ当たっても鎧を貫けないだろうが、わざわざ脱いでくれていた。手足の装甲まで外して脱ぎ捨てている。中にしわくちゃになってしまっている、チャイナドレスを着込んでいた。


    「重い」


    　そう中国語で呟つぶやいて俺に笑いかけてくる。


    「やっぱり呂ル商会はそれなりに考えているな。こんな鎧を着なくても、似たような防御力を発揮できるスーツを開発している。まあ、趣味の類たぐいだろうが」


    「……お前は着ないのか？」


    「あれは呂小シヤオ丑チヨウが女だった場合の専用ドレスだ。私はティエンであって小丑じゃない」


    　あの鎧を纏まとって跳び、そしてファントムを捕まえて後部を持ち上げるフィジカル。俺が知っている限りじゃ男女ともに一人ずつしか記憶にない。ここに来て女がもう一人増えた。こいつが呂小丑ではないというなら、呂商会は化け物を抱える許容量を増やした事になる。


    　周囲の騒ぎが、こちらに迫ってくる。悠長な会話をしているヒマはない。ここまで脱ぎ去ってくれれば、散弾でケリが付く。それでも俺は、その女に目を奪われていた。あのバニーガールに似ていると言えば、似ている。今、埠ふ頭とうで美み舟ふねとやり合っている方ではなく、俺の左腕を十年以上前に叩たたき落とした方の呂ル小シヤオ丑チヨウと。


    　胸元からサングラスを引き抜いて、女が目にかける。俺に見せつけるように。


    「……何な故ぜ、撃たない？」


    「俺の人生の山場って奴だ。あっさり終わらせるのも味気ない」


    「私も、いちいちお前を追ってくる必要はなかったんだが、ケリを付けたくてな」


    「何か余計な真ま似ねを一つでも二つでも経由しねえと、人生何にも面白くないからな」


    「全くそれには同意する。これからする事は、本当に無意味だ。お前は有り金を全部吐き出して、回収も出来ずに逃げるだけ。私はその金を拾っていけばいいだけなのに、わざわざこんな真似をしている」


    「ラスネイルは？」


    「海の上で呂小丑に討たれた。死体は海の底だ。この鎧よろい一領はせっかくなので着てみたが、あの男も相当な変わり者だな」


    「会ってみたかったもんだ」


    「もうじき会える等というのは日本的過ぎるか？」


    「いや。世界共通だろ」


    　首を刎はねて人を殺すのが普遍の殺し方であるように。


    　俺は「判事」を片手で構え、右手を伸ばし、後部座席のヘッドレストに乗せた。そうでもしなけりゃ重くて構え続けていられない。こんな銃を護身用に持ち歩いて人をバカスカ撃っていた女が昔いた。


    　俺にはその程度の筋力もない。あの頃よりも弱っているかも知れない。デスクワークと営業回り。筋肉が必要な局面は他人を雇ってそうさせた。要するに人並みなのだ。疾はや鷹たかには期待したが、天性の物は基本、俺を守る為には使えそうになかった。


    「……疾鷹、走るのは得意だろ。一人で逃げたきゃそうしてもいい」


    「あんたを守らなきゃ意味がない」


    「工夫しろよ、工夫を。俺がここであの女に殺される可能性は酷ひどく高い」


    「銃を持ってるのにか？」


    「あの女はそれを分かっていて鎧を脱いでる」


    　脱いでる最中に撃つべきだったか。いや、そこまで甘くはない。完全に着ていてもあの動きが出来たのだ。誘ってみたが、俺が乗らなかった。だから興味が湧わいてきた、という所か。


    　それにしたってあの、ルビーレンズのサングラス。俺には悪夢の象徴でしかない。


    「……じゃあやるか？　一、二の三で殺し合いだ、道みち場ば怜れい」


    　俺の古い名前を呼びやがる。俺自身、忘れていたような名前を。その名前は裏社会じゃそれほど意味を持たない。ごく、一部の関係者を除いては。


    　女は両方の拳を固めて低く構え、半身になる。つま先立ちのその足運び。嫌というほど記憶が、思い出したくもない記憶が蘇よみがえってくる。その構え。その佇たたずまい。古今東西の格闘技と呼ばれる物は幾つも見てきた。中国拳法の型も無数に確認してきた。そのどれとも違う。間違いなく呂ル小シヤオ丑チヨウの構えだ。


    　俺を放っておけなかった理由。言葉にしなくてもそれが伝わってくる。察してやるのは親切すぎて嫌だった。


    「……呂小丑でなければ何なんだ、お前は？」


    「妹だよ。姉貴の仇あだ討うちって事だな。親父の仇討ちでもいいけどな」


    　そして拳を、右の拳を微かすかに突き出す。


    「……言っておくけど、私は殴り合いに関して言えば中華全土の人間と組み手をしても負ける気がしない」


    　俺の義手より強そうな手だった。俺の義手なら、落ちた兜かぶとを握りしめ歪ゆがませ引き裂いたまま、まだモーター音を響かせている。気にしていられなかった。判事の一撃が、この女にどれだけ通じるかに賭かけるしかない。当たるかどうかさえ運任せだ。


    　外せば、もしくは通じなければ、俺は死ぬ。


    　一。


    「……くだらねえ喧けん嘩かはやめて手を組むってのはどうだ？」


    　二。


    「一番賢い考えだと思うけれど、私たちは多分そこまで賢くなれない」


    「人生のイベントを自分で起こさなきゃ納得いかない。因果な話だ」


    　たとえその結果滅びても。受け身ではなく攻めの姿勢を保ち続けたい。


    　そして三。


    　引き金を容赦なく引けた。腕が盛大に跳ね上がる。いつかサブマシンガンを撃ったその時と同じように。違うのはただ一度きり。そして放たれるのは一度に九発の散弾。これは勿もち論ろん、届かない。躱かわされるに決まっている。躱す先を読めるかどうか。俺は車内にいる。正面からしか、アクセスできない場所だ。上下左右どこへ躱そうと、もう一度、正面に来なければならない。撃ち続けていれば近寄れない。


    　普通なら。こいつの姉は普通じゃなかった。覚えている。


    　銃口を、上へ。弾倉が回転する。リボルバーは込める弾を選べる。初弾は九粒弾。そして二発目は、マグナム弾。弾頭は徹甲弾仕様。本来、拳銃サイズの銃が撃つ弾はそれほど貫通能力を重視しないが、俺の目的はバニーガールの装甲を貫ける代物だ。


    　こん、とルーフに着地する薄い音が、凄すさまじい圧力を持った音に変化する。


    　同時に撃つ。撃った衝撃で腕が肩から外れた。おかしな体勢で撃たざるを得なかった。射出の衝撃が俺の残った貴重な右腕まで使い物にさせなくする。弾はルーフを貫いて、同時にルーフが車内に大きく陥没する。


    　こちらからの運動エネルギーをまるで無意味にするような、装甲車仕様にしたファントムのルーフを一発で陥没させる踏み込み。歪ゆがんだ車内で身動きが取れなくなる。もう腕も使えず弾も撃てない。


    　疾はや鷹たかに、目で示す。疾鷹が素早く「判事」を握った。銃を撃たせた事はないが、何とでもするだろう。何ともならなくても、俺には関係ない。俺の勝負は、漸ようやく終わる。破滅する為にやった博ばく打ちで、何な故ぜか勝ち残ってしまった。


    　清算の時だ。疾鷹の事までは構ってやれない。凄すさまじい震脚で真上から引き裂かれめくれ上がったルーフが、俺を切り裂く。その隙すき間まから拳が落ちてくる。まるでこの女のその拳にまとわりつく、かまいたちのように金属片が首に食い込み、動脈から気道までばっさりと切り裂いていた。


    　もうじき会える。日本風の発想。そうだろうか。


    　少なくとも俺は、そこまでしてラスネイルに会いたいとは思っていない。会いたい面子メンツなら、他に五人もいるのだから。
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    　うなじがひりつく。


    　握りしめた柄に、何も巻いていない事が悔やまれるほど、平常心を保つのが難しい。汗と緊張で滑るのではないかと不安になってくる。


    　目の前にいるのはバニーガールの姿をした、何か。皆が言うほどおかしな格好だとは、思わない。私だって白くて赤い巫み女こ装しよう束ぞくだ。世間からしたら十分に変な格好だろう。とはいえ、目と耳を塞ふさいでいる彼女の姿は、常識を持たない私にも異様には思えた。


    　生まれた時から剣を振っていた記憶しかない。それをしろと言われ、従ってきた。


    　他に何をしようとも思わなかった。やれと言われた事をやる。それだけで精一杯で、しかも私は、充分にやれてしまっていた。他の誰もが出来ない事が出来た。南なん斗との付ける注文に応えられる事が出来ていたのは、私だけだった。


    　私一人が命令を遂行できる。それがいつしか誇りになった。元から学校にすら通っていない。集団生活は数人規模しか知らず、互いの年もまちまちだった。年上の体の大きな子よりも巧く出来た時に感じる充実感、そのぐらいしか、私は喜びを知らなかった。


    　正せい眼がんで、大刀を構える。守りの構え。引き込んで、斬きり返す。そういう構えだ。だが、目の前にいる相手は視界を持たず聴覚もどうやら持ち合わせていない。そういう相手に誘いの構えがどれだけ意味を持つのか自信がない。


    　バニーガールの右手には巨大な柳葉刀が握られている。片手薙なぎの一いつ閃せんで、三人の首を正確無比に斬り飛ばすのを見た。私でも、片手であれを出来るかどうか、自信がない。目と耳を塞ふさがれたら、完全に無理だ。


    　目を塞いでの鍛たん錬れんは経験がある。恐怖しかなかった。今まで容易たやすく出来ていた事が何一つ、出来なくなる。南なん斗とには目に頼りすぎだと怒られた。才能のある人間は得てしてそうだという。私がそうらしいのだが、他人より優れている人間は、五感全てを十二分に利用する。だから一つでも欠けるとそれに戸惑う。


    　出来る事が無数にあるから、迷う。そういう時は、一つに絞れと言われた。たとえ視界を失ってもこれならば出来る、という一撃。私が覚え込まされた技の一つに、例えば「蜻蛉とんぼ」がある。鹿児島の剣術で、とにかく上から下へ、凄すさまじいばかりの踏み込みと速度でただ打ち下ろす。鍛錬はどれだけ早く打ち下ろせるかだけを主眼に置く、雑な技だ。


    　雑だが、シンプルでもある。何も考えなくていい。とにかく前へ前へ、小こ賢ざかしいやりとりなど不要で、より早くより先に斬り殺せば勝ち。何でも幕末の混乱期にこの「蜻蛉」が無類の強さを誇ったのは、戦いくさ馴なれしていなかった人間にも使いやすかったからだと南斗は言っていた。
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    　私は余り好きではなかった。「そくひ」の方が好きだった。あれは楽しい。遊んでいる、という気持ちになる。初めて人を斬きった時は「蜻蛉とんぼ」だった。あっという間にそれは終わった。何一つ面白くなかった。二度目は「そくひ」で転がし続けた。相手が短刀を持っていて、こちらに突きかかってきたからというのもある。何度転がし投げ飛ばしてやっても向かってくるものだから、一〇分以上は繰り返した。最後は疲労しきって立ち上がれもしなくなった相手を「平法」で首を飛ばした。


    　相当、怒られたが、後悔はなかった。二度とやるなとも言われなかった。単にもっと短い時間で終わらせろと言われただけだ。この国には警察という組織があって、人を殺すと逮捕されたり、場合によっては首を絞められたりしてしまうのだと、二人目を斬って初めて教わった。


    　私は剣を取る限りにおいては、何だって出来る。他の事は、何も知らない。きっと出来ない。これしかない。この国では認められていない分野において、他人を圧倒的に引き離すほどの才能に恵まれてしまった。


    　だから他の事をしようとは思わなかったし、先の事も考えてはいない。殺せと言われれば殺すだけだ。刀を使うなと言われたら、ちょっと困る。その程度の話だ。私には「未来」や「将来」という概念が酷ひどく希薄だった。


    　このバニーガールにはあるんだろうか。獣のように動き、まるで「蜻蛉」のように速く、より先に、力と勢いで押している癖に正確無比に首を落とす。目と耳を塞ふさがれているから受けに回れないという感じでもなかった。時折、こちらのここぞという一いつ閃せんをひらりと躱かわす。まだ刀同士を打ち合っていない。打たせて貰もらえない。互いの刃が空を斬り、そして間合いを取って向き直る。


    　犬だ。


    　犬を何度か斬らされた。人間よりもよほど、苦労した。このバニーガールは犬に近い。常に痙けい攣れんしているように動く鼻孔、空気を舐なめ取るように突き出された舌。犬が舌を出すのは体温調整の為だと言うが、このバニーガールは大気の味を舐め取っている。


    　つまり犬ともまた違う。犬に近いが、同じではない。同じ立ち回りは出来ない。


    　私は犬の牙や爪相手ですら「そくひ」で投げられる。犬はとにかく牙や爪を突き立てようとしてくるから、合わせるのはそんなに難しくなかった。このバニーガールは、それを避ける。


    　バニーガール。呂ル。呂小シヤオ丑チヨウ。


    　私は、私に比肩するほどの相手に久しぶりに出会った。もう師である南なん斗とすらいつでも斬れると思っていたのだ。だから緊張する。だから白しろ鞘さやなど使いたくはなかった。鮫皮でも巻いてあったなら幾分か落ち着いただろうに。


    　見せ太刀、いわゆるフェイントはこの相手には通用しない。何しろ見せられない。こちらの構えで攪かく乱らんも出来ない。何か本質的な部分を、文字通り嗅かぎ取っている。それは「竜尾」で試した。


    　「竜尾」は見せ太刀の代表格だ。具体的に言えば、右から横よこ薙なぎに払った剣を、すかさず左から戻す。この左からの戻し、まるで竜が尾を振るような動きが、この技の真骨頂だ。一度流れた剣を戻すのは至難の業わざなのだ。最初から狙ねらえばどうしても初太刀に緩ゆるみが出るが、私は本気で薙げる。その上で引き戻せる。見せ太刀すら本命に変えられる。二度、放てるのに等しい。


    　それにすら引っかからない。跳び、躍り、そして回る。尋常な動きではなく、その動きから不意に、柳葉刀が突き出され、或あるいは奔はしってくる。躱かわすのに神経をすり減らす。向こうは読んでいるかのように余裕のある体捌さばきだというのに、私は一歩遅れて、寸前で反応しなければならない。このままでは押し切られる。間合いを取って仕切り直す度に、こちらの消耗が激しくなる。


    　攻めてきて欲しい時には攻めて来ない癖に、こちらが攻勢に移る出鼻で合わせてくる。そして一歩後れを取り、何とか凌しのぐ。その繰り返しだ。遠からず、私の首も落とされるに違いなかった。


    　周囲に邪魔が多い。たまに、私と呂ルの近くどころか間に転がり込んでくる奴までいる。みんな私か呂に斬きり殺されていて、私たち二人が殺した数の方が多いのではないかと思えてくる。


    　いい感じの邪魔、というのはまだない。私に運が向いていない。これを利用すれば呂の先を取れるという形での乱入がない。しかし私にとって不都合な邪魔もなかったから、その点で、運だけなら、私も呂も似たような物だ。


    　運任せで戦うなどいつ以来だろう。それだけはするなと教わったのに。このままではいつか負けると予想されるのだから、いつまでも暢のん気きにしてはいられない。こちらから仕掛けなければならない。刀同士さえ噛かみ合えば、「そくひ」で投げられる。が、そればかり狙っても仕方ない。


    　刀を持ち上げた。右肩から真上へと、刀身が生えているように見える変則八双の上段。それは「蜻蛉とんぼ」の構えを通り越して更に上へと迫り上がる。


    「蜻蛉」は示じ現げん流を称した流派の技だが、その示現流の中でも更に先の打ち込みに特化したという薬丸派の蜻蛉だ。このまま全身の体重を乗せ、倒れ込むように大上段から斜め下目がけて打ち下ろす。


    　上から下。すらりと後ろに躱される。躱したそばから後の先を取ってこちらに来るのを期待する。打ち下ろした刃を手の中で操り、寝かす。すると僅わずかな空気抵抗が生じ、勢いが弱まる。


    　その弱まった刃を引き上げる。杭くいを抜くように背筋を稼働させて、刃がしなるような勢いで、今度は左上へと走らせる。まず間違いなく、この返しで殺せるが、呂はこれすら跳んで躱した。


    　が、まだだ。跳ね上がった刃をまっすぐに、今度は小細工無しに垂直に正面から打ち込んでやる。変則ではない、何の変哲もない大上段だが、今まで使っていない。呂が何で周囲を感知しているのかは知らないが、何にしても馴なれという物は生じる筈はずで、そこにつけ込む為だけに、最も単純なこの太刀筋を取っておいた。


    　捕らえた。間違いなく頭ず蓋がい骨こつを両断するという一刀。呂ルはもう踏み込んでいたのだ。


    　私の刀身が、呂の顔面を滑っていく。骨を断てない。頭蓋を割れない。


    　全身を恐怖が貫いた。


    　脳天から鼻先まで、皮一枚を斬きり裂いてやったが、それだけだ。骨が、異常に硬い。刃が通らない。滑り落ちた切っ先を持ち直す。まだやれる。私は五回まで斬ざん撃げきを繋つなげられる自信がある。それを「平法」という。刃やいばの軌道が「平」という字を描く事からそう呼ばれる。書き順はどうでもいい。八双からの打ち下ろし、斬り上げ、大上段。そして横よこ薙なぎを左右から二度。だが途中で止めた。まだ気け取どられてはならない。


    　三回目で当たったのだ。三回目を警戒させれば、次は四回目が。それでもダメなら五回目がある。この骨が硬くて断てない、という事実をまず受け止めなくてはならない。固こ執しつしていたら、翻ひるがえってきた柳葉刀に首を落とされていただろう。


    　まだ冷静さがある。これを失うと、死ぬ。周りが、見えているにもかかわらず見えなくなる。そういう状況が最もまずい。


    　呂が顔面を割られて苛いらついたのか、攻勢を深めてきていた。つまり、踏み込んできてくれている。こちらにとっては有り難い。呂の顔面に、糊のり付けされたような包帯は、断ち切られてもまだ貼り付いていたが、潮風に嬲なぶられて微かすかに動いている。その動きも、呂には苛いら立だたしい筈はずだ。


    　今なら引き寄せられる。こちらが漸ようやく一歩、上回った。呂は先の先、に踏み込みすぎている。後の先が取れる。左手を柄えから離し、脇わき差ざしに手をかけた。引き抜いて、両手に剣を握る。二刀流は実用的ではないと言われているらしい。そう南なん斗とから聞いた。乱戦になった場合にとにかくその状況から抜ける為に、滅めつ多た矢や鱈たらに振り回す時ぐらいしか使えないと。


    　しかし。しかし、だ。他と組み合わせればどうか。一方を守りの受け太刀にのみ使えるとしたらどうか。受けた瞬間に返し技を使える私にとってはどうか。それは盾たてとしての意味以上の物となる。


    「そくひ」だ。呂が完全に攻勢に回ってくれてはじめてこれが使える。猛烈な勢いで突っ込んできて突き出されてくる柳葉刀を、大刀で絡め取る。鍔つば迫ぜり合いが鈴なりの金属音と共に発生し、その瞬間、あれほど手こずっていた呂の奇抜な動きの全てが全身に伝わってきていた。柳葉刀を大刀で絡め取る。そして力の全てを受け流し、放り投げる。


    　呂が平へい衡こう感覚を喪失したのが分かる。私が奪い取った。自らの意志で跳ねるのではなく、放り投げられたと気づく。体勢を立て直す時間など本来ならないが、相手は音に聞こえた呂小シヤオ丑チヨウだ。この瞬間にケリをつけたい。


    　脇差を、まだ空中にいる呂に目がけて奔はしらせる。その瞬間、呂が頭に付けているヘッドドレスが動くのが見えた。風に流されたのでも、放り投げられた余波でもなく、まるで本当のウサギの耳のように自分の意志で動いたのが見えた。飾りにしか見えなかったそれが、私の脇差が滑り来るのを補足していた。


    　そのヘッドドレスからの情報を起点に呂ルが動く。まだ空中にいて、上も下も分からない状態だろうに、自分がどういう状態なのかを理解したとしか思えなかった。空中で、動きを変えて見せたのだ。背筋で反り返って、強引に体勢を戻す。


    　つま先で、私が突きだした脇わき差ざしの刀身に、体重を感じさせずに降り立っていた。振り払おうとした瞬間、私の体勢が崩れる。刀身を蹴けられている。私の刀を上から蹴って、そして私に殺到する。真上から振り下ろされる、全身の回転を加えた柳葉刀の一いつ閃せん。


    　死が見えた。


    　私が散々、他人に与え続けてきた、一方的に投げつけて回ってきた「死」が私の頭上にあり、そこから降り注いでくる。硬直させなかった。死の前で竦すくまずにいられたのは、頼まれ事をしていたのを思い出したからだった。


    　疾はや鷹たかと灰はい人とは逃げ切っただろうか。それは全く分からない。だがしくじっていたら、しくじって尚、疾鷹が生きていたら、私は必ず殺すと約束していた。頼まれ事などされたのは初めてだった。それは常に試され測られるような命令とは違って、私を信用して申し出てくれている、頼りにされている、という充足感があった。


    　初めてのお使いも為し得ずに死ぬのは癪しやくだった。頼りにされているのだから、その期待に応えたい。命令に従うのにも飽きてきていた。


    　全身の骨と筋肉が軋きしみを上げる。相当無茶な体捌さばきで埠ふ頭とうのコンクリートに転がった。地べたを這はいながらもまだ剣は離さない。これはこれで一つの型だ。地べたから放つ剣を「落葉」と呼ぶ。


    　欠点は立ち上がりにくい事。そしてここからでは「そくひ」が使えない事。「そくひ」だけではなく殆ほとんどの技が使えない。「落葉」の体勢からやれる事は限られる。代表的な技は脛すね薙なぎだが、跳ね回る立ち回りを多用する呂小シヤオ丑チヨウ相手にはいかにも分が悪い。相手が真っ当な剣士であれば、「落葉」からの脛薙ぎはかなり効果的だったが、通用する相手ではない。


    　立ち上がらないとまた追い込まれる。呂のつま先がステップして地面から離れる。私が転がって躱かわした地面に突き立つのは、ピンヒールの踵かかと。気にしていなかったが、あれも必殺の武器となり得る。


    　命中させても骨は断てない。


    「そくひ」で投げても空中で立ち直る。


    　地べたからの攻撃は殆ど当てられないどころか、こちらがいい的まとになる。


    　大分、向こうの勝利条件が揃そろってきた。だがこちらにとっても有効な技を考える手がかりとなってくる。私は、技だけは多様に揃えていて、そして全てを使いこなせる。まだ、やれる筈はずだ。呂の顔面も骨を断てなかったとは言え、縦に斬きり割いているのだ。


    　また踵の踏み下ろし。一拍遅らせて、脇差を合わせた。敢あえて遅らせた。コンクリートに踵が突き刺さった瞬間を狙ねらって、切っ先を地面に突き立てる。「鎧よろい貫き」と呼ばれる技だが、鎧ではなく地面に突き立てた。代償は、脇わき差ざしを失う事。


    　呂ルの脚を戻すのに、突き立てた脇差が邪魔になる。踵かかとが食い込んだ瞬間に、足の甲を掠かすめるように斜めに突き立ててやったのだ。これは視角がなければ戸惑う。実際、呂は脚を戻すときに引っかけて、戸惑った。私が心から渇かつ望ぼうしていた、一瞬の隙すき。ここで立ったままであったなら、首を断てていたというのに。


    　立ち上がった時には、呂は脇差から脚を離してしまっていた。私は再び立ち上がれていたが、脇差を拾う余裕はない。この大刀のみで、もう二刀流からの「そくひ」は使えない。


    　呂の顔面から溢あふれる血が太い帯となって流れ、顎あご先さきから滴したたり落ちている。大した傷ではない。が、感覚器官を活用するであろう呂にとって、その肌触りはそれだけでノイズとなる筈はずだ。


    　相手の隙を探そうとしている。必死になって相手に付け入ろうとしている自分がいる。


    　怖い。とても、怖い。殺されてしまう事に恐怖を覚える。いつ死んでしまっても仕方ないと思って生きてきたというのに、この相手から堪たまらない恐怖を感じる。ここで死んでしまったら、頼み事を果たせなくなるという恐怖。


    　私は未来を見てしまっている。呂はきっと何も見ていない。その視覚と聴覚が塞ふさがれているように、自分の将来など考えてもいないだろう。それは強さにも弱さにも繋つながる。だがどう繋げたらいいのか、私には皆目、見当が付かない。


    　私の両手に残っている大刀が一口。私はこれで未来を切り開く。


    　村むら正まさの銘を持つニセモノの刀。ニセモノとはいえ本物より斬きれる。そして斬れるのでさえあれば、私は無銘の刀でも一向に構わない。再び立てた今の私が技を繰り出すのに耐えうる代物でさえあってくれれば。


    　柳葉刀の一撃が殺到する。不用意な斬ざん撃げきに思えた。誘いではと疑うほどに、大おお雑ざつ把ぱな一いつ閃せん。だから大刀でそれを絡め取れた。考えている余裕はなかった。触れ合った瞬間に「そくひ」で呂の体を放り投げる。


    　立て直すのはもう確認している。空中にいる相手目がけて、蜻蛉とんぼの一閃。竜尾の返し。大上段からの唐竹割り。更に二度の横よこ薙なぎ。一呼吸も休まず一切のたたらも踏まず、空中にそれを叩たたき付ける。


    　届く。必ず届く。骨で弾かれても構わない。当てる事で呂の体勢を崩せればいい。


    　脇腹に激痛が走った。呂の踵が、ピンヒールのヒール部分が私の脇腹に深々と突き刺さっている。だがこちらも二度、当てた。引き換えに私の腹筋が貫かれた。怯ひるんではいられない。呂の体が地べたに転がる。血ち塗まみれの呂小シヤオ丑チヨウが生きたまま焼かれる蛇のようにのたうち回っている。


    　殺せる。いや殺す。必ず、殺す。


    「鎧貫き」で真上から、大刀の切っ先を突き立てて埠ふ頭とうのコンクリートに縫い付ける。厚い鎧すら貫通せしめる必殺の突き。隙間を狙うのではなく真っ向から装甲を貫く。これは理論を説明しろと言われても、巧く言葉には出来ない。貫けるのだと思える瞬間があり、心構えが生じる。その時は防火用の鉄てつ扉ぴといえども貫通出来るのだ。


    　呂ル小シヤオ丑チヨウの顔を一瞬見た。目が合った。赤い瞳がこちらを見ている。包帯が剥はがれ落ちて目も耳も露出している。潮風に吹かれてぼろ布のような包帯が剥落していく。その向こうに見えた双そう眸ぼうはとても盲目のそれとは思えず、きっと耳も聞こえるのだろう。


    　だからいきなり攻勢が雑になった。今まで見えず聞こえなかった物が突然、可能になった。溢あふれかえる情報量の流入が、呂小丑の隙すきそのものとなった。今この瞬間でなければどうとでもなっただろうに。


    　村むら正まさが呂小丑の胸板を貫いた。その下にあるコンクリートにすら深々と、泥に刀を突き立てるように易やす々やすと埋まっていく。呂小丑の口から言葉にならない絶叫が轟とどろいた。


    　勝った。呂小丑はまだ生きているが、勝った。とどめを刺すには、もう一口の剣がいる。さっき捨てた脇わき差ざしが使える。近くに斜めに突き立っているそれを見つけ、手に握り、引き抜いた。呂小丑が、自分を貫いて縫い付けている村正から逃れようと藻も掻がいている。


    「……お覚悟を」


    　呟つぶやいて、脇差を持ち上げた。脇腹の激痛が酷ひどい。内臓をやられているかも知れない。


    　まだ人が周囲にいる。とても鬱うつ陶とうしい。目の前に来なければ、斬きらない。というか斬り捨てている余裕がない。早く呂小丑にとどめを刺さなければならない。灰はい人とからは、確実に殺すまで安心するなとくどく聞かされている。そして私も、その通りだと思っている。


    　人ではなく獣なのだ。


    　人は死ぬと理解した途端に力が抜ける事が多い。まだ動ける、まだやれる、まだ殺せるなどと執念を燃やす事は出来ないのだ。悟って、諦めてしまう。犬を斬った時に、最初に後ろ足を一本、斬り落とした。それなのに犬はまだ向かってきた。なくした足をなくしたとも理解せずに襲ってきた。獣はそれが怖い。だから完璧に殺すしかない。埠ふ頭とうに縫い付けられている呂小丑なら、殺せる。私のように再び立ち上がって来たのなら、胸板を大刀で貫かれている状態でも私は確実にそれを殺せるとは言い切れない。


    　呂小丑に向かう私の前に、不意に、誰かが転がり込んできた。それは何ど処こから現れたのか分からないほど唐突だった。突然、地面から生えてきたかのような、気配という物が希薄な存在だった。


    　男だった。両手に、六尺棒を構えている。捻ねじれて絡み合った二本の長ボルトのような、鋼はがねの六尺棒。その姿に見覚えがある。武器は違うが、浅黒い、その顔に見覚えがある。雪の降る中で殺し合いをした。


    　殺しきれなかった相手だ。今ここで殺して欲しいと言うなら、そうしたっていい。


    　やれるだろう。脇腹は貫かれているけれど無手ではない。何より、この男が呂小丑より強いとは思えない。手強いだろうが、勝てなくはない。邪魔をしないで欲しかった。殺して欲しいなら、きちんとお願いしてくれれば私は喜んでそうするというのに。


    　そう言えば、疾はや鷹たかと灰はい人とはどうなっただろう。


    　私の出番はまだあるのだろうか。なければ疾鷹にとってそれが一番幸せな結論なのは理解しているけれど、どうしても私は、頼み事をされたという充足感を忘れられずにいる。責任を取って欲しい。


    　六尺棒が唸うなりながら繰り出されてくる。蛇のように撓しおりながらこちらへするすると伸びてくる。あの鉄の塊がここまで撓るかという振り回し方をしている。見事な腕だ。上から目線でそう思う。事実、私が上だった。


    　脇わき差ざしで受けて、受けた瞬間、放り投げた。武器をどれだけ変えようと、接近戦で打ち合いになれば私は必ず投げ飛ばす。空中で姿勢を変えられるなどというのは、呂ル小シヤオ丑チヨウくらいな物だ。


    　後にして欲しい。呂小丑の首を落とさなければならない。


    　私の鼻が、違和感のある匂いを嗅かぎ取った。思わず歩む足を止める。この潮風と血と硝しよう煙えんと、人いきれの匂いが立ち籠こめる埠ふ頭とうの真っ直中で、獣そのものの匂いが濃密に流れてくる。何事かと、つい、足を止めてしまった。


    　呂小丑が不意に蘇よみがえった視覚と聴覚に戸惑ったように、不意に刺激された嗅きゆう覚かくに私は混乱した。そんな匂いはしない筈はずなのに。魚の匂いではなく、犬。オオカミ。熊。そう言った獣の匂いが感じ取れたのだ。


    　視覚と聴覚は六尺棒の男に向けられていた。嗅覚が異常を感じ取った。


    　光が閃ひらめいた。見えたのは鋼はがねの刃。テンガロンハットを被かぶった女が振るう横よこ薙なぎの一いつ閃せん。首を狙ねらった一撃。柳葉刀よりは小振りだが、刃が厚い。鉈なたのような刃。咄とつ嗟さに、後ずさってそれを躱かわした。躱した心算つもりだったが、脇腹の傷が私の動きを妨げる。


    　脇差では受けきれなかった。躱して、返しで斬きり捨てる。それもまた脇腹に穿うがたれた穴によって、そこからみるみる溢あふれ出る血液の流出によって妨げられていた。


    　分厚い剣鉈。ボウイナイフと言うのか。それが私の見た最後の光景。


    　横薙ぎの一閃が、私の両目を斬り裂いて、そして永久に私から視界を奪い取っていた。

  


  
    


    


    19.ANIMATED OBJECT

    


    



    　兄貴の事は単純に好きだった。


    　別に理由はない。家族を好きなのは当たり前だろうと思うし、他人に説明しなきゃならない事でもないとも思う。その兄貴が、見るからに長生きできないか、生きていたとしても損するだけの人生なんだろうなと気づいてしまったら、何か助けてやろうと思うのもまた当然ではないだろうか。


    　それはあたしの生き甲が斐いでもあった。他人の役に立てるというは、酷ひどく楽しい。


    　兄貴にくっついて、兄貴のやる事の役に立てる。それだけ考えてそれだけを実行していれば、あとは余った時間で、全裸でポールダンスをしたり、ハンティングに出かけたり、まあそれなりに暢のん気きにあたしは過ごせていた。


    　その兄貴があっさり死んだ。その直後はテンションが最高潮になったけれど、正直、今はそれほど気にしていない。兄貴がいずれ死ぬのだろうな、殺されるのだろうな、などというのはティーンエイジャーの頃から悟っていたし諦めてもいた。


    　このまま田舎に引っ込んで自給自足。それでいいんだろうし、それ以外に思いつく事もない。かなり早いが世間的には引退のタイミングという奴だろう。金なら多少あるし、多少でいい。


    　そこまで損得勘定で割り切れるのなら、あたしは兄貴の面倒なんか見ていない。


    　そのうち何かのきっかけで兄貴からは離れていたかも知れない。例えば男が出来るとかで。それで用心棒ごっこはおしまいで卒業だ。私から離れる理由はそのぐらいだ。兄貴が似たような理由で私から離れるというなら、それでも良かった。


    　殺されたというなら話は別だ。死なせてしまったとなれば尚なお更さらだ。すごすごと逃げ帰ったのでは、これからの先の人生にしこりが残る。きっといつまでも気にするだろう。今まで楽しいと思っていた狩りも楽しくなくなってしまうかも知れない。


    　狩りは良かった。最初は興味本位だった。やがてあたし一人の趣味となった。罠わなも使わない。銃器も制限する。待ち受けるのではなく追う狩りだ。獣と同じ山道を走り、同じ岸壁にしがみつき、一瞬の隙すきを突く。それは用心棒稼業でも役に立った。


    　獣を狩るのに比べたら、人間を狩るのは実に容易たやすいと思う。


    　相手が獣人でさえなければ、だが。人間は犬猫にも素手では勝てないと呂ル商会の女が言っていたが、そんな事は分かっている。そしてそれが一般論だという事も。世の中には素手でも獣を狩れる人間がいる。私はさすがにそこまでのレベルにない。


    　ボウイナイフ。装そう填てんに手間のかかる旧式リボルバー。その二つでどうにか獣に競せり勝てる。削りに削ってみたが、やはりこの二つは必要だった。ライフルを使うのは楽すぎる。そして獣の呼吸と体温に肌がひりつかない。要するに楽しくない。


    　食う為なら殺してもいいと言う。勿もち論ろん狩った相手は何であれ食うが、あたしの目的は戦う事だ。そして殺すのが目的でもないから、自分を縛る。


    　人間を殺しても食ったりはしない。敢あえて戦いたいとも思わない。


    　殺す事がその時だけ、目的にすり替わる。兄貴に頼まれればそうする。そしてこっちが気を使って先回りしたりもする。ずっとそう割り切ってきた。兄貴がいなければ、あたしは望んで人を殺す理由は持てなくなる。


    　これが最後の気遣いだ。もしくはただの憂うさ晴らし。どっちでもいい。あの派手な紅白の女を殺したところで兄貴は喜ばないだろうし、生き返ったりもしてこない。そして生意気な事に、あの女はあたしよりも強い。


    　獣に勝てる人間の一人だ。そしてこの女がやり合っていたのは、獣そのものみたいなバニーガール。正直、割って入れなかった。ずっと物陰から、プリーストと様子を窺うかがっていた。物陰に潜ひそむとなると、プリーストは私の邪魔にならないどころか、私より気配を殺すのが巧いという気がする。


    　私はどうしても様子見だけでは終わらない。必ず仕留める機を窺う。プリーストにはそれがない分、より深く闇に潜めるんだろう。


    　正直、便利な男だった。気を許してしまう部分がある。惚ほれてみないかと言ったのも満更冗談ではない。存在感をこうまで消して、必要な時だけ必要な分だけ動いてくれる。利便性だけで恋愛を持ち込むのもどうかと思うが。


    　兄貴はあたしを管理してくれたし、使ってもくれた。だから社会性を持てた。兄貴がいなくなった今となっては、もう世間に未練はないが、プリーストのような男はまた、あたしのような女を世間と繋つなげてくれるかも知れない。


    　将来の事を初めて自分で考える。未来の事を。引退して山の中に籠こもってしまえば、私は趣味の狩り以外には何もしなくなるだろう。そして、それだけで食っていける自信もある。それは本当に楽しいんだろうか。それ以外の道も模索できるのではないだろうか。


    　プリーストといるとそういう事を考えてしまう。基本的に人見知りのはげしいあたしが何も気にせず他人から感化さえされるというのは、希有な事だ。


    　巫み女こと呂ル小シヤオ丑チヨウの戦いを見ながら、それすらどうでもいいと思えてくる。


    　じきに警察も来るだろう。恐ろしく派手な銃撃戦になっている。港の埠ふ頭とうで銃撃戦とは、何ともクラシックな展開だ。貨物船からは呂商会の手が伸びてきているし、灰はい人とが用意した連中もそれなりにやり返している。が、灰人側はどうしても「巻き込まれたから反撃する」という場当たり的な動きになりがちで、呂商会は最初から殺す気で襲っている。装備も段違いだ。


    　ラスネイルがどうなったのかも分からない。恐らくは死んだ、とプリーストは言っている。私が兄貴を失ったのと同様に、指示する上役がいなくなっても、プリーストはそんなに気にしていないだろうし、この世界から引退もしないだろう。


    　自分という物をちゃんと持っていて、自分の欲求も理解していて、どうすれば人生が楽しくなるかをプリーストは分かっている。私には分からない。


    　灰はい人ともいない。あのロールスロイスで走り去った。


    　グレイもいない。この場に来るほど間抜けじゃなかろうが、お目当てだったダイヤも大金も、この有様では拾えない。ここにいるのは呂ル商会の連中ばかりで、他の手合いが全く見あたらない。兄貴が死んだからというのもあるだろうけれど、グレイは幾つものグループを常に雇い入れる事でお互いを牽けん制せいさせ、裏切りを防ぐ事を好む。


    　呂商会が裏切らない、という確約を持っているとしたら、グレイらしくない。


    　それは呂商会の信用問題ではなく、グレイという男の有様としての問題だ。


    　兄貴はずっと、今回の取引に疑問を抱いていた。プリーストも同じ事を悩んでいた。兄貴にもプリーストにも分からない事が、私に分かる筈はずがないが一つだけ言える。根拠もなく直感で、私は、呂商会のあの女、ティエンとかいう小間使いが気に入らなかった。


    　あいつが何もかも仕組んでいるんじゃないかと思うのは、気に入らないからだ。黒幕にしてしまえば恨む理由になる。まあ、何の根拠も証拠もないから兄貴にも、プリーストにもそれは言っていない。


    　獣と競り合える私と、獣に限りなく近い巫み女ことの戦いがまだ続いている。


    　目まぐるしい刀身のやりとり。ナイフで浅く斬きるような接近戦なら、長期戦になり互いに切り傷だらけになる。あのサイズの武器で、あの勢いでやり合えば、二合や三合のやりとりで決していてもおかしくはないというのに、何十合やりあったか数え切れない。


    　その潮の流れが唐突に傾いた。かなり不用意な攻撃を、呂小シヤオ丑チヨウが突然仕掛けた。対たい峙じに耐えきれなくなったというより、突然、雑になったという印象だった。美み舟ふねはここぞとばかりにカウンターを取りに行く。それはこちらにして見れば、横から殴るには最高の機会。


    　示し合わせもしないのにプリーストが先に動いた。いくらここしかないからと言っても、あの死地に飛び込むのは簡単には出来ない。あたしでさえやるべきかどうか迷ったというのに、プリーストは一切迷わない。自分にとっては何の意味もない命懸けだというのに。


    　人に褒ほめられたいのだという。それがたとえ死んだ相手からの、勝手な解釈での賞賛でも構わないとまで言う。あたしには理解できないが、行動の基準が明確なのは羨うらやましいとは思う。本人はそんなに楽じゃないと言うだろうが。これはこれで面倒なのだと笑うだろうが。私が欲しい物をプリーストは持っている。


    　投げ飛ばされて這はいつくばった呂小丑に、美舟が日本刀を突き立て、とどめを刺そうと脇わき差ざしを拾う所でプリーストが間に合った。その棒術は何度か見せて貰もらっている。白兵戦の能力ならあたしに十分、比肩する。


    　あの女を追い込むには足りないというだけだ。そしてあたし個人でもやはり足りない。その我々二人が、同時に闇から仕掛ければ、音も立てず後ろから、戦っている最中の相手を襲えば、それでやっと勝利が見える。


    　見えた勝利が掴つかめない。少なくとも命は奪えなかった。首を断つ筈はずのボウイナイフの一いつ閃せんは、相手の両目を斬きり裂いて終わった。本来ならそれで勝利といえるだろうが、何しろこいつらはどこまでやるか分からない。獣相手に視界を奪ったところで、より凶暴化させるというだけかも知れない。


    　しかも距離を取られた。脇わき差ざしをぶら下げた巫み女こは、間違いなく失明している。ボウイナイフの切っ先は、頭ず蓋がい骨こつの眼がん窩かまで食い込んで断ち割った手応えがあった。少しは動揺してもいいだろうに、だらりと切っ先を下げた構えを崩さない。


    　美舟に放り投げられたプリーストが立ち上がり、私の傍そばに来る。


    　まだやれる。勝機も十分にある。だが美舟の立ち姿は視界を奪われた人間のそれではなかった。勿もち論ろん考え過ぎかも知れないが、それを確かめるにはもう一度、あの女の前に、ボウイナイフが届く距離に立たなければならない。


    「……引き下がる事をお勧めしますよ、私は」


    　プリーストの声。


    「フロストの命と引き換えに、目玉。十分でしょう。どうあっても殺さなければ対価にならないと仰るなら、別ですが」


    「元から何やったって兄貴は生き返らねえ。あたしが踏ん切れりゃそれでいい」


    「ついでにもう一つ。警官隊の第一便が到着しています」


    「……そんな感じでもねえけどな。日本じゃサイレン鳴らさないのか？」


    「先遣隊は三、四台のパトカーと相場が決まっていますが、全て撃たれています。恐らくはサイデルがやったんでしょう」


    「おめえの銃でか？」


    「ええ、私の銃で。警官隊を。この国には二度と本名じゃ入れませんよ。それはともかく、第一便が全員撃ち殺されたなんて話になったら、所轄の警官が総出で配備されます。海岸警備隊まで出動しての、完全な包囲網ですよ。今、逃げないと手遅れになります」


    　あたしも面倒はこれ以上御免だった。それでも、私が何としてでもあの女を殺すというのなら、プリーストは全て承知の上でまだ手伝ってくれるに違いなかった。


    　やめた。もう充分だ。普通に考えれば目玉を奪ってやったのだから、殺し屋としては終わりだ。あの斬り裂いた手応えは治療不可能に違いない。再起するにしたって人生をやり直すほどの手間がかかる。そこまで追い込めば十分だ。何もわざわざ、もう一度死線を潜くぐる事はない。


    　ぎしぎしと耳みみ障ざわりな音がする。鉄とコンクリートの擦さつ過か音おん。


    　埠ふ頭とうに突き刺され縫い付けられた呂ル小シヤオ丑チヨウが、自身を貫いた刀ごと、体を起き上がらせている。この世に存在する人類の中でもトップクラスで人じゃなくなっているような存在がそこにいて、蘇よみがえろうとしている。


    　あたしとプリーストの二人でも切り抜けられないような地獄の釜の底の底。


    　もうじき駆けつけるという警官隊は、ここがどんな有様か分かっているんだろうか。


    　呂ル小シヤオ丑チヨウの口からぶつぶつと、聞き取れない呟つぶやきが漏もれている。足の力だけでゆっくりと上半身を持ち上げ、それに吊られてコンクリートに突き込まれた刃も引き抜かれている。呂小丑の囁ささやきは止まらない。


    　立ち上がった。そして胸を貫く大刀に手をかけ、一気に引き抜いた。血が迸ほとばしる。自ら死を選んだような大量出血を引き起こす。助からないとは思うが、万が一にも助かりたかったら刺さったままにしておくべきだった。傷口に栓をしている事になる。引き抜いたら中身が溢あふれ出すのは当たり前だ。


    　バニースーツ姿はどこもかしこも、頭からつま先までペンキを被かぶったように真っ赤に染まり、その癖、右手にはしっかりと日本刀を握りしめている。


    　呂小丑は何の為にそこまでする？　何をどうしたらここまで戦えるというのだ。あたしでさえ兄貴が死んだ事を口実にしても、目を潰つぶしたらそれで良しとした物を、この女はまだ何かをしようとしている。


    　柳葉刀ではなく今度は日本刀を携たずさえて。元の持ち主は光を失ったまま立ち尽くしている。


    　呂小丑の包帯がなくなっている。その赤い双そう眸ぼうが、そこだけは血ち塗ぬられていない白い目玉の中で、自ら赤を主張している。その目があたしを捕らえている。瞳孔が収縮を繰り返しているのが分かった。


    　こいつは、この女は、まだ目玉という器官が持つ機能を試している。つまり物が見えるという事をどう生かしていいのか、まだ分からずにいる。


    「プリースト。……こいつも、そこで突っ立ってまだ刀持ってる女もそうだけどよ。何だってこいつらここまでやるんだよ？」


    「他に生き方を知らない。そうだと思いますが」


    「何だって人間がそんなふうになるんだよ？」


    「そういうふうに作られたからでしょうよ。呂小丑は呂商会に。あそこの巫み女こも似たような何かに。そう作られ育てられた。そう教育され育ってきた。オオカミに育てられた少女が、人として生きる事を考えるには、オオカミから引き離さなきゃなりませんから」


    「あたしゃ少なくとも自分で選択して生きてきた。だからかね、ああまではなれねえの。……見ろよ、目玉の調整に使われてるぜ、あたしら。次は殺せるかどうか試しに来る。獣と何にも変わりゃしねえ。あいつらは手足を失ってもまだ襲いかかって来るんだぜ。況いわんや、失うどころか増えたってんなら試さない筈はずがねえさ」


    　無意識に舌打ちが出る。


    「……目玉奪ってケリつけたなんて思うんじゃなかったな。終わりだと思って集中力が途切れちまった。何が何でも殺すぐれえ思ってたら、それで良かったのによ。おめえの所せ為いだからな、プリースト」


    「戦うか逃げるか、どちらにしてもお手伝いはしますが」


    「逃げられるかよ、もう手遅れだ」


    　巫み女こに手を出した時から、もう手遅れだったのかも知れない。賢い奴なら無視して消えていた。死んだ人間の為などと聞こえのいい言い訳もしたくないほど愚かな選択だ。仕方がない。そうしなければ収まりがつかなかった。


    　呂ル小シヤオ丑チヨウがその体で跳ぶ。つま先立ちからの信じがたい跳躍。両手で握るであろう日本刀の大刀を片手で振り回している。その口から理解しがたい、恐らくは中国語の叫びが間断なく放たれ続けている。


    　プリーストが迎え撃つ。勝てると思ってはいないだろう。唯一の勝機は、あたしとの連携。あたしが巧く立ち回れる事。そして呂小丑が既に致命傷と思える重傷を負っている事。後者は余りあてには出来ない。


    　プリーストの棒がまるで鞭むちのように撓しなる。撓らせながら突き入れ、細かく薙なぎ続ける事で呂小丑の動きを封殺する。手数であの呂を上回る。恐ろしく強引だ。鉄の棒がまるで攪拌機カシナートのように目まぐるしく繰り出される。そして呂がその全てを躱かわし続ける。胸板を貫かれているというのに、息が上がるのは恐らくはプリーストが先だ。


    　息が上がる前に勝負に出る。それで仕留められれば、それでいい。そうでなかった時の為に私がいる。いつもとは真逆。プリーストがオフェンス。私はディフェンス。プリーストはむしろ、呂小丑の持つ刀を狙ねらっている。少しでも摩耗させようとしている。


    　六尺棒と日本刀を打ち合わせ続ければ、いつか必ず日本刀が負ける。折れる。


    　あたしはボウイナイフを横にして、口に銜くわえ込んだ。右手でドラグーンを抜く。プリーストはああ言ったが、片手撃ちでこのリボルバーを扱える物か。何の合図も出来ない。プリーストごと撃つしかない。


    　プリーストが、呂小丑の大刀に漸ようやく一撃を入れた。ずっとスカされていた物を、漸く。柳葉刀とは扱い方が違う。しかも柄は自身の血で濡ぬれそぼっている。ずるりと音を立てて日本刀が、呂の右手からすっぽ抜けたその瞬間、私は何も考えずに扇撃ちフアニングの六連射を呂、目がけて叩たたき込む。


    　トリガーを引いたまま、左手で立て続けにハンマーを叩き弾倉の中身全てを吐き出させる。五〇グレインの過剰な火薬が手の中で炸さく裂れつし、鉛弾をまき散らす。


    　プリーストは追撃せずに飛び退のいていた。流石さすがだ。


    　呂小丑は脳天に二発、大口径の弾を浴びているにもかかわらず、首から上が残っている。だがヘッドドレスの片耳を一発が引き千ち切ぎっていた。脳天に食らった弾よりも、むしろそっちの方がダメージが大きいのが見て取れる。まるで触覚を毟むしり取られた昆虫みたいに、呂の全身が痙けい攣れんし、だらりと前のめりになり動きを止めたのは、脳天への弾ではなくヘッドドレスへの一撃に間違いなかった。


    　ドラグーンを捨てて飛び込む。口に銜くわえたボウイナイフを持ち直している時間はない。このまま、牙を突き立てるように呂ルへ、このナイフを撃ち込んでやればいい。


    　その標的が消失した。


    　呂の首から上が消えてなくなった。目が泳ぐ。夜空にくるくると回転しながら舞う呂小シヤオ丑チヨウの生首が見える。首を、刎はねられていた。そのまま海へと落ちていった。標的を失ったあたしの体が、首なしになったバニーガールと共倒れになる。傍そばに切り落とされた図太くて白い三つ編みの房が落ちていた。


    　血ち塗まみれの埠ふ頭とうで私が見上げた代物は、真一文字に両目を斬きり裂かれ、血の帯で顔を塗らし、滴したたり落ちる自身の血で白しろ無む垢くの衣装を汚した巫み女この姿だった。


    　背後から、一刀で、呂小丑の首を跳ね飛ばしていた。


    　目は間違いなく破壊されている筈はずなのに。私が、そうした筈なのに。こいつらは目が見えなくなっても敵を斬る。


    　これは、無理だ。届かない。逆立ちしても敵かなう相手じゃない。どんな獣だって狩り取ってきた私が太鼓判を押す。この自然界で一番恐ろしい獣は結局人間だ。精せい々ぜい、図体がでかくなる程度の工夫しか出来ない種とは違う。こんなふうにまでなれる。


    　プリーストが六尺棒を振るう。無駄だ。相手の格も分からないのか。それとも、分かっていて尚、あたしを救う為に働いてくれたのか。兄貴がさぞかし褒ほめてくれるだろう。私だって感謝を惜しまない。


    　六尺棒と脇わき差ざしが触れ合う。投げられる。そくひ付けとかいう技で。プリーストもそれは予期している。脇差と打ち合わせると同時に、六尺棒の後端をコンクリートに突きつけていた。大地ごとは投げられない。後端を手中に収める武器相手なら投げられるだろうが、それならどうか。


    　棒術ならではの発想。だが美み舟ふねはここに来てそくひ付けを使わない。目が、利かないからか。視界を失ったから戦い方を変えた。盲目の剣士としての戦い方に変化した。プリーストもそこまでの事は想定していない。


    　打ち合った棒の上を脇差が滑っていく。その先にはプリーストがいる。見えないならば触れて手た繰ぐり寄せる。


    　見えなくなったから。あたしが美舟の目を奪ったからプリーストは負ける。死ぬ。


    　結果としてそうなったのだろうが、結局、あたしの所せ為いでもある。ここに来なければ、国に帰ると言っていたならば、プリーストだって私を送って終わりにしていただろうに。そして兄貴はそっちの方を喜んだに違いないのに。


    　くそ、首がまた飛んだ。礼もろくにしていないというのに。


    　間断なく脇わき差ざしが翻ひるがえる。それが、あたしの首を刎はね飛ばす。実に呆あつ気けなく容赦もなく。


    　無抵抗ではいられなかった。首から上を失ったプリーストの死体目がけて転がった。両手に、プリーストの六尺棒を握って立ち上がる。美み舟ふねが更に追撃を仕掛けてくるが一拍、遅い。目が見えていない分だけ遅い。


    　六尺棒など使えない。振り回すぐらいなら出来るが、通用するとも思えない。


    　だが踊る事なら出来る。私はポールダンサーとしてなら他人に自慢できるぐらいの金を発生させられる。美舟には命で購あがなって貰もらう。もしくは私の、最後の舞台。相手は視界がないのだから逃げてもいい。きっと逃げられるが、それはない。


    　後悔したくないからここにいる。その後悔を増やしてどうするのだ。


    　柱に見立てて六尺棒を突き立てる。美舟の攻撃は鋭いが単調で、正確だがそれ故ゆえ、読める。手負いの獣はそうなる。呑のまれなければ動きは見える。猪ちよ突とつ猛もう進しんという言葉通り、勢いは加速するが基本、一直線の動きになる。


    　六尺棒と刃物が噛かみ合う。見えていれば、そんな無様はしなかっただろう。手た繰ぐり寄せようにも、武器ではなく柱だ。上下に伸びる柱を手繰ったってそう巧くは相手に刃が届かない。私は片手で、棒の上へと螺ら旋せん状に舞いながら歯車細工のように移動を終えている。口にはボウイナイフを銜くわえたまま。


    　美舟の頭上を取った。棒から手を離す。気付かれた瞬間、また棒を握った。自由落下を一瞬だけ、片手の筋肉だけで全身を停止させる。一瞬だ。固定された程じゃない。正確に上へと合わせてきた美舟の刃をそれで躱かわす。相手はアドリブが利いていない。私が落下を一瞬、止めた事までは分からない。この一瞬の隙すき間まにボウイナイフを叩たたき込む。


    　美舟の束ねた黒髪の向こう、うなじの部分に私の牙を突き立てる。


    　首を刎ねられた。


    　私の首が。振り抜いた先からバネ仕掛けのように再び戻ってきた脇差で。斬きり返しの速さが尋常じゃない。私の小細工などこんな程度の物だ。どんな獣相手にも負けなかった私が、人間の練り上げた技の前に屈服する。


    　ボウイナイフを銜えた歯を緩ゆるめなかった。


    　意味などない。意地というだけだ。そう死にたいという拘こだわりだけだ。他にどうとでも出来ただろうが、筋を通して死ねるというなら、これはこれでいい。どうせ人間、いつかは死ぬのだ。この美舟だって、そうだろう。


    　いつまで生きてどう死ぬ心算つもりなのか、この女は。私だってそんな事は真面目に考えていなかったが、美舟がそれをもたらしてくれた。もう何も悩まなくて済む。精せい々ぜい、見えない視界の中で生きていけばいい。


    　そして私の視界も暗転し、容赦なく舞台は幕を下ろしていく。

  


  
    


    


    20.T'IEN LUNG

    


    



    　しくじった。心底後悔している。


    　後悔の元を辿たどっていけば、私がまだ一〇代前半だった頃に遡さかのぼる。まだ私がティエンですらなかった一〇代前半の時期。


    　お前が新しい呂ル小シヤオ丑チヨウだと言われた時は、はいそうですかと聞き流していた。まさか目玉に図太い針を突き立てられるとは思っていなかった。冗談じゃないし正気を疑った。私が反抗的になるのも折り込み済みだったらしく、物理的な拘こう束そくから薬物まで何が何でも私を無力化させようと呂商会は躍起になった。


    　彼らの考えが今でも理解できない。とうに歴史から潰ついえた宗教の残ざん滓し。その象徴。それでいいというなら、老人たちで勝手にやっていればいい。同調するなら老若男女誰をも問わずに参加すればいい。私は絶対に嫌だった。


    　父も姉も日本で死んだ。殺された。姉など、同じ映画ばかりしつこく見ているだけの、ほぼ平凡な女だっただろうに。私ほどではなかったが、肉体的には恵まれた物を持っていた。でも、それじゃあ呂商会の跡は継げなかったらしい。


    　目玉に、眦まなじりに針を刺し脳を貫き頭ず蓋がい骨こつさえ通り抜けるという頭のおかしい施術は、被験者の肉体を超人的な物へと変へん貌ぼうさせるという。かつて西欧列強の侵攻に対して武力で劣った我が国は、元からある原始的な体技に磨きをかける事に一いち縷るの望みを見み出いだした。


    　それが義和拳だ。


    　技も型もどうでもいい。それは元からある。全ては、大砲や鉄砲の驚異と戦う為に考案され、試行錯誤され、鍛えに鍛えまくれば大砲の一撃にも肉体は耐えられるという信念、最も早はや妄想とでも言うべき理念を具現化する為だけに研けん鑽さんされた。


    　それらは全て無意味だった。当たり前だ。どれだけ鍛えたって大砲の弾に耐えられるものか。結局は旧来の武術を信奉しそれしか頼る縁のなくなった者たちが、くだらない夢物語に巻き返しの可能性を賭かけただけの事だ。


    　無残に砕かれ敗れ追い落とされた。歴史の教科書にも載っている。


    　終わったとされ完膚なきまで打ちのめされた彼らはまだ生きている。宗教団体のシンボルとして。人殺ししか能のない、それでいて人とは思えない呂小丑はそうやって生まれ、いついかなる時でも存在しなければならない。


    　呂商会の暗殺仕事は表向きに過ぎない。その強大な、異常な身体能力、かつて夢想された物の具現化こそが求められている。だから各地から金が集まる。呂商会は、個人商会として存続していける。


    　何の事はない、自分の家の軒先で喫茶店をやるような物だ。凝りに凝った利益度外視の理想の茶を煎いれる。客が来ようと来なかろうとどうだっていい。信仰は趣味に外ほかならず、だからこそいつまでも消えない。人間は趣味を持たなきゃ生きていたってつまらない。


    　他人の趣味で目玉を潰つぶされる謂いわれはない。脳を掻かき回されたくもない。一か八かで超越したいとも思わない。私は一〇代前半で、中華全土の人間と組み手をしたって負ける気はしなかったのだ。


    　実際、私を拘こう束そくして行おうとした施術は失敗に終わった。私が暴れまくって、当時の呂ル商会を半壊させてまで抵抗したからだ。


    　呂商会を裏から支える宗教組織、その窓口となる陰陽の竜。


    　彼らはそういう私を持て余し、説得を試みた。何を言われようと私は納得しなかった。生きていく意味など自分で掴つかむ物だと確信した。だが結局の所、私はただ喧けん嘩かが強いだけの女だと思い知らされる事になる。力比べなどしなくても、私を殺す事は可能だった。国を挙げてでも私を放置すればいい。陰陽の竜にはそのぐらいの力はある。店で何も売って貰もらえず、話しかけても貰もらえず、社会的な身分もない。社会との繋つながりという物を何もかも奪い取ってしまえば、それで済む。


    　後に残っているのは誰よりも喧嘩が強いと嘯うそぶいて、無人のリングに立っている私一人きりとなる。


    　そうするだけでいい。何か他に特技があるというならともかく、喧嘩が強いだけの女など、力比べにさえ乗らなければ幾らでも人生を摩耗させられる。その上で生きていたいのなら、そうすればいいとさえ言われた。


    　嫌なら目玉に針を刺せと。


    　父も姉も殺された。義和拳の究極の体現者として名を轟とどろかせ、信仰される呂小シヤオ丑チヨウが、二度も敗北を喫したのだ。その後継に私を指名し、譲らなかった。他に探せと言いたくなるが、彼らはしっかり、探すだけは探していた。それでも尚、私に圧力をかけてまで承諾させたかったのは、類たぐい稀まれな天才というのは遺伝するであろうという期待を捨てきれなかったからだろうし、実際、私は喧嘩が強かった。


    　素手で虎を倒せると自負するほどに。それを周りも認めるほどに。


    　ならばその期待を私から次へと持ち越させる、というのが落とし所だった。そうでなければ私の人生は檻おりの中で干からびていくだけなのは分かっていた。言い訳はしない。私は自分の子を彼らに差し出して、自分の人生を購あがなった。


    　幸い、子を産める体にはなっていた。世界中から凄すご腕うでと呼ばれる男を捜して見繕い、日本でそれを見み出いだした。この男なら、という相手だ。呂商会と同じ個人商店であるが故ゆえに、必要とされなくなっている男だった。


    　その時から私は失敗していたのかも知れない。死んでいれば良かった。無駄に、我が子を差し出してまで生きていたい人生でもなかった。腹の中から抜け出た命の隙すき間まに、憎悪ばかりが溜たまっていった。


    　父と姉が殺されたから。そう思ったが肝心の仇あだ討うちは為し得ない。姉は殆ほとんどを殺して道連れにして死んだ。私の姉は相当、呂ル商会に対して誠意を見せた。私はそういう姉を知れば知るほど、呂商会とその意志決定機関である陰陽の竜を憎んだ。


    　私は、目玉に針を刺した癖にきっと私より弱いであろう、呂小シヤオ丑チヨウに仕える呂商会の小間使いとなって、我が子の成長をずっと見ていた。双子だった。片方は日本に置いてきた。せめてもの腹いせだ。


    　いずれ仇あだなす存在にでもなればいい。


    　呂商会を内側から観察し、いつか潰つぶしてやろうと決めていた。私の娘は、素手ならば私より弱かったが、剣術に才能があった。それはきっと、父となった男の素養なんだろう。それは呂商会にとっても陰陽の竜にとっても有り難かったに違いない。


    　私の件で懲こりたのか、針を刺す施術は私の時よりずっと早く、娘に試された。


    　そして娘は視力と聴力を失ったが、それは私が仕組んだ。失敗作として放置されるように段取りを整えさせた。鍼はり師を籠ろう絡らくするのは訳もなかったし、失敗した所で、呂小丑は既にいる。私より弱いが、私より強い必要もない。物は試しというだけの事だ。敢あえて視力と聴力を奪うよう指示した。


    　私の娘には、私と同じぐらい、それ以上の憎しみを呂商会に抱いて貰もらわなければならない。そうでなければ、私の姉のように、ただ楽しかった思い出ばかりを脳裏に描きながら言われた事に従うだけの存在になっていた筈はずだ。


    　私は娘を差し出した時に、呂商会から離れるべきだった。ただの一市民として生活すべきだった。余計な憎しみを抱き腹いせをしたかった。それもまたしくじったといえるだろう。ましてや娘をそんな境遇にまで落とし込んで、実の子を共犯者に仕立てようとするとは、話にならない。


    　後悔だけなら幾らでも並べられる。誰よりも強いと自負する私の人生は、誰よりも強い癖に後悔しか並んでいない。


    　娘の耳じ目もくが回復しているのは知っていた。それでも敢えて塞ふさいでいたのは、呂商会に対する騙だましの為でもあるし、娘がその状態に適応してしまっていたからでもある。人間はどんな悪あく辣らつな環境にも適応してしまえるが、一度その環境に特化すると引き返せなくなる。


    　悪事に深く手を染めた人間が、そう簡単に更正出来ないのと同じだ。


    　どんな生き物でもそうで、そして私自身もそうだった。一度、復ふく讐しゆうの道に深く入り込んだ私には、途中で引き返す事など出来なくなっていた。密かに、確実に、私は呂商会という存在を討ち果たす方法を模索し続け、そして今日の失敗へと至る。


    　本当に、何もかもしくじった。何ど処こからしくじったのか考えるのも億おつ劫くうだ。


    　グレイをけしかけ「依頼」をさせ、娘である呂ル小シヤオ丑チヨウをより非効率的に運用し、傭よう兵へい団を散々に、不必要なまでに追い込んだ。そのまま放っておけば、ラスネイルの率いる軍は呂商会を叩たたいただろうに、それ以上を私は欲しがった。


    　ラスネイルらの装備と、日本で灰はい人とが溜ため込んだ資金。どちらも私には都合が良かった。どうせ呂商会も陰陽の竜も、デスクワークばかりで現場に足を運ばない。娘が、呂小丑としても特異な存在だった事も都合が良かった。操り切れずに苦労しているとでも言えばいい。どのみち、無敵の呂小丑が喧けん伝でんされる分には、彼らはそんなに気にはしない。


    　何人もの人間を死なせ、無数に憎悪をまき散らしながら、私の計画は私にすら止められないままに進んでいく。その時は何も後悔していなかった。このまま巧く進めばいいのにとだけ思っていた。目の前にある道を上手に歩く事だけを考えていたし、その時には、それは正しい道に思えていた。


    　悔しかったのだ。癪しやくではないか。


    　誰よりも強いと自負する私が、周囲からもそう認められた私が、何な故ぜ、好きでもない男の子を孕はらみ、その子を差し出してまで生を購あがなわなければならないのか。私は、誰よりも強いのに。殴り合いなら誰にだって負けはしないというのに、何で。


    　結局、私は変化はしたが成長はしなかった。


    　殴り合いでなら誰にだって勝てるという幼い価値基準のまま、それを満たせる経験も得られる事なく、呂商会の理不尽さに耐え変化し成長の機会は与えられないまま、年月を重ねるはめになった。だからきっと、最初から、私は間違えっぱなしなのだ。誰よりも強いなどと自うぬ惚ぼれるのではなかった。そんな物は特に役に立たないと自覚する所から始めるべきだったのだろう。


    　血を吐いた。死が目の前にある。


    　無敵を自認するこの私の死が、すぐ近くに迫っている。


    　姉の仇あだ討うちなどと似合わない事をしなければ良かったか。しかしあのタイミングこそが、私の強さを役立てられる数少ない機会だった。姉の仇討ちなど口実に過ぎない。私は私の肉体が持つ能力をひけらかし、見せびらかしたかっただけだ。


    　お陰で全ての仕込みが無意味になった。


    　灰人を名乗っていた道みち場ば怜れいは殺した。もう呂商会も気にしていなかった。名前まで変えられては固こ執しつする理由もない。それは死んだのと同じ事で、私の姉が首尾良く始末したと片付けられ、尚かつ道場怜はこの国でそれなりにのし上がってさえ来ていたから、いつか何かの機会には、何も知らない顔で手を握る事すら上の人間は考えていた。


    　ラスネイルの暗殺。呂商会は本当にそれだけしか知らない。何もかもを巻き込んで燃やしてやったのは、私の独断だ。私の反抗心であり、雪せつ辱じよくであり、そして復ふく讐しゆうだった。


    　私が殺した相手が言っていた。


    　自分でイベントを用意しなければ人生を楽しむ事さえ出来ないと。


    　その通りだ。幾らでも私は賢く無難に立ち回れた筈はずなのに、望んで事態を引っかき回した。そのツケとしわ寄せが一気にやってきたというだけの事だ。考えても見れば、甲かつ冑ちゆう姿で疾しつ駆くしリムジンを叩たたき壊し、その中にいる相手を力ずくで殺し、その相手は姉の仇かたきなど、私が望んだ私の檜ひのき舞台に外ほかならないのではないか。


    　やり通しはしたが後悔はある。


    　まだやり通せてない事ばかりが無限に湧わいてくる。


    　呂ル商会への復ふく讐しゆうを果たさなければならない。それが逆恨みか見当違いであるという可能性には、この際、目を瞑つむる。人生を俯ふ瞰かんで見て正しい事だけ選び取っていって、何が楽しいものか。少なくとも私は目に針を刺されるなど御免だったし、姉だって好きこのんでやっていたとは思えない。


    　直近の失敗と言えば、あのリムジンのルーフを突き破って灰はい人とを名乗っていた道みち場ば怜れいを殺した時か。酷ひどく充実していて、その時、遠くで火が上がるのさえ他ひ人と事ごとに思えていた。パトカーが殺到してきていて、それでもまだ大した台数ではなかった。呂商会と灰人の手下にはこのまま消耗戦を繰り広げて貰もらい、死ぬなり逮捕されるなりしてくれればいい。既にラスネイルのダイヤは確保している。灰人の大金も、その札束を積んだ車を運転してくるだけでいい。これはグレイの依頼で行った事で、行き着いた成り行きだ。


    　そのグレイも手筈通りなら死んでいる。呂小シヤオ丑チヨウの父が、娘の肩書きに恥じない動きをしていてくれれば問題はない。そしてきっと、問題は起こらない。


    　問題があったとしたら私の方だ。


    　パトカーが炎上してスピンするのを眺めてしまった。不思議だとは思わなかった。気の利いた狙そ撃げき手しゆもいたもんだと、こちらの手がやった物だと思い込んでしまっていた。


    　その判断自体はそれほど失敗とは思えない。誰が撃とうと、警官隊の第一陣を崩してくれたのだから好都合だ。この隙すきにさっさと身を潜ひそめてしまえばいい。出来れば、可能ならば大金を確保して。それは絶対条件ではない。放置しておいても構わない。


    　そんな事ばかり考えていた私の胸にぶち当たって来たのは高速のライフル弾。


    　パトカーを片付けた狙撃手が次に狙ねらってきたのは私。それもまあ、いい。私の大胸筋は持ちこたえる。義和拳とかいう能書きを、呂商会はそれなりに現実化させていた。目玉に針を突き刺すなどしなくても、資質と努力でどうにか弾丸ぐらいには耐えられる秘術として練り上げていた。


    　その弾は貫通して来ない。私がファンタジックな体で弾いたのではなく、元から私の胸に当たって勝手に弾ける仕様になっていた。弾けるのは僅わずかな私の血と、似たような量の液体。


    　液体の詰まった弾頭が、私の胸で勝手にひしゃげて炸さく裂れつし、中身を盛大にぶちまける。


    　あり得ない。本来、そういう弾頭そのものがあり得ない。中に液体を詰めるなど、しかも拳銃弾ならともかくライフル弾の弾頭に流動性の高い液体を詰めれば、当然、軌道は落ち着かなくなり当たる弾も当たらなくなる。


    　旋回しながら突っ込んでくる高速の弾だ。中に液体など詰めたら遠心力で中身が偏り揺れ動き、弾道は明後日の方角を向いてしまう。しかも詰めるべき理由が全くない。ペイント弾として使うにしても、ライフル弾では命中さえすればそれなりの威力になってしまう。充分に人を殺せてしまうという威力でペイント弾も糞くそもない。何を詰めるにせよ、ライフル弾を当てれば大抵の相手は人も物も壊れるのだ。


    　その弾が私に命中している。弾が命中し炸さく裂れつすれば、そりゃあちょっとは皮膚が削そがれて出血もする。それが呂ル商会の辿たどり着いた、武術としての義和拳の奥義だ。大砲の弾までは知らないがライフル弾を通さないのであればまず合格だろう。


    　そういう相手に対してのみ効果がある。銀の弾丸みたいな物だ。呂商会の抱える義和拳の使い手は弾丸を克服したかも知れないが、技術は更にその対策に特化する。その可能性を考えてもいなかった。


    　毒だ。単純な話だ。毒液の詰まった弾丸。弾はそれを届け、そして肌を弾いて血管に潜り込ませれば上出来というだけの役割。肌に触れ皮下に僅わずかでも混入すれば即効で死をもたらす毒など、掃いて捨てるほどに存在する。


    　それを想定していなかった事も、それほどの失敗ではない。甘く採点すればだが。


    　何よりもの失敗は、あの甲かつ冑ちゆうを重いからと脱いだ事だ。そして自分をひけらかした。灰はい人とに、道みち場ば怜れいに私を見ろとばかりに突きつける欲求に耐え難かった。それは何も、姉の仇かたきだからというのではない。


    　呂商会の人間以上に、陰陽の竜は言うに及ばず世界中の誰よりも、あの男は、私という存在を認めてくれる気がした。軽んじる事はないだろうという期待があり、そして願いがあった。漸ようやく見つけ辿り着いた、ただ一人の、私の理解者。


    　どれもこれも思い返してみればくだらない。遡さかのぼれば遡るほどに自分が愚かに思えてくる。こんな頭の悪い女に、過剰な戦闘能力が授かるとは、酷ひどい皮肉に思えてくる。私は自分を制御する事さえ出来はしなかった。


    　やがて死ぬ。遠い未来の話ではなく、恐らくは一両日中に。そうなる事が、足あ掻がいて足掻いて双子まで産み落とした挙げ句、実の娘を地獄に突き落として這はい上がってくるのを待つという真ま似ねまでして辿り着いた空しい限りの結論だった。


    　私を撃ったのは、ラスネイルの手の者だろう。甲冑姿のままだったら、距離もある。本人かどうか判別できず撃たなかった筈はずだ。私はわざわざ、脱ぎ捨ててしまった。


    　さてどうするか。ここから呂商会に殴り込みをかけるほどの時間はない。やれる事は数少ない。最後の憂うさ晴らしに何を選び取ったらいいのか。死ぬのは決定付けられているが、まだ死んではいない。手足も動く。


    　誰を殴り殺せばいい？


    　私に出来るたった一つの自慢できる特技を誰に振るえばいい？


    　出来れば呂ル商会と陰陽の竜を皆殺しにしてやりたかったが、もう無理だ。憂うさ晴らしが欲しい。未来は私にはもう残されていない。どう死ぬかというそれだけの話だ。手が届くのなら、その相手に何か私の溜りゆう飲いんが少しでも下がるような因縁があればいい。


    　では狙そ撃げき手しゆか。探している時間はあるだろうか。


    　まだ立っている私に追撃が来ない。着弾した時点で逃げられたかも知れない。一流の狙撃手ならそうする。常に移動する。とどめを刺すのに固こ執しつして同じ場所に居続けるのは二流のやる事だ。この液体が入った弾丸を当てられるというなら、相当な腕だろう。


    　これが私でなければ、呂小シヤオ丑チヨウならば、私の娘ならば、狙撃手の存在など文字通り嗅かぎ付けていただろうに。


    　ふと見れば図体ばかり一人前のガキが、私に向けて銃口を向けているのが見えた。さっき、灰はい人とが私に向けて放った、散弾を放てるおかしな拳銃。構えも何もなってはいない。放つのが散弾ならそれでも幾らか当てられるかも知れないが、残念ながら私にそれは通じない。


    　私は呂商会の小間使い。義和拳の神髄を、針など刺さずに身につけられた数少ない存在。天帝たる陰陽の竜に仕える召使い、神竜テイエン。このガキでは殺せない。そしてガキ相手に憂さ晴らしをしても仕方ない。それでは溜飲は全く下がらない。


    　他人をガキなどと呼んではいるが、私だって結局幼いままだった。ガキのままガキを二人も産み、そして年ばかり重ねて大人になれず、こうしてガキに銃口を突きつけられている。このガキは何を考えて、決して勝てないと分かっているであろう私に挑むのか。


    　何が目的か訊ききたかったが、日本語は巧く話せない。


    　もし私を殺そうとする理由がくだらない拘こだわりやしがらみなら忘れてしまった方がいいと助言してやりたい。踵きびすを返して逃げるべきだ。そして可能なら、こんな世界からは離れて平凡に生きればいい。


    　このガキにはまだ未来があり将来がある。成長できる。私とは違う。


    　銃声が轟とどろいた。躱かわすまでもない。跳ね上がる銃口を抑える事すら出来てはいない。拡散する九粒弾だというのに、全て私の頭上を抜けていく。このガキは未来を捨てた。私を殺そうとした。ならば因縁が出来る。私は私に挑んできた相手に容赦はしない。してやらない。つま先立ちのステップから、大きく跳ねて一気に間合いを詰める。


    　まずこのガキを殺す。そしてまだ行けるようなら狙撃手も殺す。


    　それで私のくだらない、間違い続けた人生はしくじって完結する。


    　全身を回転させる。遠心力を加え続け、その果てにある究極の打撃。義和拳の持つ、守りではなく攻めの型。弾丸や砲弾に耐える事と同時に、義和拳の始祖たちは己自身の一撃を弾丸や砲弾に匹敵する物とした。


    　私の姉は回転演舞のような多数の手数でその打撃を可能にしていたという。


    　殴り合いでの才能に、姉より恵まれている私は、二度ほど回転する事でその打撃を放つ事が可能となる。些いささか鍛えた程度のガキなら、首から上を完全に粉砕してやる事すら可能だ。そして今すぐそうしてやろう。


    　殺す。まずは一人目。ウォーミングアップ。


    　だが殺されたのは私の方だった。毒が回るよりも先に圧倒的かつ強引に、即死には至らないまでも十数秒後には死ぬというほど余命を短縮された。背後から、胸板を貫かれている。日本刀の大刀で見事に背後から刺し抜かれている。心臓を斬きり裂く正確無比な刺突。


    　倒れながら背後を見た。


    　血で染まった巫み女こ装しよう束ぞく。両目からは血が止めどもなく溢あふれ続けている異常者。


    　美み舟ふねだ。私の娘。実の娘の、片割れ。南なん斗とに預けた、もう一人の殺人機械。実の娘にそうと伝えるひまもなく、私の余命は大幅に削り取られている。その刃が引き戻され、滑り抜けた。銃を構えたガキを忘れた。私を刺し殺した巫女装束の女を凝視する。


    　もう一人はどうした。呂ル小シヤオ丑チヨウは。私の、もう一人の娘は。


    　北斗七星の末端にある凶兆の星は、南斗の育てたこの星に敗れたというのか。


    　針も刺さず、ただ鍛たん錬れんのみで育てられただけで、無数の人間が崇あがめ奉たてまつった暴力の化身みたいな呂小丑を退けてきたのか。私すらも今、殺す。そこまでされたら、呂商会の面目は丸潰つぶれだろう。弾丸に勝てるようになったというのに、今度は日本刀に負けるとは。


    　刃が引き抜かれる。美舟が私から距離を取る。


    　崩れ落ちそうになる膝を堪こらえた。虎でも殺せるこの私が、母娘喧げん嘩かで無様は見せられない。まだ立っていなくてはならない。


    　まだやらなければならない。


    　まだ殺さなければならない。


    　所詮、私に出来る事はこのぐらいだったのだから。


    　腰を落とす。構えを取る。つま先立ちは常の事。毒と刀にやられて余命幾ばくもない。今なら目玉に針を刺されても受け入れる。そうする事で力が蘇よみがえるというなら。より強くなれるというなら。どうせ死ぬというのなら。


    　今なら私はティエンではなく小丑になる事を迷いなく選択する。


    　そしてそれは、今更だ。笑える無様な取り繕つくろいだ。


    　跳ぶ。旋回して、懐に飛び込み、我が子の心臓に肘ひじを。私の体格でも放てない、打撃の常識を覆くつがえす義和拳の奥義。秘中の秘たる打法で美舟を殺し、私も死ぬ。母娘共倒れの無理心中。


    　旋回動作に入った私の背中を強烈な打撃が襲った。地面から放たれた一粒弾。熊弾の一撃。もう一人いるあのガキを忘れていた。すぐ傍そばまで、どんな下手くそでも当てられるという距離まで這はい寄られていた。どうでもいいと無視していた。この期に及んでまだしくじった。


    　私は誰よりも強い筈はずなのに。それすら誇れず死んでいく。


    　何が原因で何を間違えたのかなど数え上げたらキリがない。それこそ無駄だ。


    　美み舟ふねの、血ち塗まみれになった白しろ鞘さやの大刀が私の首を刎はね飛ばす。美舟はそれとは知らず自らの双子の姉妹を殺し、今また母である私を討ち果たす。その両目までも失ってそれを果たし通す。私が紡つむぎ始めた因果の糸は、何を縫ぬうのかも報しらされないまま私自身をもただの過程に落とし込んで伸びていく。


    　私はきっと、最初から、糸を針の穴に通す事すらしくじっていたんだろう。

  


  
    


    


    21.AREA OUT OF BOUNDS（3）

    


    



    　真っ暗闇だ。


    　何も見えない。音だけは聞こえている。奪われたのは視界だけ。初めての事ではない。目を塞ふさいでの鍛たん錬れんなど私は何度もやってきた。そして、目どころか耳まで奪われても戦える事は、呂ル小シヤオ丑チヨウが教えてくれた。


    　試せる相手もいた。だからまだやれると確信している。


    　再び大刀を拾い、脇わき差ざしと共に鞘さやに戻し、杖つえ代わりにした。向かう先は、灰はい人とと疾はや鷹たかが走り去った方角。埠ふ頭とうの構造はシンプルだ。広いというだけで、海にさえ落ちなければ出入り口にしか辿たどり着けないようになっている。


    　だから何も迷いはない。


    　様々な音が聞こえ、匂いを嗅かぎ取れる。あの呂小丑よりも情報量はまだ多い。それでも、盲目のままではとても太刀打ちできなかっただろう。それまでなかった物を不意に与えられると、奪われる時よりも動揺する。与えて貰もらえるという幸運に全く馴なれていない。少なくとも、私たちのような人間はそうだ。


    　自分が何年生きてきたのかすら覚おぼ束つかない。その中で研とぎ澄ましてきた私の技は、誰がどう喜んでくれるのかすら見当が付かず、感謝された覚えすらない。きっと一生、死ぬまでそうなんだろうと思っていた。元から、求めてさえいなかった。


    　もしもの時は殺して欲しい。


    　そう頼られた時の昂たかぶりを巧く説明できない。命令ではなく、頼まれた。頼られた。きっと感謝もしてくれるだろう。もう目は見えないが、そのぐらいはやれるし、やってのけられる。私は初めての頼まれ事をやり通したい。そうすれば、この先どんな人生になろうと、その経験を縁に生きていけるだろう。


    　疾はや鷹たかを捜さなければならない。ファントムが止まったのは確認している。そこで何が起きたのかまでは流石さすがに確認出来なかったけれど、巧く逃げおおせたとは思えなかった。灰はい人とが生きているなら、それでもいい。疾鷹が死んでいるというなら、少し残念なだけだ。


    　二人の人間を認識できる。音で。匂いで。肌で。正確には三人だが、もう一人は僅わずかに熱が残っているだけの、人ではない物質でしかなかった。生きて、呼吸し、熱を保ち続けているのは二人。


    　匂い。一人は覚えている。疾鷹の匂い。まだ生きている。そしてもう一人からは、女の匂いがした。脳が刺激される懐かしげな匂い。奇妙な感覚だった。目で確認していれば全く違うのだろう。見えないからこそ違う物を感じ取れる。


    　その女からは動どう悸きすら感じ取れた。乱れた、死を間近に迎えた者の不整脈。


    　疾鷹がそこまでこの女を追い込んだのかは分からなかったが、疾鷹からは銃の匂いがする。火薬とオイルの香りがする。互いが互いを殺そうとしていた。そして多分、疾鷹が負ける。疾鷹の死を奪われる訳にはいかなかった。


    　それは私の生き甲が斐いだ。生まれて初めて頼んで貰もらった仕事だ。


    　その男は私の物だ。お前にはやらない。


    　後ろから刺し抜いたが、まだ生きていた。反撃さえして来ようとした。さっきまで争っていた呂ル小シヤオ丑チヨウと同じような存在。まともにやったら、目を失った私ではどうしようもない。勝てる気がしない。だが女は、私が視界を奪われた以上の物を既に奪われていた。


    　最後に残った物を比べ合うしかない。大負けした博ばく打ちの末に、財布の中に残った僅かな小銭を賭かけ合う貧乏くさい競せり合いをするしかない。どちらにどれだけ、勝機が残っているかは分からなかった。ここまでやっても、まだ五分とは。誰なのかは知らないが、随ずい分ぶんな駒がまだ残っていた。疾鷹が、灰人の盾たてになりきれなかった、守りきれなかったのもよく分かる。


    　安心して欲しい。必ず私があなたを殺す。


    　そして競り合いに私が勝てたのは、結局、残った物が私の方が多かった、というだけだった。疾鷹がまだ生きていたという、それだけだ。ただの盗人だと自称していた。そういう自分に戻りたくないとも言っていた。ごく平凡な、私より少しだけ年上であろう、それだけの存在。


    　相手の背中を押してくれた。本当ならそれだけでも燃え尽きていておかしくない弾丸の一撃は、女をよろめかせただけだったが、私にとってはそれで充分だった。目の見えない私でも、相手が一瞬でも棒立ちになってくれれば、見えていた頃と変わらぬ動きが出来る。浴びせられる。鍛たん錬れんに鍛錬を重ね吸収し血肉にした横よこ薙なぎの一いつ閃せん。


    　女の匂いが死者のそれに変わる。首を、刎はね飛ばしていた。


    　埠ふ頭とうは一時、酷ひどく静かになっていた。遠くからサイレンの音がする。ヘリの音がする。船のエンジン音が波間の向こうから聞こえてくる。それら距離のある音が聞き取れるほどに、静かだった。殺し合いは終わったらしい。今ここにいる生きている者は、私と疾はや鷹たかの二人きりだ。


    「……美み舟ふねさん」


    「はい」


    　声が弾んだ。さん付けで名前を呼ばれるのが嬉しかった。


    「あんた、目が」


    「見えません。が、問題ありません。灰はい人とさんは死んだのでしょう？」


    「守りきれなかった。無理だった。命をなげだそうにも、俺ァ運転席でエアバッグに拘こう束そくされて。まあ、動けててもどうしようもなかっただろうけどな」


    「疾鷹さんは、まだ生きている。灰人さんは、死んだ」


    「そうだ」


    　何も問題はない。両手で村むら正まさを構え直す。みじめな生き方よりも死を選ぶという疾鷹の、私をその手段として選んでくれたこの人の、私はその期待に応えなければならない。


    「何もかもがご破算だせ。俺は生きてても仕方ねえ。殺してくれるってんなら願ったりだ。……でもこれは興味本位で訊きくんだがよ、美舟さん。あんたはこの先どうするんだ？　何かアテでもあるのか？」


    「失った目を補う努力をするでしょう」


    「その先は？」


    「何も。考えたんです、疾鷹さん。あなたに言われて考えてみたんです、先の事を。でも何も思いつきませんでした。何も見えてきませんでした。私はずっと先の見えない暗がりのような人生を歩むんでしょう。これから先も私は剣として生き、やがてなまくらになりへし折られ錆さび付くまでこうなんでしょう。でも、あなたがしてくれた個人的な頼み事を果たせたのなら、その事だけを楽しみに、残りの人生を潰つぶしていけると思います」


    　将来も未来もどうだって良かった。今この瞬間だけが私の全てだ。


    　どれだけ無む味み乾かん燥そうな余生が長く続こうと構わない。一度は他人に頼られたのだと、命令ではなく願われたのだと、そしてそれを果たしてあげたのだと、それだけが一つ、ぽつんと灯火のように、真っ暗な中に灯されていれば、私にはそれで充分だ。


    「……やっぱり死にたくない、盗人に戻ってでも生きていたいと俺が言い出したら？」


    「死が迫れば心にもない事を言い出します。気にしません」


    「じゃあ違う頼み事に替えてくれと言ったら？」


    「今の私に出来る事は限られています。人を殺す事しか能がないのですから」


    「……例えば灰はい人とさんの家にとって返す。今なら盗み放題だ。大部分の金はここに持ってきているし、あの騒ぎで誰かが浚さらってっちまってるだろうが、あんな大金は元から必要ない。家に残っている分だけでいい。ここに持ってきていないダイヤもある。それを使って何とか人生を立て直したいと、俺が言い始めたら？」


    「……その計画が、私に何の関係が？」


    「一緒に、あんたと。美み舟ふねさん。俺とあんたでここから、こういう人生から逃げ出すのに必要な最低限の物は盗める。俺は盗人に戻りたくはないが、最後に一度だけ、そうしたっていい。美舟さんが一緒にいてくれるってんなら」


    「……私が必要な計画に聞こえないのですが」


    「一緒にいて欲しいって俺は頼んでる。俺の頼み事をそれに替える。そう言い出したら、どうする？」


    「……困ります。考えが、及びませんから。どうしてそんな事を言うんですか？」


    　酷ひどくシンプルだった私の人生設計が、暗闇の中を手探りで、何も考えずに歩んでいこうとしていた私の人生を、突然、そんなふうに再設計されても困る。どうしていいのか分からなくなる。


    「俺が一緒に逃げようと言ったら？」


    「だめです」


    「あんたに惚ほれたから、ってシンプルな理由でそう言い出したら？」


    「困らせないでください」


    　疾はや鷹たかを、私は喜んで斬きる。疾鷹は、私に喜んで斬られる。


    　そういう取り決めだった筈はずだ。そういう約束だった筈だ。そういう結論でいい筈の人生だったのに。今になってそう言われても、何と答えていいか分からない。死を前にして心にもない事を喚わめきだす。それは全て虚構で、やっぱりあの時、死んでいれば、殺されていれば良かったと後悔する。そういう生き物だ。そういう類たぐいの能書きだ。聞く耳を持てば疾鷹自身が悔やむに決まっている。


    　目を奪われた。耳も奪ってくれれば良かったのに。そうしたらこんな戯ざれ言は聞かずに済んだ。何も迷う事などなかった。私は真っ暗闇の中に居続けられて、その環境にももう馴なれ切って、他の事など考えずに済んでいた筈なのに。


    「……何な故ぜそんな事を言うんですか？」


    「さあ。死にたくねえってだけかも知れねえ。ビビってそう喚きだしただけかも知れねえ。でもな、目の前で何人もバカスカ死んだり死なせたりなんてのを見せられてよ。死んでいくのが正解だみてえな悟ったツラしてそうされるのを見せられてみろよ。こいつら全員、バカなんじゃねえかって思っちまう訳よ。死ななくても済むだろってな」


    「でも」


    「あんただって人殺さなくたって幾らでも生きていけんだろ。大抵の人間は、人なんか殺した事ねえんだよ。それで普通に生きてんだからよ。やめちまえよ、そんなの。俺も疾はや鷹たかって名前のままでいい。糞くそみてえな境遇で、やらかした事は一生引きずるだろうけどよ、灰はい人とさんの遺産がありゃあ、何とかそれでも、ぎりぎり普通になれる」


    　何と答えていいのか遂に分からなくなり、言葉を失った。


    　考えを深める時間はない。この静寂は長くなく、この機会を失えば、次にやっぱり殺してくれと言われても、巧くやれるかどうか分からない。視界を失った時の立ち回りは、迷いを捨てる事だ。技を絞る事だ。後の事は考えない。これだという一刀に全てを賭かける。そうでなければ立ち回れない。


    　なのに疾鷹は、視界を失った私におかしな事を言う。考え始めたら、私は暗闇の中でどうしていいか分からなくなってしまう。一歩先に落とし穴があるのではないかと勘ぐりだしたら、それこそ一歩も進めなくなってしまう。


    　疾鷹のため息が聞こえた。それは諦めの響きを持っていた。


    「……どうでもいいよ。能書きだ。言うだけ言ってみただけだ。俺だってそんなに巧く回せるか分からない。これから先、何もかも失敗して、警察にとっつかまって。みじめな人生が続いちまう可能性の方が高い。ま、あんたの言う通り、殺されちまうのが一番、楽だ。考えてみたって仕方ねえ。俺はそんなに頭が良くねえ。バカが考えたって生きるのをサボってんのと大して変わりはありゃしねえ」


    　もう遅い。手遅れだ。私が迷ってしまった。


    　疾鷹が望むから殺しに来たのに。斬きってくれというから喜び勇んで、目を失ってまでここに来たのに。今はもう、疾鷹が本当には何を望んでいるのかが掴つかめなくなってしまった。私の都合を押しつけて斬ってしまったのでは、頼み事を聞いてあげた事にはならない。私の中でそれは、灯火にはなりはしない。


    「いいよ。斬ってくれ。もう面倒になっちまった。バカな大人の仲間入りでもしてた方がよっぽど楽だ」


    「……ではお覚悟を」


    「とっくの昔に覚悟はしてる」


    　真っ暗闇の中、村むら正まさを振り下ろす。これで本当にいいのかと迷ったまま、私がこれまでに研けん鑽さんした技で横よこ薙なぎの一いつ閃せんを放つ。疾鷹の首の位置なら、聞こえてきていた声で分かっている。そこをただ真一文字に斬り裂いてしまえば、それでいい。


    　振り抜いて、振り抜いたまま私は真っ暗闇の中にいる。灯火は何ど処こにもない。


    　すぐ近くまで、車のエンジン音が近づいてくるのにも反応できない。私が掴つかめると思っていた光は、手には入らなかった。何も持たない私が一人、ここにいる。その傍そばに車が停まる。大型車が。


    「美み舟ふね」


    　運転席から、高い場所から、疾はや鷹たかの声ではない声が私を呼ぶ。


    「……目をやられたか」


    「はい」


    「まあいい。お前は俺の最高傑作だ。見えない目でもまだやれるだろうよ。車に乗れ」


    　南なん斗との呼びかけは命令だった。頼み事でも、願い事でもなく、私に敬意もない。


    「お断りします」


    「……断るってのを教えた覚えはねえんだが、随ずい分ぶん、一丁前になっちまったな。まあ自我に目覚めるってのはお前の年なら遅すぎるぐれえだが、ここに残ってどうすんだ？　三〇億ならこの車に乗ってんだ、もうここには何もねえよ。……ところで刀ァどうした？」


    「すっぽ抜けました。柄が、血で濡ぬれていた物ですから。何ど処こに飛んでいった物やら」


    「鑑定書つけて貰もらったお宝だぞ。まあ刀なんてのは荒っぽく使ってナンボだがよ。この車に乗らないってんなら、それでもいいさ。目ん玉なくしちまった、ぶっ壊れた刀だ。まだ打ち直せるかと思って言ってるだけでよ。嫌なら嫌で勝手にくたばりゃいい」


    「お世話になりました」


    　南斗の舌打ちが聞こえる。


    「灰はい人となんぞに貸すんじゃなかったな。三〇億でも安いくれえだ」


    　言い残して、南斗は車で走り去っていく。最初からそれを狙ねらっていたのかまでは分からない。何もかも死んでしまったのだから、拾える物を拾っただけかも知れない。あの金で、南斗はまた、刀を鍛え直すのだろうか。私のような刀を。或あるいは呂ル小シヤオ丑チヨウのような剣を。


    　どうでもいい話だ。


    　私は真っ暗闇の中から、また灯火を見つけなければならない。刀が、滑って、手から抜けて飛んでいった。白しろ鞘さやで造るからそうなる。鮫皮でも巻いてあったなら、私は疾鷹の首を刎はねていただろう。迷いは柄さえまともに握れなくさせてしまう。


    　出来なかったのだから、果たせなかったのだから、私は別の光を探さなければならない。


    　暗闇の中で頼れる縁を。


    「お世話になります」


    　目の前にいるであろう疾鷹に、まだ突っ立ったまま人生を繋つなげている疾鷹に頭を下げる。疾鷹よりも私は考えが足りない。何も出来ない。だが何かしてくれと頼まれるのであれば、そうしよう。人を殺すなというなら、違う事が出来るようになろう。


    　胸が痛い。


    　疼うずくような痛みがすぐに耐え難い激痛に変わる。


    　見えないが何が起きたかは分かる。


    　私の胸板をライフル弾が貫通していた。前のめりに倒れ顔面を、受け身も取れずに埠ふ頭とうのコンクリートに打ち付ける。痛い。とても痛い。真っ暗闇がより深い闇へと変わって私を取り囲んでいく。


    　疾はや鷹たかの叫びが聞こえる。聞こえるだけで、何も見えない。


    　灯火の欠片かけらすら私の周囲には見あたらなかった。

  


  
    


    


    22.LEGACY OF LIYLGAMYN

    


    



    　あの糞くそみたいなお祭り騒ぎから一年が過ぎる。


    　その間、とんだゴミ拾いをするハメになった。もっとも、三〇億のゴミ拾いだ。言われなくても拾っている。些いささか衰えたとはいえ、真っ向から大物にぶつからない限りは、俺もまだまだ負けはしないし死にもしない。一年前、あの埠ふ頭とうの中で俺が恐ろしかったのは、呂ル小シヤオ丑チヨウと美み舟ふね、そしてティエンの三人だけだ。


    　ティエンを出し抜く心算つもりはなかった。俺の子を産んだ女でもある。だが、あそこで灰はい人とに絡む分にはティエンの勝手で自己責任で、そしてその結果どうなろうと俺の知った事じゃない。誰に言われた訳でもなく、自分で決めて自分で実行したのは久しぶりだった。


    「……ま、何かと気を使ってみた訳だ、四方八方にいい顔出来るようにな。首のねえ死体を片っ端から拾ってきた。残念ながら呂小丑の頭だけはどうしても見つからなかったんだが、他は都合良く回った」


    「……それを、今更私に売りつける、と？」


    　憔しよう悴すいしきった幽鬼のような顔の女が譫うわ言ごとのように呟つぶやく。


    　サイデル。


    　ラスネイルの執事であり、今も尚、執事であり続ける女。


    「売りつけるってのもな。そもそも、お前さん方、もう金なんかねえだろう。元から素す寒かん貧ぴんの状態だったんだ」


    「……ダイヤならまだ、幾らか」


    「いや違う違う。俺はお前さん方にはそのままでいて欲しいと思っている。呂ル商会に対して恨み骨こつ髄ずい、にもかかわらず動くに動けない、って状態のままでな。その為に、プリーストってのの死体も拾ってきた。身元が掴つかめそうなのはあいつぐらいだったからな」


    　サイデルが、ライフルを合法で所持していた。その持ち主として名義を貸していたのがプリーストこと坊ぼう屋や檮とう一いち郎ろうだ。行方不明になってくれれば、サイデルも、そして捜査する側も何かと楽でいいだろう。


    　灰はい人とは元から、とうの昔に死んだ人間だ。戸籍を偽造して、その偽の戸籍のまま死んだ。灰人が死んでくれたら都合がいいという人間なら幾らでも知っている。商売の話なら、そっちを使う。サイデルに期待しているのは、違う事だ。


    「みんな死んだ。軒並み、死んだ。後に残ってる物を拾ったはいいが、銭金の話ばっかりしてても面白くも何ともねえ。あの、灰人ってのがお前さん方と取引したがってた訳だが、ああいうの見てると刺激されちまってな。結局、あいつは大人になりきれなかったし、その隙すきに足下掬すくわれてくたばった」


    「……何を仰りたいんです？」


    「俺ならもっと巧くやれるってこった」


    「ですから、何を？」


    「呂商会を叩たたき潰つぶす」


    　沈黙が流れた。サイデルのやつれた顔が、苦虫を噛かみ潰したと表現するに相応ふさわしい表情を形作る。が、納得はする筈はずだ。道具は全てある。金も、ルートも、何もかもある。プリーストという奴の死体から手に入れたスティックＰＣには、予想されたパスワードはかかっていなかった。その中身をプリーストが知っていたとしたら、あの動きは無意味に過ぎる。無駄が多過ぎる。せっかくの道具も持ち腐れだ。


    　プリーストに始まった事じゃない。ラスネイルは言うに及ばず、灰人も、ティエンも、何かしらがそれぞれ足りず、また怠おこたって、それ故ゆえ破滅していった。そいつらの死体を掘り起こして使える物を全て揃そろえていけば、俺は呂商会を敵に回したって充分、勝てる。


    　呂小シヤオ丑チヨウも美み舟ふねもいない。使い物にならなくなった美舟はサイデルに狙そ撃げきされていた。


    　俺が直じかに手を下すのも躊躇ためらわれたから丁度いい。どんな形であれ娘には違いない。


    「武器はある。だがそれを使う兵士が足りない。ラスネイルの家は一声かければ兵士は集まってくる稼業の筈だ。それに何より、サイデル、あんただって呂商会には一泡吹かせてやりたいだろうよ」


    「……協力するだけの話ですか、これは？」


    「出来ればラスネイルの家を丸ごと抱え込んで配下にしたい。あの鎧よろい兜かぶと一領を拾ってるヒマは流石さすがになかったが、警察に保管されている。親族ならそう難しくなく引き取りにいけるだろうし、難しくなるようなら俺が手を回す」


    「……伺うかがっても？　何な故ぜ、死を待つだけのような年齢のあなたがそんな野心を？」


    「若い奴らがだらしねえから手本を見せてやりてえだけだ」


    「彼らが呂ル商会を叩たたき潰つぶそうとしてしくじった、という事情は分かりました。ですが、あなたが彼らと違うという理由が何ど処こにありますか？」


    「俺はガキじゃない。先に進むべき道が見えている癖に、おかしな拘こだわりで寄り道したがるガキじゃない。死ぬ前に、派手に花火を打ち上げたいってそれだけだ。先に進むべき道なんてのはもう残っちゃいねえ。だから確実にやれる」


    　そしてまた沈黙。だが乗ってくる。


    　サイデルを無視してもやれなくはない。だがこいつらは放っておくと、余計な場所で勝手に戦争を始める可能性がある。引き入れて、管理しておいた方が得策だ。向こうにとっても、得な筈はずだ。このサイデルという女が幼さを残していなければ。余計な拘りを持ち合わせてさえいなければ。


    　それはない、と踏んでいる。執事だ。どれほど年若くともその仕事をするなら、主人の幼さを庇かばう為にも、自己の満足はとうに捨てて大人になっている筈だ。だからこそ、ラスネイルを失ってどうしていいか分からず、道に迷ってずっと憔しよう悴すいしたままでいる。


    「具体的に、条件は？」


    「……ラスネイルにはガキがいる筈だ。何人かいるって聞いている。俺が見み繕つくろって見込みのありそうなのを引き渡して貰もらいたい」


    「人質ですか」


    「まさか。言っただろ、抱え込んでおきてえってよ。それにまあ、何だ。呂小シヤオ丑チヨウも美み舟ふねもいなくなっちまった。もういっぺんだけ育てて仕込んでみてもいい。ラスネイルの血筋なら、俺の期待以上のバケモンに育つかも知れねえ。呂商会は今回、またしても相打ちだ。向こうが新しい当主を捜すより先にこっちが完成させちまえば、もうこいつはまず勝てる。世間的にもラスネイルの子が、呂商会を叩き潰す形にもなるんだ、悪くない取引だと思うがな」


    「考えさせていただけますか。前向きに受け取っていただいて結構という形で」


    　時間は必要だろう。サイデルの疲労は極限に達している。肉体的にではなく精神的に。何が正しい選択なのか、自分でも確証が持てない。中途半端に返事をしてしまう訳にはいかない。落ち着く時間が欲しい。それは分かる。だから待つ。それほど長くは待たないだろう。サイデルはもう、本能の部分では俺に協力したいと決定している。その判断を肯定してさえいる。


    「……ちなみに、男と女ではどちらがより望ましいですか？」


    「どっちだっていいさ。何なら両方預けてくれたっていい。男には、ラスネイルの鎧よろいを着せる。女には特注のバニースーツがある。伯はく爵しやく家の子息が纏まとうにゃ些いささか品がなかろうが」


    「そして針を刺す？」


    「刺すかよ。呂ル商会のイカレたあの施術だきゃあ真ま似ねできない。使えるのはスーツだけだ」


    　首は見つからなかったが、首から下は確保してある。中身はともかく、あのスーツは欲しかった。


    　サイデルの疲れ切ったため息が聞こえる。客人の前で吐つく息にしては品が悪い事に気づかなくなっているほど疲れているのが、よく分かる。


    「返事はまた後日に。私はまだ、まともに物が考えられません」


    「やるべき事が見つかれば、回復する気にもなる。何をしていいか分からないから衰弱する一方なんだ、お前さんは」


    「そうかも知れません。とにかく今日はお引き取りを」


    　無理に押しても仕方がない。言われるがままに俺は引き下がる事にした。


    　俺が全てを仕切る。潰つぶれかけていた殺し屋風ふ情ぜいだったこの俺が。理髪店を与えられて満足していた、この俺が、この世界では知らぬ者のいないという呂商会に正面から仕掛けられる。幾つまで生きるか分からないが、死ぬ前のヒマ潰しにしちゃ極上の遊びだ。


    　俺は巧くやれる。未来がないからこそ、しくじったガキどもの遺産を掻かき集めて何だってしてやれる。


    　屋敷を出た。疲れ切って、やる事もないという癖に、サイデルはあれから一年、まだ日本にいる。こんな屋敷まで確保している。灰はい人とから受け取った金は結構な額で、それを軍隊の補給に当てようとしていたのに、肝心の軍隊が呂商会に潰されたのでは使い道がなくなってしまったんだろう。


    　何より、未練があるのだ。事の結末を見届けたいという未練が。そして結末はまだ訪れない。俺が新たな道を指し示す。金も裏ルートも何もかも用意されている。パーツの揃そろったプラモデルを組み立てずにしまっておく趣味はない。


    　外に車を待たせてある。俺が運転するのではなく、させる。後部座席に、誰も護衛する手間なく収まっている自分が信じられない。何もかも、ガキどもが上手にやらないから俺がこうするハメになった。


    　大人の手本を見せてやる。


    　計画を目まぐるしく脳裏で展開させながら後部座席に滑り込もうとした、その時。閑静で上品な住宅街、洋風の屋敷と呼べる家があっても違和感のないこの土地には似つかわしくない下品なアイドリング音が響き、それがまるで地響きのように近づいてくる。


    　金を手にしてこういう場所に住めるようになった大人が、突然、幼稚さを発揮してそういう車を乗り始める事は多い。気にしていなかったしする必要もなかったが、そのＶ８エンジンのオープンカーが近づいてきて、運転席の若造が俺を見ているのに気づいて、後部座席に滑り込むのを躊躇ためらった。


    　根っこは俺も殺し屋だ。落ちたとはいえ腕もある。手首の内側には畳んだ剃かみ刀そりがいつだって納まっている。三さん条じよう小こ鍛か冶じ宗むね近ちかの銘を持つ、俺の自作した殺しの刃。


    　若造の顔を覚えている。この辺りの富裕層がこさえたボンクラではない。


    　疾はや鷹たか。そんな名前のガキ。俺が放置して気にも留めていなかった、灰はい人とが面白がって面倒を見ていた中途半端な小僧。


    　だがそんな小僧が何でＶ８のシェルビー・コブラなんぞに乗ってここにいる？


    「……金はどうやって作った、小僧？」


    「盗んだ。灰人さんの屋敷から。……三〇億も持ってると、あの程度の事ァ気にならなかったみたいだな。手つかずで驚いたぜ。金だけじゃない。灰人さんの持っていたツテやら何やら、まだ使えるレベルの遺産なら全部俺がかっ攫さらった」


    「……それで？　何をしに来た？　挨あい拶さつか？　それなりに使えるようになりましたって営業か？　もう少し行儀良く売り込みに来るなら、お前を使ってやったっていい。いきなり後ろから、その品のない糞くそったれのＶ８で現れるような無礼をやめるんならな」


    「挨拶する事は、何もねえ。俺はお前の事なんかどうだっていい。関わり合いになりたくないと思っているのが本音だ」


    「では何な故ぜここにいる？」


    「俺の女がどうしてもってんでね。あんたに借りを返したいそうだ」


    　シェルビー・コブラはツーシーターだ。運転席の後ろには、小物入れ程度のスペースしかない。そこに丸く蹲うずくまっていた女が、巫み女こ装しよう束ぞくに大小の二本差しという姿で立ち上がる。


    　美み舟ふね。


    　白しろ鞘さやから迸ほとばしる白刃の煌きらめき。


    「……目ん玉ァどうした？」


    「傷だけは塞ふさがった。えらい見た目になってるからサングラスをかけさせてる。いや苦労したぜ？　言葉もろくにわからねえ国を、半年くれえかけずり回って、ちっぽけな個人商店を見つけるのにゃあよ」


    「……何を言ってる？」


    「呂ルだよ。俺が探し出したのは呂商会の鍼はり師だ。元からもう目は見えなくなってたんだ、ほんの少しだけ、施術は楽だったとよ」


    　呂商会の鍼師。


    　盲目になった美舟。そして針。


    　真っ白に変色した総髪と、目にはルビーレンズのサングラス。


    　そこにいるのは美み舟ふねじゃない。俺が育てた存在じゃない。美舟であって美舟じゃない。


    　呂ル小シヤオ丑チヨウだ。


    「俺はもう関わるなって言ったんだが、強情でね、これが」


    「……ちょっと待て。呂商会がお前なんぞに、針を？」


    「何、寝ぼけてやがる。美舟がそれをして貰もらえる資格がある事ぐれえ、あんたが一番分かってんだろ？」


    　呂商会は血縁を重視する。血筋を重んじる。


    　美舟は間違いなく呂の家系に属すると、誰よりも俺が知っている。全身から汗が、干からびたような俺の体から、これほどの水分と脂質が排出されるのかという汗が滲にじんで湧わいて出る。


    　俺が誰をどう鍛えようと針だけは刺せない。あれだけは呂商会の専売特許で門外不出だ。このガキが幾ら頭を下げたって叶かなえられない。だが、美舟の素性さえ伝われば、むしろ喜んであの施術を行使する。


    　あの美舟に、呂の針。目玉がなくなった事など問題にならない。


    　間違いなく俺は死ぬ。殺される。


    「頭から針が生えてねえように見えるんだがな？」


    　無駄な会話で死を遠ざける。右手に剃かみ刀そりを用意する時間を稼ぐ。


    「ありゃ放っておきゃ折れるか摩ま耗もうするかしてなくなるもんだ。わざわざヘッドドレスにしてる方がおかしいんだよ。美み舟ふねはさっさと切り飛ばしてた。つうか時間稼ぎでそんな事訊きいてんだろ？　見え見えだよ」

  


  [image: ]


  
    「……今の俺を殺すと面倒だぞ。社会的地位の保険はかけて……」


    「うるせえぞ、くそじじい。俺らにそんな脅しが利くか。とっととやっちまえ、美舟」


    　そして美舟が跳躍する。白刃を片手に跳ぶその姿は、俺が仕込んだ動きではなかった。まるで呂ル小シヤオ丑チヨウのような片手薙なぎ打ち。俺の手の中には剃かみ刀そりが一つ。とてもじゃないが、凌しのげない。


    　クソガキどもの、その場限りの鬱うつ憤ぷん晴らし。くだらない憂うさ晴らし。それをしてからでなければ先に進めないという拘こだわり。俺が見下して嘲ちよう笑しようした若さそのもの。こんな事をして何の得になるのだと言いたくなるような暴挙。


    　そんな物に焼かれて俺は死ぬのか。


    　これからだというのに。俺の理想の死に様はこれからもっと先だというのに。


    　白刃が滑り寄る。俺は剃刀で受け、そのまま美舟を放り投げる。俺が教えた「そくひ」の技は、当然、今でも、充分に使いこなせている。かちりと刃が触れ合う。そして投げる。投げた美舟の喉を剃刀が。


    　左手で美舟は脇わき差ざしを抜いていた。ルビーレンズの向こうに、横一文字に奔はしる傷が見える。


    　剃刀ごと右手首を持って行かれた。激痛は長くは続かなかった。大刀が、村むら正まさが、俺にもう殺到している。


    　バカどもが。


    　呻うめいた。言葉にならない。バカどもの勝手な拘りが何もかも終わりにして台無しにする。


    　お前らはそれでいいんだろう。勝手な暴走行為に酔いしれていればいいんだろう。だから失敗するのだと何遍言い聞かせたってクソガキどもは聞く耳すら持ち合わせず、他人を破滅に巻き込んでくる。


    　血煙が舞った。俺の血が。


    　二度斬きられて、そして。


    　首を、刎はねられた。
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